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学学生生生生活活をを送送るるににああたたっっててののポポイインントト                                                                  

（１）「in Campus（インキャンパス）」について 

    「in Campus」では、授業・学生生活に関わるお知らせの掲載、各種マニュアル・申請用紙の

ダウンロード、自身の時間割や休講の確認、皆さんが授業で使うであろう各種システムへのリ

ンク集など、多彩な機能が揃っています。 

    特に重要なのは「お知らせ」です。その中でも「緊急」「重要」といったアイコンが付いたお

知らせは、皆さんに確認いただきたいものとして発信しております。成績や卒業に関わる情報

が含まれていますので、定期的に確認できるよう習慣づけてください。 

※LINE等との連携機能もあります。詳細は、in Campus内のマニュアルを参照してください。 

※利用には、情報科学センターで使用している「ユーザ ID」と「パスワード」が必要です。 

 

（２）授業担当教員への連絡について 

    「授業の欠席」や「質問」といった様々な理由により、授業担当の教員へ連絡が必要に 

   なることがあります。そうした場合は、以下の手順で連絡を行ってください。     

①講義要項（シラバス）に記載された「担当教員へのアクセス」を確認し、記載された 

方法で連絡する。 

②授業中に示された連絡先・方法で連絡する。「in Campus」「クラスルーム」等 

     ③授業の前後に声を掛け、ご都合を伺う。 

     ④51ページ「オフィスアワーを活用し、研究室等へ足を運ぶ。 

    なお、先生方には授業以外にも沢山の活動をされているため、即日に返信が来るわけではありません。余裕を

もって連絡をすることを心掛けるのは勿論ですが、しっかりメールが送信されているのか等、十分にご確認くだ

さい。それでも、先生と連絡が付かない場合は、教務課窓口にご相談ください。 

 

（３）休講・補講について 

大学の行事あるいは、各授業科目の担当教員にやむをえない事情が発生した場合は、授業を休講することがあ

ります。休講は、「in Campus」の「科目に関するお知らせ」で確認することができますので、通学の前などに確

認をしましょう。なお、休講のお知らせがなく、当該授業開始時刻から 30分以上経過しても授業が開始されない

場合は、教務課窓口に問い合わせてください。 

また、休講などがあった科目は、補講が実施される場合があります。補講は平日の６時限や土曜日の１時限か

ら５時限を利用して実施されます。実施日については、休講と同様に「in Campus」のお知らせをご確認くださ

い。 

※台風・災害等による授業実施確認については、専修大学ホームページに掲出します。 

 

（４）成績（単位の修得状況）の確認について 

履修登録や卒業を目指すにあたって、自身の成績・単位の修得状況を把

握することは、最も重要なことです。 

    「成績通知書」は、Web履修システムでダウンロードをすることができま

す。また、自身の成績が卒業要件をどの程度満たしているのかを確認する

ための様々な補助ツールを公開しています。特に、in Campus等で公開し

ている「学修プロセス自己点検シート」は、単位の修得状況を管理できる

便利なツールとなっていますので、是非活用してください。 

これらの資料・情報を活用し、４年間で卒業できるよう、計画的な履修登録・単位修得に努めてください。また、

成績について教務課（経済学部）に相談したい場合は、必ず印刷した「成績通知書」を持参の上、窓口にお越しく

ださい。 

 

（５）卒業年次生の皆さんへ 

卒業要件については、学修ガイドブックにも記載されておりますが、大学を卒業するためには、

「４年以上在学すること」、「所定の授業科目の単位を修得すること」が必要です。 

卒業までに修得しなければならない単位を「卒業要件単位」といいます。積み上げてきた修得

単位数は、過去数年間に各自の履修に基づいて受講した科目を、各自の責任において修得してき

たものです。履修中止をした科目や修得できなかった科目もあるかと思いますが、卒業するため

には、全ては各自の積み上げてきた結果が、卒業要件単位を満たしているかどうかに関わって 

きます。 

卒業年次生の皆さんは、各自の所属する学科の卒業要件数をしっかり確認し、最終年次の後期において、卒業要

件に必要な科目の修得を損ねないよう、真摯な姿勢で履修している科目の単位修得に臨んでください。 

▲ in Campus 

▲ 成績の確認方法 
解説動画 等 

▲ Web履修システム 

▲ 学修ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 

▲ 講義要項(ｼﾗﾊﾞｽ) 
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経済学部におけるカリキュラム
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経済学部におけるカリキュラム
  

卒卒業業要要件件・・進進級級条条件件・・卒卒業業見見込込証証明明書書発発行行条条件件                                                              

大学を卒業するためには、（ ） 年以上在学すること、（ ）所定の授業科目の単位を修得することが必要です。

卒業要件は、入学年度によって異なるので、注意してください。また、外国人留学生は、教養科目のカリキュラムが異

なりますので、入学時に配布された『経済学部学修ガイドブック』を参照してください。

１１．．現現代代経経済済学学科科

（（１１）） （（令令和和 ））年年度度以以降降入入学学者者 卒卒業業要要件件単単位位

区 分 卒業要件単位 備 考

転換・導入科目

専 修 大 学 入 門 科 目 ① 年次で専門科目 単位以上修

得しなければなりません。 年

次終了までに卒業要件単位（

単位）を満たしている場合でも

同様です。

②自由選択修得要件単位には、所

定の卒業要件単位数を超えて修

得した転換・導入科目、教養科

目、外国語科目、専門科目、資

格課程の一部の科目、全学公開

科目の単位が算入されます。

専 門 入 門 ゼ ミ ナ ー ル

キ ャ リ ア 基 礎 科 目

情報リテラシー科目

基 礎 自 然 科 学

保健体育基礎科目

教 養 科 目

人文科学基礎科目

社会科学基礎科目

自 然 科 学 系 科 目

融 合 領 域 科 目

保 健 体 育 系 科 目

外 国 語 科 目

英 語 または

英語以外の外国語 または

海 外 語 学 研 修

専 門 科 目

導 入 科 目

基 礎 科 目

基 幹 科 目

発 展 科 目

応 用 科 目

関 連 科 目

自由選択修得要件単位

卒 業 要 件 単 位

２２．．生生活活環環境境経経済済学学科科

（（１１）） （（令令和和 ））年年度度以以降降入入学学者者 卒卒業業要要件件単単位位

区 分 卒業要件単位 備 考

転換・導入科目

専 修 大 学 入 門 科 目 ① 年次で専門科目 単位以上修

得しなければなりません。 年

次終了までに卒業要件単位（

単位）を満たしている場合でも

同様です。

②自由選択修得要件単位には、所

定の卒業要件単位数を超えて修

得した転換・導入科目、教養科

目、外国語科目、専門科目、資

格課程の一部の科目、全学公開

科目の単位が算入されます。

専門入門ゼミナール

キ ャ リ ア 基 礎 科 目

情報リテラシー科目

基 礎 自 然 科 学

保健体育基礎科目

教 養 科 目

人文科学基礎科目

社会科学基礎科目

自 然 科 学 系 科 目

融 合 領 域 科 目

保 健 体 育 系 科 目

外 国 語 科 目

英 語 または

英語以外の外国語 または

海 外 語 学 研 修

専 門 科 目

導 入 科 目

基 礎 科 目

基 幹 科 目

発 展 科 目

応 用 科 目

関 連 科 目

自由選択修得要件単位

卒 業 要 件 単 位
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３３．．国国際際経経済済学学科科

（（１１）） （（令令和和 ））年年度度以以降降 入入学学者者 卒卒業業要要件件単単位位

区 分 卒業要件単位 備 考

転換・導入科目

専 修 大 学 入 門 科 目 ① 年次で専門科目 単位以上修

得しなければなりません。 年

次終了までに卒業要件単位（

単位）を満たしている場合でも

同様です。

②自由選択修得要件単位には、所

定の卒業要件単位数を超えて修

得した転換・導入科目、教養科

目、外国語科目、専門科目、資

格課程の一部の科目、全学公開

科目の単位が算入されます。

データリテラシー

キ ャ リ ア 基 礎 科 目

情報リテラシー科目

基 礎 自 然 科 学

保健体育基礎科目

教 養 科 目

人文科学基礎科目

社会科学基礎科目

自 然 科 学 系 科 目

融 合 領 域 科 目

保 健 体 育 系 科 目

外 国 語 科 目

英 語 または

英語以外の外国語 または

海 外 語 学 研 修

専 門 科 目

必 修 科 目

選択必修

科目

基 礎 科 目

基 本 科 目

地 域 研 究

比 較 研 究

問 題 群 研 究

地 域 言 語

選 択 科 目

自由選択修得要件単位

卒 業 要 件 単 位

（（２２）） （（平平成成 ）） ～～ （（平平成成 ））年年度度 入入学学者者 卒卒業業要要件件単単位位 

区 分 卒業要件単位

転
換
・

導
入
教

育
課
程

専 修 大 学 入 門 科 目

専

修
大
学

基
礎
科

目

キ ャ リ ア 教 育 関 連 科 目

情報リテラシー関連科目

基 礎 自 然 科 学

外国語基礎科目
英 語

英語以外の外国語

ス ポ ー ツ リ テ ラ シ ー

教

養
教
育

課
程

教
養
科

目

人 文 科 学 基 礎 関 連 科 目

社 会 科 学 基 礎 関 連 科 目

自 然 科 学 系 科 目

融 合 領 域 科 目

外 国 語 系 科 目

英 語 または

英 語 以 外 の 外 国 語 または

海 外 語 学 研 修

保健体育系科目

スポーツウェルネス

アドバンストスポーツ

ス ポ ー ツ 論 群

自 由 選 択 修 得 要 件 単 位

専
門

教
育
課

程

専

門
科
目

必 修 科 目

選 択 必 修 科 目

基 礎 科 目

基 本 科 目

地 域 研 究

比 較 研 究

問 題 群 研 究

地 域 言 語

選 択 科 目

※※ 年年次次でで専専門門科科目目をを 単単位位以以上上修修得得ししななけけれればばななりりまませせんん。。 年年次次終終了了ままででにに 単単位位をを修修得得ししてていいるる場場合合もも同同様様でですす。。



3

４４．．経経済済学学科科

（（１１）） （（平平成成 ）） ～～ （（平平成成 ））年年度度 入入学学者者 卒卒業業要要件件単単位位 
区 分 卒業要件単位

転

換
・
導

入
教
育

課
程

専 修 大 学 入 門 科 目

専
修

大
学
基

礎
科
目

キ ャ リ ア 教 育 関 連 科 目

情報リテラシー関連科目

基 礎 自 然 科 学

外国語基礎科目
英 語

英語以外の外国語

ス ポ ー ツ リ テ ラ シ ー

教
養

教
育
課

程

教

養
科
目

人 文 科 学 基 礎 関 連 科 目

社 会 科 学 基 礎 関 連 科 目

自 然 科 学 系 科 目

融 合 領 域 科 目

外 国 語 系 科 目

英 語 または

英 語 以 外 の 外 国 語 または

海 外 語 学 研 修

保健体育系科目

スポーツウェルネス

アドバンストスポーツ

ス ポ ー ツ 論 群

自 由 選 択 修 得 要 件 単 位

専
門
教

育
課
程

専
門

科
目

必 修 科 目

選 択 必 修 科 目

導 入 科 目

基 礎 科 目

共 通 科 目

コ ー ス 科 目

選 択 科 目

※※ 年年次次でで専専門門科科目目をを 単単位位以以上上修修得得ししななけけれればばななりりまませせんん。。 年年次次終終了了ままででにに 単単位位をを修修得得ししてていいるる場場合合もも同同様様でですす。。

５５．．進進級級条条件件（（現現代代経経済済学学科科ののみみ））

２年次⇒３年次 
導入科目（現代経済基礎、経済学入門、ミクロ経済学入門、マクロ経済学入門）の

うち３科目６単位以上修得していること。 

６６．．卒卒業業見見込込証証明明書書発発行行条条件件

３年次終了時 卒業要件単位を９０単位以上修得していること。 
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経済学部現代経済学科 2020（令和2）年度以降入学者 転換・導入科目、教養科目、外国語科目一覧 

※科目名の後ろに記載されている（ ）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。 

区 分 １ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次 卒業要件単位 備 考 

転 
換 
・ 
導 
入 
科 
目 

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 

2 

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由

選択修得要件単位に算入されます。 

専門入門ゼミナール 経済基礎演習 

キャリア基礎科目 キャリア入門 

情報リテラシー科目 
情報入門１ 
情報入門２ 

基礎自然科学 あなたと自然科学 

保健体育基礎科目 
スポーツリテラシー 
スポーツウェルネス 

(1) 
(1) 

2 

教 

養 

科 

目 

人文科学基礎科目 

日本の文化 
日本の文学 
世界の文学 
文学と現代世界 
英語圏文学への招待 
歴史の視点 

歴史と地域・民衆 
歴史と社会・文化 
基礎心理学入門 
応用心理学入門 
哲学 
倫理学 

論理学入門 
ことばと論理 
芸術学入門 
異文化理解の人類学 
ジャーナリズムと現代 

8 

8 

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由選

択修得要件単位に算入されます。 

・テーマ科目は、科目名の括弧内に示す表記が異

なれば、それぞれ履修することができます（同

一年度での複数履修も可能）。 

・教養テーマゼミナール論文は、教養テーマゼミ

ナールの単位を修得し、次年度以降に同一教員

の教養テーマゼミナールを履修する場合に作

成（履修）することができます。 

・アドバンストスポーツは、スポーツリテラシー

とスポーツウェルネスの単位を修得していな

ければ、履修することができません。 

・アドバンストスポーツは、種目にかかわらず、

複数履修することができます。 

社会科学基礎科目 

日本国憲法 
法と社会 
政治学入門 
政治の世界 
地理学への招待 

社会学入門 
現代の社会学 
教育学入門 
子どもと社会の教育学 
情報社会 

はじめての経営 
マーケティングベーシックス 
企業と会計 

自然科学系科目 

自然科学実験演習１ 
自然科学実験演習２ (4) 
生物科学１ａ 
生物科学１ｂ 
生物科学２ａ 
生物科学２ｂ 

生物科学３ａ 
生物科学３ｂ 
宇宙地球科学１ａ 
宇宙地球科学１ｂ 
宇宙地球科学２ａ 
宇宙地球科学２ｂ 

化学１ａ 
化学１ｂ 
化学２ａ 
化学２ｂ 
物理学１ａ 
物理学１ｂ 

物理学２ａ 
物理学２ｂ 
数理科学１ａ 
数理科学１ｂ 
数理科学２ａ 
数理科学２ｂ 

数理科学３ａ 
数理科学３ｂ 
科学論１ａ 
科学論１ｂ 
科学論２ａ 
科学論２ｂ 

融合領域科目 

学際科目１ 
学際科目２ 
学際科目３ 
学際科目４ 

学際科目５ 
学際科目６ 
学際科目７ 
学際科目８ 

学際科目９ 
学際科目１０ 
学際科目１１ （4） 
学際科目１２ （4） 

テーマ科目 

新領域科目１ 
新領域科目２ 

新領域科目３ 
新領域科目４ 

新領域科目５ 

キャリア科目１ 
キャリア科目２ 

教養テーマゼミナール１ （4） 教養テーマゼミナール２ （4） 教養テーマゼミナール３ （4） 

教養テーマゼミナール論文 

保健体育系科目 

アドバンストスポーツ 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ） 
スポーツ論（スポーツコーチング） 

スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（トレーニング科学） 

外 

国 

語 

科 

目 

英 語 

Ａ 
群 

Basics of English (RL) 1a  (1) 
Basics of English (RL) 1b  (1) 
 または 

Intermediate English (RL) 1a (1) 
Intermediate English (RL) 1b (1) 

4 
または 

6 

10 

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由

選択修得要件単位に算入されます。 

・General English は、英語「Ａ・Ｂ・Ｄ群」の

単位を修得できなかった場合に履修する科目

です。 

・２年次で英語「Ｄ群」または英語以外の外国

語「基礎」から英語以外の外国語「導入」の

科目と同一言語の中級１ａ・ｂを履修しなけ

ればなりません。 
Ｂ 
群 

Basics of English (SW) 1a  (1) 
Basics of English (SW) 1b  (1) 
 または 

Intermediate English (SW) 1a (1) 
Intermediate English (SW) 1b (1) 

Ｄ 
群 

Basics of English (SW) 2a  (1) 
Basics of English (SW) 2b  (1) 
 または 

Intermediate English (SW) 2a (1) 
Intermediate English (SW) 2b (1) 

General English (1) 

English Speaking a (1) 
English Speaking b (1) 

Computer Aided Instruction a (1) 
Computer Aided Instruction b (1) 

Computer Aided Instruction for TOEIC a (1) 
Computer Aided Instruction for TOEIC b (1) 

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。 

・English Speaking a・b、Advanced English a・

b、English Language and Cultures a・bは、

各科目４単位まで修得することができます。 

Advanced English a 
Advanced English b 
English Language and Cultures a 
English Language and Cultures b 

English Presentation a 
English Presentation b 
English Writing a 
English Writing b 

Screen English a 
Screen English b 

英語以外の外国語 

導 

入 

ドイツ語初級１ａ 
ドイツ語初級１ｂ 
ドイツ語初級２ａ 
ドイツ語初級２ｂ 
フランス語初級１ａ 
フランス語初級１ｂ 
フランス語初級２ａ 
フランス語初級２ｂ 
中国語初級１ａ 
中国語初級１ｂ 
中国語初級２ａ 
中国語初級２ｂ 
スペイン語初級１ａ 
スペイン語初級１ｂ 
スペイン語初級２ａ 
スペイン語初級２ｂ 
ロシア語初級１ａ 
ロシア語初級１ｂ 
ロシア語初級２ａ 
ロシア語初級２ｂ 
インドネシア語初級１ａ 
インドネシア語初級１ｂ 
インドネシア語初級２ａ 
インドネシア語初級２ｂ 
コリア語初級１ａ 
コリア語初級１ｂ 
コリア語初級２ａ 
コリア語初級２ｂ 

(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 

4 
または 

6 

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由

選択修得要件単位に算入されます。 

・１年次で英語以外の外国語「導入」から同一

言語の初級１ａ・ｂと初級２ａ・ｂを履修し

なければなりません。 

・同一言語の科目をすべて（４科目４単位）履

修している、あるいは修得している場合、他

の言語を履修することはできません。 

【中級１ａ・ｂ】 

・２年次で英語「Ｄ群」または英語以外の外国

語「基礎」から同一言語の中級１ａ・ｂを履

修しなければなりません。 

・卒業要件単位として履修する場合、英語以外

の外国語「導入」の科目と同一言語を履修し

なければなりません。 

・各科目２単位まで修得することができます。

ただし、同一年度に同一科目を履修すること

はできません。 

【中級２ａ・ｂ】 

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。 

・各科目２単位まで修得することができます。

ただし、同一年度に同一科目を履修すること

はできません。 

基 

礎 

ドイツ語中級１ａ 
ドイツ語中級１ｂ 
フランス語中級１ａ 
フランス語中級１ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

中国語中級１ａ 
中国語中級１ｂ 
スペイン語中級１ａ 
スペイン語中級１ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

ロシア語中級１ａ 
ロシア語中級１ｂ 
インドネシア語中級１ａ 
インドネシア語中級１ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

コリア語中級１ａ 
コリア語中級１ｂ 

（1）
（1）

ドイツ語中級２ａ 
ドイツ語中級２ｂ 
フランス語中級２ａ 
フランス語中級２ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

中国語中級２ａ 
中国語中級２ｂ 
スペイン語中級２ａ 
スペイン語中級２ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

ロシア語中級２ａ 
ロシア語中級２ｂ 
インドネシア語中級２ａ 
インドネシア語中級２ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

コリア語中級２ａ 
コリア語中級２ｂ （1）

（1）

応 

用 

ドイツ語上級１ａ （1） 
ドイツ語上級１ｂ （1） 
フランス語上級１ａ （1） 
フランス語上級１ｂ （1） 
中国語上級１ａ （1） 
中国語上級１ｂ （1） 
スペイン語上級１ａ （1） 
スペイン語上級１ｂ （1） 

ロシア語上級１ａ （1） 
ロシア語上級１ｂ （1） 
インドネシア語上級１ａ （1） 
インドネシア語上級１ｂ （1） 
コリア語上級１ａ （1） 
コリア語上級１ｂ （1） 

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。 

・各科目、同一年度に２単位、年度を越えてさ

らに２単位履修することができ、合計４単位

まで修得することができます。 

選択ドイツ語１ａ (1) 
選択ドイツ語１ｂ (1) 
選択フランス語１ａ (1) 
選択フランス語１ｂ (1) 
選択中国語１ａ (1) 
選択中国語１ｂ (1) 

選択スペイン語１ａ (1) 
選択スペイン語１ｂ (1) 
選択コリア語１ａ (1) 
選択コリア語１ｂ (1) 
選択アラビア語１ａ (1) 
選択アラビア語１ｂ (1) 

選択イタリア語１ａ (1) 
選択イタリア語１ｂ (1) 

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。 

・履修するためには、英語以外の外国語「導

入」から同一言語の初級１ａ・ｂと初級２

ａ・ｂをすべて（４科目４単位）修得してい

なければなりません。 

・履修する場合には、「導入」で４科目４単位を

修得した言語とは異なる言語から、同一言語

の選択１ａ・ｂをセットで履修してくださ

い。 

世界の言語と文化（ドイツ語） 
世界の言語と文化（フランス語） 

世界の言語と文化（中国語） 
世界の言語と文化（スペイン語） 

世界の言語と文化（ロシア語） 
世界の言語と文化（インドネシア語） 

世界の言語と文化（コリア語） ・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。 

言語文化研究（ヨーロッパ）１ 
言語文化研究（ヨーロッパ）２ 

言語文化研究（アジア）１ 
言語文化研究（アジア）２ 

言語文化研究（アメリカ） 

海外語学研修 

海外語学短期研修１（外国語） 海外語学短期研修２（外国語） 
・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。 

・海外語学短期研修は、夏期留学プログラムを

修了した場合に短期研修１に、春期留学プロ

グラムを修了した場合に短期研修２に認定さ

れます。 

・海外語学中期研修は、中期留学プログラムを

修了した場合に認定されます。 

海外語学中期研修１（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語） 

海外語学中期研修４（外国語） 
海外語学中期研修５（外国語） 
海外語学中期研修６（外国語） 

海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修８（外国語） 
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経済学部現代経済学科 2020（令和2）年度以降入学者 専門科目一覧

※ 科目の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は 2 単位。

１    年    次 ４    年    次
科    目 科    目

現代経済基礎
経済学入門
ミクロ経済学入門
マクロ経済学入門
経済数学基礎
統計学基礎

ゲーム理論１
ゲーム理論２
経済数学１
経済数学２
日本経済論１
日本経済論２
経済政策１
経済政策２
財政学１
財政学２
金融論１
金融論２
企業経済学１
企業経済学２

中級ミクロ経済学１ 進化経済学基礎
中級ミクロ経済学２ 進化経済学応用
中級マクロ経済学１ 経済成長論１
中級マクロ経済学２ 経済成長論２
計量経済学１ 国際マクロ経済学１
計量経済学２ 国際マクロ経済学２
経済統計論１
経済統計論２
公共経済学１ 中堅企業論
公共経済学２ ベンチャー企業論
地方財政論１ 企業金融論
地方財政論２ 証券投資論
地域経済論１ 情報経済論１
地域経済論２ 情報経済論２
金融政策１ 国際金融論
金融政策２ 多国籍企業論
応用ミクロ経済学Ａ 経営の国際比較
応用ミクロ経済学Ｂ 貿易論
産業論 社会保障論１
産業政策論 社会保障論２
労働経済学１ 環境経済論１
労働経済学２ 環境経済論２

ゼミナール１ ゼミナール５
ゼミナール２ ゼミナール６
ゼミナール研究論文１ ゼミナール研究論文３
学外特別研修(４)
社会教養特別講座

外国経済事情（フランス語）

簿記原理１
簿記原理２

労働法１
労働法２
経済法１
経済法２
行政学１
行政学２
世界経済史１

地域と経済史 世界経済史２

都市と経済史 アメリカの経済

環境と経済史 アジアの経済１
福祉と経済史 アジアの経済２
労働と経済史 ヨーロッパの経済１
経済地理１ ヨーロッパの経済２
経済地理２ ロシアの経済
経済学史１ 経済社会と女性

日本史１ 地理学１
日本史２ 地理学２
外国史１ 地誌学１
外国史２ 地誌学２
人文地理学概論１ 法律学１
人文地理学概論２ 法律学２
自然地理学概論１ 宗教学１
自然地理学概論２ 宗教学２

倫理学１
倫理学２

※４年次で専門科目を８単位以上修得しなければなりません。３年次終了までに卒業要件単位（76単位）を満たしている場合でも同様です。
※導入科目、基礎科目、基幹科目、発展科目の卒業要件単位を超えて修得した単位は、応用科目、関連科目の卒業要件単位に算入されます。
※応用科目、関連科目の卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由選択修得要件単位に算入されます。
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2

10

商法１
商法２

日本経済史２
西洋経済史１

産業組織論１
産業組織論２
国際経済論１
国際経済論２
日本経済史１

経済史の見方

経済学史２

西洋経済史２

応
用
科
目

基
幹
科
目

発
展
科
目

２    年    次
科    目

理
論
系

実
証
・
現
状
分
析
系

ミクロ経済学１
ミクロ経済学２
マクロ経済学１
マクロ経済学２
統計学１
統計学２

区　　分

ゼミナール４
ゼミナール研究論文２

近代経済学史１
近代経済学史２

理
論
系

実
証
・
現
状
分
析
系

導
入
科
目

基
礎
科
目

8

2

16

自由選択修得要件単位

20

関
連
科
目

・日本史、外国史、人文地理学概論、自然地理学概
  論は、２年次以降履修することができません。
・地理学、地誌学、法律学、宗教学、倫理学は、３年
  次以降履修することができません。

会計学２
会計学１

憲法１
憲法２
民法１
民法２

・ゼミナールとゼミナール研究論文は同 一教員のも
  のを履修しなければなりません。
・寄付講座は、６単位まで修得することができます。
・特殊講義は、８単位まで修得することができます。
・外国経済事情は、それぞれの言語で、８単位まで
  修得することができます。外国経済事情（英語）

外国経済事情（ドイツ語）

寄付講座
特殊講義

専

門

科

目

備　　　　　　考

28

2

22

・発展科目からは、「理論系」「実証・現状分析
  系」に設定された各卒業要件単位を充足したうえ
  で、２２単位以上修得しなければなりません。

8

・基幹科目からは、「理論系」「実証・現状分析
  系」に設定された各卒業要件単位を充足したうえ
  で、１６単位以上修得しなければなりません。

8

３    年    次
科    目

卒   業
要件単位

ゼミナール３

・外国人留学生の卒業要件単位は26単位となり
　ます。
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科　目
区　分 経済政策 企業産業 金融 経済理論

ゲーム理論１ 〇

ゲーム理論２ 〇

経済数学１ 〇

経済数学２ 〇

近代経済学史１ 〇

近代経済学史２ 〇

日本経済論１
日本経済論２
経済政策１ 〇

経済政策２ 〇

財政学１ 〇 〇

財政学２ 〇 〇

金融論１ 〇 〇

金融論２ 〇 〇

企業経済学１ 〇 〇

企業経済学２ 〇 〇

産業組織論１ 〇

産業組織論２ 〇

国際経済論１ 〇

国際経済論２ 〇

日本経済史１
日本経済史２
西洋経済史１
西洋経済史２
中級ミクロ経済学１ ◎

中級ミクロ経済学２ ◎

中級マクロ経済学１ ◎

中級マクロ経済学２ ◎

計量経済学１ ◎

計量経済学２ ◎

経済統計論１ ◎

経済統計論２ ◎

進化経済学基礎 ◎

進化経済学応用 ◎

経済成長論１ ◎

経済成長論２ ◎

国際マクロ経済学１ ◎

国際マクロ経済学２ ◎

公共経済学１ ◎

公共経済学２ ◎

地方財政論１ ◎

地方財政論２ ◎

地域経済論１ ◎

地域経済論２ ◎

金融政策１ ◎ ◎

金融政策２ ◎ ◎

応用ミクロ経済学A ◎

応用ミクロ経済学B ◎

産業論 ◎ ◎

産業政策論 ◎ ◎

労働経済学１ ◇ ◎

労働経済学２ ◇ ◎

中堅企業論 ◎ ◎

ベンチャー企業論 ◎ ◎

企業金融論 ◎

証券投資論 ◎

情報経済論１ ◎

情報経済論２ ◎

国際金融論 ◎

多国籍企業論 ◎ ◎

経営の国際比較 ◎ ◎

貿易論 ◇

社会保障論１ ◎

社会保障論２ ◎

環境経済論１ ◇

環境経済論２ ◇

簿記原理１ ◇ ◇

簿記原理２ ◇ ◇

会計学１ ◇ ◇

会計学２ ◇ ◇

憲法１ ◇

憲法２ ◇

民法１
民法２
商法１ ◇

商法２ ◇

労働法１ ◇

労働法２ ◇

経済法１ ◇

経済法２ ◇

行政学１ ◇

行政学２ ◇

※基幹科目の○は「プログラム推奨科目A」であり、どのプログラムを選択する場合でも重要になる基幹科目のなかでも、各プログラムと特に関係が深く、
　 ２年次での履修が推奨される（プログラム修了の要件ではない）。
※発展科目および関連科目の◇は「プログラム推奨科目B」であり、系統的な学修のために履修が推奨される（プログラム修了の要件ではない）。

科　目　名
プログラム名

基
　
　
　
幹
　
　
　
科
　
　
　
目

発
　
　
　
　
　
　
展
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

関
　
　
　
連
　
　
　
科
　
　
　
目

※発展科目の◎は「プログラム科目」であり、各プログラムの修了には、この中から16単位以上の修得が必要である。
※◎：プログラム科目 〇：プログラム推奨科目Ａ ◇：プログラム推奨科目Ｂ

経済学部現代経済学科 2020（令和2）年度以降入学者 プログラム科目一覧
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�

経済学部生活環境経済学科� ����（令和 �）年度以降入学者�転換・導入科目、教養科目、外国語科目一覧�

�

※科目名の後ろに記載されている（� ）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。�

区� � 分� １� 年� 次� ２� 年� 次� ３� 年� 次� ４� 年� 次� 卒業要件単位� 備� � 考�

転�
換�
・�
導�
入�
科�
目�

専修大学入門科目� 専修大学入門ゼミナール� � � �

�

��

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由

選択修得要件単位に算入されます。�

専門入門ゼミナール� 経済データ入門演習� � � �

キャリア基礎科目� キャリア入門� � � �

情報リテラシー科目�
情報入門１�
情報入門２�

� � �

基礎自然科学� あなたと自然科学� � � �

保健体育基礎科目�
スポーツリテラシー�
スポーツウェルネス�

����
����

� � � ��

教�
�
養�
�
科�
�
目�

人文科学基礎科目

日本の文化�
日本の文学�
世界の文学�
文学と現代世界�
英語圏文学への招待�
歴史の視点�

歴史と地域・民衆�
歴史と社会・文化�
基礎心理学入門�
応用心理学入門�
哲学�
倫理学�

論理学入門�
ことばと論理�
芸術学入門�
異文化理解の人類学�
ジャーナリズムと現代�
�

� �

��

��

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由選

択修得要件単位に算入されます。�

・テーマ科目は、科目名の括弧内に示す表記が異

なれば、それぞれ履修することができます（同

一年度での複数履修も可能）。�

・教養テーマゼミナール論文は、教養テーマゼミ

ナールの単位を修得し、次年度以降に同一教員

の教養テーマゼミナールを履修する場合に作

成（履修）することができます。�

・アドバンストスポーツは、スポーツリテラシー

とスポーツウェルネスの単位を修得していな

ければ、履修することができません。�

・アドバンストスポーツは、種目にかかわらず、

複数履修することができます。�

社会科学基礎科目�

日本国憲法�
法と社会�
政治学入門�
政治の世界�
地理学への招待�

社会学入門�
現代の社会学�
教育学入門�
子どもと社会の教育学�
情報社会�

はじめての経営�
マーケティングベーシックス�
企業と会計� � �

自然科学系科目�

自然科学実験演習１��
自然科学実験演習２�����
生物科学１ａ�
生物科学１ｂ�
生物科学２ａ�
生物科学２ｂ�

生物科学３ａ�
生物科学３ｂ�
宇宙地球科学１ａ�
宇宙地球科学１ｂ�
宇宙地球科学２ａ�
宇宙地球科学２ｂ�

化学１ａ�
化学１ｂ�
化学２ａ�
化学２ｂ�
物理学１ａ�
物理学１ｂ�

物理学２ａ�
物理学２ｂ�
数理科学１ａ�
数理科学１ｂ�
数理科学２ａ�
数理科学２ｂ�

数理科学３ａ�
数理科学３ｂ�
科学論１ａ�
科学論１ｂ�
科学論２ａ�
科学論２ｂ�

�

融合領域科目�

� 学際科目１�
学際科目２�
学際科目３�
学際科目４�

学際科目５�
学際科目６�
学際科目７�
学際科目８�

学際科目９�
学際科目１０�
学際科目１１� � （�）�
学際科目１２� � （�）�

�

� テーマ科目� � � �

� 新領域科目１�
新領域科目２�

新領域科目３�
新領域科目４�

新領域科目５�
�

�

� キャリア科目１�
キャリア科目２�

� � �

� 教養テーマゼミナール１� （�）� 教養テーマゼミナール２� （�）� 教養テーマゼミナール３� （�）�

� � 教養テーマゼミナール論文�

保健体育系科目�

� アドバンストスポーツ�
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）�
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）�
スポーツ論（スポーツコーチング）�

スポーツ論（スポーツライフデザイン論）�
スポーツ論（人類とスポーツ）�
スポーツ論（トレーニング科学）�
�

�

�

外�
�
国�
�
語�
�
科�
�
目�

英� � 語�

Ａ�
群�

�������������������������� � �����
�������������������������� � �����
� � または�
����������������������������� ����
����������������������������� ����

�

�

��
または�

��

���

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由

選択修得要件単位に算入されます。�

・��������������� は、英語「Ａ・Ｂ・Ｄ群」の

単位を修得できなかった場合に履修する科目

です。�

・２年次で英語「Ｄ群」または英語以外の外国

語「基礎」から英語以外の外国語「導入」の

科目と同一言語の中級１ａ・ｂを履修しなけ

ればなりません。�

�

Ｂ�
群�

�������������������������� � �����
�������������������������� � �����
� � または�
����������������������������� ����
����������������������������� ����

�

�

�
Ｄ�
群�

�������������������������� � �����
�������������������������� � �����
� � または�
����������������������������� ����
����������������������������� ����

�

� ���������������� � ����

������������������� � ����
������������������� � ����

����������������������������� ����
����������������������������� ����

��������������������������������������� ����
��������������������������������������� ����

�

�

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。�

・������������������・�、������������������・

�、�������������������������������・�は、

各科目４単位まで修得することができます。��

�������������������
�������������������
��������������������������������
��������������������������������

�����������������������
�����������������������
������������������
������������������

�����������������
�����������������
�
�

英語以外の外国語�

導�

�

入�

ドイツ語初級１ａ�
ドイツ語初級１ｂ�
ドイツ語初級２ａ�
ドイツ語初級２ｂ�
フランス語初級１ａ�
フランス語初級１ｂ�
フランス語初級２ａ�
フランス語初級２ｂ�
中国語初級１ａ�
中国語初級１ｂ�
中国語初級２ａ�
中国語初級２ｂ�
スペイン語初級１ａ�
スペイン語初級１ｂ�
スペイン語初級２ａ�
スペイン語初級２ｂ�
ロシア語初級１ａ�
ロシア語初級１ｂ�
ロシア語初級２ａ�
ロシア語初級２ｂ�
インドネシア語初級１ａ�
インドネシア語初級１ｂ�
インドネシア語初級２ａ�
インドネシア語初級２ｂ�
コリア語初級１ａ�
コリア語初級１ｂ�
コリア語初級２ａ�
コリア語初級２ｂ�

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

� � � �

�
�
�
�

�
�
�
�

�

�

��
または�

��

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由

選択修得要件単位に算入されます。�

・１年次で英語以外の外国語「導入」から同一

言語の初級１ａ・ｂと初級２ａ・ｂを履修し

なければなりません。�

・同一言語の科目をすべて（４科目４単位）履

修している、あるいは修得している場合、他

の言語を履修することはできません。�

【中級１ａ・ｂ】�

・２年次で英語「Ｄ群」または英語以外の外国

語「基礎」から同一言語の中級１ａ・ｂを履

修しなければなりません。�

・卒業要件単位として履修する場合、英語以外

の外国語「導入」の科目と同一言語を履修し

なければなりません。�

・各科目２単位まで修得することができます。

ただし、同一年度に同一科目を履修すること

はできません。�

【中級２ａ・ｂ】�

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。�

・各科目２単位まで修得することができます。

ただし、同一年度に同一科目を履修すること

はできません。�

�
基�
�
礎�

ドイツ語中級１ａ�
ドイツ語中級１ｂ�
フランス語中級１ａ�
フランス語中級１ｂ�

（�）�
（�）�
（�）�
（�）�

中国語中級１ａ�
中国語中級１ｂ�
スペイン語中級１ａ�
スペイン語中級１ｂ�

（�）�
（�）�
（�）�
（�）�

ロシア語中級１ａ�
ロシア語中級１ｂ�
インドネシア語中級１ａ�
インドネシア語中級１ｂ�

（�）�
（�）�
（�）�
（�）�

コリア語中級１ａ�
コリア語中級１ｂ�

（�）�
（�）�

ドイツ語中級２ａ�
ドイツ語中級２ｂ�
フランス語中級２ａ�
フランス語中級２ｂ�

（�）�
（�）�
（�）�
（�）�

中国語中級２ａ�
中国語中級２ｂ�
スペイン語中級２ａ�
スペイン語中級２ｂ�

（�）�
（�）�
（�）�
（�）�

ロシア語中級２ａ�
ロシア語中級２ｂ�
インドネシア語中級２ａ�
インドネシア語中級２ｂ�

（�）�
（�）�
（�）�
（�）�

コリア語中級２ａ�
コリア語中級２ｂ�
�

（�）�
（�）�
�

�

� �
応�
�
用�

ドイツ語上級１ａ� � （�）�
ドイツ語上級１ｂ� � （�）�
フランス語上級１ａ� （�）�
フランス語上級１ｂ� （�）�
中国語上級１ａ� � � （�）�
中国語上級１ｂ� � � （�）�
スペイン語上級１ａ� （�）�
スペイン語上級１ｂ� （�）�

ロシア語上級１ａ� � � � （�）�
ロシア語上級１ｂ� � � � （�）�
インドネシア語上級１ａ� （�）�
インドネシア語上級１ｂ� （�）�
コリア語上級１ａ� � � � （�）�
コリア語上級１ｂ� � � � （�）�
�
�

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。�

・各科目、同一年度に２単位、年度を越えてさ

らに２単位履修することができ、合計４単位

まで修得することができます。�

�

�

選択ドイツ語１ａ� � � ����
選択ドイツ語１ｂ� � � ����
選択フランス語１ａ� � ����
選択フランス語１ｂ� � ����
選択中国語１ａ� � � � ����
選択中国語１ｂ� � � � ����

選択スペイン語１ａ� � ����
選択スペイン語１ｂ� � ����
選択コリア語１ａ� � � ����
選択コリア語１ｂ� � � ����
選択アラビア語１ａ� � ����
選択アラビア語１ｂ� � ����

選択イタリア語１ａ� � ����
選択イタリア語１ｂ� � ����
�
�
�
�

�

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。�

・履修するためには、英語以外の外国語「導

入」から同一言語の初級１ａ・ｂと初級２

ａ・ｂをすべて（４科目４単位）修得してい

なければなりません。�

・履修する場合には、「導入」で４科目４単位を

修得した言語とは異なる言語から、同一言語

の選択１ａ・ｂをセットで履修してくださ

い。�

世界の言語と文化（ドイツ語）�
世界の言語と文化（フランス語）�

世界の言語と文化（中国語）�
世界の言語と文化（スペイン語）�

世界の言語と文化（ロシア語）�
世界の言語と文化（インドネシア語）�

世界の言語と文化（コリア語）�
�

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。�

� 言語文化研究（ヨーロッパ）１�
言語文化研究（ヨーロッパ）２�

言語文化研究（アジア）１�
言語文化研究（アジア）２�

言語文化研究（アメリカ）�
�

海外語学研修�

海外語学短期研修１（外国語）� 海外語学短期研修２（外国語）� � �

�

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算

入されます。�

・海外語学短期研修は、夏期留学プログラムを

修了した場合に短期研修１に、春期留学プロ

グラムを修了した場合に短期研修２に認定さ

れます。�

・海外語学中期研修は、中期留学プログラムを

修了した場合に認定されます。�

�
海外語学中期研修１（外国語）�
海外語学中期研修２（外国語）�
海外語学中期研修３（外国語）�

海外語学中期研修４（外国語）�
海外語学中期研修５（外国語）�
海外語学中期研修６（外国語）�

海外語学中期研修７（外国語）�
海外語学中期研修８（外国語）�
�
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１    年    次 ２    年    次 ３    年    次 ４    年    次
科    目 科    目 科    目 科    目

経済へのアプローチ
生活環境と経済
日本経済のあゆみ
世界経済のあゆみ
経済学のあゆみ
人間と経済

社会と経済の理論１
社会と経済の理論２
日本経済の論点
世界経済の論点
福祉国家と福祉社会
現代の労働問題
企業と銀行
財政と税制
ミクロ経済学基礎
マクロ経済学基礎
経済地理１ 西洋経済史１
経済地理２ 西洋経済史２
環境経済論１ 地域と経済史
環境経済論２ 都市と経済史
都市経済論１ 環境と経済史
都市経済論２ 福祉と経済史
農業経済論１ 労働と経済史
農業経済論２ 経済発展論１
社会運動論１ 経済発展論２
社会運動論２ 現代資本主義論１
社会保障論１ 現代資本主義論２
社会保障論２ 進化経済学１
生活経済論１ 進化経済学２
生活経済論２ 金融システム論１
労使関係論１ 金融システム論２
労使関係論２ 世界経済論１
経済とジェンダー１ 世界経済論２
経済とジェンダー２ 現代社会と統計１
財政学 現代社会と統計２
財政社会学 ミクロ経済学
経済史の見方 マクロ経済学
日本経済史１
日本経済史２
経済学史１ 世界経済史１ 労働法１
経済学史２ 世界経済史２ 労働法２
近代経済学史１ 健康社会論 行政学１
近代経済学史２ 憲法１ 行政学２
マネー論 憲法２
地域通貨論 経済法１
地方財政論 経済法２
現代市民社会論 民法１
社会思想１ 民法２
社会思想２ 商法１
社会科学論１ 商法２
社会科学論２
ゼミナール１ ゼミナール３ ゼミナール５
ゼミナール２ ゼミナール４ ゼミナール６
ゼミナール研究論文１ ゼミナール研究論文２ ゼミナール研究論文３
学外特別研修(４)

外国経済事情（英語） 社会教養特別講座
外国経済事情（ドイツ語） 寄付講座
外国経済事情（フランス語） 特殊講義

日本史１ 地理学１ 経済政策１
日本史２ 地理学２ 経済政策２
外国史１ 地誌学１ 企業経済学１
外国史２ 地誌学２ 企業経済学２
人文地理学概論１ 法律学１ 国際経済論１
人文地理学概論２ 法律学２ 国際経済論２
自然地理学概論１ 宗教学１ 発展途上国経済論
自然地理学概論２ 宗教学２ 労使関係の国際比較

倫理学１ 資源・エネルギー論
倫理学２ 経済人類学

産業論
産業政策論
中堅企業論
ベンチャー企業論
情報経済論１
情報経済論２
アメリカの経済
アジアの経済１
アジアの経済２
ヨーロッパの経済１
ヨーロッパの経済２

10

※４年次で専門科目を８単位以上修得しなければなりません。３年次終了までに卒業要件単位（76単位）を満たしている場合でも同様です。
※導入科目、基礎科目の卒業要件単位を超えて修得した単位は、基幹科目、発展科目、応用科目、関連科目の卒業要件単位に算入されます。
※基幹科目、発展科目、応用科目、関連科目の卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由選択修得要件単位に算入されます。

・ゼミナールとゼミナール研究論文は同一教員のも
　のを履修しなければなりません。
・寄付講座は、６単位まで修得することができます。
・特殊講義は、８単位まで修得することができます。
・外国経済事情は、それぞれの言語で、８単位まで
  修得することができます。

12

54

自由選択修得要件単位 28

・修得した単位は、自由選択修得要件単位に算入
　されます。

※ 科目の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は 2 単位。

区　　分 備　　　　　　考

・日本史、外国史、人文地理学概論、自然地理学概
　論は、２年次以降履修することができません。
・地理学、地誌学、法律学、宗教学、倫理学は、３年
　次以降履修することができません。

基
幹
科
目

関
連
科
目

専

門

科

目

発
展
科
目

応
用
科
目

導
入
科
目

4

6

基
礎
科
目

卒    業
要件単位

経済学部生活環境経済学科 2020（令和2）年度以降入学者 専門科目一覧

・外国人留学生の卒業要件単位は26単位となり
　ます。
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科　目
区　分 地域・環境 福祉・労働 社会経済史 経済システム・理論

経済地理１ ● ○ ○ ○

経済地理２ ● ○ ○ ○

環境経済論１ ●

環境経済論２ ●

都市経済論１ ● ○

都市経済論２ ● ○

農業経済論１ ● ○

農業経済論２ ● ○

社会運動論１ ● ○

社会運動論２ ● ○

社会保障論１ ○ ●

社会保障論２ ○ ●

生活経済論１ ○ ●

生活経済論２ ○ ●

労使関係論１ ○ ●

労使関係論２ ○ ●

経済とジェンダー１ ○ ● ○ ○

経済とジェンダー２ ○ ● ○ ○

財政学 ○ ● ○ ○

財政社会学 ○ ● ○ ○

経済史の見方 ● ○

日本経済史１ ○ ○ ● ○

日本経済史２ ○ ○ ● ○

西洋経済史１ ○ ○ ● ○

西洋経済史２ ○ ○ ● ○

地域と経済史 ○ ●

都市と経済史 ○ ●

環境と経済史 ○ ●

福祉と経済史 ○ ●

労働と経済史 ○ ●

経済発展論１ ○ ○ ●

経済発展論２ ○ ○ ●

現代資本主義論１ ○ ●

現代資本主義論２ ○ ●

進化経済学１ ○ ○ ●

進化経済学２ ○ ○ ●

金融システム論１ ○ ○ ●

金融システム論２ ○ ○ ●

世界経済論１ ○ ○ ○ ●

世界経済論２ ○ ○ ○ ●

現代社会と統計１ ◎ ◎ ◎ ◎

現代社会と統計２ ◎ ◎ ◎ ◎

ミクロ経済学 ◎ ◎ ◎ ◎

マクロ経済学 ◎ ◎ ◎ ◎

経済学史１ ○ ○

経済学史２ ○ ○

近代経済学史１ ○ ○

近代経済学史２ ○ ○

マネー論 ○ ○

地域通貨論 ○ ○

地方財政論 ○ ○

現代市民社会論 ○ ○ ○ ○

社会思想１ ○ ○ ○ ○

社会思想２ ○ ○ ○ ○

社会科学論１ ○ ○

社会科学論２ ○ ○

世界経済史１ ○ ○

世界経済史２ ○ ○

健康社会論 ○ ○

憲法１ ○ ○

憲法２ ○ ○

経済法１ ○

経済法２ ○

民法１ ○ ○

民法２ ○ ○

商法１ ○ ○

商法２ ○ ○

労働法１ ○

労働法２ ○

行政学１ ○

行政学２ ○

科　目　名
プログラム名

基

幹

科

目

発

展

科

目

※プログラムを修了するためには、基幹科目（●）から16単位を修得し、基幹科目（◎）、基幹科目（〇）および発展科目（〇）から計16単位を修得すること。
※基幹科目（◎）は、どのプログラムに登録しているかを問わず、履修を強く推奨される。

経済学部生活環境経済学科 2020（令和2）年度以降入学者 プログラム科目一覧
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※科目名の後ろに記載されている（ ）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。 

区 分 １ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次 卒業要件単位 備 考 

転 
換 
・ 
導 
入 
科 
目 

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 

2 

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、

自由選択修得要件単位に算入されます。 

データリテラシー データ分析入門 

キャリア基礎科目 キャリア入門 

情報リテラシー科目 
情報入門１ 
情報入門２ 

基礎自然科学 あなたと自然科学 

保健体育基礎科目 
スポーツリテラシー 
スポーツウェルネス 

(1) 
(1) 

2 

教 

養 

科 

目 

人文科学基礎科目 

日本の文化 
日本の文学 
世界の文学 
文学と現代世界 
英語圏文学への招待 
歴史の視点 

歴史と地域・民衆 
歴史と社会・文化 
基礎心理学入門 
応用心理学入門 
哲学 
倫理学 

論理学入門 
ことばと論理 
芸術学入門 
異文化理解の人類学 
ジャーナリズムと現代 

8 

8 

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、

自由選択修得要件単位に算入されます。 

・テーマ科目は、科目名の括弧内に示す表

記が異なれば、それぞれ履修することが

できます（同一年度での複数履修も可

能）。 

・教養テーマゼミナール論文は、教養テー

マゼミナールの単位を修得し、次年度以

降に同一教員の教養テーマゼミナールを

履修する場合に作成（履修）することがで

きます。 

・アドバンストスポーツは、スポーツリテ

ラシーとスポーツウェルネスの単位を修

得していなければ、履修することができ

ません。 

・アドバンストスポーツは、種目にかかわ

らず、複数履修することができます。 

社会科学基礎科目 

日本国憲法 
法と社会 
政治学入門 
政治の世界 
地理学への招待 

社会学入門 
現代の社会学 
教育学入門 
子どもと社会の教育学 
情報社会 

はじめての経営 
マーケティングベーシックス 
企業と会計 

自然科学系科目 

自然科学実験演習１ 
自然科学実験演習２ (4) 
生物科学１ａ 
生物科学１ｂ 
生物科学２ａ 
生物科学２ｂ 

生物科学３ａ 
生物科学３ｂ 
宇宙地球科学１ａ 
宇宙地球科学１ｂ 
宇宙地球科学２ａ 
宇宙地球科学２ｂ 

化学１ａ 
化学１ｂ 
化学２ａ 
化学２ｂ 
物理学１ａ 
物理学１ｂ 

物理学２ａ 
物理学２ｂ 
数理科学１ａ 
数理科学１ｂ 
数理科学２ａ 
数理科学２ｂ 

数理科学３ａ 
数理科学３ｂ 
科学論１ａ 
科学論１ｂ 
科学論２ａ 
科学論２ｂ 

融合領域科目 

学際科目１ 
学際科目２ 
学際科目３ 
学際科目４ 

学際科目５ 
学際科目６ 
学際科目７ 
学際科目８ 

学際科目９ 
学際科目１０ 
学際科目１１ （4） 
学際科目１２ （4） 

テーマ科目 

新領域科目１ 
新領域科目２ 

新領域科目３ 
新領域科目４ 

新領域科目５ 

キャリア科目１ 
キャリア科目２ 

教養テーマゼミナール１ （4） 教養テーマゼミナール２ （4） 教養テーマゼミナール３ （4） 

教養テーマゼミナール論文 

保健体育系科目 

アドバンストスポーツ 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ） 
スポーツ論（スポーツコーチング） 

スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（トレーニング科学） 

外 

国 

語 

科 

目 

英 語 

Ａ 
群 

Basics of English (RL) 1a  (1) 
Basics of English (RL) 1b  (1) 
 または 

Intermediate English (RL) 1a (1) 
Intermediate English (RL) 1b (1) 

4 
または 

8 

12 

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、

自由選択修得要件単位に算入されます。 

・General English は、英語「Ａ・Ｂ・

Ｃ・Ｄ群」の単位を修得できなかった場

合に履修する科目です。 

・２年次で英語「Ｃ・Ｄ群」または英語以

外の外国語「基礎」から英語以外の外国

語「導入」の科目と同一言語の中級１

ａ・ｂ、２ａ・ｂを履修しなければなり

ません。 

・English Speaking a・b、Advanced 

English a・b、English Language and 

Cultures a・b は、各科目４単位まで修

得することができます。 

Ｂ 
群 

Basics of English (SW) 1a  (1) 
Basics of English (SW) 1b  (1) 
 または 

Intermediate English (SW) 1a (1) 
Intermediate English (SW) 1b (1) 

Ｃ 
群 

Basics of English (RL) 2a  (1) 
Basics of English (RL) 2b  (1) 
 または 

Intermediate English (RL) 2a (1) 
Intermediate English (RL) 2b (1) 

Ｄ 
群 

Basics of English (SW) 2a  (1) 
Basics of English (SW) 2b  (1) 
 または 

Intermediate English (SW) 2a (1) 
Intermediate English (SW) 2b (1) 

General English (1) 

English Speaking a (1) 
English Speaking b (1) 

Computer Aided Instruction a (1) 
Computer Aided Instruction b (1) 

Computer Aided Instruction for TOEIC a (1) 
Computer Aided Instruction for TOEIC b (1) 

Advanced English a 
Advanced English b 
English Language and Cultures a 
English Language and Cultures b 

English Presentation a 
English Presentation b 
English Writing a 
English Writing b 

Screen English a 
Screen English b 

英語以外の外国語 

導 

入 

ドイツ語初級１ａ 
ドイツ語初級１ｂ 
ドイツ語初級２ａ 
ドイツ語初級２ｂ 
フランス語初級１ａ 
フランス語初級１ｂ 
フランス語初級２ａ 
フランス語初級２ｂ 
中国語初級１ａ 
中国語初級１ｂ 
中国語初級２ａ 
中国語初級２ｂ 
スペイン語初級１ａ 
スペイン語初級１ｂ 
スペイン語初級２ａ 
スペイン語初級２ｂ 
ロシア語初級１ａ 
ロシア語初級１ｂ 
ロシア語初級２ａ 
ロシア語初級２ｂ 
インドネシア語初級１ａ 
インドネシア語初級１ｂ 
インドネシア語初級２ａ 
インドネシア語初級２ｂ 
コリア語初級１ａ 
コリア語初級１ｂ 
コリア語初級２ａ 
コリア語初級２ｂ 

(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 
(1) 

4 
または 

8  

・卒業要件単位を超えて修得した単位は、

自由選択修得要件単位に算入されます。 

・１年次で英語以外の外国語「導入」から

同一言語の初級１ａ・ｂと初級２ａ・ｂ

を履修しなければなりません。 

・同一言語の科目をすべて（４科目４単

位）履修している、あるいは修得してい

る場合、他の言語を履修することはでき

ません。 

【中級１ａ・ｂ、２ａ・ｂ】 

・２年次で英語「Ｃ・Ｄ群」または英語以

外の外国語「基礎」から同一言語の中級

１ａ・ｂ、２ａ・ｂを履修しなければな

りません。 

・卒業要件単位として履修する場合、英語

以外の外国語「導入」の科目と同一言語

を履修しなければなりません。 

・各科目は、２単位まで修得することがで

きます。ただし、同一年度に同一科目を履

修することはできません。 

基 

礎 

ドイツ語中級１ａ 
ドイツ語中級１ｂ 
ドイツ語中級２ａ 
ドイツ語中級２ｂ 
フランス語中級１ａ 
フランス語中級１ｂ 
フランス語中級２ａ 
フランス語中級２ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

中国語中級１ａ 
中国語中級１ｂ 
中国語中級２ａ 
中国語中級２ｂ 
スペイン語中級１ａ 
スペイン語中級１ｂ 
スペイン語中級２ａ 
スペイン語中級２ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

ロシア語中級１ａ 
ロシア語中級１ｂ 
ロシア語中級２ａ 
ロシア語中級２ｂ 
インドネシア語中級１ａ 
インドネシア語中級１ｂ 
インドネシア語中級２ａ 
インドネシア語中級２ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

コリア語中級１ａ 
コリア語中級１ｂ 
コリア語中級２ａ 
コリア語中級２ｂ 

（1） 
（1） 
（1） 
（1） 

応 

用 

ドイツ語上級１ａ （1） 
ドイツ語上級１ｂ （1） 
フランス語上級１ａ （1） 
フランス語上級１ｂ （1） 
中国語上級１ａ （1） 
中国語上級１ｂ （1） 
スペイン語上級１ａ （1） 
スペイン語上級１ｂ （1） 

ロシア語上級１ａ （1） 
ロシア語上級１ｂ （1） 
インドネシア語上級１ａ （1） 
インドネシア語上級１ｂ （1） 
コリア語上級１ａ （1） 
コリア語上級１ｂ （1） 

・修得した単位は、自由選択修得要件単位

に算入されます。 

・各科目は、同一年度に２単位、年度を越え

てさらに２単位履修することができ、合

計４単位まで修得することができます。 

選択ドイツ語１ａ (1) 
選択ドイツ語１ｂ (1) 
選択フランス語１ａ (1) 
選択フランス語１ｂ (1) 
選択中国語１ａ (1) 
選択中国語１ｂ (1) 

選択スペイン語１ａ (1) 
選択スペイン語１ｂ (1) 
選択コリア語１ａ (1) 
選択コリア語１ｂ (1) 
選択アラビア語１ａ (1) 
選択アラビア語１ｂ (1) 

選択イタリア語１ａ (1) 
選択イタリア語１ｂ (1) 

・修得した単位は、自由選択修得要件単位

に算入されます。 

・履修するためには、英語以外の外国語「導

入」から同一言語の初級１ａ・ｂと初級２

ａ・ｂをすべて（４科目４単位）修得して

いなければなりません。 

・履修する場合には、「導入」で４科目４

単位を修得した言語とは異なる言語か

ら、同一言語の選択１ａ・ｂをセットで

履修してください。 

世界の言語と文化（ドイツ語） 
世界の言語と文化（フランス語） 

世界の言語と文化（中国語） 
世界の言語と文化（スペイン語） 

世界の言語と文化（ロシア語） 
世界の言語と文化（インドネシア語） 

世界の言語と文化（コリア語） ・修得した単位は、自由選択修得要件単位

に算入されます。 

言語文化研究（ヨーロッパ）１ 
言語文化研究（ヨーロッパ）２ 

言語文化研究（アジア）１ 
言語文化研究（アジア）２ 

言語文化研究（アメリカ） 

海外語学研修 

海外語学短期研修１（外国語） 海外語学短期研修２（外国語） ・修得した単位は、自由選択修得要件単位

に算入されます。 

・海外語学短期研修は、夏期留学プログラ

ムを修了した場合に短期研修１に、春期

留学プログラムを修了した場合に短期研

修２に認定されます。 

・海外語学中期研修は、中期留学プログラ

ムを修了した場合に認定されます。 

海外語学中期研修１（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語） 

海外語学中期研修４（外国語） 
海外語学中期研修５（外国語） 
海外語学中期研修６（外国語） 

海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修８（外国語） 

経済学部国際経済学科 2020（令和2）年度以降入学者 転換・導入科目、教養科目、外国語科目一覧 
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※ 科目の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は 2 単位。

１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 備　　考
国際経済入門１ 国際経済論１
国際経済入門２ 国際経済論２
現代経済入門１
現代経済入門２

経済原論基礎 経済原論
ミクロ経済学基礎
マクロ経済学基礎
Microeconomics
Macroeconomics

国際経済とデータ分析 世界経済史１ 国際関係論１
世界経済史２ 国際関係論２

貿易論 国際労働経済論
多国籍企業論 開発経済論
国際金融論 発展途上国経済論
国際マクロ経済学１
国際マクロ経済学２

地域研究特殊講義

国際経済と地域 アメリカの経済 ラテンアメリカの経済

ヨーロッパの経済１ 中東の経済

ヨーロッパの経済２ ロシアの経済

アジアの経済１ スラブ・ユーラシアの経済

アジアの経済２ アフリカの経済

日本経済論１ 海外特別研修１ 比較研究特殊講義

日本経済論２ 海外特別研修２

海外特別研修３

日米の経済関係 労使関係の国際比較

日本とアジアの経済関係 経済統合論

経営の国際比較 比較都市論

国際協力論１ 国際協力論２
ＮＧＯ論１
ＮＧＯ論２
ＮＧＯ論３
問題群研究特殊講義

地球環境問題 民族と宗教
資源・エネルギー論 経済社会と女性
国際労働力移動 国際機構論
世界の農業問題 情報経済論１
経済人類学 情報経済論２

国際コミュニケーション１
経済時事英語

国際コミュニケーション２
国際コミュニケーション３
国際事情１（英語）
国際事情２（英語）
国際事情１（ドイツ語）
国際事情２（ドイツ語）
国際事情１（フランス語）
国際事情２（フランス語）
国際事情１（中国語）
国際事情２（中国語）
国際事情１（スペイン語）
国際事情２（スペイン語）
国際事情１（コリア語）
国際事情２（コリア語）
国際事情１（ロシア語）
国際事情２（ロシア語）

Global Economy
国際事情３（英語） 国際事情３（スペイン語）
国際事情３（ドイツ語） 国際事情３（コリア語）
国際事情３（フランス語） 国際事情３（ロシア語）
国際事情３（中国語）

ゼミナール１ ゼミナール３ ゼミナール５

ゼミナール２ ゼミナール４ ゼミナール６

ゼミナール研究論文１ ゼミナール研究論文２ ゼミナール研究論文３

卒業研究(4)

経済政策１ 財政学１ 経済数学１
経済政策２ 財政学２ 経済数学２
福祉国家と福祉社会 金融システム論１
現代の労働問題 金融システム論２
日本経済史１ 産業組織論１
日本経済史２ 産業組織論２
西洋経済史１ 現代社会と統計１
西洋経済史２ 現代社会と統計２

経済発展論１ 企業経済学１
経済発展論２ 企業経済学２
現代資本主義論１ 経済統計論１
現代資本主義論２ 経済統計論２
地域と経済史 中堅企業論
環境と経済史 ベンチャー企業論
福祉と経済史 産業論
労働と経済史 産業政策論
進化経済学１ ゲーム理論１
進化経済学２ ゲーム理論２
経済学史１ 企業金融論
経済学史２ 証券投資論
現代市民社会論 公共経済学１
マネー論 公共経済学２
社会思想１ 金融政策１
社会思想２ 金融政策２
社会保障論１ 地方財政論１
社会保障論２ 地方財政論２
労使関係論１ 近代経済学史１
労使関係論２ 近代経済学史２
環境経済論１ 中級マクロ経済学１
環境経済論２ 中級マクロ経済学２
都市経済論１ 中級ミクロ経済学１
都市経済論２ 中級ミクロ経済学２
地域経済論１ 計量経済学１
地域経済論２ 計量経済学２
農業経済論１ 社会科学論１
農業経済論２ 社会科学論２
社会運動論１
社会運動論２
生活経済論１
生活経済論２

特殊講義(4) 寄付講座
特殊講義

※ 4 年次で専門科目を 8 単位以上修得しなければなりません。3 年次終了までに卒業要件単位（ 76 単位）を満たしている場合でも同様です。
※ 区分の選択必修において、卒業要件単位（基礎科目 6 単位、基本科目 8 単位、地域研究 8 単位、比較研究 4 単位、問題群研究 4 単位、地域言語 4 単位）を超えて修得した単位は、区分の選択（ 26 単位）に算入されます。
※ 区分の選択において、卒業要件単位（ 26 単位）を超えて修得した単位は、自由選択修得要件単位（ 26 単位）に算入されます。
（注）国際コミュニケーション２・３および国際事情１・２をセットで4 単位を修得できなかった場合、修得した2 単位は区分の選択（ 26 単位）に算入されます。

自由選択修得要件単位数 26

国際経済とデータ分析は、 2 年次以降履修することができません。

国際コミュニケ－ション 2・3 はセットで修得しなければなりません。
（注）
国際事情 1・2 は同一言語をセットで修得しなければなりません。
（注）
当該区分において、卒業要件単位を満たした場合、次年度以降は
履修することができません。

ＮＧＯ論 1・2・3 はセットで履修しなければなりません。
問題群研究特殊講義は 3 科目6 単位まで修得することができます。

海外特別研修 1・2・3 は同一年度に同一内容の科目をセットで履修
しなければなりません。
海外特別研修1・2・3 は12 単位まで修得することができます。ただ
し、同一内容のものを 2 回履修することはできません。
また、同一年度に同一科目を 2 科目履修することはできません。
比較研究特殊講義は 3 科目 6 単位まで修得することができます。

地域研究特殊講義は 3 科目 6 単位まで修得することができます。
国際経済と地域は 3 年次以降履修することができません。

地

域

言

語

他

学

科

開

講

科

目

関
連
科
目

Global Economy は 4 年次以降履修することができません。
国際事情 3 はそれぞれの言語を16 単位まで履修することができま
す。

4

4

２６

憲法１    商法１    経済法１    簿記原理１
憲法２    商法２    経済法２    簿記原理２
民法１    労働法１    行政学１    会計学１
民法２    労働法２    行政学２    会計学２

ゼミナール研究論文はゼミナールと同一教員のものをセットで履修し
なければなりません。
卒業研究はゼミナ－ルを履修しない場合に限り履修することができ
ます。

寄付講座は 3 科目 6 単位まで修得することができます。
特殊講義は 2 単位科目を 4 単位まで、4 単位科目を 8 単位まで修
得することができます。

地

域

研

究

比

較

研

究

問

題

群

研

究

卒業要件単位

４
年
次
で
専
門
科
目
を
８
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

12

区　　分

専

門

科

目

6

基

礎

科

目

基

本

科

目

8

8

4

4

演

習

選
　
　
択
　
　
必
　
　
修

必
修

選
　
択
　
必
　
修

選
　
　
　
　
　
　
　
　
択

必
　
修

経済学部国際経済学科 2020（令和2）年度以降入学者 専門科目一覧

外国人留学生の卒業要件単位は22単位となります。
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区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
　
　
　
換
　
・
　
導
　
　
　
入
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
課
　
　
　
程

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 
自由選択
修得要件
単位に算
入する。

9

専
　
　
　
修
　
　
　
大
　
　
　
学
　
　
　
基
　
　
　
礎
　
　
　
科
　
　
　
目

キャリア教育関連科目 キャリア入門 
情報リテラシー関連科目 情報入門Ⅰ 情報入門Ⅱ 
基礎自然科学 あなたと自然科学

外
　
　
国
　
　
語
　
　
基
　
　
礎
　
　
科
　
　
目

英
　
　
　
語

Ａ
　
群

Basics of English (RL) 1a ⑴
Basics of English (RL) 1b ⑴

または
Intermediate English (RL) 1a⑴
Intermediate English (RL) 1b⑴

General English 1  ⑴ 2

4

英語Ａ・Ｂ群の単位を修得できなかった場合，次
年度以降それぞれ General English 1 を履修しなけ
ればならない。

Ｂ
　
群

Basics of English (SW) 1a ⑴
Basics of English (SW) 1b ⑴

または
Intermediate English (SW) 1a⑴
Intermediate English (SW) 1b⑴

General English 1  ⑴ 2

英
　
　
語
　
　
以
　
　
外
　
　
の
　
　
外
　
　
国
　
　
語

導
　
　
　
　
　
入

ドイツ語初級 101 ａ ⑴
ドイツ語初級 101 ｂ ⑴
ドイツ語初級 102 ａ ⑴
ドイツ語初級 102 ｂ ⑴
フランス語初級 101 ａ ⑴
フランス語初級 101ｂ ⑴
フランス語初級 102ａ ⑴
フランス語初級 102ｂ ⑴
中国語初級 101 ａ ⑴
中国語初級 101 ｂ ⑴
中国語初級 102 ａ ⑴
中国語初級 102 ｂ ⑴
スペイン語初級 101 ａ ⑴
スペイン語初級 101ｂ ⑴
スペイン語初級 102ａ ⑴
スペイン語初級 102ｂ ⑴
ロシア語初級 101 ａ ⑴
ロシア語初級 101 ｂ ⑴
ロシア語初級 102 ａ ⑴
ロシア語初級 102 ｂ ⑴
インドネシア語初級 101 ａ ⑴
インドネシア語初級 101ｂ ⑴
インドネシア語初級 102ａ ⑴
インドネシア語初級 102 ｂ ⑴
コリア語初級 101 ａ ⑴
コリア語初級 101 ｂ ⑴
コリア語初級 102 ａ ⑴
コリア語初級 102 ｂ ⑴

4

1 年次で同一言語の 101ａ・ｂと 102ａ・ｂをセット
で履修しなければならない。
同一言語の科目を，すべて（ 4 科目 4 単位）修得
した場合，あるいは 2 年次以降同一年度で卒業要
件を満たす履修をする場合，他の言語を履修する
ことはできない。

スポーツリテラシー スポーツリテラシー ⑴ 1

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

人文科学基礎
関連科目

作品を創る１ 　　　　　　基礎心理学入門 　　　芸術の歴史１ 　
作品を創る２ 　　　応用心理学入門 　　　芸術の歴史２ 
日本の文学 　　　哲学入門 　　　　　　異文化理解の人類学 　
世界の文学を読む 　　　哲学の歴史 　　　　　異文化の現場から 
越境する文学 　　　日本思想入門 　　　　人類の暮らしと自然 　
英語圏文学への招待　　　倫理とは何か 　　　　人類学から見た近代世界 　
歴史の視点 　　　　倫理学のあゆみ 　　　現代社会と人類学 
歴史と地域・民衆　　　　論理学入門 　　　　　ジャーナリズムと現代 　
歴史と社会・文化 　　芸術学入門１ 

8

13

教養テーマゼミナール論文は，教養テーマゼミナ
ールの単位を修得し，次年度以降に同一教員の教
養テーマゼミナールを履修する場合に作成（履
修）することができる。

社会科学基礎
関連科目

日本国憲法　　　 自然環境の地理学　　 学びの場の教育学
法と社会　　　　 人文・社会環境の地理学 教育と社会のダイナミズム
政治学入門　　　 社会学入門　　　　　 情報社会と人間（環境と認知） 　
政治の世界　　　 現代の社会学　　　　 情報社会と人間（情報デザイン）
地理学への招待　 教育学入門　　　　　 マーケティングベーシックス

自然科学系科目

基礎自然科学実験 ⑴　　　生物科学 301  　　　　　　化学 101  　　　　物理学 101  　　　　数理科学 101  　　　　科学論・科学史 101  　
基礎自然科学実験 　　生物科学 302 　　　　　　化学 102 　　　　物理学 102 　　　　数理科学102 　　　　科学論・科学史 102 
生物科学 101 宇宙地球科学 101 　　　　化学 201 　　　　物理学 201 　　　　数理科学 201 　　　　科学論・科学史 201 
生物科学 102 宇宙地球科学 102 　　　　化学 202 　　　　物理学 202 　　　　数理科学202 　　　　科学論・科学史 202 
生物科学 201 宇宙地球科学 201 　　　　化学 301 　　　　物理学 301 　　　　数理科学301 
生物科学 202 宇宙地球科学 202 　　　　化学 302 　　　　物理学 302 　　　　数理科学302 

融合領域科目

学際科目 101　　　　　学際科目 104　　　　　学際科目 107　　　　　学際科目 110　　　　　学際科目 113  ⑷
学際科目 102　　　　　学際科目 105　　　　　学際科目 108　　　　　学際科目 111  ⑷  学際科目 114  ⑷
学際科目 103　　　　　学際科目 106　　　　　学際科目 109　　　　　学際科目 112  ⑷  学際科目 115  ⑷
テーマ科目 201  　　　　　   テーマ科目 203  　　　　　   テーマ科目 205  　　　　　   テーマ科目 207  　
テーマ科目 202 テーマ科目 204 テーマ科目 206 テーマ科目 208 
新領域科目 301　　　　新領域科目 302　　　　新領域科目 303　　　　新領域科目 304　　　　新領域科目 305  　　
教養テーマゼミナールⅠ ⑷ 教養テーマゼミナールⅡ ⑷ 教養テーマゼミナールⅢ ⑷

教養テーマゼミナール論文 　

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
系
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

英
　
　
　
語

Ｃ
　
群

Basics of English (RL) 2a  ⑴
Basics of English (RL) 2b ⑴

または
Intermediate English (RL) 2a ⑴
Intermediate English (RL) 2b ⑴

General English 2  ⑴
0

または
4

2 年次で英語Ｃ・Ｄ群または英語以外の外国語の
中級 201ａ・ｂ，中級 202ａ・ｂを履修しなければな
らない。
英語Ｃ・Ｄ群の単位を修得できなかった場合，次
年度以降それぞれ General English 2 を履修しなけ
ればならない。Ｄ

　
群

Basics of English (SW) 2a  ⑴
Basics of English (SW) 2b ⑴

または
Intermediate English (SW) 2a ⑴
Intermediate English (SW) 2b ⑴

General English 2  ⑴

English Speaking a  ⑴ Computer Aided Instruction a  ⑴ Computer Aided Instruction for TOEIC a  ⑴
English Speaking b  ⑴ Computer Aided Instruction b ⑴ Computer Aided Instruction for TOEIC b ⑴ 自由選択

修得要件
単位に算
入する。

English Speaking a・b，Advanced English a・b，
English Language and Cultures a・b は，各科目，
同一年度での履修は 4 単位まで，また卒業までの
修得は 4 単位まで可能。

Advanced English a  English Presentation a  Screen English a  
Advanced English b  English Presentation b  Screen English b  
English Language and Cultures a  English Writing a  
English Language and Cultures b  English Writing b  

英
　
　
語
　
　
以
　
　
外
　
　
の
　
　
外
　
　
国
　
　
語

基
　
　
礎

ドイツ語中級 201 ａ ⑴　　中国語中級 201 ａ ⑴　　　ロシア語中級 201 ａ ⑴　　　　コリア語中級 201 ａ ⑴
ドイツ語中級 201 ｂ ⑴　　中国語中級 201 ｂ ⑴　　　ロシア語中級 201 ｂ ⑴　　　　コリア語中級 201ｂ ⑴
ドイツ語中級 202 ａ ⑴　　中国語中級 202 ａ ⑴　　　ロシア語中級 202 ａ ⑴　　　　コリア語中級 202ａ ⑴
ドイツ語中級 202 ｂ ⑴　　中国語中級 202 ｂ ⑴　　　ロシア語中級 202 ｂ ⑴　　　　コリア語中級 202ｂ ⑴
フランス語中級 201 ａ ⑴　スペイン語中級 201 ａ ⑴　インドネシア語中級 201 ａ ⑴
フランス語中級 201 ｂ ⑴　スペイン語中級 201 ｂ ⑴　インドネシア語中級 201 ｂ ⑴
フランス語中級 202 ａ ⑴　スペイン語中級 202 ａ ⑴　インドネシア語中級 202 ａ ⑴
フランス語中級 202 ｂ ⑴　スペイン語中級 202 ｂ ⑴　インドネシア語中級 202 ｂ ⑴

0
または
4

2 年次で英語Ｃ・Ｄ群または英語以外の外国語の
中級201ａ・ｂ，中級 202ａ・ｂを履修しなければな
らない。
卒業要件単位として履修する場合，英語以外の外
国語の導入科目と同一言語を履修しなければなら
ない。
各科目，同一年度での履修は 1 単位まで，また卒
業までの修得は 2 単位まで可能。

基
礎
強
化

ドイツ語中級プラス 201ａ　　 フランス語中級プラス 202ａ　 スペイン語中級プラス 201ａ　 コリア語中級プラス 202ａ　
ドイツ語中級プラス201ｂ　　 フランス語中級プラス 202ｂ スペイン語中級プラス 201ｂ コリア語中級プラス 202ｂ
ドイツ語中級プラス 202ａ　　 中国語中級プラス 201ａ スペイン語中級プラス 202ａ　
ドイツ語中級プラス 202ｂ　　 中国語中級プラス 201ｂ　　　 スペイン語中級プラス 202ｂ
フランス語中級プラス 201ａ　 中国語中級プラス 202ａ コリア語中級プラス 201ａ　
フランス語中級プラス 201ｂ　 中国語中級プラス 202ｂ　　　 コリア語中級プラス 201ｂ

自由選択
修得要件
単位に算
入する。

各科目，同一年度での履修は 2 単位まで，また卒
業までの修得は 4 単位まで可能。

応
　
　
用

ドイツ語上級 301ａ 　　　　　　　ロシア語上級 301ａ 　
ドイツ語上級 301ｂ 　　　　　　ロシア語上級 301ｂ 
フランス語上級 301ａ 　　　　　インドネシア語上級 301ａ 　
フランス語上級 301ｂ 　　　　　インドネシア語上級 301ｂ 
中国語上級 301ａ 　　　　　コリア語上級 301ａ 
中国語上級 301ｂ 　　　　　コリア語上級 301ｂ 
スペイン語上級 301ａ 
スペイン語上級 301ｂ 

各科目，同一年度での履修は 4 単位まで，また卒
業までの修得は 8 単位まで可能。

選択ドイツ語 101ａ ⑴　　　選択中国語 101ａ ⑴　　　　選択コリア語 101ａ ⑴　　　選択イタリア語 101ａ ⑴
選択ドイツ語 101ｂ ⑴　　　選択中国語 101ｂ ⑴　　　　選択コリア語 101ｂ ⑴　　　選択イタリア語 101ｂ ⑴
選択フランス語 101ａ ⑴　　選択スペイン語 101ａ ⑴　　選択アラビア語 101ａ ⑴
選択フランス語 101ｂ ⑴　　選択スペイン語 101ｂ ⑴　　選択アラビア語 101ｂ ⑴

選択 101ａ・ｂは，同一言語をセットで履修しなけ
ればならない。
同一言語の初級 101ａ・ｂ，102ａ・ｂをすべて修得
した場合，あるいは当該年度で卒業要件を満たす
履修をする場合，同一言語の選択101ａ・ｂを履修
することはできない。

世界の言語と文化（ドイツ語） 世界の言語と文化（中国語） 世界の言語と文化（ロシア語） 世界の言語と文化（コリア語）
世界の言語と文化（フランス語） 世界の言語と文化（スペイン語） 世界の言語と文化（インドネシア語）

言語文化研究（ヨーロッパ）１  　　　言語文化研究（アジア）１  　　　言語文化研究（アメリカ）　
言語文化研究（ヨーロッパ）２ 　　　言語文化研究（アジア）２ 

海外
語学
研修

海外語学短期研修１（外国語） 海外語学短期研修２（外国語）
海外語学中期研修１（外国語） 海外語学中期研修４（外国語） 海外語学中期研修７（外国語）
海外語学中期研修２（外国語） 海外語学中期研修５（外国語） 海外語学中期研修８（外国語）
海外語学中期研修３（外国語） 海外語学中期研修６（外国語）

保
健
体
育
系
科
目

スポーツ
ウェルネス スポーツウェルネス  ⑴ 1

アドバンスト
スポーツ アドバンストスポーツ  　 自由選択

修得要件
単位に算
入する。

アドバンストスポーツは，スポーツリテラシーと
スポーツウェルネスの単位を修得していなけれ
ば，履修することができない。また，同一期間で
の重複履修が可能。

スポーツ
論群

健康と生涯スポーツ  　　　　　　　オリンピックとスポーツ  　　　　　　　スポーツコーチング  　
スポーツと発育発達 　　　　　　　トレーニング科学 　　　　　　　人類とスポーツ 

【Ｗ】国際経済学科　2014（平成26） ～　2019（平成31）年度入学者用　転換・導入教育課程、教養教育課程　総科目一覧

※科目名の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は２単位。

自由選択修得要件単位
卒業要件単位数を超えて修得した転換・導入教育課程科目，教養教育課程科目，専門選択科目の単位を指す。また，卒業要件単位以外の転換・導入教育
課程科目ならびに教養教育課程科目，全学公開科目，教職に関する科目ならびに司書・司書教諭課程科目（対象となる科目は『教職・司書・司書教諭・
学芸員課程学修ガイドブック』参照）も，自由選択修得要件単位に算入される。

26
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【Ｗ】国際経済学科　22001144（（平平成成2266））  ～～　　22001199（（平平成成3311））年年度度入入学学者者用用　専門教育課程　総科目一覧

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程

区　　分 1　　年　　次 2　　年　　次 3　　年　　次 4　　年　　次 卒業要件単位 備　　　　考

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

基
　
礎
　
科
　
目

必
　
修

国際経済入門 1 
国際経済入門 2 
現代経済入門 1 
現代経済入門 2 

国際経済論 1 
国際経済論 2 必修

12

４
年
次
で
専
門
科
目
を
８
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

経済原論基礎 
経済原論 
ミクロ経済学基礎 
マクロ経済学基礎 

選択必修
6

基
　
本
　
科
　
目

国際経済とデータ分析基礎 
国際経済とデータ分析応用 

世界経済史 1 　　　　　　　　 国際関係論 1 　
世界経済史 2 国際関係論 2 

選択必修
8　

国際経済とデータ分析基礎，国際経済とデータ
分析応用は， 2 年次以降履修することができな
い。貿易論 　　　　　　　　　 国際労働経済論 　

多国籍企業論 開発経済論 
国際金融論 発展途上国経済論 　
国際マクロ経済学 1 
国際マクロ経済学 2 

地
　
域
　
研
　
究

地域研究特殊講義 　

選択必修
8　

地域研究特殊講義は 3 科目 6 単位まで修得する
ことができる。
国際経済と地域は 3 年次以降履修することがで
きない。

国際経済と地域 　 アメリカの経済 　　　　　 ラテンアメリカの経済 　
ヨーロッパの経済 1 　　　　中東の経済 
ヨーロッパの経済 2 　　　　ロシアの経済 　
アジアの経済 1 　　　　　　東欧の経済 
アジアの経済 2 　アフリカの経済 　

比
　
較
　
研
　
究

日本経済論 1 　　　　　　　  海外特別研修 1 　　　　　　　  比較研究特殊講義 
日本経済論 2 海外特別研修 2 

海外特別研修 3 　
選択必修
4　

海外特別研修 1・2・3 は同一年度に同一内容の
科目をセットで履修しなければならない。
海外特別研修1・2・3は 12 単位まで修得するこ
とができる。ただし，同一内容のものを 2回履
修することはできない。
また，同一年度に同一科目を 2 科目履修するこ
とはできない。
比較研究特殊講義は 3 科目 6 単位まで修得する
ことができる。

日米の経済関係 　　　　　 労使関係の国際比較 　
日本とアジアの経済関係 経済統合論 
経営の国際比較 

問
　
題
　
 群
　
研
　
究

国際協力論 1 　　　　　　 国際協力論 2 　

選択必修
4　

ＮＧＯ論 1・2・3 はセットで履修しなければな
らない。
問題群研究特殊講義は 3 科目 6 単位まで修得す
ることができる。

ＮＧＯ論 1 　
ＮＧＯ論 2 　
ＮＧＯ論 3 　
問題群研究特殊講義 　

地球環境問題 　　　　　　 民族と宗教 　
資源・エネルギー論 経済社会と女性 　
国際労働力移動　 国際機構論 
世界の農業問題 情報経済論 1 
経済人類学 情報経済論 2 

地
　
　
　
　
　
域
　
　
　
　
　
言
　
　
　
　
　
語

必
  修
国際コミュニケーション 1 　
経済時事英語 

必修
4

選
　
　
　
択
　
　
　
必
　
　
　
修

国際コミュニケーション 2 　
国際コミュニケーション 3 
国際事情 1（英語）　
国際事情 1（ドイツ語）　
国際事情 1（フランス語）　
国際事情 1（中国語）　
国際事情 1（スペイン語）　
国際事情 1（コリア語）　
国際事情 2（英語）　
国際事情 2（ドイツ語）　
国際事情 2（フランス語）　
国際事情 2（中国語）　
国際事情 2（スペイン語）　
国際事情 2（コリア語）　

選択必修
4　

国際コミュニケ－ション 2・3 はセットで修得
しなければならない。（注）
国際事情 1・2 は同一言語をセットで修得しな
ければならない。（注）
当該区分において，卒業要件単位を満たした場
合，次年度以降は履修することができない。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

Global Economy

選択
26

Global Economyは 4 年次以降履修することがで
きない。
国際事情 3 はそれぞれの言語を16 単位まで履修
することができる。

国際事情 3（英語）　　　　国際事情 3（中国語）　
国際事情 3（ドイツ語）　　国際事情 3（スペイン語）　
国際事情 3（フランス語）　国際事情 3（コリア語）

演
　
習

ゼミナール ⑷
ゼミナール研究論文　

ゼミナール ⑷
ゼミナール研究論文

ゼミナール ⑷
ゼミナール研究論文
卒業研究 ⑷

ゼミナール研究論文はゼミナールと同一教員の
ものをセットで履修しなければならない。
卒業研究はゼミナ－ルを履修しない場合に限り
履修することができる。

経
  済
  学
  科
  開
  講
  科
  目

経済政策 1 　　　　　　　　 財政学 1 　　　　　　　経済数学 1 　
経済政策 2 財政学 2　　　　　　　経済数学 2 
社会政策 1 金融論 1 　　　　　　　コンピュータと経済学 1 　
社会政策 2 金融論 2 　　　　　　　コンピュータと経済学 2 
日本経済史 1 産業組織論 1 
日本経済史 2 　　　　　　　 産業組織論 2 　
西洋経済史 1 経済統計学 1 
西洋経済史 2 経済統計学 2 

経済発展論 1 　　　　　　 産業構造論 1 
経済発展論 2 産業構造論 2 
現代資本主義論 1 企業経済学 1 
現代資本主義論 2 企業経済学 2 
現代日本経済史 1 流通経済論 1 
現代日本経済史 2 流通経済論 2 
現代西洋経済史 1 中堅企業論 1 
現代西洋経済史 2 中堅企業論 2 
日米経済論 1 産業技術論 1 
日米経済論 2 産業技術論 2 
経済変動論 1 ゲーム理論 1 
経済変動論 2 ゲーム理論 2 
経済学史 1 企業金融論 1 
経済学史 2 企業金融論 2 
現代市民社会論　　　　 公共経済学 1 
貨幣・信用制度論　　　 公共経済学 2 
社会思想 1 財政金融政策 1 
社会思想 2 財政金融政策 2 
社会保障論 1 地方財政論 1 
社会保障論 2 地方財政論 2 
労働経済論 1 近代経済学史 1 
労働経済論 2 近代経済学史 2 
環境経済論1 応用マクロ経済学 1ａ
環境経済論2 応用マクロ経済学1ｂ
都市経済論1 応用マクロ経済学2ａ
都市経済論2 応用マクロ経済学2ｂ
地域経済論1 応用ミクロ経済学1 
地域経済論2 応用ミクロ経済学2 
農業経済論 1 計量経済学 1 
農業経済論 2 　　　　　　 計量経済学 2 
社会運動論 1 社会科学論 1 
社会運動論 2 社会科学論 2 
生活経済論 1 　
生活経済論 2 

関
  連
  科
  目

憲法 1 　　　　　　 商法 1 　　　　　　 経済法 1 　　　　　 簿記原理 1 
憲法 2 商法 2 経済法 2 簿記原理 2 
民法 1 労働法 1 行政学 1 会計学 1 
民法 2 労働法 2 行政学 2 会計学 2 

寄付講座は 3 科目 6 単位まで修得することがで
きる。
特殊講義は 2 単位科目を 4 単位まで， 4 単位科
目を 8 単位まで修得することができる。

特殊講義 ⑷　　　   寄付講座 
特殊講義 

※ 科目の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は 2 単位。

※  4 年次で専門科目を 8 単位以上修得しなければならない。3 年次終了までに卒業要件単位（ 76 単位）を満たしている場合でも同様である。
※  専門選択必修科目において，卒業要件単位（基礎科目 6 単位，基本科目 8 単位，地域研究 8 単位，比較研究 4 単位，問題群研究 4 単位，地域言語 4 単位）を超えて修得した単位は，専門選択科目（ 26 単位）に算入する。
※  専門選択科目において，卒業要件単位（ 26 単位）を超えて修得した単位は，自由選択修得要件単位（ 26 単位）に算入する。
（注）国際コミュニケーション２・３および国際事情１・２をセットで 4 単位を修得できなかった場合，修得した 2 単位は専門選択科目（ 26 単位）に算入する。

各年次履修
上限単位数 44 48 48 48

卒業要件単位

124
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区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
　
　
　
換
　
・
　
導
　
　
　
入
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
課
　
　
　
程

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 
自由選択
修得要件
単位に算
入する。

9

専
　
　
　
修
　
　
　
大
　
　
　
学
　
　
　
基
　
　
　
礎
　
　
　
科
　
　
　
目

キャリア教育関連科目 キャリア入門 
情報リテラシー関連科目 情報入門Ⅰ 情報入門Ⅱ 
基礎自然科学 あなたと自然科学 

外
　
　
国
　
　
語
　
　
基
　
　
礎
　
　
科
　
　
目

英
　
　
　
語

Ａ
　
群

Basics of English (RL) 1a ⑴
Basics of English (RL) 1b ⑴

または
Intermediate English (RL) 1a⑴
Intermediate English (RL) 1b⑴

General English 1  ⑴ 2

4

英語Ａ・Ｂ群の単位を修得できなかった場合，次
年度以降それぞれ General English  1 を履修しな
ければならない。

Ｂ
　
群

Basics of English (SW) 1a ⑴
Basics of English (SW) 1b ⑴

または
Intermediate English (SW) 1a⑴
Intermediate English (SW) 1b⑴

General English 1  ⑴ 2

英
　
　
語
　
　
以
　
　
外
　
　
の
　
　
外
　
　
国
　
　
語

導
　
　
　
　
　
入

ドイツ語初級 101 ａ ⑴
ドイツ語初級 101 ｂ ⑴
ドイツ語初級 102 ａ ⑴
ドイツ語初級 102 ｂ ⑴
フランス語初級 101 ａ ⑴
フランス語初級 101ｂ ⑴
フランス語初級 102ａ ⑴
フランス語初級 102ｂ ⑴
中国語初級 101 ａ ⑴
中国語初級 101 ｂ ⑴
中国語初級 102 ａ ⑴
中国語初級 102 ｂ ⑴
スペイン語初級 101 ａ ⑴
スペイン語初級 101 ｂ ⑴
スペイン語初級 102ａ ⑴
スペイン語初級 102ｂ ⑴
ロシア語初級 101 ａ ⑴
ロシア語初級 101 ｂ ⑴
ロシア語初級 102 ａ ⑴
ロシア語初級 102 ｂ ⑴
インドネシア語初級 101 ａ ⑴
インドネシア語初級 101ｂ ⑴
インドネシア語初級 102 ａ ⑴
インドネシア語初級 102 ｂ ⑴
コリア語初級 101 ａ ⑴
コリア語初級 101 ｂ ⑴
コリア語初級 102 ａ ⑴
コリア語初級 102 ｂ ⑴

4

1 年次で同一言語の 101 ａ・ｂと 102 ａ・ｂをセット
で履修しなければならない。
同一言語の科目を，すべて（ 4 科目 4 単位）修得し
た場合，あるいは 2 年次以降同一年度で卒業要件
を満たす履修をする場合，他の言語を履修するこ
とはできない。

スポーツリテラシー スポーツリテラシー ⑴ 1

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

人文科学基礎
関連科目

作品を創る１ 　　　　　　基礎心理学入門 　　　芸術の歴史１ 　
作品を創る２ 　　　応用心理学入門 　　　芸術の歴史２ 
日本の文学 　　哲学入門 　　　　　　異文化理解の人類学 
世界の文学を読む 　　　哲学の歴史 　　　　　異文化の現場から 
越境する文学 　　日本思想入門 　　　　人類の暮らしと自然 
英語圏文学への招待　　　倫理とは何か 　　　　人類学から見た近代世界 
歴史の視点 　倫理学のあゆみ 　　　現代社会と人類学 
歴史と地域・民衆 　　　　論理学入門 　　　　　ジャーナリズムと現代 
歴史と社会・文化 　　芸術学入門１ 

8

11

教養テーマゼミナール論文は，教養テーマゼミナ
ールの単位を修得し，次年度以降に同一教員の教
養テーマゼミナールを履修する場合に作成（履修）
することができる。

社会科学基礎
関連科目

日本国憲法 　　　 自然環境の地理学 　　 学びの場の教育学
法と社会 人文・社会環境の地理学 教育と社会のダイナミズム
政治学入門 社会学入門 情報社会と人間（環境と認知） 
政治の世界 現代の社会学 情報社会と人間（情報デザイン）
地理学への招待 　 教育学入門 　　　　　 マーケティングベーシックス

自然科学系科目

基礎自然科学実験 ⑴　　　生物科学 301  　　　　　　化学 101  　　　　物理学 101  　　　　数理科学 101  　　　　科学論・科学史 101  　
基礎自然科学実験 　　　生物科学 302 　　　　　　化学 102 　　　　物理学 102 　　　　数理科学 102 　　　　科学論・科学史 102 
生物科学 101 宇宙地球科学 101 化学 201 　　　　物理学 201 　　　　数理科学 201 　　　　科学論・科学史 201 
生物科学 102 宇宙地球科学 102 化学 202 　　　　物理学 202 　　　　数理科学 202 　　　　科学論・科学史 202 
生物科学 201 宇宙地球科学 201 　　　　化学 301 　　　　物理学 301 　　　　数理科学301 
生物科学 202 宇宙地球科学 202 　　　　化学 302 　　　　物理学 302 　　　　数理科学302 

融合領域科目

学際科目 101　　　　　学際科目 104　　　　　学際科目 107　　　　　学際科目 110　　　　　学際科目 113  ⑷
学際科目 102　　　　　学際科目 105　　　　　学際科目 108　　　　　学際科目 111  ⑷  学際科目 114  ⑷
学際科目 103　　　　　学際科目 106　　　　　学際科目 109　　　　　学際科目 112  ⑷  学際科目 115  ⑷
テーマ科目 201  　　　　　   テーマ科目 203  　　　　　   テーマ科目 205  　　　　　   テーマ科目 207  　
テーマ科目 202 テーマ科目 204 テーマ科目 206 テーマ科目 208 
新領域科目 301　　新領域科目 302　　新領域科目 303　　新領域科目 304　　新領域科目 305  　　
教養テーマゼミナールⅠ ⑷ 教養テーマゼミナールⅡ ⑷ 教養テーマゼミナールⅢ ⑷

教養テーマゼミナール論文 　

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
系
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

英
　
　
　
語

Ｄ
群

Basics of English (SW) 2a  ⑴
Basics of English (SW) 2b ⑴

または
Intermediate English (SW) 2a ⑴
Intermediate English (SW) 2b ⑴

General English 2  ⑴
0

または
2

2 年次で英語 D群または英語以外の外国語の中級 201
ａ・ｂを履修しなければならない。
英語Ｄ群の単位を修得できなかった場合，次年度以降そ
れぞれGeneral English 2 を履修しなければならない。

English Speaking a  ⑴ Computer Aided Instruction a  ⑴ Computer Aided Instruction for TOEIC a  ⑴
English Speaking b  ⑴ Computer Aided Instruction b ⑴ Computer Aided Instruction for TOEIC b ⑴ 自由選択

修得要件
単位に算
入する。

English Speaking a・b，Advanced English a・b，
English Language and Cultures a・b は，各科目，
同一年度での履修は 4 単位まで，また卒業までの
修得は 4 単位まで可能。

Advanced English a  English Presentation a  Screen English a  
Advanced English b  English Presentation b  Screen English b  
English Language and Cultures a  English Writing a  
English Language and Cultures b  English Writing b  

英
　
　
語
　
　
以
　
　
外
　
　
の
　
　
外
　
　
国
　
　
語

基
　
　
礎

ドイツ語中級 201 ａ ⑴　  　中国語中級 201 ａ ⑴　　  　ロシア語中級 201 ａ ⑴　  　コリア語中級 201 ａ ⑴
ドイツ語中級 201 ｂ ⑴　  　中国語中級 201 ｂ ⑴　　  　ロシア語中級 201 ｂ ⑴　  　コリア語中級 201 ｂ ⑴
フランス語中級 201 ａ ⑴  　スペイン語中級 201 ａ ⑴  　インドネシア語中級 201 ａ ⑴
フランス語中級 201 ｂ ⑴  　スペイン語中級 201 ｂ ⑴  　インドネシア語中級 201 ｂ ⑴

0
または
2

2 年次で英語Ｄ群または英語以外の外国語の中級 201
ａ・ｂを履修しなければならない。
卒業要件単位として履修する場合，英語以外の外国語の
導入科目と同一言語を履修しなければならない。
各科目，同一年度での履修は 1 単位まで，また卒業まで
の修得は 2 単位まで可能。

ドイツ語中級 202 ａ ⑴　　中国語中級 202 ａ ⑴　　　ロシア語中級 202 ａ ⑴　　　　コリア語中級 202 ａ ⑴
ドイツ語中級 202 ｂ ⑴　　中国語中級 202 ｂ ⑴　　　ロシア語中級 202 ｂ ⑴　　　　コリア語中級 202ｂ ⑴
フランス語中級 202 ａ ⑴　スペイン語中級 202 ａ ⑴　インドネシア語中級 202 ａ ⑴
フランス語中級 202 ｂ ⑴　スペイン語中級 202 ｂ ⑴　インドネシア語中級 202 ｂ ⑴

自由選択
修得要件
単位に算
入する。

各科目，同一年度での履修は 1 単位まで，また卒業
までの修得は 2 単位まで可能。

基
礎
強
化

ドイツ語中級プラス 201ａ　　 フランス語中級プラス 202ａ　 スペイン語中級プラス 201ａ　 コリア語中級プラス 202ａ　
ドイツ語中級プラス 201ｂ　　 フランス語中級プラス 202ｂ スペイン語中級プラス 201ｂ コリア語中級プラス 202ｂ
ドイツ語中級プラス 202ａ　　 中国語中級プラス 201ａ スペイン語中級プラス 202ａ　
ドイツ語中級プラス 202ｂ　　 中国語中級プラス 201ｂ　　　 スペイン語中級プラス 202ｂ
フランス語中級プラス 201ａ　 中国語中級プラス 202ａ コリア語中級プラス 201ａ　
フランス語中級プラス 201ｂ　 中国語中級プラス 202ｂ　　　 コリア語中級プラス 201ｂ

各科目，同一年度での履修は 2 単位まで，また卒業
までの修得は 4 単位まで可能。

応
　
　
用

ドイツ語上級 301ａ 　　　　　　　　ロシア語上級 301ａ 　
ドイツ語上級 301ｂ 　　　　　　ロシア語上級 301ｂ 
フランス語上級 301ａ 　　　　　　インドネシア語上級 301ａ 　
フランス語上級 301ｂ 　　　　　　インドネシア語上級 301ｂ 
中国語上級 301ａ 　　　　　　コリア語上級 301ａ 
中国語上級 301ｂ 　　　　　　コリア語上級 301ｂ 
スペイン語上級 301ａ 
スペイン語上級 301ｂ 

各科目，同一年度での履修は 4 単位まで，また卒業
までの修得は 8 単位まで可能。

選択ドイツ語 101ａ ⑴　　　選択中国語 101ａ ⑴　　　　選択コリア語 101ａ ⑴　　　選択イタリア語 101ａ ⑴
選択ドイツ語 101ｂ ⑴　　　選択中国語 101ｂ ⑴　　　　選択コリア語 101ｂ ⑴　　　選択イタリア語 101ｂ ⑴
選択フランス語 101ａ ⑴　　選択スペイン語 101ａ ⑴　　選択アラビア語 101ａ ⑴
選択フランス語 101ｂ ⑴　　選択スペイン語 101ｂ ⑴　　選択アラビア語 101ｂ ⑴

選択 101ａ・ｂは，同一言語をセットで履修しなければな
らない。
同一言語の初級 101ａ・ｂ，102ａ・ｂをすべて修得した場
合，あるいは当該年度で卒業要件を満たす履修をする場
合，同一言語の選択 101ａ・ｂを履修することはできない。

世界の言語と文化（ドイツ語） 世界の言語と文化（中国語） 世界の言語と文化（ロシア語） 世界の言語と文化（コリア語）
世界の言語と文化（フランス語） 世界の言語と文化（スペイン語） 世界の言語と文化（インドネシア語）

言語文化研究（ヨーロッパ）１  　　　言語文化研究（アジア）１  　　　言語文化研究（アメリカ）　
言語文化研究（ヨーロッパ）２ 　　　言語文化研究（アジア）２ 

海外
語学
研修

海外語学短期研修１（外国語） 海外語学短期研修２（外国語）
海外語学中期研修１（外国語） 海外語学中期研修４（外国語） 海外語学中期研修７（外国語）
海外語学中期研修２（外国語） 海外語学中期研修５（外国語） 海外語学中期研修８（外国語）
海外語学中期研修３（外国語） 海外語学中期研修６（外国語）

保
健
体
育
系
科
目

スポーツ
ウェルネス スポーツウェルネス  ⑴ 1

アドバンスト
スポーツ アドバンストスポーツ  　 自由選択

修得要件
単位に算
入する。

アドバンストスポーツは，スポーツリテラシーと
スポーツウェルネスの単位を修得していなけれ
ば，履修することができない。また，同一期間での
重複履修が可能。

スポーツ
論群

健康と生涯スポーツ  　　　　　　　オリンピックとスポーツ  　　　　　　　スポーツコーチング  　
スポーツと発育発達 　　　　　トレーニング科学 　　　　　人類とスポーツ 

【Ｅ】経済学科　経済学科　2014（平成26） ～　2019（平成31）年度　入学者用　転換・導入教育課程，教養教育課程　総科目一覧

※科目の後ろに記載されている（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は２単位。

自由選択修得要件単位
卒業要件単位数を超えて修得した転換・導入教育課程科目，教養教育課程科目，専門選択科目の単位を指す。また，卒業要件単位以外の転換・導入教育
課程科目ならびに教養教育課程科目，全学公開科目，教職に関する科目ならびに司書・司書教諭課程科目（対象となる科目は『教職・司書・司書教諭・
学芸員課程学修ガイドブック』参照）も，自由選択修得要件単位に算入される。
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15

区　　分 1　　年　　次 2　　年　　次 3　　年　　次 4　　年　　次 卒業要件単位 備　　　　考

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

導
　
入
　
科
　
目

必
　
修

社会経済基礎 
社会経済学入門 
現代経済基礎 
現代経済学入門

必修
8

４
年
次
で
専
門
科
目
を
８
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
択
　
　
　
　
　
　
　
　
必
　
　
　
　
　
　
　
　
修

経済思想 
歴史と経済
経済数学基礎

選択必修
4

1 年次で，3 科目のうちの，いずれか 2 科
目 4 単位を修得しなければならない。

基
　
礎
　
科
　
目

資本主義の原理 1 
資本主義の原理 2 
資本主義発展の理論 1
資本主義発展の理論 2
ミクロ経済学 1
ミクロ経済学 2
マクロ経済学 1
マクロ経済学 2

選択必修
8

2 年次で，8 科目のうちの，いずれか 4 科
目 8 単位を修得しなければならない。

共
　
　
　
通
　
　
　
科
　
　
　
目

日本経済論 1 　　　　   財政学 1 
日本経済論 2 　　　　   財政学 2 
経済政策 1 　　　　　   金融論 1 
経済政策 2 　　　　　   金融論 2 
社会政策 1 　　　　　   産業組織論 1 
社会政策 2 　　　　　   産業組織論 2 
国際経済論 1 　　　　   経済統計学 1 
国際経済論 2 　　　　   経済統計学 2 
日本経済史 1 　　　　   経済数学 1 
日本経済史 2 　　　　   経済数学 2 
西洋経済史 1 　　　　   コンピュータと経済学 1 
西洋経済史 2 　　　　   コンピュータと経済学 2 

選択必修
20

2・3 年次で，24 科目のうちの，いずれか
10 科目 20 単位を修得しなければならな
い。

コ
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

経済発展論 1 　　　　   現代西洋経済史 1 　　   経済学史 1 
経済発展論 2 　　　　   現代西洋経済史 2 　　   経済学史 2 
現代資本主義論 1 　　   日米経済論 1 　　　　   現代市民社会論
現代資本主義論 2 　　   日米経済論 2 　　　　   貨幣・信用制度論
現代日本経済史 1 　　   経済変動論 1 　　　　   社会思想 1 
現代日本経済史 2 　　   経済変動論 2 　　　　   社会思想 2 

選択必修
16

2・3・4 年次で，コース科目における選択
必修科目のうち， 16 単位を修得しなけれ
ばならない。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

社会保障論 1 　　　　   産業構造論 1 　　　　   公共経済学 1 　
社会保障論 2 　　　　   産業構造論 2 　　　　   公共経済学 2 　
労働経済論 1 　◎　　   企業経済学 1 　　　　   財政金融政策 1 　◎
労働経済論 2 　◎　　   企業経済学 2 　　　　   財政金融政策 2 　◎
環境経済論 1 　　　　   情報経済論 1 　　　　   地方財政論 1 　
環境経済論 2 　　　　   情報経済論 2 　　　　   地方財政論 2 　
都市経済論 1 　　　　   流通経済論 1 　　　　   近代経済学史 1 　◎
都市経済論 2 　　　　   流通経済論 2 　　　　   近代経済学史 2 　◎
地域経済論 1 　　　　   中堅企業論 1 　　　　   応用マクロ経済学 1ａ　
地域経済論 2 　　　　   中堅企業論 2 　　　　   応用マクロ経済学 1ｂ　
農業経済論 1 　◎　　   産業技術論 1 　　　　   応用マクロ経済学 2ａ　
農業経済論 2 　◎　　   産業技術論 2 　　　　   応用マクロ経済学 2ｂ　
社会運動論 1 　◎　　   ゲーム理論 1 　　　　   応用ミクロ経済学 1 　
社会運動論 2 　◎　　   ゲーム理論 2 　　　　   応用ミクロ経済学 2 　
生活経済論 1 　◎　　   企業金融論 1 　　　　   計量経済学 1 　
生活経済論 2 　◎　　   企業金融論 2 　　　　   計量経済学 2 　

社会科学論 1 　◎
社会科学論 2 　◎

選択
20

◎の科目は，履修推奨科目。

世界経済史1 ◎　
世界経済史 2 ◎
発展途上国経済論　◎

展
　
　
　
　
　
開
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 　

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 　

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 　

ゼミナール研究論文（定時外）は，ゼミナ
ールと同一教員のものをセットで履修し
なければならない。
外国経済事情は，それぞれの言語で，4 科
目 8 単位まで修得することができる。
寄付講座は，3 科目 6 単位まで修得するこ
とができる。
特殊講義は，4 科目 8 単位まで修得するこ
とができる。

学外特別研修 ⑷

憲法 1 　　　　　　　   労働法 1 　　　　　　   簿記原理 1 
憲法 2 　　　　　　　   労働法 2 　　　　　　   簿記原理 2 
民法 1 　　　　　　　   経済法 1 　　　　　　   会計学 1 
民法 2 　　　　　　　   経済法 2 　　　　　　   会計学 2 
商法 1 　　　　　　　   行政学 1 　　　　　　   寄付講座
商法 2 　　　　　　　   行政学 2  　

外国経済事情（英語） 特殊講義 
外国経済事情（ドイツ語） 社会教養特別講座
外国経済事情（フランス語）

国際金融論 　　　　　アジアの経済 1 
アメリカの経済 　　　ロシアの経済
ヨーロッパの経済 1  　  経済社会と女性　

【Ｅ】経済学科　2014（平成26） ～　2019（平成31）年度入学者用　専門教育課程　総科目一覧

歴史と発展コース ※ 科目の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は 2 単位。

※  4 年次で専門科目を 8 単位以上修得しなければならない。3 年次終了までに卒業要件単位（ 76 単位）を満たしている場合でも同様である。
※  専門選択必修科目において，卒業要件単位（導入科目 4 単位，基礎科目 8 単位，共通科目 20 単位，コース科目 16 単位）を超えて修得した単位は，専門選択科目（ 20 単位）に算入する。
※  専門選択科目において，卒業要件単位（ 20 単位）を超えて修得した単位は，自由選択修得要件単位（ 28 単位）に算入する。

各年次履修
上限単位数

44 48 48 48
卒業要件単位

124



16

区　　分 1　　年　　次 2　　年　　次 3　　年　　次 4　　年　　次 卒業要件単位 備　　　　考

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

導
　
入
　
科
　
目

必
　
修

社会経済基礎 
社会経済学入門 
現代経済基礎 
現代経済学入門

必修
8

４
年
次
で
専
門
科
目
を
８
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
択
　
　
　
　
　
　
　
　
必
　
　
　
　
　
　
　
　
修

経済思想 
歴史と経済
経済数学基礎

選択必修
4

1 年次で， 3 科目のうちの，いずれか 2
科目 4 単位を修得しなければならない。

基
　
礎
　
科
　
目

資本主義の原理 1 
資本主義の原理 2 
資本主義発展の理論 1
資本主義発展の理論 2
ミクロ経済学 1
ミクロ経済学 2
マクロ経済学 1
マクロ経済学 2

選択必修
8

2 年次で，8 科目のうちの，いずれか 4
科目 8 単位を修得しなければならない。

共
　
　
　
通
　
　
　
科
　
　
　
目

日本経済論 1 　　　　   　財政学 1 
日本経済論 2 　　　　   　財政学 2 
経済政策 1 　　　　　   　金融論 1 
経済政策 2 　　　　　   　金融論 2 
社会政策 1 　　　　　   　産業組織論 1 
社会政策 2 　　　　　   　産業組織論 2 
国際経済論 1 　　　　   　経済統計学 1 
国際経済論 2 　　　　   　経済統計学 2 
日本経済史 1 　　　　   　経済数学 1 
日本経済史 2 　　　　   　経済数学 2 
西洋経済史 1 　　　　   　コンピュータと経済学 1 
西洋経済史 2 　　　　   　コンピュータと経済学 2 

選択必修
20

2・3 年次で，24 科目のうちの，いずれ
か 10 科目 20 単位を修得しなければなら
ない。

コ
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

社会保障論 1 　　　　    　都市経済論 1 　　　      　社会運動論 1 
社会保障論 2 　　　　    　都市経済論 2 　　　      　社会運動論 2 
労働経済論 1 　　　　    　地域経済論 1 　　　      　生活経済論 1 
労働経済論 2 　　　　    　地域経済論 2 　　　      　生活経済論 2 
環境経済論 1 　　　　    　農業経済論 1 
環境経済論 2 　　　　    　農業経済論 2 

選択必修
16

2・3・4 年次で，コース科目における選
択必修科目のうち， 16 単位を修得しな
ければならない。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

経済発展論 1 　◎　　   　産業構造論 1 　　　　   　公共経済学 1 　
経済発展論 2 　◎　　   　産業構造論 2 　　　　   　公共経済学 2 　
現代資本主義論 1 　◎   　企業経済学 1 　　　　   　財政金融政策 1 
現代資本主義論 2 　◎   　企業経済学 2 　　　　   　財政金融政策 2 　
現代日本経済史 1 　◎   　情報経済論 1 　　　　   　地方財政論 1 ◎
現代日本経済史 2 　◎   　情報経済論 2 　　　　   　地方財政論 2 ◎
現代西洋経済史 1 　◎   　流通経済論 1 　　　　   　近代経済学史 1 　
現代西洋経済史 2 　◎   　流通経済論 2 　　　　   　近代経済学史 2 　
日米経済論 1 　◎　　   　中堅企業論 1 　　　　   　応用マクロ経済学 1ａ　
日米経済論 2 　◎　　   　中堅企業論 2 　　　　   　応用マクロ経済学 1ｂ　
経済変動論 1 　　　　   　産業技術論 1 　◎　　   　応用マクロ経済学 2ａ　
経済変動論 2 　　　　   　産業技術論 2 　◎　　   　応用マクロ経済学 2ｂ　
経済学史 1 　　　　　   　ゲーム理論 1 　　　　  　 応用ミクロ経済学 1 　
経済学史 2 　　　　　   　ゲーム理論 2 　　　　   　応用ミクロ経済学 2 　
現代市民社会論 　　　 　企業金融論 1 　　　　   　計量経済学 1 　
貨幣・信用制度論 　　 　企業金融論 2 　　　　   　計量経済学 2 　
社会思想 1 　　　　　　　　　　　　　　　 社会科学論 1 ◎
社会思想 2 　　　　　　　　　　　　　　　 社会科学論 2 ◎

選択
20

◎の科目は，履修推奨科目。

労使関係の国際比較 　◎
資源・エネルギー論 　◎

展
　
　
　
　
開
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナール研究論文（定時外）は，ゼミ
ナールと同一教員のものをセットで履修
しなければならない。
外国経済事情は，それぞれの言語で，4
科目 8 単位まで修得することができる。
寄付講座は，3 科目 6 単位まで修得する
ことができる。
特殊講義は，4 科目 8 単位まで修得する
ことができる。

学外特別研修 ⑷

憲法 1 　　　　　　　 労働法 1 　　　　　　 簿記原理 1 
憲法 2 　　　　　　　 労働法 2 　　　　　　 簿記原理 2 
民法 1 　　　　　　　 経済法 1 　　　　　　 会計学 1 
民法 2 　　　　　　　 経済法 2 　　　　　　 会計学 2 
商法 1 　　　　　　　 行政学 1 　　　　　　 寄付講座 
商法 2 　　　　　　　 行政学 2 

外国経済事情（英語） 特殊講義
外国経済事情（ドイツ語） 社会教養特別講座 
外国経済事情（フランス語）

国際金融論 　　　　　アジアの経済 1 
アメリカの経済 　　　ロシアの経済 
ヨーロッパの経済 1 　  経済社会と女性 

福祉と環境コース ※ 科目の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は 2 単位。

※  4 年次で専門科目を 8 単位以上修得しなければならない。3 年次終了までに卒業要件単位（ 76 単位）を満たしている場合でも同様である。
※  専門選択必修科目において，卒業要件単位（導入科目 4 単位，基礎科目 8 単位，共通科目 20 単位，コース科目 16 単位）を超えて修得した単位は，専門選択科目（ 20 単位）に算入する。
※  専門選択科目において，卒業要件単位（ 20 単位）を超えて修得した単位は，自由選択修得要件単位（ 28 単位）に算入する。

各年次履修
上限単位数

44 48 48 48
卒業要件単位

124

【Ｅ】経済学科　2014（平成26） ～　2019（平成31）年度入学者用　専門教育課程　総科目一覧
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区　　分 1　　年　　次 2　　年　　次 3　　年　　次 4　　年　　次 卒業要件単位 備　　　　考

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

導
　
入
　
科
　
目

必
　
修

社会経済基礎 
社会経済学入門 
現代経済基礎 
現代経済学入門

必修
8

４
年
次
で
専
門
科
目
を
８
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
択
　
　
　
　
　
　
　
　
必
　
　
　
　
　
　
　
　
修

経済思想 
歴史と経済
経済数学基礎

選択必修
4

1 年次で， 3 科目のうちの，いずれか 2
科目 4 単位を修得しなければならない。

基
　
礎
　
科
　
目

資本主義の原理 1 
資本主義の原理 2 
資本主義発展の理論 1
資本主義発展の理論 2
ミクロ経済学 1
ミクロ経済学 2
マクロ経済学 1
マクロ経済学 2

選択必修
8

2 年次で，8 科目のうちの，いずれか 4
科目 8 単位を修得しなければならない。

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

日本経済論 1 　　　　   財政学 1 
日本経済論 2 　　　　   財政学 2 
経済政策 1 　　　　　   金融論 1 
経済政策 2 　　　　　   金融論 2 
社会政策 1 　　　　　   産業組織論 1 
社会政策 2 　　　　　   産業組織論 2 
国際経済論 1 　　　　   経済統計学 1 
国際経済論 2 　　　　   経済統計学 2 
日本経済史 1 　　　　   経済数学 1 
日本経済史 2 　　　　   経済数学 2 
西洋経済史 1 　　　　   コンピュータと経済学 1 
西洋経済史 2 　　　　   コンピュータと経済学 2 

選択必修
20

2・3 年次で，24 科目のうちの，いずれ
か 10科目 20 単位を修得しなければなら
ない。

コ
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

産業構造論 1 　　　　   流通経済論 1 　　　　  ゲーム理論 1 
産業構造論 2 　　　　   流通経済論 2 　　　　  ゲーム理論 2 
企業経済学 1 　　　　   中堅企業論 1 　　　　  企業金融論 1 
企業経済学 2 　　　　   中堅企業論 2 　　　　  企業金融論 2 
情報経済論 1 　　　　   産業技術論 1 
情報経済論 2 　　　　   産業技術論 2 

選択必修
16

2・3・4 年次で，コース科目における選
択必修科目のうち， 16 単位を修得しな
ければならない。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

経済発展論 1 　　　　   社会保障論 1 　　　　  公共経済学 1 ◎
経済発展論 2 　　　　   社会保障論 2 　　　　  公共経済学 2 ◎
現代資本主義論 1 　　   労働経済論 1 　　　　  財政金融政策 1 ◎
現代資本主義論 2 　　   労働経済論 2 　　　　  財政金融政策 2 ◎
現代日本経済史 1 　　   環境経済論 1 　◎　　  地方財政論 1 
現代日本経済史 2 　　   環境経済論 2 　◎　　  地方財政論 2 
現代西洋経済史 1 　　   都市経済論 1 　◎　　  近代経済学史 1 
現代西洋経済史 2 　　   都市経済論 2 　◎　　  近代経済学史 2 
日米経済論 1 　　　　   地域経済論 1 　◎　　  応用マクロ経済学 1ａ　◎
日米経済論 2 　　　　   地域経済論 2 　◎　　  応用マクロ経済学 1ｂ　◎
経済変動論 1 　　　　   農業経済論 1 　　　　  応用マクロ経済学 2ａ　◎
経済変動論 2 　　　　   農業経済論 2 　　　　  応用マクロ経済学 2ｂ　◎
経済学史 1 　　　　　   社会運動論 1 　　　　  応用ミクロ経済学 1 　◎
経済学史 2 　　　　　   社会運動論 2 　　　　  応用ミクロ経済学 2 　◎
現代市民社会論 　　　 生活経済論 1 　◎　　  計量経済学 1 　◎
貨幣・信用制度論 　　 生活経済論 2 　◎　　  計量経済学 2 　◎
社会思想 1 　　　　　　　　　　　　　　　 社会科学論 1 
社会思想 2 　　　　　　　　　　　　　　　 社会科学論 2 

選択
20

◎の科目は，履修推奨科目。

多国籍企業論 　　◎
経営の国際比較 　◎

展
　
　
　
　
開
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナール研究論文（定時外）は，ゼミ
ナールと同一教員のものをセットで履修
しなければならない。
外国経済事情は，それぞれの言語で，4
科目 8 単位まで修得することができる。
寄付講座は，3 科目 6 単位まで修得する
ことができる。
特殊講義は，4 科目 8 単位まで修得する
ことができる。

学外特別研修 ⑷

憲法 1 　　　　　　　   労働法 1 　　　　　　  簿記原理 1 
憲法 2 　　　　　　　   労働法 2 　　　　　　  簿記原理 2 
民法 1 　　　　　　　   経済法 1 　　　　　　  会計学 1 
民法 2 　　　　　　　   経済法 2 　　　　　　  会計学 2 
商法 1 　　　　　　　   行政学 1 　　　　　　  寄付講座 
商法 2 　　　　　　　   行政学 2 

外国経済事情（英語） 特殊講義 
外国経済事情（ドイツ語） 社会教養特別講座 
外国経済事情（フランス語）

国際金融論 　　　　 アジアの経済 1 
アメリカの経済 　　 ロシアの経済 
ヨーロッパの経済 1 　   経済社会と女性  

企業と情報コース ※ 科目の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は 2 単位。

※  4 年次で専門科目を 8 単位以上修得しなければならない。3 年次終了までに卒業要件単位（ 76 単位）を満たしている場合でも同様である。
※  専門選択必修科目において，卒業要件単位（導入科目 4 単位，基礎科目 8 単位，共通科目 20 単位，コース科目 16 単位）を超えて修得した単位は，専門選択科目（ 20単位）に算入する。
※  専門選択科目において，卒業要件単位（ 20 単位）を超えて修得した単位は，自由選択修得要件単位（ 28 単位）に算入する。

各年次履修
上限単位数

44 48 48 48
卒業要件単位

124

【Ｅ】経済学科　2014（平成26） ～　2019（平成31）年度入学者用　専門教育課程　総科目一覧
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区　　分 1　　年　　次 2　　年　　次 3　　年　　次 4　　年　　次 卒業要件単位 備　　　　考

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

導
　
入
　
科
　
目

必
　
修

社会経済基礎 
社会経済学入門 
現代経済基礎 
現代経済学入門

必修
8

４
年
次
で
専
門
科
目
を
８
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

経済思想 
歴史と経済
経済数学基礎

選択必修
4

1 年次で， 3 科目のうちの，いずれか 2
科目 4 単位を修得しなければならない。

基
　
礎
　
科
　
目

資本主義の原理 1 
資本主義の原理 2 
資本主義発展の理論 1
資本主義発展の理論 2
ミクロ経済学 1
ミクロ経済学 2
マクロ経済学 1
マクロ経済学 2

選択必修
8

2 年次で，8 科目のうちの，いずれか 4
科目 8 単位を修得しなければならない。

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

日本経済論 1 　　　　   財政学 1 
日本経済論 2 　　　　   財政学 2 
経済政策 1 　　　　　   金融論 1 
経済政策 2 　　　　　   金融論 2 
社会政策 1 　　　　　   産業組織論 1 
社会政策 2 　　　　　   産業組織論 2 
国際経済論 1 　　　　   経済統計学 1 
国際経済論 2 　　　　   経済統計学 2 
日本経済史 1 　　　　   経済数学 1 
日本経済史 2 　　　　   経済数学 2 
西洋経済史 1 　　　　   コンピュータと経済学 1 
西洋経済史 2 　　　　   コンピュータと経済学 2 

選択必修
20

2・3 年次で，24 科目のうちの，いずれ
か 10 科目 20 単位を修得しなければなら
ない。

コ
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

公共経済学 1 　　　　   応用マクロ経済学 1ａ
公共経済学 2 　　　　   応用マクロ経済学 1ｂ
財政金融政策 1 　　　   応用マクロ経済学 2ａ
財政金融政策 2 　　　   応用マクロ経済学 2ｂ
地方財政論 1 　　　　   応用ミクロ経済学 1 
地方財政論 2 　　　　   応用ミクロ経済学 2
近代経済学史 1 　　　   計量経済学 1 
近代経済学史 2 　　　   計量経済学 2  

選択必修
16

2・3・4 年次で，コース科目における選
択必修科目のうち， 16 単位を修得しな
ければならない。

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

経済発展論 1 　　　　   社会保障論 1 　◎　　   産業構造論 1 　◎
経済発展論 2 　　　　   社会保障論 2 　◎　　   産業構造論 2 　◎
現代資本主義論 1 　　   労働経済論 1 　　　　   企業経済学 1 　◎
現代資本主義論 2 　　   労働経済論 2 　　　　   企業経済学 2 　◎
現代日本経済史 1 　　   環境経済論 1 　　　　   情報経済論 1 　◎
現代日本経済史 2 　　   環境経済論 2 　　　　   情報経済論 2 　◎
現代西洋経済史 1 　　   都市経済論 1 　　　　   流通経済論 1 　◎
現代西洋経済史 2 　　   都市経済論 2 　　　　   流通経済論 2 　◎
日米経済論 1 　　　　   地域経済論 1 　　　　   中堅企業論 1 　◎
日米経済論 2 　　　　   地域経済論 2 　　　　   中堅企業論 2 　◎
経済変動論 1 　◎　　   農業経済論 1 　　　　   産業技術論 1 　◎
経済変動論 2 　◎　　   農業経済論 2 　　　　   産業技術論 2 　◎
経済学史 1 　　　　　   社会運動論 1 　　　　   ゲーム理論 1 　◎
経済学史 2 　　　　　   社会運動論 2 　　　　   ゲーム理論 2 　◎
現代市民社会論　　　 生活経済論 1 　　　　   企業金融論 1 　◎
貨幣・信用制度論 　　生活経済論 2 　　　　   企業金融論 2 　◎
社会思想 1 　　　　　　　　　　　　　　　　社会科学論 1 
社会思想 2 　　　　　　　　　　　　　　　　社会科学論 2 

選択
20

◎の科目は，履修推奨科目。

貿易論 
国際マクロ経済学 1 
国際マクロ経済学 2 

展
　
　
　
　
開
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナ－ル ⑷
ゼミナ－ル研究論文 

ゼミナール研究論文（定時外）は，ゼミ
ナールと同一教員のものをセットで履修
しなければならない。
外国経済事情は，それぞれの言語で，4
科目 8 単位まで修得することができる。
寄付講座は，3 科目 6 単位まで修得する
ことができる。
特殊講義は，4 科目 8 単位まで修得する
ことができる。

学外特別研修 ⑷

憲法 1 　　　　　　　   労働法 1 　　　　　　   簿記原理 1 
憲法 2 　　　　　　　   労働法 2 　　　　　　   簿記原理 2
民法 1 　　　　　　　   経済法 1 　　　　　　   会計学 1 
民法 2 　　　　　　　   経済法 2 　　　　　　   会計学 2 
商法 1 　　　　　　　   行政学 1 　　　　　　   寄付講座
商法 2 　　　　　　　   行政学 2 

外国経済事情（英語） 特殊講義 
外国経済事情（ドイツ語） 社会教養特別講座
外国経済事情（フランス語）

国際金融論 　　　　　 アジアの経済 1 
アメリカの経済 　　　 ロシアの経済
ヨーロッパの経済 1 　   経済社会と女性 

市場と政府コース ※ 科目の後ろの（　）内の数字は単位数を示す。記載のない科目は 2 単位。

※  4 年次で専門科目を 8 単位以上修得しなければならない。3 年次終了までに卒業要件単位（ 76 単位）を満たしている場合でも同様である。
※  専門選択必修科目において，卒業要件単位（導入科目 4 単位，基礎科目 8 単位，共通科目 20 単位，コース科目 16 単位）を超えて修得した単位は，専門選択科目（ 20 単位）に算入する。
※  専門選択科目において，卒業要件単位（ 20 単位）を超えて修得した単位は，自由選択修得要件単位（ 28 単位）に算入する。

各年次履修
上限単位数

44 48 48 48
卒業要件単位

124

【Ｅ】経済学科　2014（平成26） ～　2019（平成31）年度入学者用　専門教育課程　総科目一覧
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入学時に配付した『学修ガイドブック』は卒業するまで活用し、毎年の履修計画を立ててください。 
科目名、配当、卒業要件単位、履修方法等のカリキュラムは入学年度により異なります。

ここには最低限の注意事項のみの記載ですので、詳細は必ず『学修ガイドブック』を参照してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 履修案内
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履履修修案案内内                                                                  

１１．．授授業業時時間間

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 ６時限

～ ～ ～ ～ ～ ～

２２．．講講義義要要項項（（シシララババスス））
  各授業科目の講義概要や講義計画、成績評価基準・方法等は、Web上で公開されている、「講義要項（シラバス）」で見

ることができます。今年度の履修科目を決める際には、必ず参照してください。 

  専修大学ホームページ⇒「訪問者別」⇒「在学生」⇒「シラバス（学部用）」 

３３．．各各年年次次ににおおけけるる履履修修上上限限単単位位数数
下表のように学科・年次ごとに履修上限単位が設定されています。そのため、2年次終了時に 28単位以上、3年次終

了時に 76単位以上を修得していなければ、必然的に 4年間で卒業することができなくなります。 

よって、計画的な履修および単位修得を心掛けてください。 

 年年次次 年年次次

／

単

位

年年次次

／

単

位

年年次次 ～～

履修上限単位数 履修上限単位数 履修上限単位数 履修上限単位数 

現代経済学科 44単位 44単位 48単位 48単位 

生活環境経済学科 44単位 48単位 48単位 48単位 

国際経済学科 44単位 48単位 48単位 48単位 

経済学科 44単位 48単位 48単位 48単位 

※教職、司書・司書教諭・学校司書、学芸員課程科目、海外語学短期研修や資格試験により認定された単位は、履修

上限単位数に含みません。

４４．．履履修修にに関関すするる注注意意事事項項
（１）『重複登録』について 

同一開講期・曜日・時限においては、1科目しか履修登録できません。  

また、開講期・曜日・時限・担当者が異なる場合も、同一名称の科目※は１科目しか履修登録できません。 

（２）『修得済科目』について 

すでに単位を修得した科目※は登録できません。 

また、単位を修得した同一名称の科目※は、担当者が異なる場合であっても履修登録はできません。 

※重複履修が可能な科目は除きます。該当科目については、所属学科の科目一覧における備考欄を確認してください。 

（３）『上級年次開講科目』について 

科目の配当年次が、自身の年次よりも上級年次の科目は履修登録できません。  

（４）オンライン授業による修得単位の上限について 

 本学では、卒業の要件として修得すべき単位数のうち、オンライン授業とする授業科目（総授業回数の半数以上

をオンラインで行う授業科目）から修得することができる単位数の上限を、専修大学学則（第５条の４第２項）に

おいて 60単位と定めています。 

 各授業科目の授業運営方法（対面・オンライン）は、講義要項（シラバス）などに掲載しますが、ガイダンスで

のお知らせや、年度ごとに配布する時間割などの資料を確認のうえ、各自でこの上限単位数を踏まえた学修計画を

立ててください。 

なお、令和２年度および令和３年度において、オンライン授業とする授業科目から修得した単位は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大に伴う特例的な措置として、60単位の上限には算入されません。 

５５．．４４年年次次ににおおけけるる専専門門科科目目修修得得条条件件

４年次で専門科目を８単位以上修得しなければなりません。

３年次終了までに卒業要件単位 124単位以上を修得している場合であっても同様です。４４年年次次生生はは、、履履修修登登録録にに際際しし

てては十分に注意してください。

５年次以上の学生は、前年度までに専門科目を８単位以上修得している場合は上記に該当しません。ただし、前年度

までの専門科目の修得単位が７単位以下の場合には、今年度の取得分も含めて８単位以上になるよう修得しなければな

りません。

なお、対象となる科目については、自身が在籍する学科における「専門教育課程 総科目一覧」または「専門科目一

覧」をご確認ください。 
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WWeebb履履修修登登録録                                                                  

登録スケジュールや方法について、以下の内容を確認し、指定された期日までに履修登録を完了してください。また、

登録の際は「Ｗｅｂ履修システム」を利用することになりますので、事前に「 」の「ライブラリ」に掲載す

る操作マニュアルを確認してください。

（１）令和７年度 Ｗｅｂ履修登録スケジュール

［前期］対象科目 前期科目、通年科目、一部の後期科目

年 月
履修登録可能日
および時間帯

備 考

水 ： ～ ：
履修登録開始（ 年次以上） ： ～
履修登録開始（ 年次） ： ～

木 ： ～ ：

金 ： ～ ：

土 ： ～ ： 抽選対象授業申込期限日

日 ― 抽選日

月

： ～ ： 抽選結果公表（結果確認のみ可能）

： ～ ：

先着順登録開始日（学年別の履修開始時間は次のとおり）
・ ： ～ ３年次以上
・ ： ～ ２年次
・ ： ～ １年次

火 ： ～ ：

水 ： ～ ： 履修登録最終日

木 －

金 － 履修届控ダウンロード 履修修正受付開始 ： ～

土 －

日 －

月 － 履修修正受付

［後期］対象科目 後期科目

年 月
履修登録可能日
および時間帯

備 考

月 ： ～ ：
履修登録開始（２年次以上） ： ～
履修登録開始（１年次） ： ～

火 ： ～ ：

水 ： ～ ：

木 ： ～ ： 抽選対象授業申込期限日・抽選日

金

： ～ ： 抽選結果公表（結果確認のみ可能）

： ～ ：

先着順登録開始日（学年別の履修開始時間は次のとおり）
・ ： ～ ３年次以上
・ ： ～ ２年次
・ ： ～ １年次

土 ： ～ ：

日 ： ～ ： 履修登録最終日

月 －

火 －

水 － 履修届控ダウンロード 履修修正受付開始 ： ～

木 履修修正受付

金 履修修正受付

（２）抽選実施対象科目の登録方法について

抽選実施対象科目の履修を希望する場合には、定められた期日（前期： 月 日 時、後期： 月 日 時）まで

に、Ｗｅｂ履修システムから履修申請する必要があります。

抽選の結果は、Ｗｅｂ履修登録画面から確認できます。なお、履修定員に空きがある授業科目については、先着順（前

期： 月 日～、後期： 月 日～）で、履修を受け付けます。

（３）履修登録内容の確認について

履修登録の内容は、「履修届控」により確認することができます。前期・後期それぞれの期間に設けられた期日以

降、Ｗｅｂ履修システムの「履修届・成績通知書照会」より、ＰＤＦファイルで保存・印刷することができます。

履修登録されていない授業科目は、成績評価の対象とはなりません。自身が登録した授業科目を正確に把握するた

めにも、必ず登録内容の確認を行ってください。修正が必要な場合には、履修登録スケジュールを確認のうえ、履修

修正受付期間に教務課の所属学部に申し出てください。
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（４）履修登録の際の注意事項

①年間で履修登録できる単位数の上限は、各学部・学科で定められています（「履修案内 各年次における履修上

限単位数」参照）。履修登録は、前期と後期に行いますが、それぞれの学期における履修単位数の上限は設定され

ていないため、年間の学修計画を意識した履修登録が必要となります。

②Ｗｅｂ履修システムの利用時間を過ぎると、保存することができなくなりますので、時間内に保存をするように

してください。

③登録期間の開始直後や終了直前、抽選科目の履修申請受付終了日や先着科目受付開始日は、アクセスが集中し、

ログインが難しくなることがあります。

（５）履修登録するにあたって準備するもの

○情報科学センターのユーザＩＤ，パスワード ○時間割冊子 ○学修ガイドブック

※講義内容は、講義要項（シラバス）を参照してください。

（６）パソコンの設定について

Ｗｅｂ履修登録を情報科学センター設置の端末以外（自宅等）から行う場合は、使用するＷｅｂブラウザが、以下の

３つの要件に対応している必要があります（推奨ブラウザも併せて参照のこと）。

＜Ｗｅｂブラウザの要件＞

① に対応しており、設定で が有効となっていること

② 対応のブラウザであり、設定で が有効となっていること

③ 対応のブラウザであり、設定で が有効となっていること

（７）ログインの前に

①Ｗｅｂ履修に関する連絡は、すべて を通じて行います。したがって、Ｗｅｂ履修システムへログイン

する前に、必ず の「お知らせ」を確認するようにしてください。

②Ｗｅｂ履修登録では、同時アクセス数の制限を行います。Ｗｅｂ履修登録画面へログインできる人数（システム

を利用できる人数）を制限することで、ログインできた方の履修登録をスムーズに行えるようにします。

これにより、ログインしようとしても、混雑しているためログインできない旨のメッセージが表示される場合が

ありますので、その際は、時間を置いて再度ログインを行ってください。

③上記「制限」の導入に伴い、一人でも多くの方が利用できるよう、ログイン後、一定時間何も操作しない状態が

続いている方のログインを、自動的に解除しますので注意してください。

④以上のことから、Ｗｅｂによる履修登録を行う前に、履修する科目をあらかじめ選定し、時間割を作成しておく

など、迅速な登録を行うよう心がけてください。

（８）ログイン

①専修大学ホームページ「学生生活」から「授業・履修情報」内の「 履修システム」を選択。

※ログインは、 からではなく専修大学ホームページより行います。

②表示されたログイン画面に、情報科学センターの「ユーザＩＤ」「パスワード」を入力する。

※ユーザＩＤおよびパスワードは、情報科学センターでパソコンを利用する際に入力する情報と同じです。不明

な点がある場合は、情報科学センター窓口に問い合わせてください。

（９）履修登録にあたっての注意事項

①同一のユーザが、履修登録画面を複数の画面やタブで開くことを禁止しています。複数の画面を開こうとした場

合、メッセージが表示されますので、画面の指示にしたがって、有効とする登録画面を選択してください。

②ログイン時や画面操作時は、ボタンを連打したりせず、画面遷移を確認し、画面がすべて表示された後に次の操

作を行うなど、ゆっくりと操作してください。

③ブラウザの右上およびタブブラウザの「×」ボタンは、絶対に押さないでください。画面を閉じる際は、Ｗｅｂ

履修システム画面内の「ログアウト」ボタンを使用してください。同様に、ブラウザの「戻る」ボタンも使用し

ないでください。前画面に戻る場合は、Ｗｅｂ履修システム画面内に配置された「戻る」ボタンを使用してくだ

さい。

④申請をした履修内容にエラーがある場合、履修情報は保存されません。エラーがあった場合には、履修申請画面

に戻り、エラー内容を修正したうえで再度「保存」ボタンを押してください。
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履修状態を変更した場合にも、「保存」ボタンを押して登録内容を保存してください。

⑤通年科目において、前期と後期の担当者が異なる科目については、前期・後期ともに「後期」の担当教員が表示

されています。

⑥操作中のエラーや登録にあたっての不明な点について、ブラウザの設定方法を含め、電話やメールでの問い合わ

せには応対いたしませんので、教務課窓口に直接問い合わせてください。

⑦ネットカフェ等不特定多数の方が利用するパソコンでは、席を離れる際、必ずブラウザを閉じてください。入力

した情報が、第三者によって悪用される可能性があります。

⑧履修内容について不明な点は自分で判断せず、教務課窓口に相談してください。
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履修状態を変更した場合にも、「保存」ボタンを押して登録内容を保存してください。

⑤通年科目において、前期と後期の担当者が異なる科目については、前期・後期ともに「後期」の担当教員が表示

されています。

⑥操作中のエラーや登録にあたっての不明な点について、ブラウザの設定方法を含め、電話やメールでの問い合わ

せには応対いたしませんので、教務課窓口に直接問い合わせてください。

⑦ネットカフェ等不特定多数の方が利用するパソコンでは、席を離れる際、必ずブラウザを閉じてください。入力

した情報が、第三者によって悪用される可能性があります。

⑧履修内容について不明な点は自分で判断せず、教務課窓口に相談してください。

 
 

（ ）Ｗｅｂ履修登録の流れ

履修する科目をあらかじめ選定し、時間割を作成しておく

パソコンを利用する場合は予め設定する。

※情報科学センターおよびスマートフォンから登録を行う場合は、設定不要

で「お知らせ」確認後、専修大学ホームページよりログイン

① 成績通知書宛先を指定

※成績通知書に印字される住所を選択

② 履修登録済み科目（時間割画面）確認

（必修科目等、初期登録時から登録済みの科目有り）

③ 履修科目登録

・授業選択 エラーの有無確認

・抽選科目エントリー 抽選結果確認（後日）

※エラーがある場合は、履修情報の保存が出来ません

※抽選に当選した科目、先着順で登録した科目の取消・変更は出来ません

※Ｗｅｂ履修登録受付期間中は、何度でも履修の変更・修正が可能です

〔エラー無し、抽選の結果履修許可〕

④ 履修単位数の確認

〔すべての履修科目登録 終了〕

⑤ 全履修登録科目確認 修正有り！

〔修正無し〕

「「履履修修届届控控」」をを確確認認

※Ｗｅｂ履修システムからダウンロードし各自で確認

履修登録完了

（ ）履修登録した科目の への表示について

Ｗｅｂ履修登録システムで履修登録した科目は、原則として履修登録を行った翌日、 に表示されます。

なお、抽選が実施される科目についても、エントリーした翌日に に表示されますが、抽選結果が確定する

まではエントリー状態で、履修登録されているわけではありませんので、注意してください。

履修修正処理

次
の
時
限
の
履
修
科
目

登
録
・
エ
ン
ト
リ
ー
へ

エラー有 
抽選の結果履修不可 

Web履修登録画面 
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履履修修案案内内：：22002200（（令令和和 22））年年度度以以降降  入入学学者者用用                                                        

１１．．転転換換・・導導入入科科目目

各科目の説明部分に記載されているクラス区分については、キャンパスガイダンス時にお知らせする「経済学部クラス担任

一覧」を参照し、自身のクラスを確認してください。 
 

（１）「保健体育基礎科目」について

該当科目区分は、必修科目が配置されています。必修科目である「スポーツリテラシー」および「スポーツウェルネス」

は、１年次に必ず履修しなければなりません。

①①「「ススポポーーツツリリテテララシシーー（（定定時時授授業業））」」おおよよびび「「ススポポーーツツウウェェルルネネスス（（定定時時授授業業））」」ににつついいてて（（ 年年次次））

ⅰ）これらの科目は、抽選対象科目となります。 ページの「 履修登録スケジュール」を確認の上、ご自身で履修

登録を行ってください。

ⅱ）学科ごとに開講曜日時限が指定されているため、他学科の開講曜時の授業を履修登録することができません。

詳細は下表を参照してください。

ⅲ）「スポーツウェルネス」には、『定時授業』と『集中授業』の 種類があります。なお、『定時授業』と『集中授

業』を同時に履修することはできません。

ⅳ）「スポーツリテラシー」および「スポーツウェルネス」で同一内容の種目を履修することはできません。

ただし、「スポーツウェルネス」を『集中授業』で履修する場合は、同一の種目を履修することができます。

例）スポーツリテラシー（種目：ゴルフ） ＋ 集集中中授授業業：：スポーツウェルネス（種目：ゴルフ）

■■「「ススポポーーツツリリテテララシシーー（（定定時時授授業業））」」おおよよびび「「ススポポーーツツウウェェルルネネスス（（定定時時授授業業））」」のの期期間間・・曜曜日日・・時時限限

■■「「ススポポーーツツウウェェルルネネスス（（集集中中授授業業））」」ににつついいてて

実施する集中授業は下表のとおりです。現地で実施する授業のほかに、授業期間の昼休みを利用した事前授業を実

施します。なお、集中授業は履修中止の対象外科目です。

科目名 配当年次 実施日程（予定）

スポーツウェルネス（集中授業ゴルフ）

〔令和 年度実績 山梨県鳴沢・参加費 円〕
年次

事前授業 月 回

現地授業 月 泊 日

スポーツウェルネス（集中授業スキー）

〔令和 年度実績長野県志賀高原・参加費 円〕
年次

事前授業 月 回）

現地授業 月 泊 日

②②「「ススポポーーツツリリテテララシシーー」」おおよよびび「「ススポポーーツツウウェェルルネネスス」」のの再再履履修修ににつついいてて（（ 年年次次以以上上））

■■定定時時授授業業

「スポーツリテラシー」および「スポーツウェルネス」の再履修者用授業は、シラバスシステムで開講している授業科

目を検索してください。

学科
スポーツリテラシー スポーツウェルネス

期間 曜時 期間 曜時

現代経済学科

前期

金

後期

金

生活環境経済学科 金 金

国際経済学科 金 金
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（２）「専修大学入門科目」「専門入門ゼミナール」「キャリア基礎科目」「基礎自然科学」について

該当科目区分は、クラスごとに授業の曜日・時限が定められています。次のページに記載の各表を確認の上、自身の

履修期間・曜日・時限を確認してください。なお、これらの科目は、予め履修登録がされており、履修を取り消すことは

できません。

※①～④の科目は、単位修得の有無にかかわらず、 年次以降は履修することができません。

①①「「専専修修大大学学入入門門科科目目（（専専修修大大学学入入門門ゼゼミミナナーールル））」」ににつついいてて

【【現現代代経経済済学学科科】】

期間 曜時 クラス（組） 担当者 期間 曜時 クラス（組） 担当者

前期 火

石原 秀彦 

前期 火

稲葉 大 
金 榮愨 中村 吉明 
古賀麻衣子 高原 豪 
奴田原健悟 櫻井宏二郎 
河藤 佳彦 森 啓明 
森田 公之 山中 尚 

【【生生活活環環境境経経済済学学科科】】

期間 曜時 クラス（組） 担当者 期間 曜時 クラス（組） 担当者 期間 曜時 クラス（組） 担当者

前期 火

清水 真志 

前期 火

鈴木奈穂美 

前期 金

小池 隆生 
長尾 謙吉 永江 雅和 坂口 明義 
宮嵜 晃臣 杉橋やよい 栗原 耕平 
森原 康仁 宮嵜 晃臣 恒木健太郎 

【【国国際際経経済済学学科科】】

期間 曜時 クラス（組） 担当者 期間 曜時 クラス（組） 担当者

前期 火

稲田 十一 

前期 火

永島 剛 
大橋 英夫 飯沼 健子 
小川 健 泉 留維 
野部 公一 塙 武郎 
小西 杏奈 岩佐 卓也 

②②「「専専門門入入門門ゼゼミミナナーールル（（経経済済基基礎礎演演習習・・経経済済デデーータタ入入門門演演習習））」」ににつついいてて

「「経経済済基基礎礎演演習習」」ににつついいてて【【現現代代経経済済学学科科】】

期間 曜時 クラス（組） 担当者 期間 曜時 クラス（組） 担当者

後期 火

・ 中野 英夫

後期 火

・ 奴田原健悟

・ 遠山 浩 ・ 中村 吉明

・ 河藤 佳彦 ・ 森田 公之

「「経経済済デデーータタ入入門門演演習習」」ににつついいてて【【生生活活環環境境経経済済学学科科】】

※いずれかの曜日・時限で登録されます。

期間 曜時 担当者 期間 曜時 担当者 期間 曜時 担当者

後期 火

栗原 耕平

後期 火

森原 康仁
前期 水

新田 滋

森 啓輔 杉橋やよい 杉橋やよい

長尾 謙吉 森 啓輔

③③「「キキャャリリアア入入門門」」ににつついいてて ④④「「ああななたたとと自自然然科科学学」」ににつついいてて

【【現現代代経経済済学学科科】】 【【現現代代経経済済学学科科】】

【【生生活活環環境境経経済済学学科科】】 【【生生活活環環境境経経済済学学科科】】

【【国国際際経経済済学学科科】】 【【国国際際経経済済学学科科】】

期間 曜時 クラス（組） 担当者 期間 曜時 クラス 担当者

後期 火
～ 組 大山 雅嗣

前期 月
～ 組 松本 幸三

～ 組 須東 朋広 ～ 組 時田 賢一

期間 曜時 クラス（組） 担当者 期間 曜時 クラス 担当者

前期 火
～ 組 大山 雅嗣

後期 月
～ 組 高部 由季

～ 組 金澤 元紀 ～ 組 大月 祥子

期間 曜時 クラス（組） 担当者 期間 曜時 クラス 担当者

前期
火

～ 組 大山 雅嗣 前期
金

～ 組 高部 由季

後期 ～ 組 大山 雅嗣 後期 ～ 組 小林 昭裕



28 
 

（３）「情報リテラシー科目」「データリテラシー」について（１年次）

該当科目区分は、 年次にのみ履修できる科目が配置されています。単位修得の有無にかかわらず、 年次以降は履修

することはできません。履修を推奨される科目ですので、積極的に履修してください。

①①「「情情報報入入門門 」」「「情情報報入入門門 」」ににつついいてて（（学学科科共共通通））

ⅰ）当該科目は、抽選対象科目となります。履修希望者は巻末の「 履修登録スケジュール」を確認の上、ご自身で

履修登録を行ってください。

ⅱ）「情報入門１」の抽選に当選した学生は、後期履修登録期間に「情報入門１」と同じ曜日時限担当教員の「情報入門

２」が自動的に登録（ 履修登録画面に表示）されます。

②②「「デデーータタ分分析析入入門門」」ににつついいてて（（国国際際経経済済学学科科））

単位修得の有無に限らず、 年次以上で履修することはできません。

 
２２．．教教養養科科目目

この科目区分の卒卒業業要要件件単単位位はは、、 単単位位です。卒業までに同科目区分の内、「「人人文文科科学学基基礎礎科科目目」」「「社社会会科科学学基基礎礎科科目目」」「「自自

然然科科学学系系科科目目」」「「融融合合領領域域科科目目」」の つの区分から卒業要件単位として、合計 単位を修得する必要があります。なお、 つ

の区分ごとの卒業要件はありません。

（１）「人文科学基礎科目」「社会科学基礎科目」「自然科学系科目」「融合領域科目」について

①この分野の科目は ～ 年次に 単位ずつ履修登録することが理想的です。卒業要件を超えて修得した単位は、自由選

択修得要件単位に算入されます。

②「人文科学基礎科目」および「社会科学基礎科目」は ～ 年次にのみ配当されており、 年年次次以以降降はは履履修修ででききまませせんん。。

年次以降は「自然科学系科目」または「融合領域科目」より履修してください。

③この科目区分の多くが抽選対象科目になります。履修希望者は、巻末の「 履修登録スケジュール」を確認の上、ご

自身で履修登録を行ってください。

④「融合領域科目」の教養テーマゼミナールは 年次より履修でき、前年度の秋頃に募集・選考が行われます。また、 月

にも募集が行われます。詳細は「 」で確認してください。

⑤「融合領域科目」のテーマ科目は、科目名の括弧内に示す表記が異なれば、それぞれ履修することができます（同一年

度での複数履修も可能）。

（２）「保健体育基礎科目」について

この科目区分の多くが抽選対象科目になります。履修希望者は、巻末の「 履修登録スケジュール」を確認の上、

ご自身で履修登録を行ってください。

■定時授業

アドバンストスポーツは、シラバスシステムより開講している授業科目を検索してください。

■集中授業（ ・ 年次）

※履修中止対象外科目です。

３３．．外外国国語語科科目目
（１）「英語」について

①①「「ＡＡ群群」」おおよよびび「「ＢＢ群群」」ににつついいてて（（ 年年次次））

これらの科目群の科目は必必履履修修科科目目であり、履修を取り消すことはできません。該当科目のクラス編成は「英語科目

プレイスメントテスト」の結果を基に、習熟度に応じて決定します。次ページの表を確認の上、自身が履修する曜

日・時限を確認してください。 
ⅰ）ククララスス編編成成のの結結果果は 月月 日日（（金金）） 時時から 履履修修登登録録画画面面で確認できます。

ⅱ）上上級級ククララスス（（ ））へへののレレベベルル変変更更を希望する場合の手続き方法は、 月月 日日（（金金））～～ 日日

（（日日））のの期期間間にメールで受け付けをします（教養係 ）。レベル変更の結果は、申請

の申し出があった学生に 月月 日日（（月月））までに教務課（教養）よりメールで連絡をします。なお、変変更更ははレレベベルル

アアッッププののみみとなります。

科目名 配当年次 実施日程（予定）

アドバンストスポーツ（集中授業スキー）

〔令和 年度実績長野県志賀高原・参加費 円〕
・ 年次

事前授業 月 回）

現地授業 月 泊 日

区分 科目名 ＥＥ ＥＬ ＥＷ

群

／

または

／

水 水 木 木

群

／

または

／

木 木 水 水
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②②「「ＣＣ群群（（国国際際経経済済学学科科ののみみ））」」・・「「ＤＤ群群（（全全学学科科共共通通））」」ににつついいてて（（ 年年次次））

「外国語科目」における卒業要件については、後述の『『（（３３））卒卒業業要要件件単単位位をを充充たたすすたためめのの単単位位おおよよびび履履修修方方法法ににつつ

いいてて』』をを確確認認ししててくくだだささいい。。

Ｃ群・Ｄ群の科目を履修することで「英語」を卒業要件単位として選択する場合は、 履履修修登登録録画画面面ににおおいいてて各各自自

でで履履修修登登録録をを行行ななっっててくくだだささいい。。但し、各自が履修登録できるクラスは１年次のクラスを基に予め指定されています。

下表より曜日・時限を確認し、指定されたクラスの授業を履修登録してください。

③③再再履履修修（（ＡＡ群群・・ＢＢ群群・・ＣＣ群群・・ＤＤ群群））ににつついいてて（（ 年年次次以以上上））

Ａ～Ｄ群の科目を履修するも単位を修得できず、卒業要件を満たしていない場合は、卒業要件から不不足足ししてていいるる単単

位位数数分分だだけけ「「 」」をを履履修修ししててくくだだささいい。。

ⅰ）「「 」」はは抽抽選選対対象象科科目目でですす。。履修希望者は、巻末の「 履修登録スケジュール」を確認の上、各

自で履修登録を行ってください。なお、抽選の結果、履修が許可されなかった場合は、定員に満たなかった曜

日・時限を対象に先着順で履修登録が可能です。

ⅱ）抽選対象科目は、履修が確定（抽選結果が当選、先着順で当選）すると科科目目のの削削除除おおよよびび変変更更ははででききまませせんん。。

ⅲ）「 」は、Ａ～Ｄ群の科目を履修したものの単位を修得できなかった（成績評価が となってしまっ

た）学生が履修できます。Ａ～Ｄ群の科目を未履修（履修中止も含みます）の場合は履修できません。

（２）「英語以外の外国語」について

①①「「導導入入科科目目（（「「○○○○語語初初級級 ・・ ・・ ・・ 」」））」」ににつついいてて（（ 年年次次））

この科目群の科目は必必履履修修科科目目であり、履修を取り消すことはできません。 
言語は入学手続時に登録した情報を基に決定されます。自身が履修する授業の曜日・時限は、 月月 日日（（水水）） ：：

に 履履修修登登録録画画面面に表示します。

②②「「基基礎礎科科目目（（「「○○○○語語中中級級 ・・ 学学科科共共通通 」」おおよよびび「「○○○○語語中中級級 ・・ （（国国際際経経済済学学科科ののみみ））」」））ににつついいてて（（ 年年次次））

「外国語科目」における卒業要件については、後述の『『（（３３））卒卒業業要要件件単単位位をを充充たたすすたためめのの単単位位おおよよびび履履修修方方法法ににつついい

てて』』をを確確認認ししててくくだだささいい。。

「基礎科目」を履修することで「英語以外の外国語」を卒業要件単位として選択する場合は、 履履修修登登録録画画面面ににおおいい

てて各各自自でで履履修修登登録録をを行行ななっっててくくだだささいい。。

ⅰ）卒業要件単位として認められるには、英語以外の外国語における「「導導入入」」おおよよびび「「基基礎礎」」のの言言語語がが全全てて同同じじででああ

るる必必要要ががあありりまますす。。

ⅱ）類似名称の科目として「選選択択○○語 ・ 」がありますが、これらの科目で「外国語科目」の卒業要件を満たす

ことはででききまませせんん。。これらの科目は、第 の言語として「○○語初級 ・ 」で修得した以外の言語を学びたい

学生向けの科目であり、自自由由選選択択修修得得要要件件単単位位にに算算入入さされれまますす。。

③③再再履履修修（（基基礎礎科科目目・・導導入入科科目目））ににつついいてて

開講されている「○○語初級 ・ ・ ・ 」および「○○語中級 ・ ・ ・ 」のうち、未修得の科目を履修し

てください。

ⅰ）言語変更等の履修に関する相談は、以下の日時・場所にて教員が担当いたします。

・ 月 日（金） ： ～ ： 場所 教室

ⅱ） 年次以上で「○○語初級 ・ ・ ・ 」を履修する場合は、以下の点に注意してください。

・「○○語初級 ・ 」または「○○語初級 ・ 」を前期と後期セットで履修する場合は、同一曜日・時限・担

当者の科目を履修してください。

・「○○語初級 」または「○○語初級 」について、再履修者用として前期に開講している場合があります。

・類似名称の科目として「選選択択○○語 ・ 」がありますが、ここれれららはは再再履履修修者者用用のの科科目目ででははあありりまませせんん。。

また、「選択○○語 ・ 」の単位を「「英英語語以以外外のの外外国国語語」」のの卒卒業業要要件件単単位位ととすするるここととははででききまませせんん。。

区分 科目名 ＥＥ ＥＬ ＥＷ

群

／

または

／

金

群

／

または

／

水 水 水 水
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（３）卒業要件単位を充たすための単位および履修方法について

【現現代代経経済済学学科科、、生生活活環環境境経経済済学学科科ににつついいてて（（各各１１単単位位））】】

外国語科目の卒業要件単位は、以下のいずれかの組み合わせで充足してください。

・ ① ② ③ 合計 単位

・ ① ② ④ 合計 単位

※①③の単位を修得できなかった場合、それぞれ卒業要件単位に対して不足している単位数分「 」を履修してください。

【【国国際際経経済済学学科科ににつついいてて（（各各１１単単位位））】】

外国語科目の卒業要件は、以下のいずれかの組み合わせで充足してください。

・① ② ③ 合計 単位

・① ② ④ 合計 単位

※①③の単位を修得できなかった場合、それぞれ卒業要件単位に対して不足している単位数分「 」を履修してください。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

外

国

語

科

目

英

語

Ａ

群
または

①

４

単

位
Ｂ

群
または

Ｄ

群

③
２
単
位

（①および③を習得できなかった場合の再履修科目）

英
語
以
外
の
外
国
語

導

入

同一言語の

初級 、 、 および

②
４
単
位

基

礎

②で単位を修得した同一言語の

中級 、

④
２
単
位

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

外

国

語

科

目

英

語

Ａ

群
または

①

４

単

位
Ｂ

群
または

Ｃ

群 ③
４
単
位Ｄ

群

（①および③を習得できなかった場合の再履修科目）

英
語
以
外
の
外
国
語

導

入

同一言語の

初級 、 、 および

②
４
単
位

基

礎

②で単位を修得した同一言語の

中級 、 、 、

④
４
単
位
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（４）自由選択修得要件単位に算入される科目について

外国語科目には、自由選択修得要件単位に算入される科目が多く設置されています。以下の①～③の科目を履修する際

は、記載された内容に注意してください。

①① 「「 ・・ 」」「「 ・・ 」」「「 ・・ 」」 ににつついいてて

これらの科目は、 （前期）と （後期）をセットで履修してください。

②②「「世世界界のの言言語語とと文文化化（（各各言言語語））」」ににつついいてて

当該科目は「英語以外の外国語（導入）」で選択した言語にかかわらず、全ての言語が選択可能です。

③③「「海海外外語語学学短短期期研研修修１１・・２２」」「「海海外外語語学学中中期期研研修修１１～～８８（（外外国国語語））」」ににつついいてて

これらの科目は、留学プログラムを修了することによって単位認定される科目です。留学プログラムに関する詳細

は、国際交流事務課にお問い合わせください。
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４４．．専専門門科科目目
 
現現代代経経済済学学科科                                                                                        
各科目の説明部分に記載されているクラス区分については、キャンパスガイダンス時にお知らせする「経済学部クラス担任一

覧」を参照し、自身のクラスを確認してください。 

（１）「導入科目」について

該当科目区分は、必修科目と必履修科目で構成されています。 
 

【進級条件について】

当該科目区分には進級条件に関わる科目が含まれています。

年年次次終終了了時時点点でで、、導導入入科科目目（（現現代代経経済済基基礎礎、、経経済済学学入入門門、、ミミククロロ経経済済学学入入門門、、ママククロロ経経済済学学入入門門））ののううちち３３科科

目目６６単単位位以以上上修修得得ししてていいるるこことと。

 
 

①①「「現現代代経経済済基基礎礎」」「「経経済済学学入入門門」」「「ミミククロロ経経済済学学入入門門」」「「ママククロロ経経済済学学入入門門」」ににつついいてて（（必必修修科科目目））（（ 年年次次））

クラスごとに授業の曜日・時限が定められています。以下の表を確認の上、自身の履修期間・曜日・時限を確認してく

ださい。これらの科目は、予め履修登録がされていますので、自身で履修登録をする必要はありません。なお、履修を取

り消すことはできません。 
ⅰ）これらの科目の単位をすべて修得しなければ、卒業はできません。

ⅱ）これらの科目のうち 科目 単位以上を修得していない場合は、 年次に進級することができません。

ⅲ）これらの科目の単位が修得できなかった場合は「（２）再履修について」を読んでください。

科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者 科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者

現代経済基礎 前期
水 ～ 中村 吉明

ミクロ経済学入門 後期
水 ～

石原 秀彦
木 ～ 遠山 浩 月 ～

科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者 科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者

経済学入門 前期
木 ～

森 啓明 マクロ経済学入門 後期
木 ～

古賀 麻衣子
水 ～ 水 ～

②②「「経経済済数数学学基基礎礎」」「「統統計計学学基基礎礎」」ににつついいてて（（必必履履修修科科目目））

クラスごとに授業の曜日・時限が定められています。以下の表を確認の上、自身の履修期間・曜日・時限を確認してく

ださい。これらの科目は、予め履修登録がされていますので、自身で履修登録をする必要はありません。なお、履修を取

り消すことはできません。 
ⅰ）卒業要件を満たすためには「経済数学基礎」「統計学基礎」のうち、 科目 単位の修得が必要です。

科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者 科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者

経済数学基礎 前期

火
～ 真殿 誠志

統計学基礎 後期

火
～ 山田 節夫

～ 鈴木 将覚 ～ 真殿 誠志

火
～ 金 榮愨

火
～ 中西 泰夫

～ 鈴木 将覚 ～ 森 啓明

（２）再履修について

①①必必修修科科目目のの再再履履修修ににつついいてて

前述の【進級条件について】に該当する科目の単位を初回履修時に修得できなかった場合は、進級条件を充たせるよう

早期の単位修得が望まれます。

ななおお、、必必修修科科目目（（専専門門科科目目ののみみ））のの再再履履修修登登録録はは自自動動的的ににななさされれてていいまますすがが、、ごご自自身身のの都都合合にに合合わわせせてて開開講講曜曜日日時時限限をを

変変更更すするるここととももででききまますす。開講曜日時限は、以下の表を参考にしてください。

科目名 期間 曜時 担当者 科目名 期間 曜時 担当者

現代経済基礎
前期

水 中村 吉明

ミクロ経済学入門

前期 火 中西 泰夫

木 遠山 浩
後期

月
石原 秀彦

後期 水 河藤 佳彦 水

科目名 期間 曜時 担当者 科目名 期間 曜時 担当者

経済学入門
前期

水
森 啓明

マクロ経済学入門

前期 月 山田 節夫

木
後期

水
古賀麻衣子

後期 金 真殿 誠志 木

②②必必修修科科目目以以外外のの再再履履修修ににつついいてて

「専門科目」において、前述以外の再履修者用の授業はありません。単位を修得できなかった科目の再履修を希望す

る場合は、本年度開講されている授業より履修してください。
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（３）「プログラム」の登録について

年次への進級時に、 つの「プログラム（「経済政策」「企業産業」「金融」「経済理論」）」から つのプログラムを選

択します。選択したプログラムの指定された科目・単位数を修得することで、「プログラム」の修了が認定されます。

プログラムの選択については、 年年次次のの秋秋頃頃にに実実施施予予定定のの「「ププロロググララムム登登録録ガガイイダダンンスス」」でで説説明明いいたたししまますすののでで、、必必ずず

出出席席ししててくくだだささいい。。なお、各プログラムの修了要件及びプログラム科目の詳細は、「プログラム科目一覧表」を参照して

ください。
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生生活活環環境境経経済済学学科科                                                                              
各科目の説明部分に記載されているクラス区分については、キャンパスガイダンス時にお知らせする「経済学部クラス担任一

覧」を参照し、自身のクラスを確認してください。 
 
（１）「導入科目」について

該当科目区分は、必修科目と選択科目の つの区分で構成されています。 
 
①①「「経経済済へへののアアププロローーチチ」」「「生生活活環環境境とと経経済済」」ににつついいてて（（必必修修科科目目））（（ 年年次次））

クラスごとに授業の曜日・時限が定められています。以下の表を確認の上、自身の履修期間・曜日・時限を確認してく

ださい。これらの科目は、予め履修登録がされていますので、自身で履修登録をする必要はありません。なお、履修を取

り消すことはできません。 
ⅰ）これらの科目の単位をすべて修得しなければ、卒業はできません。

ⅱ）これらの科目の単位が修得できなかった場合は「（２）再履修について」を読んでください。

科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者 科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者

経済への

アプローチ
前期

水 ～ 恒木 健太郎

生活環境と経済 後期 月

～ 鈴木奈穂美

金 ～ 清水 真志 ～ 森 啓輔

木 ～ 森原 康仁 ～ 宮嵜 晃臣

②②「「日日本本経経済済ののああゆゆみみ」」「「世世界界経経済済ののああゆゆみみ」」「「経経済済学学ののああゆゆみみ」」「「人人間間とと経経済済」」ににつついいてて（（選選択択科科目目））

この科目区分の卒業要件単位を充足させるには、表題の科目のうち 科目 単位を修得する必要があります。これら

の科目は、今後の専門科目の履修に向けた導入的な科目になります。特に 年次の学生は「「日日本本経経済済ののああゆゆみみ」」「「世世界界経経

済済ののああゆゆみみ」」「「経経済済学学ののああゆゆみみ」」「「人人間間とと経経済済」」すすべべててのの科科目目をを履履修修すするるここととを推推奨奨します。

（２）再履修について

必修科目の単位を未修得の場合は、単位の修得に努めてください。ななおお、、必必修修科科目目のの再再履履修修登登録録はは自自動動的的ににななさされれてていい

まますすがが、、ごご自自身身のの都都合合にに合合わわせせてて開開講講曜曜日日時時限限をを変変更更すするるここととももででききまますす。開講曜日時限は、以下の表を参考にしてくだ

さい。

科目名 期間 曜時 担当者 科目名 期間 曜時 担当者

経済への

アプローチ
前期

水 恒木 健太郎

生活環境と経済 後期 月

鈴木奈穂美

金 清水 真志 森 啓輔

木 森原 康仁 宮嵜 晃臣

（３）２年次以降の履修上の注意点について

①「ミクロ経済学」の履修を希望する学生は、「ミクロ経済学基礎」を同時に履修するか、修得後に履修することを推奨

しています。

②「マクロ経済学」の履修を希望する学生は、「マクロ経済学基礎」を同時に履修するか、修得後に履修することを推奨

しています。

（４）「プログラム」の登録について

年次への進級時に、 つのプログラム（「地域・環境」「福祉・労働」「社会経済史」「経済システム・理論」）から、

つのプログラムを選択します。選択したプログラムの指定された科目・単位数を修得することで、「プログラム」の修了

が認定されます。

プログラムの選択については、 年年次次のの秋秋頃頃にに実実施施予予定定のの「「ププロロググララムム登登録録ガガイイダダンンスス」」ににてて説説明明いいたたししまますすののでで、、出出

席席ししててくくだだささいい。。なお、各プログラムの修了要件及びプログラム科目の詳細は「プログラム科目一覧表」を参照してくだ

さい。
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国国際際経経済済学学科科                                                                                          
各科目の説明部分に記載されているクラス区分については、キャンパスガイダンス時にお知らせする「経済学部クラス担任一

覧」を参照し、自身のクラスを確認してください。 
 
（１）「基礎科目」について

該当科目区分には、必修と必履修を含む科目で構成されています。

①①「「国国際際経経済済入入門門１１・・２２」」「「現現代代経経済済入入門門１１・・２２」」「「国国際際経経済済論論１１・・２２」」ににつついいてて（（必必修修科科目目））

クラスごとに授業の曜日・時限が定められています。以下の表を確認の上、自身の履修期間・曜日・時限を確認してく

ださい。これらの科目は、予め履修登録がされていますので、自身で履修登録をする必要はありません。なお、履修を取

り消すことはできません。 
ⅰ）これらの科目の単位をすべて修得しなければ、卒業はできません。

ⅱ）これらの科目の単位が修得できなかった場合は「（４）再履修について」を読んでください。

【【 年年次次 配配当当】】

科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者 科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者

国際経済入門１ 前期
金 ～

内川 秀二 国際経済入門２ 後期
金 ～

塙 武郎
金 ～ 金 ～

科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者 科目名 期間 曜時 ｸﾗｽ 組 担当者

現代経済入門１ 前期
金 ～

津布久将史 現代経済入門２ 後期
金 ～

大倉 正典
金 ～ 金 ～

【【 年年次次 配配当当】】

科目名 期間 曜時 学籍番号区分 担当者

国際経済論 前期
月 ～

津布久将史
月 ～

科目名 期間 曜時 学籍番号区分 担当者

国際経済論 後期
月 ～

矢野 貴之
月 ～

②②「「経経済済原原論論基基礎礎」」「「ミミククロロ経経済済学学基基礎礎」」「「ママククロロ経経済済学学基基礎礎」」ににつついいてて（（必必履履修修科科目目））

クラスごとに授業の曜日・時限が定められています。以下の表を確認の上、自身の履修期間・曜日・時限を確認してく

ださい。これらの科目は、予め履修登録がされていますので、自身で履修登録をする必要はありません。なお、履修を取

り消すことはできません。 
これらの科目の単位が修得できなかった場合は「（４）再履修について」を読んでください

 
【【 年年次次 配配当当】】

科目名 期間 曜時 学籍番号区分 担当者

経済原論基礎 前期
火 ～ 西部 忠

火 ～ 田中 章喜

【【 年年次次 配配当当】】

科目名 期間 曜時 学籍番号区分 担当者

ミクロ

経済学基礎
前期

火 ～ 髙原 豪

火 ～ 真殿 誠志

【【 年年次次 配配当当】】

科目名 期間 曜時 学籍番号区分 担当者

マクロ

経済学基礎
後期

火 ～ 髙原 豪

火 ～ 真殿 誠志

※※「「 」」おおよよびび「「 」」のの履履修修ににつついいてて

「ミクロ経済学基礎」と「マクロ経済学基礎」の代替科目として「Microeconomics」と「Macroeconomics」に履修変

更をすることができます。代替科目として「Microeconomics」および「Macroeconomics」の履修変更を希望する学生は、

教務課（経済学部）窓口に申し出てください。 
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（２）「基本科目」について

該当科目区分の一部の科目は、必履修科目です。必修履修科目は、授業の曜日・時限が定められています。 
①①「「国国際際経経済済ととデデーータタ分分析析」」ににつついいてて

当該科目は、必履修科目です。ガイダンス期間に実施される数学プレイスメントテストの結果を基にクラス分けされ

ます。

ⅰ）授業の開講は『『後後期期火火曜曜日日 限限』』になります。他他のの授授業業をを登登録録ししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

ⅱ）クラス編成の結果は 月 日（木） 時から 履修登録画面で確認できます。

ⅲ）当該科目は 年次にのみ履修できる科目です。単位を修得できなかった場合でも 年年次次以以降降にに履履修修すするるここととははでで

ききまませせんん。。

（３）「地域言語」について

該当科目区分の一部の科目は、必修科目です。必修科目は、クラスごとに授業の曜日・時限が定められています。

①①「「国国際際ココミミュュニニケケーーシショョンン１１」」「「経経済済時時事事英英語語」」ににつついいてて（（必必修修））（（ 年年次次））

該当科目のクラス編成は、習熟度に応じて決定します。以下の注意点を確認の上、履修する曜日・時限を確認してく

ださい。

ⅰ）これらの科目の単位をすべて修得しなければ、卒業はできません。

ⅱ）クラス編成の結果は 月 日（木） 時から 履修登録画面で確認できます。

ⅲ）該当科目は、前後期それぞれ月曜日 ・ ・ 限のいずれかの曜日時限に履修登録されます。 月月 日日（（木木））ままでで

はは、、月月曜曜日日 ・・ ・・ 限限にに他他のの授授業業をを登登録録ししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

ⅳ）総総合合型型選選抜抜でで入入学学ししたた学学生生ののううちち「「英英語語資資格格型型」」のの学学生生はは、、上上級級ククララススににななりりまますす。。該当者は、前後期それぞれ

月曜日 時限（担当：ライアン，ケビン先生）に履修登録されます。

ⅴ）ⅳ）に該当しない学生で上級クラスの履修を希望する場合は、各自で 履修登録画面から履修登録を行ってく

ださい。

ⅵ）これらの科目の単位が修得できなかった場合は「（４）再履修について」を必ず読んでください。

②② 年年次次「「地地域域言言語語」」※※対対象象科科目目：：「「国国際際ココミミュュニニケケーーシショョンン２２・・３３」」おおよよびび「「国国際際事事情情１１・・２２」」（（ 年年次次））

ⅰ） 履修登録システム上で履修登録を行ないます。少人数で実施する授業のため、履修希望者多数の場合には抽選

となります。抽選エントリー、先着登録エントリーの日日程程ににつついいててはは、、巻巻末末のの「「 履履修修登登録録ススケケジジュューールル」」をを確確

認認ししててくくだだささいい。。

ⅱ）英語以外の言語を履修する場合は、希望言語の「初級 ・ 」、「初級 ・ 」の単位を修得しているか、またはそ

れと同程度の学力を有することが求められます。

ⅲ）当該科目は、前期・後期で同じ曜日・時限の授業をセットで履修することとなります。 
ⅳ）総総合合型型選選抜抜でで入入学学ししたた学学生生はは、、上上級級ククララススににななりりまますす。。上級クラスは火曜日 限に履修登録されています。

 
【国際事情１・２（英語）】 

曜時 開講 担 当 者  曜時 開講 担 当 者 

月  
前期 小西 杏奈  

火
前期 アルマンスール，アフマド

後期 小西 杏奈  後期 アルマンスール，アフマド

月
前期 仲川 裕里  

水
前期 傅 凱儀

後期 仲川 裕里  後期 傅 凱儀

火
前期 スカボン，ブントン※  

木
前期 小西 杏奈

後期 リム，スティーブン※  後期 小西 杏奈

火
前期 アルマンスール，アフマド  
後期 アルマンスール，アフマド  

※上級クラス 
 

【国際事情１・２（英語以外の外国語）】 
曜時 開講 科目名 担当者 曜時 開講 科目名 担当者

月
前期 国際事情１（ドイツ語）

山本 裕子 月
前期 国際事情１（スペイン語）

砂山 充子
後期 国際事情２（ドイツ語） 後期 国際事情２（スペイン語） 

水
前期 国際事情１（フランス語）

黒木 朋興  
金  前期 国際事情１（コリア語） 

仲川 裕里 
後期 国際事情２（フランス語）  後期 国際事情２（コリア語） 

月
前期 国際事情１（中国語）

速水 大  
火  前期 国際事情１（ロシア語） 

広岡 直子 
後期 国際事情２（中国語）  後期 国際事情２（ロシア語） 

 
【国際コミュニケーション２・３（英語）】 

曜時 開講 科目名 担当者

木
前期 国際コミュニケーション２

未 定
後期 国際コミュニケーション３ 

木
前期 国際コミュニケーション２ 

未 定
後期 国際コミュニケーション３ 

※未定の箇所については、シラバスをご確認ください。
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③③ 年年次次「「地地域域言言語語」」「「 」」ににつついいてて（（必必履履修修））

「 」は、自自動動的的にに履履修修登登録録ががななさされれまますす。。予予めめ履履修修登登録録さされれてていいるる開開講講期期・・担担当当教教員員ののももととでで初初回回授授

業業をを受受講講ししててくくだだささいい。。

【「国際事情３」への履修変更について】 
「経済時事英語」の成績上位者（評価がＡ以上の学生）は「国際事情３（英語）」を履修することで「Global 

Economy」の履修に替えることができます。また、２年次に「国際事情１・２（英語以外の外国語）」の単位を

修得済みの学生は、同一言語の「国際事情３（英語以外の外国語）」を履修することで「Global Economy」の履

修に替えることができます。履修登録の変更手続きに関しては履修登録期間内に教務課経済学部窓口へ申し出て

ください。 
 

【「総合型選抜のうち「英語資格型」による入学者】 
当該学生は客員教授が担当する「国際事情 3（英語）」を履修します。「Global Economy」は履修できません。 

 
【1 年次で経済時事英語の上級クラスを受講した学生】 

当該学生は客員教授が担当する「国際事情 3（英語）」を履修します。「Global Economy」を履修したい場合

は、教務課（経済学部）までお問い合わせください。 

（４）再履修について

①①必必修修科科目目（（ ・・ 年年次次科科目目））

再履修者専用の授業はありません。通常開講している授業を履修登録してください。なお、「経済時事英語」と「国際

コミュニケーション 」については、上級クラスを再履修することはできません。

②②選選択択必必修修科科目目（（ 年年次次科科目目））  
再履修者専用の授業はありません。通常開講している授業を履修登録してください。ただし、以下の科目は、それぞ

れの説明に従ってください。 
 
ⅰ）「経済原論基礎」「ミクロ経済学基礎」「マクロ経済学基礎」 

通常開講している「経済原論基礎」「ミクロ経済学基礎」「マクロ経済学基礎」を履修登録してください。なお、こ

れらの科目に代わり、「Microeconomics」「Macroeconomics」「経済原論」の単位を取得することで、卒業要件を満た

すこともできます。 
 

ⅱ）「国際コミュニケーション２・３」、「国際事情１・２」 
以下の通り再履修可能な科目が限られます。 

年次で履修した科目  年次以降履修可能な科目

国際事情１・２（英語） ⇒ 国際事情１・２（英語） 

国際事情１・２（英語以外の外国語） ⇒ 国際事情１・２（英語以外の外国語）※ 年次に履修した言語のみ履修可能。

国際事情１・２（英語） 

国際コミュニケーション２・３ ⇒ 国際コミュニケーション２・３ 
国際事情（英語）１・２ 

 
（５）夏期休暇期間を利用し、海外渡航を行う科目について

①①「「海海外外特特別別研研修修１１・・２２・・３３」」※※セセッットト履履修修科科目目

夏期休暇中に、各授業のテーマに関連するスタディ・ツアーに参加します。スタディ・ツアーは、原則として担当教員

が紹介するものの中から選択します。前期の講義・研究調査・発表、夏期休暇中の海外研修、後期の研修成果の発表・レ

ポート作成の全過程を通じて成績評価が行なわれます。詳しくは、担当教員にお問い合わせください。 
なお、この授業は、履修登録にあたり選考を実施します。選考方法の詳細は ページ、「 履修登録にあたり選考を

実施する科目について」を参照してください。

 
②②「「ＮＮＧＧＯＯ論論１１・・２２・・３３」」※※セセッットト履履修修科科目目

講義の目的は、発展途上国への開発支援を行う （非政府組織）の活動を、実体験を通して学ぶことにあります。国

際開発協力に関する理論や事例研究に加え、 で働くゲストを交えて少人数で授業が行われること、夏期休暇中に学生

自らが選択したアジアやアフリカ、中南米等の の活動を直に体験してくることがこの講義の魅力です。詳しくは、

担当教員にお問い合わせください。 
なお、この授業は、履修登録にあたり選考を実施します。選考方法の詳細は ページ、「 履修登録にあたり選考を

実施する科目について」を参照してください。 
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履履修修案案内内：：22001199（（平平成成 3311））年年度度以以前前  入入学学者者用用                          

１１．．転転換換・・導導入入教教育育課課程程、、教教養養教教育育課課程程科科目目

（１）外国語基礎科目・外国語系科目「英語」

「外国語系科目」で英語を卒業要件単位として選択する場合は、 履履修修登登録録画画面面ににおおいいてて各各自自でで履履修修登登録録をを行行なな

っっててくくだだささいい。。

①①再再履履修修（（英英語語 群群・・ 群群、、英英語語 群群・・ 群群をを修修得得ででききななかかっったた場場合合））ににつついいてて

群・ 群を未修得の場合は「 」を、 群・ 群を未修得の場合は「 」をそ

れぞれ不不足足ししてていいるる単単位位数数分分だだけけ履履修修ししててくくだだささいい。。その場合、以下の点に注意してください。

ⅰ）「 」および「 」は、抽抽選選対対象象科科目目となります。履履修修希希望望者者はは本本冊冊子子内内のの

「「 履履修修登登録録ススケケジジュューールル」」をを確確認認のの上上、、各各自自 履履修修登登録録画画面面でで履履修修登登録録を行ってください。なお、抽選の

結果、履修が許可されなかった場合は、定定員員にに満満たたななかかっったた曜曜日日・・時時限限をを対対象象にに先先着着順順でで履履修修登登録録がが可可能能です。

ⅱ）抽選の結果履修が許可された、あるいは先着順により履修が許可された科目は、科科目目のの削削除除おおよよびび変変更更ははでできき

まませせんん。。

ⅲ）「 ・ 」は、Ａ～Ｄ群の科目を履修したものの単位を修得できなかった（成績評価が となっ

てしまった）学生が履修できます。Ａ～Ｄ群の科目を未履修（履修中止も含みます）の場合は履修できません。

②② 年年次次以以上上でで、、 群群（（国国際際経経済済学学科科ののみみ））・・ 群群をを初初めめてて履履修修すするる場場合合ににつついいてて

履履修修登登録録画画面面ににおおいいてて各各自自でで履履修修登登録録をを行行ななっっててくくだだささいい。。但し、各自が履修登録できるクラスは１年次の

クラスを基に予め指定されています。下表より曜日・時限を確認し、指定されたクラスの授業を履修登録してくだ

さい。

区分 科目名 経済学科 国際経済学科

群

／

または

／

― 金３

群

／

または

／

水１ 水２ 水１

（２）外国語基礎科目・外国語系科目「英語以外の外国語」 
①①「「中中級級 ・・中中級級 」」「「中中級級 ・・中中級級 」」ににつついいてて

ⅰ）「外国語系科目」で英語以外の外国語（第 外国語）を卒業要件単位として選択する場合は、 履履修修登登録録画画面面

ににおおいいてて各各自自でで履履修修登登録録をを行行ななっっててくくだだささいい。。

ⅱ）英語以外の外国語は、「英語以外の外国語（導入）」で修得した単位の言語と、同じ言語の「英語以外の外国語

（基礎）」の科目で単位を修得しなければ卒業要件単位になりません。

ⅲ）経済学科と国際経済学科では、卒業要件単位を充足するために必要な科目が異なります。下表を確認してくだ

さい。

②②再再履履修修（（「「初初級級 ・・ 」」「「初初級級 ・・ 」」「「中中級級 ・・ 」」「「中中級級 ・・ 」」））

言語変更など履修についての相談は、以下の日時・場所にて教員が担当いたします。

・・ 月月 日日（（金金）） ：： ～～ ：： 場場所所 教教室室

なお、 年次以上で「初級 ・ 」「初級 ・ 」を履修する場合は、以下の点に注意してください。

ⅰ）「初級 ・ 」または「初級 ・ 」の前・後期ペアで履修する場合は、同一曜日・時限・担当者の科目を

履修してください。

ⅱ）「初級 」または「初級 」のみ履修の場合は、再履修者用科目が前期に開講していることがあります。

ⅲ）言語の変更は可能ですが、その場合も「初級 ・ 」「初級 ・ 」を選択してください。

ⅳ）「「選選択択 ・・ 」」はは、、 年年次次必必修修科科目目「「初初級級 ・・ 」」のの再再履履修修科科目目ででははあありりまませせんん。。第第 のの言言語語ととししてて「「初初級級

・・ 」」でで修修得得ししたた以以外外のの言言語語をを学学ぶぶたためめのの科科目目でですす。。

※※「「選選択択 ・・ 」」のの単単位位をを修修得得ししててもも転転換換・・導導入入教教育育課課程程のの外外国国語語基基礎礎科科目目のの卒卒業業要要件件単単位位ととししてて認認めめらられれまま

せせんん。。

経済学科 国際経済学科 

○○語中級２０１a ／ ○○語中級２０１b  
○○語中級２０１a ／ ○○語中級２０１b 
○○語中級２０２a ／ ○○語中級２０２b 
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履履修修案案内内：：22001199（（平平成成 3311））年年度度以以前前  入入学学者者用用                          

１１．．転転換換・・導導入入教教育育課課程程、、教教養養教教育育課課程程科科目目

（１）外国語基礎科目・外国語系科目「英語」

「外国語系科目」で英語を卒業要件単位として選択する場合は、 履履修修登登録録画画面面ににおおいいてて各各自自でで履履修修登登録録をを行行なな

っっててくくだだささいい。。

①①再再履履修修（（英英語語 群群・・ 群群、、英英語語 群群・・ 群群をを修修得得ででききななかかっったた場場合合））ににつついいてて

群・ 群を未修得の場合は「 」を、 群・ 群を未修得の場合は「 」をそ

れぞれ不不足足ししてていいるる単単位位数数分分だだけけ履履修修ししててくくだだささいい。。その場合、以下の点に注意してください。

ⅰ）「 」および「 」は、抽抽選選対対象象科科目目となります。履履修修希希望望者者はは本本冊冊子子内内のの

「「 履履修修登登録録ススケケジジュューールル」」をを確確認認のの上上、、各各自自 履履修修登登録録画画面面でで履履修修登登録録を行ってください。なお、抽選の

結果、履修が許可されなかった場合は、定定員員にに満満たたななかかっったた曜曜日日・・時時限限をを対対象象にに先先着着順順でで履履修修登登録録がが可可能能です。

ⅱ）抽選の結果履修が許可された、あるいは先着順により履修が許可された科目は、科科目目のの削削除除おおよよびび変変更更ははでできき

まませせんん。。

ⅲ）「 ・ 」は、Ａ～Ｄ群の科目を履修したものの単位を修得できなかった（成績評価が となっ

てしまった）学生が履修できます。Ａ～Ｄ群の科目を未履修（履修中止も含みます）の場合は履修できません。

②② 年年次次以以上上でで、、 群群（（国国際際経経済済学学科科ののみみ））・・ 群群をを初初めめてて履履修修すするる場場合合ににつついいてて

履履修修登登録録画画面面ににおおいいてて各各自自でで履履修修登登録録をを行行ななっっててくくだだささいい。。但し、各自が履修登録できるクラスは１年次の

クラスを基に予め指定されています。下表より曜日・時限を確認し、指定されたクラスの授業を履修登録してくだ

さい。

区分 科目名 経済学科 国際経済学科

群

／

または

／

― 金３

群

／

または

／

水１ 水２ 水１

（２）外国語基礎科目・外国語系科目「英語以外の外国語」 
①①「「中中級級 ・・中中級級 」」「「中中級級 ・・中中級級 」」ににつついいてて

ⅰ）「外国語系科目」で英語以外の外国語（第 外国語）を卒業要件単位として選択する場合は、 履履修修登登録録画画面面

ににおおいいてて各各自自でで履履修修登登録録をを行行ななっっててくくだだささいい。。

ⅱ）英語以外の外国語は、「英語以外の外国語（導入）」で修得した単位の言語と、同じ言語の「英語以外の外国語

（基礎）」の科目で単位を修得しなければ卒業要件単位になりません。

ⅲ）経済学科と国際経済学科では、卒業要件単位を充足するために必要な科目が異なります。下表を確認してくだ

さい。

②②再再履履修修（（「「初初級級 ・・ 」」「「初初級級 ・・ 」」「「中中級級 ・・ 」」「「中中級級 ・・ 」」））

言語変更など履修についての相談は、以下の日時・場所にて教員が担当いたします。

・・ 月月 日日（（金金）） ：： ～～ ：： 場場所所 教教室室

なお、 年次以上で「初級 ・ 」「初級 ・ 」を履修する場合は、以下の点に注意してください。

ⅰ）「初級 ・ 」または「初級 ・ 」の前・後期ペアで履修する場合は、同一曜日・時限・担当者の科目を

履修してください。

ⅱ）「初級 」または「初級 」のみ履修の場合は、再履修者用科目が前期に開講していることがあります。

ⅲ）言語の変更は可能ですが、その場合も「初級 ・ 」「初級 ・ 」を選択してください。

ⅳ）「「選選択択 ・・ 」」はは、、 年年次次必必修修科科目目「「初初級級 ・・ 」」のの再再履履修修科科目目ででははあありりまませせんん。。第第 のの言言語語ととししてて「「初初級級

・・ 」」でで修修得得ししたた以以外外のの言言語語をを学学ぶぶたためめのの科科目目でですす。。

※※「「選選択択 ・・ 」」のの単単位位をを修修得得ししててもも転転換換・・導導入入教教育育課課程程のの外外国国語語基基礎礎科科目目のの卒卒業業要要件件単単位位ととししてて認認めめらられれまま

せせんん。。

経済学科 国際経済学科 

○○語中級２０１a ／ ○○語中級２０１b  
○○語中級２０１a ／ ○○語中級２０１b 
○○語中級２０２a ／ ○○語中級２０２b 

（３）外国語科目の卒業要件単位の履修方法

【【経経済済学学科科】】外外国国語語科科目目：：①①②②導導入入教教育育課課程程８８単単位位・・③③④④教教養養教教育育課課程程２２単単位位 （（各各１１単単位位））

１ 年 次 ２ 年 次 ３年次 ４年次

導

入

教

育

課

程

英

語

Ａ

群
または

①
４
単
位Ｂ

群
または

英
語
以
外
の
外
国
語

初級
同一言語の

初級
②
４
単
位初級

同一言語の
初級

教

養

教

育

課

程

英

語

Ｄ

群
または

③
選
択
必
修
２
単
位

英
語
以
外
の
外
国
語

中級
同一言語の

中級

④
選
択
必
修
２
単
位

  

【【国国際際経経済済学学科科】】外外国国語語科科目目：：①①②②導導入入教教育育課課程程８８単単位位・・③③④④教教養養教教育育課課程程４４単単位位 （（各各１１単単位位））

１ 年 次 ２ 年 次 ３年次 ４年次

導

入

教

育

課

程

英

語

Ａ

群

または

①
４
単
位Ｂ

群

または

英

語

以

外

の

外

国

語

初級
同一言語の

初級
②
４
単
位

初級
同一言語の

初級

教

養

教

育

課

程

英

語

Ｃ

群

または ③
選
択
必
修
４
単
位

Ｄ

群
または

英

語

以

外

の

外

国

語

中級
同一言語の

中級

④
選
択
必
修
４
単
位

  

中級
同一言語の

中級

外国語科目１２単位は、以下のいずれか

の組み合わせで充足してください。

ＡＡ．． ①① ＋＋ ②② ＋＋ ③③

ＢＢ．． ①① ＋＋ ②② ＋＋ ④④

外国語科目１０単位は、以下のいずれか

の組み合わせで充足してください。

ＡＡ．． ①① ＋＋ ②② ＋＋ ③③

ＢＢ．． ①① ＋＋ ②② ＋＋ ④④
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（４）外国語系科目（自由選択修得要件単位に算入される科目）

外国語科目には、自由選択修得要件単位に算入される科目が多く設置されています。履修の際は、以下の点に注意

してください。

①①「「 ・・ 」」・・「「 ・・ 」」・・「「 ・・ 」」

これらの科目は、 （前期）と （後期）をセットで履修してください。

②②「「世世界界のの言言語語とと文文化化（（各各言言語語））」」

当該科目は「英語以外の外国語（導入）」で選択した言語にかかわらず、全ての言語が選択可能です。

（５）人文科学基礎関連科目・社会科学基礎関連科目・自然科学系科目・融合領域科目〔教養教育課程科目〕

卒業要件単位は 単位です。各科目区分での卒業要件はありませんので、卒業までに 分野の合計が 単位以上

になるよう修得してください。なお、以下の点に注意してください。

①人文科学基礎関連科目・社会科学基礎関連科目は ・ 年次のみの配当です（ 年年次次以以上上はは履履修修ででききまませせんん）。 年年

次次でではは自自然然科科学学系系科科目目・・融融合合領領域域科科目目よよりり履履修修ししててくくだだささいい。。

②卒業要件単位を超えて修得した単位は、自由選択修得要件単位に参入されます。

③この科目区分に設置されているほとんどの科目が抽選対象科目です。抽選登録エントリー、先着登録エントリーの

日程については巻末の「 履修登録スケジュール」を確認してください。

④「テーマ科目」について、 履修システムやシラバスにおいて科目名の後ろに科目のテーマが記載されています

が、 桁の数字までの名称が同じ場合、同一科目となりますので重複履修は出来ません。注意して履修登録を行な

ってください。

例：「学際科目１０１（○○○）」と「学際科目１０１（△△△）」カッコ内のテーマは違いますがその前の

「学際科目１０１」までが同一名称のため重複履修となり、同時に履修することはできません。

⑤「教養テーマゼミナール」は、 年次より履修でき、前年度の秋頃に募集・選考が行われます。 月募集もありま

す。詳細につきましては「 」で確認してください。

（６）スポーツリテラシーおよび保健体育系科目

①①「「ススポポーーツツリリテテララシシーー」」「「ススポポーーツツウウェェルルネネスス」」のの再再履履修修とと「「アアドドババンンスストトススポポーーツツ」」「「ススポポーーツツ論論群群」」ににつついいてて

ⅰ） 年次で「スポーツリテラシー」「スポーツウェルネス」の卒業要件単位を満たしていない場合および未履修者

は、再履修者用授業を履修してください。

ⅱ）「アドバンストスポーツ」（自由選択修得要件単位）は、「スポーツリテラシー」および「スポーツウェルネス」

の 単位を修得していなければ履修できません。また、同一期間に複数の種目を履修、同一種目を重複履修す

ることができます。

ⅲ）再履修者用の「スポーツリテラシー」「スポーツウェルネス」または「アドバンストスポーツ」を履修する場合

は、 履履修修シシスステテムムににてて履履修修登登録録をを行行ななっっててくくだだささいい。。

※履修登録に際しては、履修希望者多数の場合には抽選となります。抽選登録エントリー、先着登録エントリ

ーの日程については巻末の「 履修登録スケジュール」を確認してください。

ⅳ）スポーツ論群は、同一科目でなければ、複数履修することができます。

ⅴ）集中授業は、参加費が別途必要になります。（授業科目により ～ 円程度）

【定時授業・２年次以上用（再履修）】

スポーツリテラシーおよびスポーツウェルネスの再履修者用授業は、シラバスシステムより開講している授業

科目を検索してください。

アドバンストスポーツは、シラバスシステムより開講している授業科目を検索してください。

【科目名 配当年次 実施日程（予定）

アドバンストスポーツ（集中授業スキー）

〔令和 年度実績 長野県志賀高原・参加費 円〕
・ 年次

事前授業 月（ 回）

現地授業 月 泊 日
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２２．．専専門門教教育育課課程程科科目目／／専専門門科科目目
 
経経済済学学科科                                                                                          
（１）再履修について

必修科目（専門科目のみ）の再履修登録は自動的になされていますが、ご自身の都合に合わせて開講曜日時限を変

更することもできます。開講曜日時限の変更は、以下の表を参考にしてください。

科目名 開講 曜時 担当者

現代経済基礎

前期 水 中村 吉明

前期 木 遠山 浩

後期 水 河藤 佳彦

現代経済学入門

前期 水 森 啓明

前期 木 森 啓明

後期 金 真殿 誠志

社会経済基礎

前期 水 恒木健太郎

前期 金 清水 真志

前期 木 森原 康仁

社会経済学入門 後期 月

鈴木奈穂美

森 啓輔

宮嵜 晃臣

※ 年次以上は必修科目はありません。

所属する各コースのカリキュラムに従って履修登録を行ってください。各コースによって、区分ごとの科目

の配置が異なる他、卒業要件単位が異なります。履修登録をする前に、必ず自身の所属コースの確認するよう

にしてください。

 
国国際際経経済済学学科科                                                                                          
（１）必履修科目について

①① 年年次次「「地地域域言言語語」」※※対対象象者者：：平平成成 年年度度以以降降入入学学者者対対象象

「Global Economy」は、自自動動的的にに履履修修登登録録ががななさされれまますす。。予予めめ履履修修登登録録さされれてていいるる開開講講期期・・担担当当教教員員ののももととでで
初初回回授授業業をを受受講講ししててくくだだささいい。。

【「国際事情３」への履修変更について】

「経済時事英語」の成績上位者（評価がＡ以上の学生）は「国際事情３（英語）」を履修することで

「Global Economy」の履修に替えることができます。また、２年次に「国際事情１・２（英語以外の外国
語）」の単位を修得済みの学生は、同一言語の「国際事情３（英語以外の外国語）」を履修することで

「Global Economy」の履修に替えることができます。履修登録の変更手続きに関しては履修登録期間内に
教務課経済学部窓口へ申し出てください。

【「 入試（英語資格型）」による入学者】

当該学生は客員教授が担当する「国際事情 （英語）」を履修します。「Global Economy」は履修できませ
ん。

【 年次で経済時事英語の上級クラスを受講した学生】

当該学生は客員教授が担当する「国際事情 （英語）」を履修します。「Global Economy」を履修したい場
合は、教務課（経済学部）までお問い合わせください。

（２）再履修について

①①必必修修科科目目（（ ・・ 年年次次科科目目））

再履修者専用の授業はありません。通常開講している授業を履修登録してください。なお、「経済時事英語」と「国

際コミュニケーション 」については、上級クラスを履修することはできません。
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②②選選択択必必修修科科目目（（ 年年次次科科目目））  
再履修者専用の授業はありません。通常開講している授業を履修登録してください。ただし、「国際コミュニケー

ション２・３」、「国際事情１・２」については以下の通り再履修可能な科目が限られます。

２年次で履修した科目  ３年次以降履修可能な科目 
国際事情１・２（英語） ⇒ 国際事情１・２（英語） 

国際事情１・２（英語以外の外国語） ⇒ 国際事情１・２（英語以外の外国語）※ 年次に履修した言語のみ履修可能。

国際事情１・２（英語） 

国際コミュニケーション２・３ ⇒ 国際コミュニケーション２・３ 
国際事情（英語）１・２ 

（３）夏期休暇期間を利用し、海外渡航を行う科目について

①①「「海海外外特特別別研研修修１１・・２２・・３３」」※※セセッットト履履修修科科目目

夏期休暇中に、各授業のテーマに関連するスタディ・ツアーに参加します。スタディ・ツアーは、原則として担当

教員が紹介するものの中から選択します。前期の講義・研究調査・発表、夏期休暇中の海外研修、後期の研修成果の

発表・レポート作成の全過程を通じて成績評価が行なわれます。詳しくは、担当教員にお問い合わせください。

なお、この授業は、履修登録にあたり選考を実施します。選考方法の詳細は ページ、「 履修登録にあたり選

考を実施する科目について」を参照してください。

②②「「ＮＮＧＧＯＯ論論１１・・２２・・３３」」※※セセッットト履履修修科科目目

講義の目的は、発展途上国への開発支援を行う （非政府組織）の活動を、実体験を通して学ぶことにあります。

国際開発協力に関する理論や事例研究に加え、 で働くゲストを交えて少人数で授業が行われること、夏期休暇中

に学生自らが選択したアジアやアフリカ、中南米等の の活動を直に体験してくることがこの講義の魅力です。詳

しくは、担当教員にお問い合わせください。 
なお、この授業は、履修登録にあたり選考を実施します。選考方法の詳細は ページ、「 履修登録にあたり選

考を実施する科目について」を参照してください。
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全全学学科科共共通通                                                                    

１１．．特特別別なな履履修修手手続続ききををすするる科科目目ににつついいてて

以下の科目は、履修登録にあたり、ガイダンスへの出席や課題の提出、 履修システムでの抽選の申し込み等、履修に際して特別な手続

が必要となります。履修にあたっては、以下の内容を確認の上、必要な手続きを行って下さい。

（１）履修登録にあたり選考を実施する科目について

①① 学学外外特特別別研研修修（（国国際際経経済済学学科科はは「「特特殊殊講講義義」」））（（通通年年火火 担担当当者者：：宮宮嵜嵜晃晃臣臣、、清清水水真真志志、、森森田田公公之之、、栗栗原原耕耕平平））

当該科目は履修登録にあたりガイダンスを実施します。ガイダンスは 月 日（金） から 教室にて実施し、そこで本科

目の概要についてお伝えします。本ガイダンスに出席をしないと、この科目を履修登録することができませんので、履修登録希望者は、

可能な限り出席してください。

なお、本ガイダンスは、リアルタイムでオンライン配信も実施します。対面での出席が難しい場合には、以下の コードより、オン

ライン（ 上の ）で出席をしてください。対面でもオンラインでも出席をすることができない場合には、事前に教

務課経済学部窓口にメール（ ）にて必ずご連絡ください。

履修にあたりレポートを 「学外特別研修・特殊講義 インターンシップ 経済学部 年度」クラスコード：

授業トピック「履修登録用課題レポート」（「あなたが、この授業を履修しようとした志望動機をレポートとして提出してください」）を

必ず期限内に提出してください。提出期限は 月 日（月） 時 分です。レポートを審査したうえで履修者を決定いたします。

ガイダンスに出席し、履修の許可を得た学生は、 月 日（水）に当該授業科目が 履修登録画面に自動的に登録（表示）されます。

選考結果がわかるまでは、火曜日 限に他の授業科目を登録しないようにしてください。

②② 海海外外特特別別研研修修１１・・２２・・３３

【【通通年年月月 稲稲田田 十十一一】】

当当該科目は履修登録にあたり選考を実施します。選考方法はレポート審査となります。履修希望者は、志望理由を 字程度

で、 の所定の場所に、 月 日（木） までに提出してください。なお、クラスコードはシラバスに掲載されて

おりますので、各自ご確認ください。

選考に合格した学生は、 月 日（月） に当該授業科目が 修登録画面に自動的に登録（表示）されます。選考結果がわか

るまでは、月曜日４限に他の授業科目を登録しないようにしてください。

【【通通年年木木 飯飯沼沼 健健子子】】

当該科目は履修登録にあたり選考を実施します。選考方法はレポート審査となります。履修希望者は、志望理由を 字程

度にまとめ、 （クラスコード： ）上で、 月 日（水） ： までに提出してください。選考結果

はメールにて個別に通知します。

選考に合格した学生は、 月 日（月） に当該授業科目がＷｅｂ履修登録画面に自動的に登録（表示）されます。選考

結果がわかるまでは、木曜日３限に他の授業科目を登録しないようにしてください。

【【通通年年木木 永永島島 剛剛】】

当該科目は履修登録にあたりガイダンスを実施します。ガイダンスは 月 日（金） から、 教室にて行います。

そこで候補ツアーや費用見込みなどについてお伝えします。本ガイダンスに出席をしないと、この科目を履修登録することが

できませんので、履修登録希望者は、必ず可能な限りガイダンスに出席してください。

なお、出席をすることができない場合には、事前に担当教員のメールアドレス（アドレスはシラバスに記載）に必ずご連絡

ください。ガイダンスに出席し、履修の許可を得た学生は、 月 日（月） に当該授業科目が 履修登録画面に自動的

に登録（表示）されます。選考結果がわかるまでは、木曜日３限に他の授業科目を登録しないようにしてください。

③③ ＮＮＧＧＯＯ論論１１・・２２・・３３

【【通通年年水水 狐狐崎崎 知知己己】】

当該科目は定員 名とし、これを上回る場合、履修登録にあたり選考を実施します。履修希望者は、

（クラスコード： ）に志望理由を 字程度で、 月 日（木）までに提出してください。

質問等は、 の質問箱に書き込んでください。

選考に合格した学生は、 月 日（月） ： に当該授業科目がＷｅｂ履修登録画面に自動的に登録（表示）されます。

選考結果がわかるまでは、水曜日５限に他の授業科目を登録しないようにしてください。

←オンラインでの参加となる場合は、上記のクラスコード からク

ラスルームに入るか、こちらの コードを読み取ってください。 
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＜事前ガイダンスを実施する科目＞

開講期 曜時 科目名 担当教員 ガイダンス実施日

通 火５
学外特別研修

（国際経済学科は「特殊講義」）

宮嵜晃臣、清水真志、

森田公之、栗原耕平

月 日（木） 時～【 教室】

※リアルタイムでオンライン配信あり

※対面でもオンラインでも欠席の場合、

教務課へ要連絡）

前 木３ 海外特別研修１

永島 剛
月 日 金 時 分～【 教室】

※欠席の場合、教務課へ要連絡
後 定時外 海外特別研修２

後 木３ 海外特別研修３

＜クラスルームに課題を提出する科目＞

開講期 曜時 科目名 担当教員 クラスコード 課題提出期限日

前 月４ 海外特別研修１

稲田 十一 シラバスに記載 月 日 木 時後 定時外 海外特別研修２

後 月４ 海外特別研修３

前 木３ 海外特別研修１

飯沼 健子 月 日 水 時後 定時外 海外特別研修２

後 木３ 海外特別研修３

前 水５ ＮＧＯ論１

狐崎 知己 月 日 木）後 定時外 ＮＧＯ論２

後 水５ ＮＧＯ論３

（２）Ｗｅｂ履修システムで抽選を実施する科目について

以下の科目は、授業運営の都合上、Ｗｅｂ履修システムにおいて抽選を実施します。履修を希望する場合は、 月月 日日（（土土）） 時時ままでで

に、Ｗｅｂ履修システムより抽選に申し込んでください。なお、履履修修がが確確定定（（抽抽選選結結果果がが当当選選））すするるとと科科目目のの削削除除おおよよびび変変更更ははでできき

まませせんん。。また、抽選を実施する科目は、 月 日（日）以前において科目選択画面の備考欄に「抽選」と記載されており、その授業科目を

正常に保存（申請）した場合「履修申請状況」画面の時間割で 抽 が表示されます。詳細は、 のライブラリ（【教務課】 履

修関連情報）に掲載されております「 履修操作説明書」を確認してください。

＜Ｗｅｂ履修システムで抽選を実施する科目＞

開講期 曜時 科目名 担当教員

後 水２ 問題群研究特殊講義 小川 健

前 水４ 特殊講義 真殿 誠志

前・後 金２ 計量経済学１・２ 真殿 誠志

（３）専門科目における履修者数の制限（抽選の実施）について

専門科目では、一部の授業科目を除き、原則として抽選等による履修者数の制限は行っていませんが、特定の授業科目に履修

希望者が集中することで、授業運営に支障が生じるような状況が確認された場合には、専門科目においてもやむを得ず抽選によ

る履修者数の制限を実施することがあります。

ただし、専門科目における履修者数の制限は、人文・社会科学基礎科目や自然科学系科目等で行っている抽選とは異なり、制

限せざるを得ない状況となった場合にのみ、以下の手順で抽選を実施することとなります。各授業科目の教室は、近年の履修登

録状況に基づいて割り当てていますので、多くの専門科目が抽選実施対象となることは想定していませんが、ご理解、ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。

［前期専門科目履修者数制限の手順］

①抽選対象授業申込期限日（前期： 月 日（土） ： 、後期： 月 日（木） ： ）までの履修登録状況を確認し、割

り当てられている教室の定員を上回っている授業科目を抽出。

②履修者数の制限（抽選）を極力回避するため、同じ曜日・時限に開講されている授業科目と教室を変更することによって、

履修希望者を収容できる場合には、教室変更を行う。

③教室変更で対応することができない授業科目について、対応方法を検討（オンライン授業への変更または抽選による履修者

数の制限のいずれか）。

④抽選による履修者数の制限を実施する授業科目について、抽選システムを使用して抽選を実施。

⑤抽選結果公表と併せて、 に作業の結果を掲載。
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【学生のみなさんへのお願いと留意事項】

①履修登録期間の最終日（前期： 月 日（水）、後期が 月 日（日））は、上記のとおり抽選対象授業申込期

限日までの履修登録情報に基づいて、状況を判断することとなります。極力正確な情報に基づいて作業を行う必

要がありますので、専門科目についても抽選対象授業申込期限日までにＷｅｂ履修システムによる履修登録を行

うよう、ご協力ください。そのうえで、抽選結果と併せて公表される情報を確認し、履修登録最終日までに履修

登録を完了してください。

②抽選を実施した授業科目は、抽選結果公表（前期： 月 日（月）、後期： 月 日（金））以降、Ｗｅｂ履修

システムで変更・削除することができなくなります。卒業要件を充足するうえで、履修登録内容を変更しなけれ

ばならない状況が生じた場合には、履修登録期間内に所属する学部の教務課窓口までご相談ください。

③ 履修登録スケジュールの詳細は、 ページを参照してください 。 

２２．．「「ゼゼミミナナーールル１１～～６６」」おおよよびび「「ゼゼミミナナーールル研研究究論論文文１１～～３３」」ににつついいてて

専門ゼミナールは 年次から履修可能で、履修後は 年次まで継続して同じゼミナールに所属することになります。「ゼミナール

１～６」は、ほぼ全てのゼミにおいて「ゼミナール研究論文１～３」とのセット履修になります。

所属するゼミナールを決定するための募集は 年次の秋頃に行われます。公開された募集要項を基に、ゼミナール説明会・公開

ゼミナールが開催されるので、それらに出席したうえで希望のゼミナールに申し込み、選考を受けてください。

選考方法はゼミナールによって異なりますが、学業成績・面接・試験等によって行われます。「ゼミナール」の募集に関わる詳細

な日程等は、 月頃に「 」にてお知らせする予定です。

※ 履修登録画面に、予め合格したゼミナールが登録されています。自身が合格したゼミナールが登録されているか、必ず確

認してください。

※ゼミナールに所属していない ～ 年次生を対象に「 月募集」を行なっています。詳細は「 」を確認してくださ

い。

【ゼミナール募集のスケジュール（参考）】

時期（予定） 内 容

月下旬～ 月上旬 ４月募集 ・ 年次対象

月下旬 募集日程の掲示

月上旬 募集ガイダンス

月上旬 募集説明会

月中旬～ 月下旬 公開ゼミナール

月 １次募集・選考期間

月下旬 １次合格者発表

月 ２次募集・選考期間

月下旬 ２次合格者発表

３３．．イインンタターーンンシシッッププをを含含むむ科科目目（（学学外外特特別別研研修修・・特特殊殊講講義義））ににつついいてて

インターンシップは、経済学の対象である社会・経済の動向と結びつけながら、学生の皆さんが自らの「仕事像・職業像」を磨

くために設置された科目です。夏期休暇期間にそれぞれが各研修先で実務研修を行ないます。

科目名は、現代経済学科・生活環境経済学科・経済学科は「学外特別研修」、国際経済学科は「特殊講義」となります。

なお、本授業科目は履修登録にあたり選考を実施します。選考方法の詳細は、 ページ「（１）履修登録にあたり選考を実施する

科目について」を参照してください。
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４４．．資資格格試試験験にによよるる単単位位認認定定
（１）申請方法

申請方法ならびに必要書類について、 の「お知らせ」に掲出しています。「お知らせ」の内容を確認し、書類に必要

事項の記入し、提出する書類をご用意の上、教務課（経済学部）窓口にて申請を行ってください。

【必要書類】①「資格試験による単位認定申請書」②合格証またはスコアカード

【提 出 先】教務課（経済学部）窓口

【申請期間】 月月 日日（（木木）） ：： ～～ 月月 日日（（金金）） ：：

（２）英語

実用英語技能検定、 Ⓡ、 Ⓡにおいて、一定の基準を満たしている学生には、一定水準以上の英語力を有するもの

とみなし、下表のとおり単位を認定します。入学年度によって認定科目が異なりますので、各自の入学年度に該当する表を確認

してください。なお、合格資格の有有効効期期限限はは申申請請日日かかららささかかののぼぼりり 年年以以内内でですす。。

【認定単位の取扱いについて】

◎認定単位数の上限は 単位です。下位基準による 単位の認定を受けたものが、その後に上位基準を満たした場合、翌年度

以降に追加認定を申請できますが、その際の認定単位数は、上限単位数から既認定単位数を差し引いた 単位となります。

◎同一基準において複数の検定試験で基準を満たしている場合も、認定はいずれか一種類の検定試験によります。

◎TOEFL ITP®, TOEIC® は認定対象には含まれません。

◎認定科目の成績評価は点数で表わさず、「認定」（Ｎ）とします。

◎認定された単位は、各年次の履修上限単位数には含めません。

◎認定科目は原則として、未修得の必修の英語科目とし、全ての必修科目の既修得者には、選択科目の

（平成 年度以降入学

者）あるいは英語特殊演習 英語特殊演習 （平成 年度以前入学者）を認定します。認定科目は学部・学科の設置科

目により異なりますので、学修ガイドブックを確認してください。

平
成
２
６
年
度
以
降
入
学
者
適
用

検定試験の種類 認定基準 認定単位数 認定科目群 認定科目名（単位数）

上
位
基
準

英検
（英検 を含む）

TOEFL iBT®*

TOEIC® Listening & 

準１級以上
または

以上

点以上

点以上

必修科目英語

群

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

群

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

群

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

群

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

選択科目

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

下
位
基
準

英検
（英検 を含む）

TOEFL iBT®*

TOEIC® Listening & 

―

点以上

点以上

必修科目英語

群

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

群

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

群

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

群

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

選択科目

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

* TOEFL iBT®
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（３）英語以外の外国語（ 年次のみ）

高校までに、すでに英語以外の外国語をある程度修得し、指定された資格試験で一定の基準を満たしている場合、入学年度当

初に英語以外の外国語の初級１ａ・１ｂおよび初級２ａ・２ｂ（４科目４単位）の認定を行い、中級の科目に進むことができます。

下表の資格試験の基準を満たしている学生は、単位認定の申請を行ってください。なお、申請は入学年度のみ可能です。

【認定単位の取扱いについて】

◎ 同一言語の４科目４単位をセットで認定します。

◎ 同一基準において複数の検定試験で基準を満たしている場合も、認定はいずれか一種類の検定試験によります。

◎ 認定科目の成績評価は点数で表さず、「認定」とします。

◎ 認定された単位は、各年次の履修上限単位数には含めません。

◎ 認定された場合は、所定の手続きを経ることで、既習者科目として１年次に同一言語中級科目の履修が認められます。

◎ 認定された場合は、初級１ａ・１ｂおよび初級２ａ・２ｂを履修することはできません。別の外国語を学修する場合

は、２年次以降に選択１ａ・１ｂを履修してください。

検定試験の種類 認定基準
認定

単位数
認定科目（単位数）

ドイツ語技能検定試験 ４級 ４
ドイツ語初級１ ・ドイツ語初級１

ドイツ語初級２ ・ドイツ語初級２
ドイツ語検定試験 Ａ１ ４

オーストリア政府公認ドイツ語能力検定試験 Ａ１ ４

実用フランス語技能検定試験 ４級 ４ フランス語初級１ ・フランス語初級１

フランス語初級２ ・フランス語初級２フランス語資格試験 Ａ１ ４

中国語検定試験 ４級 ４ 中国語初級１ ・中国語初級１

中国語初級２ ・中国語初級２漢語水平考試 ４級 ４

スペイン語技能検定 ５級 ４ スペイン語初級１ ・スペイン語初級１

スペイン語初級２ ・スペイン語初級２スペイン語検定試験 Ａ１ ４

ロシア語能力検定試験 ３級 ４
ロシア語初級１ ・ロシア語初級１

ロシア語初級２ ・ロシア語初級２

インドネシア語技能検定試験 Ｄ級 ４
インドネシア語初級１ ・インドネシア語初級１

インドネシア語初級２ ・インドネシア語初級２

ハングル能力検定試験 ４級 ４ コリア語初級１ ・コリア語初級１

コリア語初級２ ・コリア語初級２韓国語能力試験 Ⅰ（２級） ４

５５．．学学部部間間相相互互履履修修制制度度にによよるる全全学学公公開開科科目目ににつついいてて

（１）概要

「学部間相互履修制度」は、学生のみなさんの多様な履修要求に応えて、教養科目および所属学部の専門科目にとどまらず、

一部（昼間部）の他学部が開講する専門科目についても履修できるようにする制度です。この制度で履修できる科目が「全学公

開科目」です。

（２）単位の取扱い

全学公開科目を履修し修得した単位は、卒業要件単位のうち「自由選択修得要件単位」に算入されます。

（３）対象科目

・履修できる全学公開科目は、入学年度によって異なります。専修大学ホームページから自身が履修できる全学公開科目を確

認してください。

※１ 専修大学ホームページより、「在学生」→「在学生ページＴＯＰへ」→「授業・履修情報」内の「学部間相互履修案

内」を選択

※２ 興味がある全学公開科目が見つかったら、シラバスで具体的な授業内容を確認してみると良いでしょう。

（４）履修者の選考および履修手続

①①前前期期履履修修登登録録時時

・前期・通年科目および後期開講科目であっても前期に履修登録する科目は、前期履修登録時に登録します。

・「後期開講科目であっても前期に履修登録する科目」については、同ホームページ上、「令和７年度前期履修登録期間中に

履修登録する後期開講全学公開科目一覧」をご確認ください。

・メール申込期間 ４月２日（水）～８日（火）

・履修を希望する学生は、以下の手順で履修許可を得てください。

ⅰ）本学ホームページから、「令和７年度 全学公開科目履修申込書（前期申込期間用）」をダウンロードし、

必要事項を記入の上、所属学部の教務課窓口（ ）へメールで送付してください。

ⅱ）後日、教務課窓口より、履修申込書を提出した学生のもとに履修の許可・不許可をお知らせします。

ⅲ）履修登録は教務課で行いますので、Ｗｅｂ履修画面で後日確認してください。

メール申込み最終日： ４月８日（火）
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②②後後期期履履修修登登録録時時

・後期開講科目は、後期履修登録時に登録します。

・メール申込期間 ９月１５日（月）～２０日（土）

・履修を希望する学生は、以下の手順で履修許可を得てください（前期同様）。

ⅰ）本学ホームページから、「令和７年度 全学公開科目履修申込書（後期申込期間用）」をダウンロードし、

必要事項を記入の上、所属学部の教務課窓口（ ）へメールで送付してください。

ⅱ）後日、教務課窓口より、履修申込書を提出した学生のもとに履修の許可・不許可をお知らせします。

ⅲ）履修登録は教務課で行いますので、Ｗｅｂ履修画面で後日確認してください。

メール申込み最終日： ９月２０日（土）

（５）授業・試験等に関する連絡

全学公開科目に関する連絡は、全て、科目を公開する学部より行います。教室変更・課題提出・試験時間割等、見落としが

ないよう注意してください。

６６．．試試験験

試験は、日常の学修成果を問うものです。したがって、試験は厳正な態度で臨まなければならず、遅刻はもちろんのこと、自己

の健康管理を怠り欠席することがないように注意する必要があります。

試験には、定期試験、定期試験規程準用試験、授業内テストなどの種類があり、各授業科目に応じた形式で実施されます。

【【注注意意点点】】

オンライン授業科目においても、定期試験（定期試験規程準用試験）を実施する科目があります。定期試験規程に基づく試験はす

べて試験教室（対面）において実施されますので、登校して受験する必要があります。

（１）定期試験について

定期試験は、定期試験規程（巻末参照）に基づいて実施されるので、規程を熟知してください。

①①前前期期試試験験

前期で終了する授業科目について、７月に実施します（今年度の実施期間は「学事暦」参照）。

②②後後期期試試験験

後期及び通年の授業科目について、 月に実施します（今年度の実施期間は「学事暦」参照）。

③③追追試試験験

前期試験または後期試験を「やむを得ない理由」で受験できなかった場合、当該授業科目について前期追試験を 月、後

期追試験を 月に実施します（今年度の実施期間は「学事暦」参照）。

本学では、この「やむを得ない理由」が拡大解釈されることのないよう、厳しい基準を設けています。医師の診察を要しな

い程度の病気や寝坊による遅刻等は、「やむを得ない理由」とは見なされないので注意してください。

【やむを得ないと認める試験欠席理由および提出しなければならない書類】

・教育実習 ― 教育実習参加を証明するもの

・就職試験 ― 就職試験受験を証明するもの

・業務命令による出張又は超過勤務 ― 所属長による証明書

・公式試合 ― 公式試合参加を証明するもの

・天災その他の災害 ― 被災を証明するもの

・二親等以内の危篤又は死亡 ― 危篤又は死亡を証明するもの

・本人の病気又は怪我 ― 医師の診断書

・交通機関の事故 ― 遅延又は事故を証明するもの

・その他当該学部長がやむを得ない理由と認めた事項 ― 学部長の承認を得た本人記載の理由書

【追試験受験手続について】

追試験の受験希望者は、指定された期間に追試験受験願と、試験欠席理由を証明する書類を教務課に提出し、受験許可を

得なければなりません。詳細は でお知らせします。

（２）定期試験規程準用試験について

定期試験規程準用試験とは、授業期間内の最終週に実施される授業内テストのうち、定期試験規程の一部を準用して実施する

試験のことです。

この定期試験規程準用試験を「やむを得ない理由」で受験できなかった場合、所定の手続きを経ることで追試験を受験するこ



49

 
 

とができます。

やむを得ないと認める理由、手続方法・日時、追試験実施期間等は、定期試験の追試験と同様です。

①①実実施施期期間間

前期は６月下旬または７月上旬に、後期は１２月上～中旬に、 等でお知らせします。

②②準準用用さされれるる規規定定（（巻巻末末「「定定期期試試験験規規程程」」おおよよびび「「定定期期試試験験ににおおけけるる不不正正行行為為者者処処分分規規程程」」参参照照））

第５条（試験時間） 第７条（試験委員） 第９条（受験資格の喪失 ）

第 条第２項（受験手続） 第 条（受験者の義務） 第 条（無効答案）

第 条（不正行為） 第 条（不正行為の確認） 第 条（不正行為者の処分）

（３）受験上の注意について（定期試験・定期試験規程準用試験）

試験当日は、不測の事態に備えて試験開始３０分前には登校し、学生証の携帯と試験教室を確認してください。なお、試験の

遅刻が認められるのは、試験開始後２０分までに試験教室に到着した場合です。

①①学学生生証証

学生証不携帯者は、いかなる理由があっても受験できません。

ただし、当該試験開始時刻までに教務課臨時窓口に申し出た場合は、当日のみ有効の「臨時学生証」の交付を受けて受験

することができます。

また、試験開始時刻前に試験教室で学生証不携帯に気づいた場合は、所定の手続をすることにより臨時学生証の交付を認

めることがあります（交付手数料 円）。

※試験を受験する際には学生証を忘れることがないよう、特に注意してください。

②②担担当当者者やや曜曜日日・・時時限限、、教教室室間間違違いい

同じ名称の授業科目が複数開講されている場合があります。自分の履修した科目の授業曜日・時限および担当者を試験時間

割で確認し、間違いのないようにしてください。また、同一科目でも、試験教室が複数に分かれている場合がありますので、

重ねて注意してください。

③③不不正正行行為為

カンニングや試験教室での私語は、不正行為と見なされ、規程により厳重な処分を受けることになります。

④④持持ちち込込みみ

参考書等の使用が許可されている場合でも、その貸し借りは禁止されています。

（４）試験時間割（定期試験・定期試験規程準用試験）について

試験時間は、授業時間とは異なり、原則として 分です。試験時間割は、試験実施前に 内でお知らせします（資

格課程科目は教務課資格課程掲示板）。

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

～ ～ ～ ～ ～

（５）平常点により評価する科目

教養の外国語科目、ゼミナール等演習科目および実技（実習）科目については、「平常点による評価」となるため、試験を実

施しません。また、試験実施対象科目の場合でも、筆記試験を行わず「平常点により評価する」授業科目があり、定期試験を

実施するか、平常点にて評価するかは、シラバスに記載がありますので履修登録前に必ず確認してください。

これら平常点で評価される科目の場合、授業への貢献度、レポート、授業の中で行われるテスト等によって総合的に成績評

価が行われます。

【注意】授業の中で行われるテストは、授業内テスト、中間テスト、期末テスト、小テストなどと呼ばれ、定期試験規程

に定められた試験ではないため、学生証不携帯者に対する臨時学生証の交付は行わず、受験できなかった場合でも追試験

は実施されません（定期試験規程準用試験を除く）。

７７．．成成績績
（１）成績評価について

学業成績は、授業科目ごとに行う試験（筆記試験、口述試験、実技試験またはレポート）によって評価されますが、科目に

よっては、それに学修の状況等を平常点として加味し評価する場合や、平常点だけで評価する場合もあります。

（２）単位修得のための合格最低点および成績評価区分について

成績は、 点を満点とし、 点点以以上上をを合合格格とします。また、成績評価区分は、下表のとおりです。

なお、平成 年度までの学業成績については、変更後の基準で評価を置き換えるものではなく、平成 年度以前に「 評価

（ ～ 点）」で単位を修得した科目が不合格に変更されるわけではありません。



50

 
 

評 点 評 価 ＧＰＡ※ 内 容

～ Ｓ 抜群に優れた成績

～ Ａ＋ 特に優れた成績

～ Ａ 優れた成績

～ Ｂ＋ 良好な水準に達していると認められる成績

～ Ｂ 妥当と認められる成績

～ Ｃ＋ 一応の水準に達していると認められる成績

～ Ｃ 合格と認められるが最低限度の成績

～ Ｆ 不合格

認 定 Ｎ 対象外 留学等で修得した単位を本学の単位として認定

履修中止 Ｗ ― 所定の期日までに履修中止の手続きを行った場合

 
（３） （ ）制度について

とは、授業科目ごとの成績評価（本学では から の 段階）に対してグレードポイントを付与し、この単位当たりの

平均を算出した値のことです。 は、平成 年度以降入学者を対象に算出します。算出方法等の詳細については、「経済学

部学修ガイドブック」を参照してください。

（４）定期試験を受験しなかった場合の成績評価について

各科目におけるシラバスの「成績評価方法・基準」欄に記載されている成績配分に基づき、評価します。

（５）成績通知について

学業成績の通知は点数で表し、前期終了科目については 月上旬に、後期および通年科目については 月下旬にお知らせし

ます。ただし、卒業年次生の後期および通年科目の成績通知方法については、掲示等でお伝えいたします。（近年、卒業生か

ら単位を修得した科目の点数について問い合わせが入ることがあります。卒業後に発行できるのは点数の記載がない「単位修

得学業成績証明書」ですので、「成績通知書」は保管しておくことをお勧めします）。

（６）成績評価への疑義について

成績通知書に記載されている成績評価に疑義がある場合には、前年度後期の成績については 月 日（金）まで、 年度

前期の成績については 月 日（月）までに（学期末卒業申請者は除く）、教務課経済学部窓口へ申し出てください。

卒卒業業年年次次生生ににつついいてて、、 年年度度後後期期成成績績評評価価にに疑疑義義ががああるる場場合合、、別別途途 ののおお知知ららせせ（（ 月月中中旬旬掲掲載載予予定定））ををごご確確

認認くくだだささいい。。

（７）学術奨学生制度について

、 、 、 年次在学生で、人物に優れ勉学に意欲的に取り組み、前年度（ 年次は前期）の学業成績が特に優秀な学生に

は、学術奨学生として 年次は 万円、 ～ 年次は 万円の奨学金を支給する奨学制度を設けています（返還不要の給付

型）。

※ 年次から選出される学術奨学生については選出基準などについて、 内でお知らせしているので興味のある学生

は、履修登録をおこなう前に確認してください。

８８．．履履修修中中止止制制度度
「履修中止制度」とは、履修を継続する意思のない授業科目が生じた場合に、履修中止申請期間内に所定の手続きを行うこと

により、当該授業科目の履修を中止することができる制度です。履修中止した授業科目の単位は、履修上限単位に含まれます。

履修中止申請期間は、前期及び通年科目については５月下旬～６月上旬の１週間、後期科目については１０月下旬～１１月上旬

の１週間を予定しています。令和７年度の履修中止申請期間については、申請方法・履修中止の対象科目等と併せて、決定次第

等でお知らせします。

※履修中止制度の対象外科目：定時外の集中授業、必修科目、必履修科目、履修中止により授業運営に支障をきたす科目

９９．．オオフフィィスス・・アアワワーー

専修大学では、教員が学生皆さんの質問・相談に対応できるように、オフィス・アワー制度を設けています。 
学業面や生活面のこと、さらには、卒業後の進路について等、学生生活を送るにあたっての悩みを教員に相談できるように設け

られた制度です。気軽に制度を活用していただき、よりよい学生生活を送ってください。 
各教員のオフィス・アワーの詳細については、次ページ「経済学部 オフィス・アワー一覧」を確認してください。
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曜日 時間 場所 号館 階 番号 曜日 時間 場所 号館 階 番号

飯田　義明 木 昼休み スポーツ研究所 ５ １ スポーツ研究所 田中　章喜 火 昼休み 研究室 ９ ５ ９５２４

飯沼  健子 水 昼休み 研究室 ９ ５ ９５２５ 田中　隆之 月 昼休み 研究室 ３ ３ ３３０１

石原　秀彦 月 昼休み 研究室 １０ ６ １０６３１ 陳　ショウジ 金 昼休み 研究室 ９ ７ ９７２３

泉　留維 月 昼休み 研究室 ３ ４ ３４０５ 津布久　将史 月 昼休み 研究室 ８ ４ ８４２５

板井　広明 恒木　健太郎 木 ３時限 研究室 ８ ４ ８４２８

稲田　十一 月 昼休み 研究室 ９ ７ ９７２５ 角田　真紀子 水 昼休み 研究室 １０ ６ １０６３３

稲葉　大 火 昼休み 研究室 ３ ３ ３３０３ 遠山　浩　 月 昼休み 研究室 ３ ５ ３５１０

岩佐　卓也 火 昼休み 研究室 ９ ７ ９７２７ 仲川　裕里 金 昼休み 研究室 ８ ４ ８４３６

内川　秀二 月 昼休み 研究室 ８ ４ ８４１７ 中西　泰夫 火 昼休み 研究室 ９ ７ ９７２１

大倉　正典 木 昼休み 研究室 ９ ７ ９７２６ 中野　英夫 火 昼休み 研究室 ８ ４ ８４１２

大橋　英夫 水 昼休み 研究室 ９ ７ ９７０９ 中村　吉明 火 昼休み 研究室 ３ ６ ３６０４

小川　健 水 13:00～14:30 研究室 ９ ７ ９７１０ 永江　雅和 水 昼休み 研究室 １０ ６ １０６４０

河藤　佳彦 火 昼休み 研究室 ３ ５ ３５１３ 長尾　謙吉 水 昼休み 研究室 １０ ６ １０６０８

金　榮愨 水 昼休み 研究室 ９ ７ ９７１９ 永島  剛 月 昼休み 研究室 １０ ６ １０６０９

西部　忠 火 昼休み 研究室 ８ ４ ８４１５

昼休み 研究室 ３ ６ ３６０２ 新田　滋 水 昼休み 研究室 ３ ５ ３５０９

古賀　麻衣子 火 昼休み 研究室 ３ ３ ３３０２ 奴田原　健悟 金 昼休み 研究室 ８ ４ ８４１６

狐崎　知己 金 昼休み 研究室 ９ ７ ９７１２ 野部  公一 木 14：40～15：40 研究室 ３ ４ ３４０６

小西　杏奈 木 ２時限 研究室 ８ ４ ８４１１ 塙　武郎 火 昼休み 研究室 ８ ４ ８４１８

小西　恵美 木 昼休み 研究室 １０ ６ １０６３２ 兵頭　淳史 金 昼休み 研究室 ３ ６ ３６１８

小林　昭裕 金 昼休み 研究室 １０ ６ １０６１９ 傅　凱儀 月 昼休み 研究室 ９ ７ ９７１１

齊藤　佳史 火 昼休み 研究室 １０ ６ １０６３４ 松井　暁

坂口  明義 木 昼休み 研究室 ９ ７ ９７２０ 真殿　誠志 金 昼休み 研究室 ８ ４ ８４２６

櫻井  宏二郎 月 昼休み 研究室 ３ ４ ３４０４ 宮嵜　晃臣 水 昼休み 研究室 ３ ６ ３６０１

佐藤　雅幸 木 昼休み・14：30以降 研究室 ９ ６ ９６１３ 森　啓輔 木 昼休み 研究室 ３ ４ ３４１６

清水  真志 火 昼休み 研究室 ３ ５ ３４１２ 森　啓明 木 昼休み 研究室 ３ ５ ３５１４

徐　一睿 水 昼休み 研究室 ３ ６ ３６１９ 森田　公之 月 昼休み 研究室 ８ ４ ８４１４

杉橋　やよい 火 昼休み 研究室 ８ ４ ８４０７ 森原　康仁 水 昼休み 研究室 ３ ４ ３４１７

鈴木　奈穂美 木 昼休み 研究室 ３ ５ ３５１１ 谷ヶ城　秀吉 月 昼休み 研究室 ３ ４ ３４１５

鈴木　将覚 火 昼休み 研究室 ３ ６ ３６０３ 矢野　貴之 水 昼休み 研究室 ９ ７ ９７０８

砂山　充子 月 昼休み 研究室 ８ ４ ８４１０ 山田　節夫 金 昼休み 研究室 ９ ７ ９７２４

髙原　豪 木 ２時限 研究室 ３ ６ ３６２０ 山中　尚 火 昼休み 研究室 ８ ４ ８４２９

高部　由季 水 ４時限 研究室 １０ ６ １０６２０ 吉田　雅明

氏    名
場    所

２０２５年度 経済学部 オフィス・アワー一覧

氏    名
場    所

小池　隆生 月
前期のみ

【兼任講師へのオフィス・アワーについて】

兼任講師とのオフィス・アワーを希望する場合は、当該教員が担当する授業の前後の時間に、教員に直接申し出てください。
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１１．．教教務務課課取取扱扱窓窓口口  
①授業、履修、試験等に関する諸手続〔 号館 階 経済学部窓口〕 
②資格課程（教職･司書･司書教諭･学校司書･･学芸員）に関する諸手続〔 号館 階 資格課程窓口〕

③証明書発行受付 
詳細は下記【各種証明書】を参照してください。 

④各種届出・変更諸手続〔 号館 階 教務課 総合窓口〕 
本人現住所・本人の携帯電話番号・通学区間変更、保証人の住所・電話番号変更、本人氏名および国籍等の変更、

保証人変更、保証人の氏名変更

なお、本人現住所・携帯電話番号・通学区間の変更については 履修システム内「学生住所等情報登録申請」

画面からも手続き可能です。

※「欠席届」の配付

授業を欠席する（した）場合は、「欠席届」を受け取り、授業担当教員に事情を説明のうえ、直接提出してくださ

い。ただし、公的に欠席を証明するものではありません。また、欠席の取扱いは担当教員によって異なります。

⑤学生証・通学定期乗車券発行控の再発行〔 号館 階 総合窓口〕

学生証：記載事項の誤り、磁気不良（手数料無料）、破損・汚損・紛失（手数料 円）

通学定期乗車券発行控：破損・汚損・紛失（手数料 円）

  
【【 年年次次生生へへ】】  

入学時に交付する通学定期乗車券発行控の有効期限は、「学生証の有効期限に準ずる」と表記しています

ので、定期券購入の際などに有効期限を示す必要がある場合には、学生証を併せて提示してください。なお、

入学手続時に本人現住所や通学区間の登録を完了していない場合は、住所や区間に「＊」が表示されており、

有効期限表記がありません。仮発行のため、通学定期乗車券発行控を持参のうえ、速やかに教務課総合窓口

（４号館１階）で登録を行ってください。

 
⑥学生の休学、退学、復学等の学籍に関する諸手続〔 号館 階 経済学部窓口〕

詳細は、次ページの「学籍に関する諸手続」を参照してください。

 
２２．．各各種種証証明明書書  
証明書自動発行機または総合窓口への申込みによる発行となります。厳封が必要な場合は、窓口へ申し出てください。 

 
（１）証明書自動発行機での証明書発行について

学生証と暗証番号（入学時に通通学学定定期期乗乗車車券券発発行行控控とと共共にに配配付付さされれたた紙のカードに記載）が必要です。 
所属学部を問わず、生田校舎・神田校舎いずれの自動発行機も利用できます。 

 
設置場所 【生田校舎】 号館 階 号教室前 【神田校舎】 号館 階教務課前

稼動時間

専修大学ホームページにてご案内します。

※土曜・日曜・休日・・入入学学試試験験実実施施日日等等、窓口業務を実施しない日は稼動しません。

※夏期休暇期間、システムメンテナンス等で稼動時間を変更することがあります。

証明書の種類と手数料

和文

・二種複合証明書（単位修得学業成績・卒業見込証明書）
※ 通で両者の内容を証明するので、就職活動で求められた場合に

適しています。

・単位修得学業成績証明書
※単位を修得した科目の科目名および評価が記載されます（点数は

記載されません）。

・卒業見込証明書
・在学証明書
・教育職員免許状取得見込証明書
・休学証明書
・健康診断証明書（※）

※健康診断証明書の発行は５月下旬以降の発行開始を予定しています。

決まり次第、 およびホームページでお知らせいたします。

通

円

英文

・在学証明書
・単位修得学業成績証明書
・卒業見込証明書
・休学証明書

通

円

学割 一人あたり年間 枚まで発行可能、有効期限 ヶ月 無料
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（２）窓口での証明書発行について

以下の証明書は自動発行機での発行ができないため、窓口で申し込んでください。なお、発行は受付日の 日後（土・

日曜日および大学が定めた休日を除く）となります。日数に余裕をもって申し込んでください。 

受付窓口
教務課総合窓口（生田校舎 号館 階）

※ただし、資格課程の証明書は教務課資格課程窓口（ 号館２階）

受付時間
［月曜日～金曜日］ ～

※土土曜曜・・日日曜曜・・休休日日・・入入学学試試験験実実施施日日等等は除きます。

証明書の種類と手数

料

和文

履修科目証明書／学学力力にに関関すするる証証明明書書（（単単位位修修得得見見込込））（（教教職職））
／／司司書書課課程程単単位位修修得得見見込込証証明明書書／／司司書書資資格格取取得得見見込込証証明明書書（（平平成成
年年度度入入学学以以降降））／／司司書書教教諭諭課課程程単単位位修修得得見見込込証証明明書書／／学学校校司司書書

課課程程単単位位修修得得見見込込証証明明書書／／学学校校司司書書課課程程修修了了見見込込証証明明書書／／学学芸芸
員員課課程程単単位位修修得得見見込込証証明明書書／／学学芸芸員員資資格格取取得得見見込込証証明明書書（（平平成成
年年度度入入学学以以降降））／資格試験受験用単位修得証明書（公認会計士試
験、他）／調査書（大学院受験用）／記載様式（用紙）を指定さ
れた証明書

通 円

退学証明書／在籍期間証明書 通 円

英文 履修科目証明書／その他の英文証明書 通 円

申込方法 「証明書交付願」に発行手数料分の証紙を貼付し、学生証を提示してください。

３３．．学学籍籍にに関関すするる諸諸手手続続  
（１）休学について

①本学所定用紙（教務課経済学部窓口で配布）により願い出てください。「休学願」は、本人・保証人連署、捺印のうえ、

「通学定期乗車券発行控」を添えて教務課経済学部窓口に提出してください。提出は郵送でも可能です。

②休学期間は「休学願」を大学で受け付けた日から当該年度の 月 日までです。休学が許可された後、「休学許可通

知」を本人および保証人宛にお送りします。休学中は、休学証明書、在籍証明書、単位修得学業成績証明書が発行可

能です。

③休学者の学費は休学願の受付日により異なります。詳しい金額については経理課にお問い合わせください。

④次年度の連続休学・復学等の手続き

月中旬に次年度の手続きについての通知を本人および保証人宛にお送りします。

次のいずれかの手続きを行ってください。

復学手続

休学手続（連続休学） ※休学期間は、通算して 年度を超えることはできません。

退学手続

 
（２）退学について

①本学所定用紙（教務課経済学部窓口で配布）により願い出てください。「退学願」は本人・保証人連署、捺印のうえ、

「学生証」「通学定期乗車券発行控」を添えて教務課窓口に提出してください。提出は郵送でも可能です。

②退学が許可された後、「退学許可通知」を本人および保証人宛にお送りします。退学後は、退退学学証証明明書書、、単単位位修修得得学学業業

成成績績証証明明書書が発行可能です。

 
（３）学期末卒業制度について（ 年次以上対象）

学期末卒業制度とは、卒業の対象となる年次において、卒業に必要な単位を修得することができなかったために引き

続き在学している学生が、卒業を希望する年度の前期において卒業要件を満たし、所定の学費を納め、かつ、所定の手

続きを行うことにより卒業することができる制度です。詳細は、以下の「専修大学経済学部学期末卒業に関する取扱内

規」を参照してください。手続方法等については、今年度の申請受付開始日が決定次第、掲示等でお知らせします（4
月中に掲示予定）。 

【専修大学経済学部学期末卒業に関する取扱内規】
第 条 この内規は、専修大学学則第 条第 項の規定に基づき、経済学部における学期末卒業の取扱いに関し必要な事

項を定めるものとする。
第 条 この内規において「学期末卒業」とは、卒業に必要な所定の単位を修得できず、修業年限を超えて在学する者が、

卒業を希望する年度の前期において卒業要件を満たし、所定の学費を納め、かつ、所定の手続を行うことにより卒
業することをいう。

第 条 学期末卒業を希望する者は、当該年度の 月 日までに保証人と連署の上、学期末卒業願書によって申請しなけ
ればならない。

第 条 学期末卒業の許可は、教授会の議を経て学長が行う。
前項の規定にかかわらず、卒業発表日前に教授会の議を経ることができない場合は、経済学部長及び申請者の

所属学科長の確認をもって教授会の議に代えることができる。この場合において、経済学部長及び申請者の所属学
科長は、当該確認の内容について、直近に開催される教授会で追認を得なければならない。第 条 学期末卒業を
申請した者が申請の取下げをする場合は、当該年度の 月 日までに保証人と連署のうえ、学期末卒業申請取下
げ書によって申請しなければならない。

第 条 学期末卒業を申請した者が申請の取下げをする場合は、当該年度の７月 日までに保証人と連署の上、学期末卒
業申請取下げ書によって申請しなければならない。

第 条 学期末卒業の時期は、９月 日とする。
第７条 この内規に関する事務は、教務部教務課の所管とする。
第８条 この内規の改廃は、教授会の議を経て学長が行う。
附 則
１ この内規は、平成 年 月 日から施行する。
附 則
この内規は、令和 年 月 日から施行する。
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（４）卒業延期制度について（ 年次以上対象）

卒業延期制度は、 年次以上の学生が卒業要件を満たしたうえで１年に限り在学期間を延長することができる制度です。

さまざまな事由により、卒業要件単位を修得してもなお、更なる自己のキャリアアップや資格取得をめざすという明確な

目標を持って、本学での勉学を継続したいという、強い意志を持った学生に対して、その道を拓くものです。 
申請は、所定用紙（教務課経済学部窓口で配布）により行います。本人・保証人連署、捺印のうえ、定められた期間に

教務課経済学部窓口に提出し、その後、審査を受けることになります。今年度の申請期間、手続方法等の詳細は、決定次

第、in Campus でお知らせします。 

（５）転部科について

本学に入学し、 年間の勉学の結果、勉学志向や将来の方向を考えると、他の学部学科に転部科した方が自己の能力

や適正を、より一層発揮できると考える学生を対象に、 年次から 年次への進級時に転部科試験を実施しています。

年次の 月下旬に行われる転部科ガイダンスに出席し、転部科願を提出した学生について、 月初旬に試験を行い、合

格した学生に転部科を認めています。

以下に 年 月に転部科する際の基準を掲載しますが、受け入れ基準等を変更する場合があります。 年 月

に転部科する際の基準は、本年 月下旬の転部科ガイダンスでお知らせします。

学部 学科 試験科目 受入れ基準

経済学部

現代経済学科

面 接

１年次で履修した授業科目のうち、卒業単位に含まれる科目

の単位数を 単位以上修得し、かつ、履修科目のＧＰＡが

以上であること。

生活環境経済学科

国際経済学科

法学部

法律学科
法 学

面 接

１年次で履修した授業科目のうち、卒業単位に含まれる科目

の単位数を 単位以上修得し、かつ、履修科目のＧＰＡが

以上であること。

注 受け入れ許可になった学生は法学部で実施する早期卒

業の対象となりません。
政治学科

政 治 学

面 接

経営学部
経営学科

面 接 １年次終了時のＧＰＡが 以上であること。
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ学科

商学部

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ学科
商学又は簿記

面 接

１年次で履修した授業科目のうち、卒業単位に含まれる科目

の単位数を 単位以上修得し、かつ、履修科目のＧＰＡが

以上であること。

注）「簿記」を受験する場合、試験当日電卓を持参すること。

会計学科
簿 記

面 接

文学部

日本文学文化学科

面 接

１年次で履修した授業科目のうち、各学部・学科で卒業要件

単位として定められた転換・導入科目、教養科目及び外国語

科目の単位数を６割以上修得（小数点は四捨五入して算出す

る。）し、かつ、履修科目（卒業単位に含まれるもののみ）

の平均点が 点以上であること。

注 英語英米文学科英語コミュニケーションコースを志

望する者は、出願時から遡り過去２年以内に実施された

TOEIC®Listening＆ において 点以上のスコ

アを取得していること。ただし、TOEIC® テストでの出願

は認めない｡

注 英語英米文学科における面接試験は、英語力をはかる

ための口述試験を含む｡

英語英米文学科

哲学科

歴史学科

環境地理学科

ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾞﾑ学科

人間科学部
心理学科

面 接

１年次で履修した授業科目のうち、卒業単位に含まれる科目

の単位数を 単位以上修得し、かつ、履修科目（卒業単位

に含まれるもののみ）の平均点が 点以上であること。社会学科
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４４．．専専修修大大学学定定期期試試験験規規程程  
昭和 年 月 日制定

（趣旨）

第 条 この規程は，専修大学学則第 条第３項の規定に基づき，試験の実施に関し必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第 条の この規程において「試験」とは，学事暦により期間を定めて実施する定期試験をいう。

（種類）

第 条 試験の種類は，次の各号に定めるとおりとする。

⑴ 前期試験 前期で終了する授業科目について実施する試験をいう。

⑵ 後期試験 後期で終了する授業科目及び通年で終了する授業科目について実施する試験をいう。

⑶ 前期追試験 第 号の試験を受験できなかつた者に対し，当該授業科目について実施する試験をいう。

⑷ 後期追試験 第 号の試験を受験できなかつた者に対し，当該授業科目について実施する試験をいう。

（時期）

第 条 試験の実施の時期は，次の各号に定めるとおりとする。ただし，実施の時期を変更する

ことがある。

⑴ 前期試験 月～ 月

⑵ 後期試験 月～ 月

⑶ 前期追試験 月

⑷ 後期追試験 月～ 月

（試験方法）

第 条 試験は，筆記，口述又は実技によるものとする。ただし，レポートをもつてこれに替えることができる。

（試験時間）

第 条 試験時間は，原則として 分とする。

（試験監督）

第 条 試験監督は，当該授業科目担当教員が行う。ただし，必要に応じて補助者を加えることがある。

試験監督者は，試験場において試験を厳正かつ円滑に実施する義務とこれに伴う権限を有する。

（試験委員）

第 条 試験の実施に際し試験委員を置く。

試験委員は，試験の実施を統轄する義務と権限を有する。

試験委員は，教授会の承認を得て，学長が委嘱する。

試験委員は，試験の実施結果を学長に報告しなければならない。

（受験資格の取得）

第 条 受験資格は，次の各号の所定の手続を完了することにより取得する。

⑴ 履修科目登録の手続

⑵ 学費の納入手続

⑶ その他所定の手続

前項の規定にかかわらず，試験時において休学又は停学中の者は，受験資格を有しない。

（受験資格の喪失）

第 条 次の各号のいずれかに該当する者は，当該授業科目の受験資格を失う。ただし，第４号に該当する者については，定期試験における不正行為者処分規程の

定めるところによる。

⑴ 学生証を携帯していない者

⑵ 試験開始後 分を超えて，遅刻した者

⑶ 試験監督者の指示に従わない者

⑷ 試験において不正行為を行った者

前項第１号に該当する者に対して，当日のみ有効とする臨時学生証による受験を認める。

臨時学生証の交付を受けようとする者は，当該試験開始時刻までに，教務部教務課の窓口に

申し出なければならない。

前項の規定にかかわらず，同項の規定による申出をしなかった場合であっても，その者が試

験教室において，当該試験開始時刻までに試験監督者に対し，学生証不携帯の旨を申し出たときは，臨時学生証の交付を認めることができる。

前２項の規定による臨時学生証の交付に当たっては，所定の交付手数料を徴収するものとする。

（受験手続）

第 条 第 条第 号及び第 号による受験者は，試験前に公示する「定期試験実施要領」により，所定の手続を完了しなければならない。

第 条第 号及び第 号による受験者は，所定の期日までに追試験受験願及び次の各号に定める試験欠席理由を証明する書類を提出し，受験許可を得なけれ

ばならない。

⑴ 教育実習 教育実習参加を証明するもの

⑵ 就職試験 就職試験受験を証明するもの

⑶ 業務命令による出張又は超過勤務 所属長による証明書

⑷ 公式試合 公式試合参加を証明するもの

⑸ 天災その他の災害 被災を証明するもの

⑹ 二親等以内の危篤又は死亡 危篤又は死亡を証明するもの

⑺ 本人の病気又は怪我 医師の診断書
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⑻ 交通機関の事故 遅延又は事故を証明するもの

⑼ その他当該学部長がやむを得ない 学部長の承認を得た本人記載の理由書

理由と認めた事項

（成績発表）

第 条 試験の成績結果は， 月及び 月に本人に通知する。

（受験者の義務）

第 条 受験者は，次の各号に定める事項を厳守しなければならない。

⑴ 試験場においては，試験監督者の指示に従うこと。

⑵ 試験開始後 分以内の遅刻者は，試験監督者の入室許可を得ること。

⑶ 学生証を机上に提示すること。

⑷ 解答にさきだつて，学籍番号及び氏名を記入すること。

⑸ 学籍番号及び氏名の記入は，ペン又はボールペンを使用すること。

⑹ 試験開始後 分以内は，退場しないこと。

⑺ 配付された答案用紙は，必ず提出すること。

⑻ 試験場においては，物品の貸借をしないこと。

（無効答案）

第 条 次の各号の一に該当する答案は，無効とする。

⑴ 第８条に定める受験資格を有していない者の答案

⑵ 第９条に該当する者の答案

⑶ 学籍番号及び氏名が記入されていない答案

⑷ 不正行為に該当する者の答案

⑸ 授業科目の担当者，曜日又は時限を間違えて受験した者の答案

（不正行為）

第 条 試験における不正行為とは，次の各号の一に該当する場合をいう。

⑴ 代人が受験したとき。（依頼した者・受験した者）

⑵ 答案を交換したとき。

⑶ カンニングペーパーを廻したとき。

⑷ カンニングペーパーを使用したとき。

⑸ 所持品（電子機器を含む。）その他へ事前に書込みをして，それを使用したとき。

⑹ 他人の答案を写したとき。（見た者・見せた者）

⑺ 言語・動作・電子機器等で連絡したとき。（連絡した者・連絡を受けた者）

⑻ 使用が許可されていない参考書・電子機器その他の物品を使用したとき。

⑼ 他人の学生証で受験したとき。（貸した者・借りた者）

⑽ 偽名答案を提出したとき又は氏名を抹消して提出したとき。

⑾ 故意による答案無記名のとき。

⑿ 答案を提出しなかつたとき。

⒀ 使用が許可された参考書等の貸借をしたとき。

⒁ その他試験監督者及び試験委員が不正行為と認めたとき。

（不正行為の確認）

第 条 試験監督者は，不正行為を発見した場合，その受験者の受験を直ちに中止させ，本人を同行して試験委員に報告するものとする。

試験委員は，学生部委員の立会いのもとに，不正行為の事実確認を行う。

試験委員は，不正行為が確認された場合，本人に始末書を提出させ，速やかに当該学部長に報告しなければならない。

（不正行為者の処分）

第 条 不正行為者の処分は，別に定める「定期試験における不正行為者処分規程」による。

（事務所管）

第 条 この規程に関する事務は，教務部教務課の所管とする。

（規程の改廃）

第 条 この規程の改廃は，教授会の議を経て学長が行う。

附 則

この規程は、昭和 年 月 日から施行する。

〔中略〕

附 則

この規程は、平成 年 月 日から施行する。

附 則

施行期日  定期試験規程
この規程は、平成 年 月 日から施行する。

経過措置  この規程による改正後の第 条の規定は、平成 年度以後の入学者について適用し、平成 年度以前の入学者については、なお従前の例による。

附 則

この規程は，令和６年４月１日から施行する。
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５５．．定定期期試試験験ににおおけけるる不不正正行行為為者者処処分分規規程程  
昭和 年 月 日制定

第 条 この規程は，専修大学定期試験規程第 条の規定に基づき，定期試験（以下「試験」という。）における不正行為者の処分に関し必要な事項を定めるもの

とする。

第 条 不正行為者の処分は，学部長が行う。

第 条 不正行為者の処分は，次の基準による。

⑴ 代人受験（依頼した者・受験した者） カ月の停学処分とし，当該科目履修期間における定期試験実施科目を無効と

する。

⑵ 答案交換 第 号に同じ

⑶ カンニングペーパー廻し けん責処分とし，当該科目履修期間における定期試験実施科目を無効とする。

⑷ カンニングペーパーの使用 第 号に同じ

⑸ 当該試験に関する事項の書込み（所持品・電子機器・身体・机・壁等） 第 号に同じ

⑹ 答案を写す（見た者・見せた者） 第 号に同じ

⑺ 言語・動作・電子機器等により連絡する行為（連絡した者・連絡を受けた者） 第 号に同じ

⑻ 使用が許可されていない参考書・電子機器その他の物品の使用 第 号に同じ

⑼ 他人の学生証を利用した受験（貸した者・借りた者） 第 号に同じ

⑽ 偽名又は氏名抹消 第 号に同じ

⑾ 故意による無記名 第 号に同じ

⑿ 答案不提出 第 号に同じ

⒀ 使用が許可された参考書等の貸借（貸した者・借りた者） けん責処分とし，当該受験科目を無効とする。

⒁ その他試験監督者及び試験委員が不正行為と認めた場合 第 号から第 号に準じて処分する。

学部長は，前項の処分について速やかに学長及び教授会に報告しなければならない。

第 条 前条により処分を受けた者が，再度不正行為をした場合は，前条の規定にかかわらず教授会の議を経て カ月以上 年以下の停学とし，当該不正行為が行

われた学期における定期試 験実施科目を無効とする。

第 条 試験終了後に不正行為が発覚した場合においても，第 条及び第 条により処分する。

第 条 処分の起算日は，処分決定日とする。

第 条 不正行為者の氏名及び処分は，速やかに掲示し，本人及び保証人に通知する。

第 条 処分事項は，学籍簿に記載するものとする。

第 条 不正行為者が本学奨学生制度による奨学生であるときは，直ちにその資格を失う。

第 条 停学処分中の者は，当該学部長の指導に従わなければならない。

第 条 この規程に関する事務は，教務部教務課の所管とする。

第 条 この規程の改廃は，教授会の議を経て学長が行う。

附 則

この規程は，令和６年４月１日から施行する。
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１１．．時時間間割割のの見見方方ににつついいてて

（１）生田キャンパスにおける教室番号について

～ 号館 （例） 号教室（ 号館 階の 号教室）

号館 （例） 号教室（ 号館 階の 号教室）

※教室番号が、号館や階数等を表しています。

※以下の教室の場所は次のとおりです。

（２）配当年次

「配当年次」欄は、以下の表の通り異なるカリキュラムで区分されています。

履修登録の際には、自分の学科、入学年度欄に記載されている配当年次を確認したうえで登録してください（表記

されている数字は学年を表しています）。

配当年次表記で不明な点がありましたら、教務課窓口で確認してください。

（３）クラス区分・コース配当・プログラム科目について

①①ククララスス区区分分・・学学籍籍番番号号区区分分

科目によっては、履修する授業（期間・曜日・時限）が、クラスや学籍番号で区分されている場合があります。

詳細は備考欄に記載がありますので、その指示に従って履修してください。

②②ココーースス配配当当

経済学科では、 年次からコースに所属します。所属コースごとに履修できる科目が異なります。特に注意が必要

な科目は備考欄に記載がありますのでその指示に従って履修してください。

③③ププロロググララムム科科目目

現代経済学科は 年次より、生活環境経済学科は 年次より、それぞれの学科に設定された つのプログラムか

ら つを選択し、選択したプログラムの指定された科目・単位数を修得することで、「プログラム」の修了が認定

されます。

プログラムの修了要件については、各学科の「プログラム科目一覧」を参照してください。

２２．．時時間間割割ににつついいてて

年度の時間割については、

以下のＷｅｂページ（ＱＲコード）でも閲覧できます。

【 】

教室 場所 教室 場所

、

！
号館地下 階 ゼミ ～ 号室 号館 階

号館 階 ゼミ ～ 号室 号館 階

ゼミ ～ 号室 号館 階 考古学実習室 号館地下 階

ゼミ ～ 号室 号館 階 教室 ～ 号館地下 階

ゼミ ・ 号室、

書道室
号館 階

端末室 ～ 、

共同実習室 ・
号館 階
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
前 月１ データ分析入門 宇佐美　嘉弘 前)スタジオ２１１
後 月１ データ分析入門 伊藤　尚枝 後)１０２０９教室
前 月１ 情報入門１ 岡戸　順一 前)９６７教室
前 月１ 情報入門１ 黒崎　茂樹 前)９６５教室
後 月１ 情報入門２ 岡戸　順一 後)９６７教室
後 月１ 情報入門２ 黒崎　茂樹 後)９６５教室
前 月１ あなたと自然科学 松本　幸三 前)１０１０１教室 １１組～１６組
前 月１ あなたと自然科学 時田　賢一 前)１０２０３教室 １７組～２２組
後 月１ あなたと自然科学 高部　由季 後)５２８教室 ２３組～２８組
後 月１ あなたと自然科学 大月　祥子 後)１０２０３教室 ２９組～３４組
前 月１ 化学２ａ 阿藤　正道 前)７１２教室
前 月１ 化学２０１ 阿藤　正道 前)７１２教室
後 月１ 化学２ｂ 阿藤　正道 後)４２８教室
後 月１ 化学２０２ 阿藤　正道 後)４２８教室
前 月１ 数理科学１ａ 小野　雅隆 前)７０１教室
前 月１ 数理科学１０１ 小野　雅隆 前)７０１教室
後 月１ 数理科学１ｂ 小野　雅隆 後)１１７教室
後 月１ 数理科学１０２ 小野　雅隆 後)１１７教室
前 月１ ハインズ，マーティン　Ｋ． 前)１０３０５教室
後 月１ ハインズ，マーティン　Ｋ． 後)１０２０８教室
前 月１ ウ，ニコラス　Ｓ． 前)１０２１１教室
後 月１ ウ，ニコラス　Ｓ． 後)１０２０７教室
前 月１ 日本語口頭表現１ 坂田　睦深 前)９７２教室 留学生カリキュラム
後 月１ 日本語口頭表現２ 坂田　睦深 後)７２２教室 留学生カリキュラム
前 月１ 世界の言語と文化（中国語） 森　瑞枝 前)８２２教室
後 月１ ミクロ経済学入門 石原　秀彦 後)１０２０１教室 １７組～２２組
前 月１ マクロ経済学入門 山田　節夫 前)９７５教室 再履修者用
後 月１ 中堅企業論 遠山　浩 後)１０１０１教室
後 月１ 中堅企業論１ 遠山　浩 後)１０１０１教室
前 月１ ベンチャー企業論 遠山　浩 前)１０１０２教室
前 月１ 中堅企業論２ 遠山　浩 前)１０１０２教室
前 月１ 経済発展論１ 田中　章喜 前)１０２０１教室
後 月１ 経済発展論２ 田中　章喜 後)１０２０２教室
前 月１ 経済時事英語 内川　秀二 前)１０３１２教室
後 月１ 国際コミュニケーション１ ライアン，ケビン 後)１０３０８教室
前 月１ 国際コミュニケーション１ ライアン，ケビン 前)１０３０８教室
後 月１ 経済時事英語 内川　秀二 後)１０３０７教室
前 月１ 経済法１ 大槻　文俊 前)８２１教室
後 月１ 経済法２ 大槻　文俊 後)９７５教室
前 月１ 特殊講義（応用ゲーム理論） 森田　公之 前)１０３０４教室
後 月１ 特殊講義（行動経済学の理論） 森田　公之 後)１０３０４教室
後 月１ 教育実習１（社会・地歴・公民） 齋藤　博志 後)４２３教室
前 月１ 教育実習２（社会・地歴・公民） 齋藤　博志 前)４２３教室
前 月１ 教育実習３（社会・地歴・公民） 齋藤　博志 前)４２３教室
後 月１ 教育実習３（社会） 齋藤　博志 後)４２３教室
前 月２ 情報入門１ 黒崎　茂樹 前)９６５教室
前 月２ 情報入門１ 岡戸　順一 前)９６７教室
前 月２ 情報入門１ 片岡　寛子 前)９６２教室
前 月２ 情報入門１ 開　和生 前)９６６教室
前 月２ 情報入門１ 森　一将 前)９６８教室
後 月２ 情報入門２ 黒崎　茂樹 後)９６５教室
後 月２ 情報入門２ 岡戸　順一 後)９６７教室
後 月２ 情報入門２ 片岡　寛子 後)９６２教室
後 月２ 情報入門２ 開　和生 後)９６６教室
後 月２ 情報入門２ 森　一将 後)９６８教室
前 月２ 世界の文学 梶　重樹 前)１１８教室
前 月２ 世界の文学を読む 梶　重樹 前)１１８教室
後 月２ 文学と現代世界 梶　重樹 後)スタジオ２０２
後 月２ 越境する文学 梶　重樹 後)スタジオ２０２
後 月２ 基礎心理学入門 伊藤　忠弘 後)１３１教室
前 月２ 応用心理学入門 伊藤　忠弘 前)８１１教室
前 月２ 生物科学３ａ 時田　賢一 前)８２３教室
前 月２ 生物科学３０１ 時田　賢一 前)８２３教室
前 月２ 科学論１ｂ 大井　万紀人 前)１２２教室
前 月２ 科学論・科学史１０２ 大井　万紀人 前)１２２教室
後 月２ テーマ科目（持続的観光） 小林　昭裕 後)４２７教室
後 月２ テーマ科目２０５（持続的観光） 小林　昭裕 後)４２７教室
前 月２ 手島　敬子 前)８１２教室
前 月２ 手島　敬子 前)８１２教室
後 月２ 手島　敬子 後)８１３教室
後 月２ 手島　敬子 後)８１３教室
前 月２ 中村　政徳 前)９７８教室
前 月２ 中村　政徳 前)９７８教室
後 月２ 小林　正弘 後)９７５教室
後 月２ 小林　正弘 後)９７５教室
前 月２ 佐藤　弘明 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
後 月２ 佐藤　弘明 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 月２ 三角　成彦 前)７２１教室
後 月２ 三角　成彦 後)７１４教室
前 月２ 選択フランス語１ａ 鈴木　暁 前)ゼミ７５教室
前 月２ 選択フランス語１０１ａ 鈴木　暁 前)ゼミ７５教室
前 月２ フランス語初級１ａ（再） 鈴木　暁 前)ゼミ７５教室
前 月２ フランス語初級１０１ａ（再） 鈴木　暁 前)ゼミ７５教室
後 月２ 選択フランス語１ｂ 鈴木　暁 後)ゼミ９５Ｄ
後 月２ 選択フランス語１０１ｂ 鈴木　暁 後)ゼミ９５Ｄ
後 月２ フランス語初級１ｂ（再） 鈴木　暁 後)ゼミ９５Ｄ
後 月２ フランス語初級１０１ｂ（再） 鈴木　暁 後)ゼミ９５Ｄ
前 月２ ドイツ語中級１ａ 勅使川原　聖子 前)４２３教室
前 月２ ドイツ語中級２０１ａ 勅使川原　聖子 前)４２３教室
後 月２ ドイツ語中級１ｂ 勅使川原　聖子 後)２２３教室
後 月２ ドイツ語中級２０１ｂ 勅使川原　聖子 後)２２３教室
前 月２ フランス語中級１ａ 山口　俊洋 前)ゼミ１０１Ａ
前 月２ フランス語中級２０１ａ 山口　俊洋 前)ゼミ１０１Ａ
後 月２ フランス語中級１ｂ 山口　俊洋 後)ゼミ７７教室

備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室
※4月1日時点

期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

後 月２ フランス語中級２０１ｂ 山口　俊洋 後)ゼミ７７教室
前 月２ インドネシア語中級２ａ 小笠原　健二 前)ゼミ７２教室
前 月２ インドネシア語中級２０２ａ 小笠原　健二 前)ゼミ７２教室
後 月２ インドネシア語中級２ｂ 小笠原　健二 後)ゼミ７４教室
後 月２ インドネシア語中級２０２ｂ 小笠原　健二 後)ゼミ７４教室
前 月２ 言語文化研究（アメリカ） 大貫　良史 前)８２２教室
前 月２ 一般日本事情１ 中之内　夏美 前)ゼミ７１教室 留学生カリキュラム
後 月２ 一般日本事情２ 中之内　夏美 後)ゼミ７１教室 留学生カリキュラム
前 月２ 日本語音声理解１ 坂田　睦深 前)ゼミ７８教室 留学生カリキュラム
後 月２ 日本語音声理解２ 坂田　睦深 後)ゼミ９５Ｅ 留学生カリキュラム
前 月２ 日本語文章表現１ 山田　昭子 前)２２７教室 留学生カリキュラム
後 月２ 日本語文章表現２ 山田　昭子 後)４２２教室 留学生カリキュラム
前 月２ アドバンストスポーツ（バレーボール） 吉田　清司 前)アリーナ
後 月２ アドバンストスポーツ（バレーボール） 吉田　清司 後)アリーナ
前 月２ 近代経済学史１ 平瀬　友樹 前)５２６教室 オンライン
後 月２ 近代経済学史２ 平瀬　友樹 後)７０１教室 オンライン
前 月２ 日本経済論１ 櫻井　宏二郎 前)４２０教室
後 月２ 日本経済論２ 櫻井　宏二郎 後)４２０教室
前 月２ 企業経済学１ 森田　公之 前)１０２０１教室
後 月２ 企業経済学２ 森田　公之 後)５２８教室
前 月２ 地方財政論１ 中野　英夫 前)１０１０２教室
後 月２ 地方財政論２ 中野　英夫 後)１０３１３教室
前 月２ 応用マクロ経済学１ａ 山中　尚 前)７１２教室
後 月２ 応用マクロ経済学１ｂ 山中　尚 後)１０３０３教室
前 月２ 日本経済のあゆみ 永江　雅和 前)５２８教室
前 月２ 歴史と経済 永江　雅和 前)５２８教室
前 月２ 経済地理１ 長尾　謙吉 前)１１４教室
後 月２ 経済地理２ 長尾　謙吉 後)１１４教室
後 月２ 社会運動論２ 森　啓輔 後)１２４教室
前 月２ 日本経済史１ 谷ヶ城　秀吉 前)１３１教室
後 月２ 日本経済史２ 谷ヶ城　秀吉 後)１０２０３教室
前 月２ 国際経済論１ 津布久　将史 前)１３３教室
後 月２ 国際経済論２ 矢野　貴之 後)５２５教室
前 月２ 世界経済史１ 永島　剛 前)１０２０３教室
後 月２ 世界経済史２ 永島　剛 後)１０１０２教室
前 月２ 国際協力論１ 稲田　十一 前)１２１教室
後 月２ 国際協力論２ 稲田　十一 後)８１１教室
後 月２ 問題群研究特殊講義 津布久　将史 後)９７３教室
前 月２ 地球環境問題 泉　留維 前)８１４教室
後 月２ 民族と宗教 アルマンスール　アフマド 後)１０３０２教室
前 月２ 経済時事英語 内川　秀二 前)１０３１４教室
後 月２ 国際コミュニケーション１ 内川　秀二 後)８１２教室
前 月２ 経済時事英語 ライアン，ケビン 前)ゼミ９５Ｉ
後 月２ 国際コミュニケーション１ ライアン，ケビン 後)ゼミ９５Ｉ
前 月２ 経済時事英語 傅　凱儀 前)９７６教室
後 月２ 国際コミュニケーション１ 未　定 後)１０３０９教室
前 月２ 国際コミュニケーション１ アルマンスール　アフマド 前)９７７教室
後 月２ 経済時事英語 傅　凱儀 後)１０３０７教室
前 月２ 外国経済事情（英語） 田中　章喜 前)１０２０５教室
後 月２ 外国経済事情（英語） 田中　章喜 後)１０３０５教室
前 月２ 国際事情３（英語） 田中　章喜 前)１０２０５教室
後 月２ 国際事情３（英語） 田中　章喜 後)１０３０５教室
前 月２ 国際事情３（スペイン語） 砂山　充子 前)ゼミ９５Ｅ
後 月２ 国際事情３（スペイン語） 砂山　充子 後)ＣＡＬＬ教室Ｄ
前 月２ 労働法１ 長谷川　聡 前)４２７教室
後 月２ 労働法２ 長谷川　聡 後)９７７教室
前 月２ 生徒・進路指導論 小峰　直史 前)８２４教室
後 月２ 教育実習１（社会・地歴・公民） 福山　文子 後)１０２１２教室
前 月２ 教育実習２（社会・地歴・公民） 福山　文子 前)１０２１２教室
前 月２ 教育実習３（社会・地歴・公民） 福山　文子 前)１０２１２教室
後 月２ 教育実習３（社会） 福山　文子 後)１０２１２教室
後 月２ 図書館情報資源特論 中和　正彦 後)９７２教室
前 月３ 情報入門１ 黒崎　茂樹 前)９６５教室
前 月３ 情報入門１ 開　和生 前)９６６教室
前 月３ 情報入門１ 横井　利彰 前)９６７教室
後 月３ 情報入門２ 黒崎　茂樹 後)９６５教室
後 月３ 情報入門２ 開　和生 後)９６６教室
後 月３ 情報入門２ 横井　利彰 後)９６７教室
前 月３ 生物科学３ａ 時田　賢一 前)１０３０２教室
前 月３ 生物科学３０１ 時田　賢一 前)１０３０２教室
後 月３ 生物科学３ｂ 時田　賢一 後)１０２０５教室
後 月３ 生物科学３０２ 時田　賢一 後)１０２０５教室
前 月３ 宇宙地球科学２ａ 佐藤　暢 前)５２５教室
前 月３ 宇宙地球科学２０１ 佐藤　暢 前)５２５教室
後 月３ 宇宙地球科学２ｂ 佐藤　暢 後)１０２０３教室
後 月３ 宇宙地球科学２０２ 佐藤　暢 後)１０２０３教室
前 月３ 科学論２ａ 小林　昭裕 前)１２１教室
前 月３ 科学論・科学史２０１ 小林　昭裕 前)１２１教室
後 月３ 科学論２ｂ 小林　昭裕 後)９７９教室
後 月３ 科学論・科学史２０２ 小林　昭裕 後)９７９教室
後 月３ 新領域科目１（大学の歴史） 谷ヶ城　秀吉 後)１２５教室
後 月３ 新領域科目３０１（大学の歴史） 谷ヶ城　秀吉 後)１２５教室
前 月３ テーマ科目（生成言語学） 中村　政徳 前)８２１教室
前 月３ テーマ科目２０１（生成言語学） 中村　政徳 前)８２１教室
前 月３ ヒース，ダグラス　Ｒ． 前)ゼミ１０５Ｊ
後 月３ ヒース，ダグラス　Ｒ． 後)ゼミ１０１Ｄ
前 月３ 吉岡　愛子 前)１０３０６教室
後 月３ 吉岡　愛子 後)１０２０７教室
前 月３ 大月　敦子 前)７１３教室
後 月３ 大月　敦子 後)１０３１５教室
前 月３ カレン，ブライアン　Ｓ． 前)ゼミ１０１Ｆ
後 月３ カレン，ブライアン　Ｓ． 後)ゼミ１０１Ｆ
前 月３ ロシア語初級１ａ（再） 梶　重樹 前)ゼミ７７教室
前 月３ ロシア語初級１０１ａ（再） 梶　重樹 前)ゼミ７７教室
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後 月３ ロシア語初級１ｂ（再） 梶　重樹 後)ゼミ１０５Ｆ
後 月３ ロシア語初級１０１ｂ（再） 梶　重樹 後)ゼミ１０５Ｆ
前 月３ インドネシア語初級１ａ（再） 小笠原　健二 前)ゼミ９５Ｆ
前 月３ インドネシア語初級１０１ａ（再） 小笠原　健二 前)ゼミ９５Ｆ
後 月３ インドネシア語初級１ｂ（再） 小笠原　健二 後)ゼミ７７教室
後 月３ インドネシア語初級１０１ｂ（再） 小笠原　健二 後)ゼミ７７教室
前 月３ フランス語初級２ａ（再） 鈴木　暁 前)ゼミ７９教室
前 月３ フランス語初級１０２ａ（再） 鈴木　暁 前)ゼミ７９教室
後 月３ フランス語初級２ｂ（再） 鈴木　暁 後)ゼミ９５Ｄ
後 月３ フランス語初級１０２ｂ（再） 鈴木　暁 後)ゼミ９５Ｄ
前 月３ 選択中国語１ａ 永井　匠 前)７１４教室
前 月３ 選択中国語１０１ａ 永井　匠 前)７１４教室
前 月３ 中国語初級１ａ（再） 永井　匠 前)７１４教室
前 月３ 中国語初級１０１ａ（再） 永井　匠 前)７１４教室
後 月３ 選択中国語１ｂ 永井　匠 後)ゼミ１０１Ａ
後 月３ 選択中国語１０１ｂ 永井　匠 後)ゼミ１０１Ａ
後 月３ 中国語初級１ｂ（再） 永井　匠 後)ゼミ１０１Ａ
後 月３ 中国語初級１０１ｂ（再） 永井　匠 後)ゼミ１０１Ａ
前 月３ ドイツ語中級１ａ 藤由　順子 前)２２６教室
前 月３ ドイツ語中級２０１ａ 藤由　順子 前)２２６教室
後 月３ ドイツ語中級１ｂ 藤由　順子 後)ゼミ７３教室
後 月３ ドイツ語中級２０１ｂ 藤由　順子 後)ゼミ７３教室
前 月３ 日本語音声理解１ 王　伸子 前)ゼミ１０１Ｃ 留学生カリキュラム
後 月３ 日本語音声理解２ 王　伸子 後)ゼミ１０１Ｃ 留学生カリキュラム
前 月３ 日本語文章表現１ 中之内　夏美 前)ゼミ１０５Ｆ 留学生カリキュラム
後 月３ 日本語文章表現２ 中之内　夏美 後)ゼミ１０１Ｈ 留学生カリキュラム
前 月３ スポーツ論（人類とスポーツ） 佐竹　弘靖 前)４１０教室
前 月３ 人類とスポーツ 佐竹　弘靖 前)４１０教室
後 月３ スポーツ論（人類とスポーツ） 佐竹　弘靖 後)７０２教室
後 月３ 人類とスポーツ 佐竹　弘靖 後)７０２教室
前 月３ （再）スポーツリテラシー（卓球） 有山　逸平 前)卓球場Ｂ
後 月３ （再）スポーツリテラシー（卓球） 吉田　清司 後)卓球場Ｂ
後 月３ アドバンストスポーツ（サッカー） 有山　逸平 後)北グラウンド
前 月３ アドバンストスポーツ（バドミントン） 渡辺　英次 前)第一体育館
後 月３ アドバンストスポーツ（バドミントン） 渡辺　英次 後)第一体育館
前 月３ ゲーム理論１ 石原　秀彦 前)５２８教室
後 月３ ゲーム理論２ 石原　秀彦 後)８１１教室
前 月３ 金融論１ 山中　尚 前)１０３０３教室
後 月３ 金融論２ 山中　尚 後)９７２教室
前 月３ 進化経済学基礎 平瀬　友樹 前)１０２０３教室
後 月３ 進化経済学応用 平瀬　友樹 後)１０１０２教室
前 月３ 公共経済学１ 鈴木　将覚 前)７０１教室
後 月３ 公共経済学２ 鈴木　将覚 後)１０３１３教室
後 月３ 生活環境と経済 鈴木　奈穂美 後)１０１０１教室 ２３組～２６組
後 月３ 社会経済学入門 鈴木　奈穂美 後)１０１０１教室
後 月３ 生活環境と経済 森　啓輔 後)４１０教室 ２７組～３０組
後 月３ 社会経済学入門 森　啓輔 後)４１０教室
後 月３ 生活環境と経済 宮嵜　晃臣 後)１３２教室 ３１組～３４組
後 月３ 社会経済学入門 宮嵜　晃臣 後)１３２教室
後 月３ 企業と銀行 坂口　明義 後)５２８教室
後 月３ 資本主義発展の理論２ 坂口　明義 後)５２８教室
前 月３ マクロ経済学基礎 坂口　明義 前)１０２０１教室
前 月３ 環境経済論１ 泉　留維 前)１１４教室
後 月３ 環境経済論２ 泉　留維 後)１１４教室
後 月３ 社会保障論２ 畠中　亨 後)１０２０１教室
前 月３ 地域と経済史 永江　雅和 前)１３１教室 オンライン
前 月３ 現代日本経済史１ 永江　雅和 前)１３１教室 オンライン
後 月３ 環境と経済史 永江　雅和 後)１３１教室 オンライン
後 月３ 現代日本経済史２ 永江　雅和 後)１３１教室 オンライン
前 月３ 国際経済論１ 津布久　将史 前)１０１０２教室
後 月３ 国際経済論２ 矢野　貴之 後)５２５教室
前 月３ 国際労働経済論 岩佐　卓也 前)１０１０１教室
前 月３ ヨーロッパの経済１ 小西　杏奈 前)１０１０３教室
後 月３ 労使関係の国際比較 岩佐　卓也 後)７０１教室
後 月３ 経済統合論 小西　杏奈 後)８１２教室
前 月３ 経済時事英語 仲川　裕里 前)１０２１２教室
後 月３ 国際コミュニケーション１ 仲川　裕里 後)１０３０８教室
前 月３ 経済時事英語 内川　秀二 前)１０２１４教室
後 月３ 国際コミュニケーション１ アルマンスール　アフマド 後)５１１教室
前 月３ 国際コミュニケーション１ アルマンスール　アフマド 前)９７７教室
後 月３ 経済時事英語 内川　秀二 後)１０３０７教室
前 月３ ゼミナール３ 櫻井　宏二郎 前)ゼミ７４教室
後 月３ ゼミナール４ 櫻井　宏二郎 後)ゼミ１０５Ｓ
前 月３ ゼミナール５ 櫻井　宏二郎 前)ゼミ７４教室
後 月３ ゼミナール６ 櫻井　宏二郎 後)ゼミ１０５Ｓ
前 月３ ゼミナール１ 中西　泰夫 前)ゼミ７６教室
後 月３ ゼミナール２ 中西　泰夫 後)ゼミ７６教室
前 月３ ゼミナール５ 吉井　舜也 前)１０３１３教室
後 月３ ゼミナール６ 吉井　舜也 後)１０２０６教室
後 月３ ゼミナール４ 森　啓明 後)１０３０９教室
後 月３ ゼミナール６ 森　啓明 後)１０３０９教室
後 月３ 公教育制度論 福山　文子 後)スタジオ２１１
前 月３ 道徳の理論と指導法 福山　文子 前)５１１教室
後 月３ 情報資源組織演習１ 榎本　裕希子 後)８２４教室
前 月４ 情報入門１ 黒崎　茂樹 前)９６５教室
前 月４ 情報入門１ 横井　利彰 前)９６７教室
後 月４ 情報入門２ 黒崎　茂樹 後)９６５教室
後 月４ 情報入門２ 横井　利彰 後)９６７教室
前 月４ 歴史の視点 小川　道大 前)１３２教室
後 月４ 歴史と地域・民衆 小川　道大 後)１３１教室
後 月４ 哲学 金子　淳人 後)８１４教室
後 月４ 哲学入門 金子　淳人 後)８１４教室
前 月４ 倫理学 金子　淳人 前)１０１０１教室
前 月４ 倫理とは何か 金子　淳人 前)１０１０１教室
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前 月４ 情報社会 山下　清美 前)５２８教室
後 月４ 情報社会 山下　清美 後)４２０教室
前 月４ 教養テーマゼミナール１ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月４ 教養テーマゼミナール２ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月４ 教養テーマゼミナール３ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月４ 教養テーマゼミナールⅠ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月４ 教養テーマゼミナールⅡ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月４ 教養テーマゼミナールⅢ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月４ ヒース，ダグラス　Ｒ． 前)ゼミ１０５Ｊ
後 月４ ヒース，ダグラス　Ｒ． 後)ゼミ１０１Ｆ
前 月４ ドイツ語初級１ａ 山本　裕子 前)７２５教室
後 月４ ドイツ語初級１ｂ 山本　裕子 後)９７７教室
前 月４ ドイツ語初級１ａ 池谷　尚美 前)２２６教室
後 月４ ドイツ語初級１ｂ 池谷　尚美 後)ゼミ７５教室
前 月４ フランス語初級１ａ 根岸　知生 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
後 月４ フランス語初級１ｂ 根岸　知生 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 月４ フランス語初級１ａ 山口　俊洋 前)ゼミ１０５Ｔ
後 月４ フランス語初級１ｂ 山口　俊洋 後)４２７教室
前 月４ フランス語初級１ａ リフキ，ハフサ 前)７２２教室
後 月４ フランス語初級１ｂ リフキ，ハフサ 後)ゼミ１０５Ｅ
前 月４ 中国語初級１ａ 三澤　三知夫 前)４２９教室
後 月４ 中国語初級１ｂ 三澤　三知夫 後)７１４教室
前 月４ 中国語初級１ａ 三田村　圭子 前)９７５教室
後 月４ 中国語初級１ｂ 三田村　圭子 後)９７３教室
前 月４ 中国語初級１ａ 王　崇梁 前)９７６教室
後 月４ 中国語初級１ｂ 王　崇梁 後)４２９教室
前 月４ 中国語初級１ａ 蝦名　良亮 前)４２２教室
後 月４ 中国語初級１ｂ 蝦名　良亮 後)９７８教室
前 月４ スペイン語初級２ａ ラバスコ，ルイス 前)７２４教室
後 月４ スペイン語初級２ｂ ラバスコ，ルイス 後)７１３教室
前 月４ スペイン語初級１ａ 横藤田　稔泰 前)７１１教室
後 月４ スペイン語初級１ｂ 横藤田　稔泰 後)７２１教室
前 月４ スペイン語初級２ａ プリエト，ベロニカ 前)７１３教室
後 月４ スペイン語初級２ｂ プリエト，ベロニカ 後)８２２教室
前 月４ スペイン語初級１ａ 大貫　良史 前)７１４教室
後 月４ スペイン語初級１ｂ 大貫　良史 後)９７９教室
前 月４ インドネシア語初級１ａ 小笠原　健二 前)ゼミ７９教室
前 月４ インドネシア語初級１ａ（再） 小笠原　健二 前)ゼミ７９教室
前 月４ インドネシア語初級１０１ａ（再） 小笠原　健二 前)ゼミ７９教室
後 月４ インドネシア語初級１ｂ 小笠原　健二 後)ゼミ７４教室
後 月４ インドネシア語初級１ｂ（再） 小笠原　健二 後)ゼミ７４教室
後 月４ インドネシア語初級１０１ｂ（再） 小笠原　健二 後)ゼミ７４教室
前 月４ コリア語初級１ａ チョウ　ウンミ 前)９７１教室
後 月４ コリア語初級１ｂ チョウ　ウンミ 後)１０３１３教室
前 月４ コリア語初級１ａ 李　在鎬 前)９７３教室
後 月４ コリア語初級１ｂ 李　在鎬 後)９７２教室
前 月４ コリア語初級２ａ 北村　唯司 前)７２３教室
後 月４ コリア語初級２ｂ 北村　唯司 後)１２５教室
前 月４ ドイツ語初級２ａ（再） 勅使川原　聖子 前)ゼミ１０１Ａ
前 月４ ドイツ語初級１０２ａ（再） 勅使川原　聖子 前)ゼミ１０１Ａ
後 月４ ドイツ語初級２ｂ（再） 勅使川原　聖子 後)ゼミ７９教室
後 月４ ドイツ語初級１０２ｂ（再） 勅使川原　聖子 後)ゼミ７９教室
前 月４ フランス語初級２ｂ（再） 鈴木　暁 前)ゼミ７２教室
前 月４ フランス語初級１０２ｂ（再） 鈴木　暁 前)ゼミ７２教室
前 月４ 選択中国語１ａ 永井　匠 前)ゼミ７０教室
前 月４ 選択中国語１０１ａ 永井　匠 前)ゼミ７０教室
前 月４ 中国語初級１ａ（再） 永井　匠 前)ゼミ７０教室
前 月４ 中国語初級１０１ａ（再） 永井　匠 前)ゼミ７０教室
後 月４ 選択中国語１ｂ 永井　匠 後)４２６教室
後 月４ 選択中国語１０１ｂ 永井　匠 後)４２６教室
後 月４ 中国語初級１ｂ（再） 永井　匠 後)４２６教室
後 月４ 中国語初級１０１ｂ（再） 永井　匠 後)４２６教室
前 月４ ドイツ語中級２ａ 小出　昌弘 前)ゼミ７５教室
前 月４ ドイツ語中級２０２ａ 小出　昌弘 前)ゼミ７５教室
後 月４ ドイツ語中級２ｂ 小出　昌弘 後)８２３教室
後 月４ ドイツ語中級２０２ｂ 小出　昌弘 後)８２３教室
前 月４ 中国語中級２ａ 黄　イク 前)ゼミ９５Ａ
前 月４ 中国語中級２０２ａ 黄　イク 前)ゼミ９５Ａ
後 月４ 中国語中級２ｂ 黄　イク 後)４２８教室
後 月４ 中国語中級２０２ｂ 黄　イク 後)４２８教室
前 月４ 中国語上級１ａ 蒋　義喬 前)ゼミ１０５Ｘ
後 月４ 中国語上級１ｂ 蒋　義喬 後)ゼミ９５Ｃ
前 月４ 選択イタリア語１ａ カーズ　バーバラ 前)ゼミ９５Ｃ
前 月４ 選択イタリア語１０１ａ カーズ　バーバラ 前)ゼミ９５Ｃ
後 月４ 選択イタリア語１ｂ カーズ　バーバラ 後)ゼミ１０１Ｄ
後 月４ 選択イタリア語１０１ｂ カーズ　バーバラ 後)ゼミ１０１Ｄ
前 月４ 世界の言語と文化（ドイツ語） 藤由　順子 前)スタジオ２１１
後 月４ 世界の言語と文化（ドイツ語） 藤由　順子 後)７０１教室
後 月４ 世界の言語と文化（フランス語） 浦山　健太郎 後)１１４教室
前 月４ 世界の言語と文化（スペイン語） 早川　育 前)１０１０２教室
後 月４ 世界の言語と文化（スペイン語） 早川　育 後)１０２０２教室
前 月４ 言語文化研究（ヨーロッパ）１ 浦山　健太郎 前)１１４教室
前 月４ 日本語口頭表現１ 山下　治之 前)ゼミ１０１Ｄ 留学生カリキュラム
後 月４ 日本語口頭表現２ 山下　治之 後)ゼミ１０５Ｆ 留学生カリキュラム
前 月４ 日本語文章表現１ 中之内　夏美 前)ゼミ１０５Ｅ 留学生カリキュラム
後 月４ 日本語文章表現２ 中之内　夏美 後)ゼミ１０１Ｈ 留学生カリキュラム
前 月４ 中国語初級１ａ 冨田　絵美 前)７０２教室
後 月４ 中国語初級１ｂ 冨田　絵美 後)１２１教室
前 月４ コリア語初級１ａ 金　娜玄 前)１０２０４教室
後 月４ コリア語初級１ｂ 金　娜玄 後)１０２１２教室
前 月４ コリア語中級１ａ 魏　聖銓 前)１０３０２教室
前 月４ コリア語中級２０１ａ 魏　聖銓 前)１０３０２教室
後 月４ コリア語中級１ｂ 魏　聖銓 後)１１８教室
後 月４ コリア語中級２０１ｂ 魏　聖銓 後)１１８教室
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前 月４ コリア語初級２ａ 吉川　友丈 前)８２３教室
後 月４ コリア語初級２ｂ 吉川　友丈 後)１２３教室
前 月４ （再）スポーツリテラシー（バドミントン） 有山　逸平 前)第一体育館
後 月４ （再）スポーツウェルネス（ＰＦＣ） 有山　逸平 後)トレーニング室
前 月４ 金融システム論１ 坂口　明義 前)１０１０３教室
前 月４ 金融論１ 坂口　明義 前)１０１０３教室
後 月４ 金融システム論２ 坂口　明義 後)８１３教室
後 月４ 金融論２ 坂口　明義 後)８１３教室
後 月４ 発展途上国経済論 傅　凱儀 後)１０２０３教室
前 月４ アフリカの経済 傅　凱儀 前)１０２０３教室
前 月４ 海外特別研修１ 稲田　十一 前)ゼミ９５Ｆ
後 月４ 海外特別研修３ 稲田　十一 後)ゼミ１０１Ｃ
前 月４ 国際事情１（英語） 小西　杏奈 前)８１１教室
前 月４ 国際事情１（英語） 小西　杏奈 前)８１１教室
後 月４ 国際事情２（英語） 小西　杏奈 後)７２３教室
後 月４ 国際事情２（英語） 小西　杏奈 後)７２３教室
前 月４ 国際事情１（英語） 仲川　裕里 前)９７２教室
前 月４ 国際事情１（英語） 仲川　裕里 前)９７２教室
後 月４ 国際事情２（英語） 仲川　裕里 後)ゼミ７７教室
後 月４ 国際事情２（英語） 仲川　裕里 後)ゼミ７７教室
前 月４ 国際事情１（中国語） 速水　大 前)ゼミ９５Ｉ
前 月４ 国際事情１（中国語） 速水　大 前)ゼミ９５Ｉ
後 月４ 国際事情２（中国語） 速水　大 後)ゼミ７０教室
後 月４ 国際事情２（中国語） 速水　大 後)ゼミ７０教室
前 月４ 国際事情１（スペイン語） 砂山　充子 前)ゼミ９５Ｄ
前 月４ 国際事情１（スペイン語） 砂山　充子 前)ゼミ９５Ｄ
後 月４ 国際事情２（スペイン語） 砂山　充子 後)ゼミ９５Ｄ
後 月４ 国際事情２（スペイン語） 砂山　充子 後)ゼミ９５Ｄ
前 月４ 日本史１ 皆川　雅樹 前)１０３０３教室
後 月４ 日本史２ 皆川　雅樹 後)４２３教室
前 月４ 倫理学１ 佐藤　岳詩 前)４２０教室
後 月４ 倫理学２ 佐藤　岳詩 後)１０２０１教室
前 月４ 寄付講座（島根県からの寄付講座） 河藤　佳彦 前)１３１教室
前 月４ ゼミナール１ 石原　秀彦 前)ゼミ７７教室
後 月４ ゼミナール２ 石原　秀彦 後)ゼミ７１教室
前 月４ ゼミナール３ 石原　秀彦 前)ゼミ７７教室
後 月４ ゼミナール４ 石原　秀彦 後)ゼミ７１教室
前 月４ ゼミナール５ 石原　秀彦 前)ゼミ７７教室
後 月４ ゼミナール６ 石原　秀彦 後)ゼミ７１教室
前 月４ ゼミナール１ 岩佐　卓也 前)ゼミ９５Ｊ
後 月４ ゼミナール２ 岩佐　卓也 後)ゼミ９５Ｊ
前 月４ ゼミナール３ 岩佐　卓也 前)ゼミ９５Ｊ
後 月４ ゼミナール４ 岩佐　卓也 後)ゼミ９５Ｊ
前 月４ ゼミナール５ 岩佐　卓也 前)ゼミ９５Ｊ
後 月４ ゼミナール６ 岩佐　卓也 後)ゼミ９５Ｊ
前 月４ ゼミナール１ 小池　隆生 前)１０３１０教室
後 月４ ゼミナール２ 畠中　亨 後)１０２０９教室
前 月４ ゼミナール１ 櫻井　宏二郎 前)ゼミ７４教室
後 月４ ゼミナール２ 櫻井　宏二郎 後)ゼミ１０５Ｃ
前 月４ ゼミナール１ 鈴木　将覚 前)１０２１５教室
後 月４ ゼミナール２ 鈴木　将覚 後)１０２０７教室
前 月４ ゼミナール３ 鈴木　将覚 前)１０２１５教室
後 月４ ゼミナール４ 鈴木　将覚 後)１０２０７教室
前 月４ ゼミナール５ 鈴木　将覚 前)１０２１５教室
後 月４ ゼミナール６ 鈴木　将覚 後)１０２０７教室
前 月４ ゼミナール３ 田中　隆之 前)１０３１４教室
後 月４ ゼミナール４ 田中　隆之 後)１０３１５教室
前 月４ ゼミナール５ 田中　隆之 前)１０３１４教室
後 月４ ゼミナール６ 田中　隆之 後)１０３１５教室
前 月４ ゼミナール１ 遠山　浩 前)１０２１１教室
後 月４ ゼミナール２ 遠山　浩 後)１０３１０教室
前 月４ ゼミナール３ 遠山　浩 前)１０２１１教室
後 月４ ゼミナール４ 遠山　浩 後)１０３１０教室
前 月４ ゼミナール３ 中西　泰夫 前)ゼミ７６教室
後 月４ ゼミナール４ 中西　泰夫 後)ゼミ７６教室
前 月４ ゼミナール５ 中西　泰夫 前)ゼミ７６教室
後 月４ ゼミナール６ 中西　泰夫 後)ゼミ７６教室
前 月４ ゼミナール１ 吉井　舜也 前)１０３１３教室
後 月４ ゼミナール２ 吉井　舜也 後)１０２０６教室
前 月４ ゼミナール３ 吉井　舜也 前)１０３１３教室
後 月４ ゼミナール４ 吉井　舜也 後)１０２０６教室
後 月４ ゼミナール２ 森　啓明 後)１０３０９教室
前 月４ ゼミナール１ 森田　公之 前)ゼミ１０５Ｆ
後 月４ ゼミナール２ 森田　公之 後)ゼミ９５Ｆ
前 月４ ゼミナール３ 森田　公之 前)ゼミ１０５Ｆ
後 月４ ゼミナール４ 森田　公之 後)ゼミ９５Ｆ
前 月４ ゼミナール５ 森田　公之 前)ゼミ１０５Ｆ
後 月４ ゼミナール６ 森田　公之 後)ゼミ９５Ｆ
前 月４ ゼミナール１ 谷ヶ城　秀吉 前)１０２０６教室
後 月４ ゼミナール２ 谷ヶ城　秀吉 後)１０３０８教室
前 月４ ゼミナール３ 谷ヶ城　秀吉 前)１０２０６教室
後 月４ ゼミナール４ 谷ヶ城　秀吉 後)１０３０８教室
前 月４ ゼミナール１ 平瀬　友樹 前)ゼミ１０５Ｈ
後 月４ ゼミナール２ 平瀬　友樹 後)ゼミ１０５Ｈ
前 月４ ゼミナール３ 平瀬　友樹 前)ゼミ１０５Ｈ
後 月４ ゼミナール４ 平瀬　友樹 後)ゼミ１０５Ｈ
前 月４ ゼミナール５ 平瀬　友樹 前)ゼミ１０５Ｈ
後 月４ ゼミナール６ 平瀬　友樹 後)ゼミ１０５Ｈ
後 月４ 特別活動・総合的な学習の時間の指導法 長船　孝明 後)５２５教室
前 月４ 日本史ａ 皆川　雅樹 前)１０３０３教室
後 月４ 日本史ｂ 皆川　雅樹 後)４２３教室
前 月４ 倫理学ａ 佐藤　岳詩 前)４２０教室
後 月４ 倫理学ｂ 佐藤　岳詩 後)１０２０１教室
後 月４ 教職実践演習（中・高） 齋藤　博志 後)１０２１３教室
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後 月４ 情報資源組織演習２ 榎本　裕希子 後)８２４教室
前 月５ 生物科学３ａ 時田　賢一 前)７１４教室
前 月５ 生物科学３０１ 時田　賢一 前)７１４教室
前 月５ 教養テーマゼミナール１ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月５ 教養テーマゼミナール２ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月５ 教養テーマゼミナール３ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月５ 教養テーマゼミナールⅠ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月５ 教養テーマゼミナールⅡ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
前 月５ 教養テーマゼミナールⅢ 松本　幸三 前)ゼミ１０５Ｋ
通 月５ 教養テーマゼミナール１ 佐竹　弘靖 前)ゼミ９５Ｂ
通 月５ 教養テーマゼミナール１ 佐竹　弘靖 後)ゼミ９５Ｉ
通 月５ 教養テーマゼミナール２ 佐竹　弘靖 前)ゼミ９５Ｂ
通 月５ 教養テーマゼミナール２ 佐竹　弘靖 後)ゼミ９５Ｉ
通 月５ 教養テーマゼミナール３ 佐竹　弘靖 前)ゼミ９５Ｂ
通 月５ 教養テーマゼミナール３ 佐竹　弘靖 後)ゼミ９５Ｉ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅠ 佐竹　弘靖 前)ゼミ９５Ｂ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅠ 佐竹　弘靖 後)ゼミ９５Ｉ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅡ 佐竹　弘靖 前)ゼミ９５Ｂ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅡ 佐竹　弘靖 後)ゼミ９５Ｉ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅢ 佐竹　弘靖 前)ゼミ９５Ｂ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅢ 佐竹　弘靖 後)ゼミ９５Ｉ
通 月５ 教養テーマゼミナール１ 王　伸子 前)ゼミ１０５Ｆ
通 月５ 教養テーマゼミナール１ 王　伸子 後)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナール２ 王　伸子 前)ゼミ１０５Ｆ
通 月５ 教養テーマゼミナール２ 王　伸子 後)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナール３ 王　伸子 前)ゼミ１０５Ｆ
通 月５ 教養テーマゼミナール３ 王　伸子 後)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅠ 王　伸子 前)ゼミ１０５Ｆ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅠ 王　伸子 後)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅡ 王　伸子 前)ゼミ１０５Ｆ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅡ 王　伸子 後)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅢ 王　伸子 前)ゼミ１０５Ｆ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅢ 王　伸子 後)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナール１ 佐藤　暢 前)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナール１ 佐藤　暢 後)ゼミ９５Ｊ
通 月５ 教養テーマゼミナール２ 佐藤　暢 前)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナール２ 佐藤　暢 後)ゼミ９５Ｊ
通 月５ 教養テーマゼミナール３ 佐藤　暢 前)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナール３ 佐藤　暢 後)ゼミ９５Ｊ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅠ 佐藤　暢 前)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅠ 佐藤　暢 後)ゼミ９５Ｊ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅡ 佐藤　暢 前)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅡ 佐藤　暢 後)ゼミ９５Ｊ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅢ 佐藤　暢 前)ゼミ９５Ｅ
通 月５ 教養テーマゼミナールⅢ 佐藤　暢 後)ゼミ９５Ｊ
前 月５ ドイツ語初級１ａ 池谷　尚美 前)２２６教室
後 月５ ドイツ語初級１ｂ 池谷　尚美 後)９７３教室
前 月５ フランス語初級１ａ 浦山　健太郎 前)４２３教室
後 月５ フランス語初級１ｂ 浦山　健太郎 後)１０３１３教室
前 月５ 中国語初級１ａ 冨田　絵美 前)１０２１２教室
後 月５ 中国語初級１ｂ 冨田　絵美 後)１２１教室
前 月５ 中国語初級１ａ 王　崇梁 前)９７２教室
後 月５ 中国語初級１ｂ 王　崇梁 後)４２０教室
前 月５ 中国語初級１ａ 三田村　圭子 前)１０２０９教室
後 月５ 中国語初級１ｂ 三田村　圭子 後)７０１教室
前 月５ 中国語初級１ａ 永井　匠 前)７２１教室
後 月５ 中国語初級１ｂ 永井　匠 後)４１０教室
前 月５ 中国語初級１ａ 速水　大 前)８２２教室
後 月５ 中国語初級１ｂ 速水　大 後)７０２教室
前 月５ スペイン語初級１ａ 横藤田　稔泰 前)７２５教室
後 月５ スペイン語初級１ｂ 横藤田　稔泰 後)８１３教室
前 月５ スペイン語初級１ａ 大貫　良史 前)７１３教室
後 月５ スペイン語初級１ｂ 大貫　良史 後)９７８教室
前 月５ スペイン語初級２ａ 砂山　充子 前)９７６教室
後 月５ スペイン語初級２ｂ 砂山　充子 後)７２３教室
前 月５ ロシア語初級１ａ 梶　重樹 前)７０２教室
前 月５ ロシア語初級１ａ（再） 梶　重樹 前)７０２教室
前 月５ ロシア語初級１０１ａ（再） 梶　重樹 前)７０２教室
後 月５ ロシア語初級１ｂ 梶　重樹 後)１０３０２教室
後 月５ ロシア語初級１ｂ（再） 梶　重樹 後)１０３０２教室
後 月５ ロシア語初級１０１ｂ（再） 梶　重樹 後)１０３０２教室
前 月５ インドネシア語初級１ａ 小笠原　健二 前)１０２０８教室
前 月５ インドネシア語初級１ａ（再） 小笠原　健二 前)１０２０８教室
前 月５ インドネシア語初級１０１ａ（再） 小笠原　健二 前)１０２０８教室
後 月５ インドネシア語初級１ｂ 小笠原　健二 後)７２１教室
後 月５ インドネシア語初級１ｂ（再） 小笠原　健二 後)７２１教室
後 月５ インドネシア語初級１０１ｂ（再） 小笠原　健二 後)７２１教室
前 月５ コリア語初級１ａ 金　娜玄 前)８１１教室
後 月５ コリア語初級１ｂ 金　娜玄 後)９７４教室
前 月５ コリア語初級２ａ 吉川　友丈 前)７０１教室
後 月５ コリア語初級２ｂ 吉川　友丈 後)９７１教室
前 月５ コリア語初級２ａ 北村　唯司 前)７１２教室
後 月５ コリア語初級２ｂ 北村　唯司 後)１２５教室
前 月５ 選択ドイツ語１ａ 小出　昌弘 前)ゼミ７５教室
前 月５ 選択ドイツ語１０１ａ 小出　昌弘 前)ゼミ７５教室
前 月５ ドイツ語初級１ａ（再） 小出　昌弘 前)ゼミ７５教室
前 月５ ドイツ語初級１０１ａ（再） 小出　昌弘 前)ゼミ７５教室
後 月５ 選択ドイツ語１ｂ 小出　昌弘 後)８２３教室
後 月５ 選択ドイツ語１０１ｂ 小出　昌弘 後)８２３教室
後 月５ ドイツ語初級１ｂ（再） 小出　昌弘 後)８２３教室
後 月５ ドイツ語初級１０１ｂ（再） 小出　昌弘 後)８２３教室
前 月５ コリア語初級２ａ（再） 魏　聖銓 前)１０３０２教室
前 月５ コリア語初級１０２ａ（再） 魏　聖銓 前)１０３０２教室
後 月５ コリア語初級２ｂ（再） 魏　聖銓 後)１０３０６教室
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後 月５ コリア語初級１０２ｂ（再） 魏　聖銓 後)１０３０６教室
前 月５ スペイン語中級１ａ ラバスコ，ルイス 前)ゼミ７０教室
前 月５ スペイン語中級２０１ａ ラバスコ，ルイス 前)ゼミ７０教室
後 月５ スペイン語中級１ｂ ラバスコ，ルイス 後)１０３０９教室
後 月５ スペイン語中級２０１ｂ ラバスコ，ルイス 後)１０３０９教室
前 月５ 日本語口頭表現１ 山下　治之 前)７２２教室 留学生カリキュラム
後 月５ 日本語口頭表現２ 山下　治之 後)１０２１３教室 留学生カリキュラム
前 月５ フランス語初級１ａ 根岸　知生 前)７１１教室
後 月５ フランス語初級１ｂ 根岸　知生 後)９７６教室
前 月５ 中国語初級１ａ 蝦名　良亮 前)９７４教室
後 月５ 中国語初級１ｂ 蝦名　良亮 後)７１１教室
前 月５ コリア語初級１ａ チョウ　ウンミ 前)９７１教室
後 月５ コリア語初級１ｂ チョウ　ウンミ 後)１０２１２教室
後 月５ 言語文化研究（ヨーロッパ）２ カーズ　バーバラ 後)７２４教室
後 月５ ミクロ経済学 高原　豪 後)１０３１４教室
前 月５ 国際事情１（ドイツ語） 山本　裕子 前)ゼミ７４教室
前 月５ 国際事情１（ドイツ語） 山本　裕子 前)ゼミ７４教室
後 月５ 国際事情２（ドイツ語） 山本　裕子 後)ゼミ９５Ｄ
後 月５ 国際事情２（ドイツ語） 山本　裕子 後)ゼミ９５Ｄ
前 月５ 人文地理学概論２ 江崎　雄治 前)４２０教室
前 月５ 法律学１ 加藤　雄三 前)９７７教室
後 月５ 法律学２ 加藤　雄三 後)９７７教室
前 月５ ゼミナール１ 稲田　十一 前)１０３０７教室
後 月５ ゼミナール２ 稲田　十一 後)１０３０７教室
前 月５ ゼミナール３ 稲田　十一 前)１０３０７教室
後 月５ ゼミナール４ 稲田　十一 後)１０３０７教室
前 月５ ゼミナール３ 小池　隆生 前)１０３１０教室
後 月５ ゼミナール４ 畠中　亨 後)１０２０９教室
前 月５ ゼミナール５ 小池　隆生 前)１０３１０教室
後 月５ ゼミナール６ 畠中　亨 後)１０２０９教室
前 月５ ゼミナール１ 田中　隆之 前)１０３１４教室
後 月５ ゼミナール２ 田中　隆之 後)１０３１５教室
前 月５ ゼミナール５ 遠山　浩 前)１０２１１教室
後 月５ ゼミナール６ 遠山　浩 後)１０３１０教室
前 月５ ゼミナール５ 谷ヶ城　秀吉 前)１０２０６教室
後 月５ ゼミナール６ 谷ヶ城　秀吉 後)１０３０８教室
前 月５ 人文地理学概論ｂ 江崎　雄治 前)４２０教室
前 月５ 法律学ａ 加藤　雄三 前)９７７教室
後 月５ 法律学ｂ 加藤　雄三 後)９７７教室
後 月５ 道徳の理論と指導法 福山　文子 後)８２１教室
前 月６ コリア語初級１ｂ（再） 北村　唯司 前)８１１教室
前 月６ コリア語初級１０１ｂ（再） 北村　唯司 前)８１１教室
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 石原　秀彦 前)１０２１０教室 １１組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 金　榮愨 前)１０２１１教室 １２組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 古賀　麻衣子 前)１０２１２教室 １３組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 奴田原　健悟 前)１０３０５教室 １４組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 河藤　佳彦 前)１０３１１教室 １５組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 森田　公之 前)１０２０６教室 １６組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 清水　真志 前)１０２０７教室 ２３組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 長尾　謙吉 前)ゼミ１０５Ｓ ２４組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 宮嵜　晃臣 前)１０３１２教室 ２５組
前 火１ 専修大学入門ゼミナール 森原　康仁 前)ゼミ７６教室 ２６組
後 火１ 経済基礎演習 中野　英夫 後)１０３１４教室 １１組・１２組
後 火１ 経済基礎演習 遠山　浩 後)１０３１５教室 １３組・１４組
後 火１ 経済基礎演習 河藤　佳彦 後)１０３１３教室 １５組・１６組
後 火１ 経済データ入門演習 栗原　耕平 後)９６５教室 いずれかの曜日時限に自動登録

後 火１ 経済データ入門演習 森　啓輔 後)９６４教室 いずれかの曜日時限に自動登録

後 火１ 経済データ入門演習 長尾　謙吉 後)９６６教室 いずれかの曜日時限に自動登録

前 火１ 情報入門１ 新保　好美 前)９６７教室
後 火１ 情報入門２ 新保　好美 後)９６７教室
前 火１ 応用心理学入門 岡村　陽子 前)８１４教室
前 火１ 政治学入門 伊藤　香苗 前)５２８教室
後 火１ 政治の世界 伊藤　香苗 後)１１４教室
後 火１ はじめての経営 蔡　イン錫 後)１０３０１教室 オンライン
前 火１ はじめての経営 間嶋　崇 前)１０２０３教室
前 火１ 数理科学１ａ 小野　雅隆 前)８１１教室
前 火１ 数理科学１０１ 小野　雅隆 前)８１１教室
後 火１ 数理科学１ｂ 小野　雅隆 後)８２３教室
後 火１ 数理科学１０２ 小野　雅隆 後)８２３教室
前 火１ 数理科学３ａ 栗田　絵梨 前)１２４教室
前 火１ 数理科学３０１ 栗田　絵梨 前)１２４教室
後 火１ 数理科学３ｂ 栗田　絵梨 後)８２１教室
後 火１ 数理科学３０２ 栗田　絵梨 後)８２１教室
前 火１ 科学論１ａ 大井　万紀人 前)８２２教室
前 火１ 科学論・科学史１０１ 大井　万紀人 前)８２２教室
後 火１ 科学論１ｂ 大井　万紀人 後)８１１教室
後 火１ 科学論・科学史１０２ 大井　万紀人 後)８１１教室
前 火１ テーマ科目（ティーン文化） 中垣　恒太郎 前)１３２教室
前 火１ テーマ科目２０２（ティーン文化） 中垣　恒太郎 前)１３２教室
後 火１ テーマ科目（思春期文化論） 中垣　恒太郎 後)１０２０３教室
後 火１ テーマ科目２０２（思春期文化論） 中垣　恒太郎 後)１０２０３教室
通 火１ 教養テーマゼミナール１ 渡辺　英次 前)ゼミ１０５Ｆ
通 火１ 教養テーマゼミナール１ 渡辺　英次 後)ゼミ１０５Ｅ
通 火１ 教養テーマゼミナール２ 渡辺　英次 前)ゼミ１０５Ｆ
通 火１ 教養テーマゼミナール２ 渡辺　英次 後)ゼミ１０５Ｅ
通 火１ 教養テーマゼミナール３ 渡辺　英次 前)ゼミ１０５Ｆ
通 火１ 教養テーマゼミナール３ 渡辺　英次 後)ゼミ１０５Ｅ
通 火１ 教養テーマゼミナールⅠ 渡辺　英次 前)ゼミ１０５Ｆ
通 火１ 教養テーマゼミナールⅠ 渡辺　英次 後)ゼミ１０５Ｅ
通 火１ 教養テーマゼミナールⅡ 渡辺　英次 前)ゼミ１０５Ｆ
通 火１ 教養テーマゼミナールⅡ 渡辺　英次 後)ゼミ１０５Ｅ
通 火１ 教養テーマゼミナールⅢ 渡辺　英次 前)ゼミ１０５Ｆ
通 火１ 教養テーマゼミナールⅢ 渡辺　英次 後)ゼミ１０５Ｅ
前 火１ 神白　哲史 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
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後 火１ 神白　哲史 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 火１ サマービル，ジェイソン 前)９７２教室
後 火１ サマービル，ジェイソン 後)９７５教室
前 火１ ドイツ語上級１ａ 岡村　りら 前)１０２１４教室 オンライン
後 火１ ドイツ語上級１ｂ 岡村　りら 後)ゼミ９５Ａ オンライン
前 火１ 日本語文章表現１ 山田　昭子 前)１０２０５教室 留学生カリキュラム
後 火１ 日本語文章表現２ 山田　昭子 後)４２８教室 留学生カリキュラム
前 火１ 経済数学基礎 鈴木　将覚 前)１０１０３教室
前 火１ 経済数学基礎 鈴木　将覚 前)１０１０３教室
前 火１ 経済数学基礎 真殿　誠志 前)８１３教室
前 火１ 経済数学基礎 真殿　誠志 前)８１３教室
後 火１ 統計学基礎 真殿　誠志 後)１０１０２教室
後 火１ 統計学基礎 真殿　誠志 後)１０１０２教室
後 火１ 統計学基礎 山田　節夫 後)８１３教室
後 火１ 統計学基礎 山田　節夫 後)８１３教室
前 火１ ミクロ経済学１ 中西　泰夫 前)１０１０２教室
後 火１ ミクロ経済学２ 中西　泰夫 後)１０１０１教室
後 火１ 応用ミクロ経済学Ｂ 森　啓明 後)１０１０３教室
前 火１ 資本主義発展の理論１ 田中　章喜 前)１０３１４教室
後 火１ 資本主義発展の理論２ 田中　章喜 後)１０３１１教室
前 火１ ミクロ経済学基礎 山田　節夫 前)７０２教室
前 火１ 経済原論基礎 西部　忠 前)１０１０１教室
前 火１ 経済原論基礎 西部　忠 前)１０１０１教室
後 火１ 経済原論 西部　忠 後)１０２１５教室
前 火１ ミクロ経済学基礎 高原　豪 前)１０２０１教室
前 火１ ミクロ経済学基礎 高原　豪 前)１０２０１教室
後 火１ マクロ経済学基礎 高原　豪 後)５２８教室
後 火１ マクロ経済学基礎 高原　豪 後)５２８教室
前 火１ 飯沼　健子 前)１０３０９教室
前 火１ 永島　剛 前)１０２０９教室
前 火１ 塙　武郎 前)１０３０３教室
後 火１ 飯沼　健子 後)１０３０８教室
後 火１ 永島　剛 後)１０３０４教室
後 火１ 塙　武郎 後)１０３０２教室
前 火１ 人文地理学概論１ 松尾　容孝 前)４２０教室
前 火１ 特殊講義 杉橋　やよい 前)７１３教室
前 火１ ゼミナール５ 稲田　十一 前)１０３１０教室
後 火１ ゼミナール６ 稲田　十一 後)１０２０５教室
前 火１ 教職入門 肝付　俊朗 前)シアター２０１
前 火１ 人文地理学概論ａ 松尾　容孝 前)４２０教室
後 火１ 教育実習１（社会・地歴・公民） 宮崎　三喜男 後)１０３０７教室
前 火１ 教育実習２（社会・地歴・公民） 宮崎　三喜男 前)１０３０７教室
前 火１ 教育実習３（社会・地歴・公民） 宮崎　三喜男 前)１０３０７教室
後 火１ 教育実習３（社会） 宮崎　三喜男 後)１０３０７教室
後 火１ 教職実践演習（中・高） 肝付　俊朗 後)４２６教室
前 火１ アジア文化史ａ 志賀　美和子 前)４２６教室
後 火１ アジア文化史ｂ 志賀　美和子 後)７０２教室
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 稲田　十一 前)１０３０７教室 １組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 大橋　英夫 前)１０３０８教室 ２組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 小川　健 前)７２３教室 ３組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 野部　公一 前)４２８教室 ４組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 小西　杏奈 前)１０２０９教室 ５組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 永島　剛 前)１０２０６教室 ６組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 飯沼　健子 前)１０２０５教室 ７組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 泉　留維 前)２２２教室 ８組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 塙　武郎 前)ゼミ７３教室 ９組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 岩佐　卓也 前)１０２１５教室 １０組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 稲葉　大 前)１０３１０教室 １７組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 中村　吉明 前)１０２０４教室 １８組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 高原　豪 前)１０２０７教室 １９組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 櫻井　宏二郎 前)ゼミ７２教室 ２０組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 森　啓明 前)ゼミ１０５Ｓ ２１組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 山中　尚 前)ゼミ７４教室 ２２組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 鈴木　奈穂美 前)ゼミ７９教室 ２７組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 永江　雅和 前)ゼミ７５教室 ２８組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 杉橋　やよい 前)７１４教室 ２９組
前 火２ 専修大学入門ゼミナール 宮嵜　晃臣 前)１０３１２教室 ３０組
後 火２ 経済基礎演習 奴田原　健悟 後)１０３０４教室 １７組・１８組
後 火２ 経済基礎演習 中村　吉明 後)１０３１４教室 １９組・２０組
後 火２ 経済基礎演習 森田　公之 後)１０２１１教室 ２１組・２２組
後 火２ 経済データ入門演習 森原　康仁 後)９６５教室 いずれかの曜日時限に自動登録

後 火２ 経済データ入門演習 杉橋　やよい 後)９６６教室 いずれかの曜日時限に自動登録

後 火２ 経済データ入門演習 森　啓輔 後)９６４教室 いずれかの曜日時限に自動登録

前 火２ 情報入門１ 新保　好美 前)９６７教室
後 火２ 情報入門２ 新保　好美 後)９６７教室
前 火２ 哲学 佐藤　雅男 前)８２１教室
前 火２ 哲学入門 佐藤　雅男 前)８２１教室
後 火２ 哲学 佐藤　雅男 後)７０１教室
後 火２ 哲学入門 佐藤　雅男 後)７０１教室
前 火２ 現代の社会学 藤原　法子 前)９７６教室
後 火２ 自然科学実験演習１ 山本　真紀 後)自然科学実験室１
後 火２ 生物科学３ｂ 西　孝子 後)８２２教室
後 火２ 生物科学３０２ 西　孝子 後)８２２教室
前 火２ 数理科学３ａ 栗田　絵梨 前)９７７教室
前 火２ 数理科学３０１ 栗田　絵梨 前)９７７教室
後 火２ 数理科学３ｂ 栗田　絵梨 後)８１３教室
後 火２ 数理科学３０２ 栗田　絵梨 後)８１３教室
後 火２ 科学論１ａ 大井　万紀人 後)９７９教室
後 火２ 科学論・科学史１０１ 大井　万紀人 後)９７９教室
前 火２ 科学論１ｂ 大井　万紀人 前)９７４教室
前 火２ 科学論・科学史１０２ 大井　万紀人 前)９７４教室
前 火２ キャリア科目１（キャリア開発） 須東　朋広 前)８１４教室
前 火２ 新領域科目３０３（キャリア開発） 須東　朋広 前)８１４教室
後 火２ キャリア科目１（キャリア開発） 須東　朋広 後)５１１教室
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後 火２ 新領域科目３０３（キャリア開発） 須東　朋広 後)５１１教室
前 火２ 学際科目９（アニメーション） 米村　みゆき 前)５２３教室 オンライン
前 火２ 学際科目１０９（アニメーション） 米村　みゆき 前)５２３教室 オンライン
後 火２ 学際科目９（アニメーション） 米村　みゆき 後)５２３教室 オンライン
後 火２ 学際科目１０９（アニメーション） 米村　みゆき 後)５２３教室 オンライン
前 火２ テーマ科目（ノートテイク） 神山　みや子 前)９７５教室
前 火２ テーマ科目２０７（ノートテイク） 神山　みや子 前)９７５教室
後 火２ テーマ科目（ノートテイク） 神山　みや子 後)７２４教室
後 火２ テーマ科目２０７（ノートテイク） 神山　みや子 後)７２４教室
通 火２ 教養テーマゼミナール１ 吉田　清司 前)ゼミ９５Ａ
通 火２ 教養テーマゼミナール１ 吉田　清司 後)ゼミ９５Ｃ
通 火２ 教養テーマゼミナール２ 吉田　清司 前)ゼミ９５Ａ
通 火２ 教養テーマゼミナール２ 吉田　清司 後)ゼミ９５Ｃ
通 火２ 教養テーマゼミナール３ 吉田　清司 前)ゼミ９５Ａ
通 火２ 教養テーマゼミナール３ 吉田　清司 後)ゼミ９５Ｃ
通 火２ 教養テーマゼミナールⅠ 吉田　清司 前)ゼミ９５Ａ
通 火２ 教養テーマゼミナールⅠ 吉田　清司 後)ゼミ９５Ｃ
通 火２ 教養テーマゼミナールⅡ 吉田　清司 前)ゼミ９５Ａ
通 火２ 教養テーマゼミナールⅡ 吉田　清司 後)ゼミ９５Ｃ
通 火２ 教養テーマゼミナールⅢ 吉田　清司 前)ゼミ９５Ａ
通 火２ 教養テーマゼミナールⅢ 吉田　清司 後)ゼミ９５Ｃ
前 火２ サマービル，ジェイソン 前)９７８教室
後 火２ サマービル，ジェイソン 後)９７５教室
前 火２ 神白　哲史 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
後 火２ 神白　哲史 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 火２ 藤田　眞理子 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 火２ 藤田　眞理子 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 火２ フランス語初級２ａ（再） 根岸　知生 前)ゼミ９５Ｄ
前 火２ フランス語初級１０２ａ（再） 根岸　知生 前)ゼミ９５Ｄ
後 火２ フランス語初級２ｂ（再） 根岸　知生 後)ゼミ１０１Ｃ
後 火２ フランス語初級１０２ｂ（再） 根岸　知生 後)ゼミ１０１Ｃ
前 火２ スペイン語上級１ａ 砂山　充子 前)ゼミ１０５Ｕ
後 火２ スペイン語上級１ｂ 砂山　充子 後)ゼミ１０５Ｄ
後 火２ 世界の言語と文化（中国語） 土屋　昌明 後)１２１教室
前 火２ 日本語文章理解１ 山田　昭子 前)ゼミ１０５Ｄ 留学生カリキュラム
後 火２ 日本語文章理解２ 山田　昭子 後)ゼミ９５Ｂ 留学生カリキュラム
前 火２ 日本語口頭表現１ 孔　令玉 前)ゼミ９５Ｉ 留学生カリキュラム
後 火２ 日本語口頭表現２ 孔　令玉 後)１０３０５教室 留学生カリキュラム
後 火２ スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 飯田　義明 後)１０１０３教室
後 火２ スポーツと発育発達 飯田　義明 後)１０１０３教室
前 火２ スポーツ論（トレーニング科学） 佐藤　雅幸 前)１２４教室
前 火２ トレーニング科学 佐藤　雅幸 前)１２４教室
前 火２ スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 飯田　義明 前)１０１０３教室
前 火２ スポーツと発育発達 飯田　義明 前)１０１０３教室
前 火２ ミクロ経済学入門 中西　泰夫 前)８２３教室 再履修者用
前 火２ 経済数学基礎 金　榮愨 前)８１２教室
前 火２ 経済数学基礎 金　榮愨 前)８１２教室
前 火２ 経済数学基礎 鈴木　将覚 前)７０２教室
前 火２ 経済数学基礎 鈴木　将覚 前)７０２教室
後 火２ 統計学基礎 中西　泰夫 後)８１４教室
後 火２ 統計学基礎 中西　泰夫 後)８１４教室
後 火２ 統計学基礎 森　啓明 後)１０１０２教室
後 火２ 統計学基礎 森　啓明 後)１０１０２教室
前 火２ 経済数学１ 陳　ショウジ 前)１１８教室
後 火２ 経済数学２ 陳　ショウジ 後)１０３０２教室
前 火２ 中級ミクロ経済学１ 石原　秀彦 前)８２４教室
前 火２ 応用ミクロ経済学１ 石原　秀彦 前)８２４教室
後 火２ 中級ミクロ経済学２ 石原　秀彦 後)ゼミ１０５Ｒ
後 火２ 応用ミクロ経済学２ 石原　秀彦 後)ゼミ１０５Ｒ
前 火２ 金融政策１ 武藤　一郎 前)１３１教室
前 火２ 財政金融政策１ 武藤　一郎 前)１３１教室
後 火２ 金融政策２ 武藤　一郎 後)１０２０２教室
後 火２ 財政金融政策２ 武藤　一郎 後)１０２０２教室
後 火２ 人間と経済 大西　広 後)１１４教室
前 火２ 社会と経済の理論１ 新田　滋 前)５２５教室
前 火２ 資本主義の原理１ 新田　滋 前)５２５教室
後 火２ 社会と経済の理論２ 新田　滋 後)４１０教室
後 火２ 資本主義の原理２ 新田　滋 後)４１０教室
前 火２ 財政と税制 徐　一睿 前)４２０教室
前 火２ 資本主義発展の理論１ 徐　一睿 前)４２０教室
前 火２ 経済学史１ 恒木　健太郎 前)１３２教室
後 火２ 経済学史２ 恒木　健太郎 後)８２１教室
後 火２ 地域通貨論 西部　忠 後)１０３０８教室
後 火２ 地方財政論 徐　一睿 後)１１８教室
前 火２ 経済原論基礎 田中　章喜 前)１０２０３教室
前 火２ 経済原論基礎 田中　章喜 前)１０２０３教室
後 火２ 経済原論 田中　章喜 後)１０２０６教室
前 火２ ミクロ経済学基礎 真殿　誠志 前)５２８教室
前 火２ ミクロ経済学基礎 真殿　誠志 前)５２８教室
後 火２ マクロ経済学基礎 真殿　誠志 後)５２５教室
後 火２ マクロ経済学基礎 真殿　誠志 後)５２５教室
後 火２ 国際経済とデータ分析 小川　健 後)８２４教室
後 火２ 国際経済とデータ分析 矢野　貴之 後)４２０教室
後 火２ 国際経済とデータ分析 津布久　将史 後)１２４教室
後 火２ 地域研究特殊講義 小西　杏奈 後)８１１教室
後 火２ アジアの経済２ 大橋　英夫 後)５２８教室
後 火２ 世界の農業問題 野部　公一 後)９７６教室
前 火２ 経済人類学 傅　凱儀 前)８２１教室
後 火２ 国際機構論 稲田　十一 後)９７２教室
前 火２ 外国経済事情（フランス語） 齊藤　佳史 前)ゼミ９５Ｈ
後 火２ 外国経済事情（フランス語） 齊藤　佳史 後)ゼミ１０５Ｈ
前 火２ 国際事情３（フランス語） 齊藤　佳史 前)ゼミ９５Ｈ
後 火２ 国際事情３（フランス語） 齊藤　佳史 後)ゼミ１０５Ｈ
前 火２ 行政学１ 伊藤　香苗 前)１０３１１教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

後 火２ 行政学２ 伊藤　香苗 後)４２７教室
後 火２ 特殊講義（Ｒ言語の使い方入門） 稲葉　大 後)９７７教室
前 火２ 特殊講義（貨幣論：２１世紀の貨幣を考える） 西部　忠 前)７２１教室
前 火２ 特殊講義（ワーキングライフ１） 古賀　麻衣子 前)１０３０１教室
後 火２ 特殊講義（ワーキングライフ２） 佐藤　康一郎 後)１０３１５教室
後 火２ 寄付講座（ＳＭＢＣ） 山中　尚 後)１０２０１教室
前 火２ 日本史ａ 鬼嶋　淳 前)８１１教室
後 火２ 日本史ｂ 鬼嶋　淳 後)１０３１１教室
前 火２ 社会科・公民科教育法１ 宮崎　三喜男 前)１０３１４教室
後 火２ 社会科・公民科教育法２ 宮崎　三喜男 後)１０２０９教室
後 火２ 教職実践演習（中・高） 福山　文子 後)１０２０８教室
後 火２ 学校経営と学校図書館 野口　武悟 後)８１２教室
前 火３ 情報入門１ 最上　健児 前)９６７教室
前 火３ 情報入門１ 市川　収 前)９６６教室
前 火３ 情報入門１ 山本　美紀 前)９６５教室
後 火３ 情報入門２ 最上　健児 後)９６７教室
後 火３ 情報入門２ 市川　収 後)９６６教室
後 火３ 情報入門２ 山本　美紀 後)９６５教室
前 火３ 倫理学 長谷川　徹 前)５２５教室
前 火３ 倫理とは何か 長谷川　徹 前)５２５教室
後 火３ 倫理学 長谷川　徹 後)１１４教室
後 火３ 倫理とは何か 長谷川　徹 後)１１４教室
前 火３ 教育学入門 松下　丈宏 前)１１４教室
前 火３ キャリア科目２（キャリア研究） 須東　朋広 前)８２２教室
前 火３ 新領域科目３０２（キャリア研究） 須東　朋広 前)８２２教室
後 火３ テーマ科目（思考と議論） 小島　明彦 後)１０２０１教室
後 火３ テーマ科目２０１（思考と議論） 小島　明彦 後)１０２０１教室
後 火３ キャリア科目２（キャリア研究） 須東　朋広 後)５１１教室
後 火３ 新領域科目３０２（キャリア研究） 須東　朋広 後)５１１教室
通 火３ 教養テーマゼミナール１ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナール１ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナール２ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナール２ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナール３ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナール３ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナールⅠ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナールⅠ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナールⅡ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナールⅡ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナールⅢ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火３ 教養テーマゼミナールⅢ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
前 火３ サマービル，ジェイソン 前)７２５教室
後 火３ サマービル，ジェイソン 後)７２５教室
前 火３ 三ツ谷　直子 前)７１２教室
後 火３ 三ツ谷　直子 後)７１２教室
前 火３ 藤田　眞理子 前)１０３０２教室
後 火３ 藤田　眞理子 後)１０３０２教室
前 火３ フランス語中級２ａ 根岸　知生 前)１０２１３教室
前 火３ フランス語中級２０２ａ 根岸　知生 前)１０２１３教室
後 火３ フランス語中級２ｂ 根岸　知生 後)１０２１４教室
後 火３ フランス語中級２０２ｂ 根岸　知生 後)１０２１４教室
前 火３ 日本語文章表現１ 坂田　篤義 前)１０３０３教室 留学生カリキュラム
後 火３ 日本語文章表現２ 坂田　篤義 後)１０３０３教室 留学生カリキュラム
前 火３ 応用日本語理解１ 孔　令玉 前)ゼミ９５Ｄ 留学生カリキュラム
後 火３ 応用日本語理解２ 孔　令玉 後)ゼミ１０１Ｅ 留学生カリキュラム
後 火３ （再）スポーツリテラシー（ＰＦＣ） 青葉　真紀 後)トレーニング室
前 火３ （再）スポーツウェルネス（卓球） 青葉　真紀 前)卓球場Ｂ
前 火３ アドバンストスポーツ（サッカー） 古賀　初 前)北グラウンド
後 火３ アドバンストスポーツ（ゴルフ） 古賀　初 後)ゴルフ練習場
後 火３ アドバンストスポーツ（バスケットボール） 有山　逸平 後)アリーナ
前 火３ 社会と経済の理論１ 大西　広 前)７１１教室
前 火３ 資本主義の原理１ 大西　広 前)７１１教室
後 火３ 社会と経済の理論２ 大西　広 後)４２３教室
後 火３ 資本主義の原理２ 大西　広 後)４２３教室
前 火３ 国際事情１（ロシア語） 広岡　直子 前)９７４教室
前 火３ 国際事情１（ロシア語） 広岡　直子 前)９７４教室
後 火３ 国際事情２（ロシア語） 広岡　直子 後)９７６教室
後 火３ 国際事情２（ロシア語） 広岡　直子 後)９７６教室
前 火３ 国際事情３（英語） スカボン，ブントン 前)９７８教室
前 火３ 外国経済事情（英語） スカボン，ブントン 前)９７８教室
後 火３ 国際事情３（英語） リム，スティーブン 後)９７８教室
後 火３ 外国経済事情（英語） リム，スティーブン 後)９７８教室
前 火３ 地理学１ 鈴木　比奈子 前)９７６教室
後 火３ 地理学２ 鈴木　比奈子 後)８２２教室
前 火３ 地理学ａ 鈴木　比奈子 前)９７６教室
後 火３ 地理学ｂ 鈴木　比奈子 後)８２２教室
後 火３ 情報サービス演習２ 中島　玲子 後)端末室Ｃ
前 火４ キャリア入門 大山　雅嗣 前)１０２０３教室 ２３組～２８組
前 火４ キャリア入門 金澤　元紀 前)５２８教室 ２９組～３４組
後 火４ キャリア入門 大山　雅嗣 後)５２５教室 １１組～１６組
後 火４ キャリア入門 須東　朋広 後)５２８教室 １７組～２２組
前 火４ 情報入門１ 最上　健児 前)９６７教室
前 火４ 情報入門１ 市川　収 前)９６６教室
前 火４ 情報入門１ 山本　美紀 前)９６５教室
前 火４ 情報入門１ 岡田　伊策 前)９６２教室
後 火４ 情報入門２ 最上　健児 後)９６７教室
後 火４ 情報入門２ 市川　収 後)９６６教室
後 火４ 情報入門２ 山本　美紀 後)９６５教室
後 火４ 情報入門２ 岡田　伊策 後)９６２教室
前 火４ 歴史の視点 多田　麻希子 前)１０２０９教室
後 火４ 歴史と地域・民衆 多田　麻希子 後)８１３教室
前 火４ 倫理学 伊吹　浩一 前)１１４教室
前 火４ 倫理とは何か 伊吹　浩一 前)１１４教室
後 火４ 倫理学 伊吹　浩一 後)１３１教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

後 火４ 倫理とは何か 伊吹　浩一 後)１３１教室
前 火４ 政治学入門 清水　謙 前)５２７教室 オンライン
後 火４ 政治の世界 清水　謙 後)スタジオ２０２ オンライン
前 火４ 教育学入門 松下　丈宏 前)５２５教室
後 火４ 子どもと社会の教育学 松下　丈宏 後)１０１０１教室
後 火４ 教育と社会のダイナミズム 松下　丈宏 後)１０１０１教室
通 火４ 教養テーマゼミナール１ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナール１ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナール２ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナール２ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナール３ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナール３ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナールⅠ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナールⅠ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナールⅡ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナールⅡ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナールⅢ 吉川　あゆみ 前)ゼミ１０１Ａ
通 火４ 教養テーマゼミナールⅢ 吉川　あゆみ 後)ゼミ１０１Ａ
前 火４ ダフ，ブライアン 前)１０３１５教室
後 火４ ダフ，ブライアン 後)１０３１３教室
前 火４ サマービル，ジェイソン 前)７２５教室
後 火４ サマービル，ジェイソン 後)７２５教室
前 火４ 三ツ谷　直子 前)７１２教室
後 火４ 三ツ谷　直子 後)７１１教室
前 火４ 藤田　眞理子 前)１０３０２教室
後 火４ 藤田　眞理子 後)１０３０２教室
前 火４ 選択スペイン語１ａ ラバスコ，ルイス 前)１０３０９教室
前 火４ 選択スペイン語１０１ａ ラバスコ，ルイス 前)１０３０９教室
前 火４ スペイン語初級１ａ（再） ラバスコ，ルイス 前)１０３０９教室
前 火４ スペイン語初級１０１ａ（再） ラバスコ，ルイス 前)１０３０９教室
後 火４ 選択スペイン語１ｂ ラバスコ，ルイス 後)１０３０８教室
後 火４ 選択スペイン語１０１ｂ ラバスコ，ルイス 後)１０３０８教室
後 火４ スペイン語初級１ｂ（再） ラバスコ，ルイス 後)１０３０８教室
後 火４ スペイン語初級１０１ｂ（再） ラバスコ，ルイス 後)１０３０８教室
前 火４ コリア語中級１ａ 佐藤　厚 前)１０３１３教室
前 火４ コリア語中級２０１ａ 佐藤　厚 前)１０３１３教室
後 火４ コリア語中級１ｂ 佐藤　厚 後)１０２１３教室
後 火４ コリア語中級２０１ｂ 佐藤　厚 後)１０２１３教室
前 火４ フランス語上級１ａ 根岸　知生 前)ゼミ９５Ａ
後 火４ フランス語上級１ｂ 根岸　知生 後)ゼミ１０５Ｂ
後 火４ 世界の言語と文化（ロシア語） 池澤　匠 後)１０１０２教室
前 火４ 一般日本事情１ 孔　令玉 前)９７５教室 留学生カリキュラム
後 火４ 一般日本事情２ 孔　令玉 後)９７６教室 留学生カリキュラム
前 火４ 日本語音声理解１ 坂田　篤義 前)１０３０３教室 留学生カリキュラム
後 火４ 日本語音声理解２ 坂田　篤義 後)１０３０３教室 留学生カリキュラム
前 火４ 経済学のあゆみ 大西　広 前)１０１０２教室
前 火４ 経済思想 大西　広 前)１０１０２教室
後 火４ 人間と経済 大西　広 後)１０２０１教室
後 火４ 多国籍企業論 藤田　正孝 後)シアター２０１
前 火４ 国際事情１（英語） アルマンスール　アフマド 前)９７１教室
前 火４ 国際事情１（英語） アルマンスール　アフマド 前)９７１教室
後 火４ 国際事情２（英語） アルマンスール　アフマド 後)１０２０７教室
後 火４ 国際事情２（英語） アルマンスール　アフマド 後)１０２０７教室
前 火４ 国際事情１（英語） スカボン，ブントン 前)９７８教室
後 火４ 国際事情２（英語） リム，スティーブン 後)９７９教室
前 火４ 外国経済事情（英語） 藤田　正孝 前)９７４教室
前 火４ 国際事情３（英語） 藤田　正孝 前)９７４教室
後 火４ 教育課程論 金　ヒョン淑 後)７１３教室
後 火４ 教職実践入門 肝付　俊朗 後)４２６教室
後 火４ 情報サービス演習２ 中島　玲子 後)端末室Ｃ
前 火５ キャリア入門 大山　雅嗣 前)１０２０３教室 １組～５組
後 火５ キャリア入門 大山　雅嗣 後)５２５教室 ６組～１０組
後 火５ 基礎心理学入門 高橋　実里 後)１２４教室
前 火５ 哲学 長谷川　徹 前)１０１０３教室
前 火５ 哲学入門 長谷川　徹 前)１０１０３教室
後 火５ 哲学 長谷川　徹 後)１０２０３教室
後 火５ 哲学入門 長谷川　徹 後)１０２０３教室
前 火５ 論理学入門 小島　明彦 前)１３２教室
後 火５ ことばと論理 小島　明彦 後)１０２１０教室
前 火５ 芸術学入門 岩澤　龍彦 前)１０２０１教室 オンライン
前 火５ 芸術学入門１ 岩澤　龍彦 前)１０２０１教室 オンライン
後 火５ 芸術学入門 岩澤　龍彦 後)１０２０１教室 オンライン
後 火５ 芸術学入門１ 岩澤　龍彦 後)１０２０１教室 オンライン
後 火５ 教育学入門 松下　丈宏 後)１０１０３教室
前 火５ 選択スペイン語１ａ ラバスコ，ルイス 前)１０３０９教室
前 火５ 選択スペイン語１０１ａ ラバスコ，ルイス 前)１０３０９教室
前 火５ スペイン語初級１ａ（再） ラバスコ，ルイス 前)１０３０９教室
前 火５ スペイン語初級１０１ａ（再） ラバスコ，ルイス 前)１０３０９教室
後 火５ 選択スペイン語１ｂ ラバスコ，ルイス 後)１０３０８教室
後 火５ 選択スペイン語１０１ｂ ラバスコ，ルイス 後)１０３０８教室
後 火５ スペイン語初級１ｂ（再） ラバスコ，ルイス 後)１０３０８教室
後 火５ スペイン語初級１０１ｂ（再） ラバスコ，ルイス 後)１０３０８教室
前 火５ コリア語中級１ａ 佐藤　厚 前)１０３０３教室
前 火５ コリア語中級２０１ａ 佐藤　厚 前)１０３０３教室
後 火５ コリア語中級１ｂ 佐藤　厚 後)１０２０２教室
後 火５ コリア語中級２０１ｂ 佐藤　厚 後)１０２０２教室
通 火５ 学外特別研修 宮嵜　晃臣 前)１０２１５教室
通 火５ 学外特別研修 宮嵜　晃臣 後)１０２１５教室
前 火５ 国際経済と地域 岩佐　卓也 前)９７９教室
前 火５ 国際事情１（英語） アルマンスール　アフマド 前)９７８教室
前 火５ 国際事情１（英語） アルマンスール　アフマド 前)９７８教室
後 火５ 国際事情２（英語） アルマンスール　アフマド 後)１０２０７教室
後 火５ 国際事情２（英語） アルマンスール　アフマド 後)１０２０７教室
前 火５ 外国史２ 小笠原　強 前)９７７教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
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曜
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担当教員

後 火５ 外国史２ 小笠原　強 後)９７７教室
通 火５ 特殊講義（インターンシップ） 宮嵜　晃臣 前)１０２１５教室
通 火５ 特殊講義（インターンシップ） 宮嵜　晃臣 後)１０２１５教室
後 火５ 教育課程論 金　ヒョン淑 後)７１３教室
前 火５ 外国史ｂ 小笠原　強 前)９７７教室
後 火５ 外国史ｂ 小笠原　強 後)９７７教室
前 火６ コリア語初級２ｂ（再） 佐藤　厚 前)４２５教室
前 火６ コリア語初級１０２ｂ（再） 佐藤　厚 前)４２５教室
前 水１ 情報入門１ 御園生　純 前)９６７教室
後 水１ 情報入門２ 御園生　純 後)９６７教室
前 水１ 社会学入門 牧野　修也 前)１０２０３教室
後 水１ 現代の社会学 牧野　修也 後)５１１教室
前 水１ 企業と会計 西山　一弘 前)５２８教室
前 水１ 化学１ａ 阿藤　正道 前)４２７教室
前 水１ 化学１０１ 阿藤　正道 前)４２７教室
後 水１ 化学１ｂ 阿藤　正道 後)１０２０６教室
後 水１ 化学１０２ 阿藤　正道 後)１０２０６教室
前 水１ 数理科学２ａ 小野　雅隆 前)１０３０７教室
前 水１ 数理科学２０１ 小野　雅隆 前)１０３０７教室
後 水１ 数理科学２ｂ 小野　雅隆 後)１０２０９教室
後 水１ 数理科学２０２ 小野　雅隆 後)１０２０９教室
前 水１ 桑野　弘隆 前)１０２１１教室
後 水１ 桑野　弘隆 後)１２１教室
前 水１ 鷲尾　郁 前)ゼミ１０１Ｃ
後 水１ 鷲尾　郁 後)ゼミ１０１Ｃ
前 水１ 小田井　勝彦 前)７１２教室
後 水１ 小田井　勝彦 後)７１２教室
前 水１ 小島　喜男 前)９７６教室
後 水１ 小島　喜男 後)１０３０５教室
前 水１ 柴田　奈津美 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
後 水１ 柴田　奈津美 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 水１ 岩住　希能 前)７２４教室
後 水１ 岩住　希能 後)５２４教室
前 水１ 長谷川　志保 前)７１４教室
後 水１ 長谷川　志保 後)１２３教室
前 水１ 西岡　祐 前)４２５教室
後 水１ 西岡　祐 後)４２５教室
前 水１ 山内　智恵子 前)９６４教室
後 水１ 山内　智恵子 後)９６４教室
前 水１ ウ，ニコラス　Ｓ． 前)１０３０８教室
後 水１ ウ，ニコラス　Ｓ． 後)１０２０７教室
前 水１ ハドランド，エリック 前)９７８教室
後 水１ ハドランド，エリック 後)９７６教室
前 水１ カレン，ブライアン　Ｓ． 前)ゼミ７８教室
後 水１ カレン，ブライアン　Ｓ． 後)ゼミ７８教室
前 水１ ライアン，ケビン 前)ゼミ７７教室
後 水１ ライアン，ケビン 後)ゼミ７７教室
前 水１ ドイツ語初級２ａ 本田　雅也 前)７２２教室
後 水１ ドイツ語初級２ｂ 本田　雅也 後)１０２１２教室
前 水１ フランス語初級２ａ 岡村　正太郎 前)１０３１１教室
後 水１ フランス語初級２ｂ 岡村　正太郎 後)７２２教室
前 水１ フランス語初級２ａ 浦山　健太郎 前)７２５教室
後 水１ フランス語初級２ｂ 浦山　健太郎 後)８１２教室
前 水１ 中国語初級２ａ 和田　聖一 前)１０３０３教室
後 水１ 中国語初級２ｂ 和田　聖一 後)１０３０２教室
前 水１ 中国語初級２ａ 大立　智砂子 前)９７７教室
後 水１ 中国語初級２ｂ 大立　智砂子 後)１０３０３教室
前 水１ 中国語初級２ａ 張　淑倩 前)１０３０５教室
後 水１ 中国語初級２ｂ 張　淑倩 後)９７３教室
前 水１ 中国語初級２ａ 鈴木　健郎 前)１０２１５教室
後 水１ 中国語初級２ｂ 鈴木　健郎 後)１０２１３教室
前 水１ 中国語初級２ａ 永井　匠 前)１０３１３教室
後 水１ 中国語初級２ｂ 永井　匠 後)１０３０９教室
前 水１ スペイン語初級１ａ 愛場　百合子 前)１０３１４教室
後 水１ スペイン語初級１ｂ 愛場　百合子 後)１０３１３教室
前 水１ スペイン語初級２ａ 早川　育 前)１０３０２教室
後 水１ スペイン語初級２ｂ 早川　育 後)１０２１４教室
前 水１ スペイン語初級２ａ アロンソ，シルビア 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 水１ スペイン語初級２ｂ アロンソ，シルビア 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 水１ インドネシア語初級２ａ 蓮池　隆広 前)１０２０４教室
前 水１ インドネシア語初級２ａ（再） 蓮池　隆広 前)１０２０４教室
前 水１ インドネシア語初級１０２ａ（再） 蓮池　隆広 前)１０２０４教室
後 水１ インドネシア語初級２ｂ 蓮池　隆広 後)ゼミ９５Ｊ
後 水１ インドネシア語初級２ｂ（再） 蓮池　隆広 後)ゼミ９５Ｊ
後 水１ インドネシア語初級１０２ｂ（再） 蓮池　隆広 後)ゼミ９５Ｊ
前 水１ コリア語初級１ａ 魏　聖銓 前)１０２１４教室
後 水１ コリア語初級１ｂ 魏　聖銓 後)９７９教室
前 水１ コリア語初級２ａ ジ　ミンギョン 前)４２８教室
後 水１ コリア語初級２ｂ ジ　ミンギョン 後)１０３１５教室
前 水１ コリア語初級２ａ 佐藤　厚 前)８２３教室
後 水１ コリア語初級２ｂ 佐藤　厚 後)８１３教室
前 水１ スペイン語初級２ａ（再） カルデロ，ホセ 前)１０２１０教室
前 水１ スペイン語初級１０２ａ（再） カルデロ，ホセ 前)１０２１０教室
後 水１ スペイン語初級２ｂ（再） カルデロ，ホセ 後)７１１教室
後 水１ スペイン語初級１０２ｂ（再） カルデロ，ホセ 後)７１１教室
前 水１ 日本語音声理解１ 坂田　睦深 前)８１４教室 留学生カリキュラム
後 水１ 日本語音声理解２ 坂田　睦深 後)９７１教室 留学生カリキュラム
前 水１ フランス語初級２ａ 黒木　朋興 前)ゼミ７２教室
後 水１ フランス語初級２ｂ 黒木　朋興 後)９７２教室
前 水１ コリア語初級２ａ 中尾　道子 前)７２３教室
後 水１ コリア語初級２ｂ 中尾　道子 後)７２１教室
前 水１ コリア語初級１ａ チョウ　ウンミ 前)７１１教室
後 水１ コリア語初級１ｂ チョウ　ウンミ 後)８１４教室
前 水１ 国際経済論１ 小川　健 前)８２１教室
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後 水１ 国際経済論２ 小川　健 後)８２３教室
前 水１ 産業論 中村　吉明 前)１０１０２教室
前 水１ 産業技術論１ 中村　吉明 前)１０１０２教室
後 水１ 産業政策論 中村　吉明 後)１０２０２教室
後 水１ 産業技術論２ 中村　吉明 後)１０２０２教室
前 水１ 財政学 徐　一睿 前)５２５教室
前 水１ 財政学１ 徐　一睿 前)５２５教室
後 水１ 財政社会学 徐　一睿 後)スタジオ２０２
後 水１ 財政学２ 徐　一睿 後)スタジオ２０２
前 水１ 特殊講義（ビジネスエコノミクス１） 金　榮愨 前)１１７教室
後 水１ 特殊講義（ビジネスエコノミクス２） 金　榮愨 後)９７７教室
後 水１ 教職入門 齋藤　博志 後)１０１０３教室
前 水２ 歴史の視点 濱田　晋介 前)１３２教室
後 水２ 歴史と地域・民衆 濱田　晋介 後)４１０教室
後 水２ 応用心理学入門 小林　晃洋 後)１３１教室
前 水２ 基礎心理学入門 小林　晃洋 前)５２５教室
前 水２ 地理学への招待 鈴木　比奈子 前)１０３１３教室
後 水２ 地理学への招待 鈴木　比奈子 後)１０２０２教室
後 水２ 社会学入門 駒崎　道 後)１０３０１教室
前 水２ 子どもと社会の教育学 広瀬　裕子 前)８１４教室
前 水２ 教育と社会のダイナミズム 広瀬　裕子 前)８１４教室
後 水２ 子どもと社会の教育学 広瀬　裕子 後)１２４教室
後 水２ 教育と社会のダイナミズム 広瀬　裕子 後)１２４教室
後 水２ 生物科学１ｂ 前川　修吾 後)１０３１３教室
後 水２ 生物科学１０２ 前川　修吾 後)１０３１３教室
前 水２ 生物科学３ａ 西　孝子 前)５１１教室
前 水２ 生物科学３０１ 西　孝子 前)５１１教室
後 水２ 生物科学３ｂ 西　孝子 後)１０２０６教室
後 水２ 生物科学３０２ 西　孝子 後)１０２０６教室
後 水２ 科学論１ａ 仲澤　伸子 後)８２２教室
後 水２ 科学論・科学史１０１ 仲澤　伸子 後)８２２教室
通 水２ 教養テーマゼミナール１ 中垣　恒太郎 前)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナール１ 中垣　恒太郎 後)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナール２ 中垣　恒太郎 前)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナール２ 中垣　恒太郎 後)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナール３ 中垣　恒太郎 前)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナール３ 中垣　恒太郎 後)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナールⅠ 中垣　恒太郎 前)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナールⅠ 中垣　恒太郎 後)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナールⅡ 中垣　恒太郎 前)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナールⅡ 中垣　恒太郎 後)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナールⅢ 中垣　恒太郎 前)７２５教室
通 水２ 教養テーマゼミナールⅢ 中垣　恒太郎 後)７２５教室
前 水２ 西岡　祐 前)４２５教室
後 水２ 西岡　祐 後)４２５教室
前 水２ 小島　喜男 前)ゼミ７５教室
後 水２ 小島　喜男 後)７１３教室
前 水２ 飯塚　聡 前)９７１教室
後 水２ 飯塚　聡 後)９７１教室
前 水２ 山内　智恵子 前)９６４教室
後 水２ 山内　智恵子 後)９６４教室
前 水２ 岩住　希能 前)ゼミ７１教室
後 水２ 岩住　希能 後)５２４教室
前 水２ 長谷川　志保 前)７１３教室
後 水２ 長谷川　志保 後)１２３教室
前 水２ 山本　満登香 前)ゼミ７２教室
後 水２ 山本　満登香 後)１０３０６教室
前 水２ 大月　敦子 前)１０３１２教室
後 水２ 大月　敦子 後)１２２教室
前 水２ 山越　美規枝 前)１０２０５教室
後 水２ 山越　美規枝 後)１０２０５教室
前 水２ 清水　由布紀 前)１０２１４教室
後 水２ 清水　由布紀 後)ゼミ７１教室
前 水２ ハドランド，エリック 前)９７４教室
後 水２ ハドランド，エリック 後)１０２１０教室
前 水２ ウ，ニコラス　Ｓ． 前)１０２１５教室
後 水２ ウ，ニコラス　Ｓ． 後)１０２０７教室
前 水２ ライアン，ケビン 前)ゼミ７７教室
後 水２ ライアン，ケビン 後)ゼミ７７教室
前 水２ 奥　景子 前)ゼミ７８教室
後 水２ 奥　景子 後)ゼミ７９教室
前 水２ 山形　亜子 前)ＣＡＬＬ教室Ｄ
後 水２ 山形　亜子 後)ＣＡＬＬ教室Ｄ
前 水２ カレン，ブライアン　Ｓ． 前)ゼミ１０１Ｃ
後 水２ カレン，ブライアン　Ｓ． 後)ゼミ７８教室
前 水２ ドイツ語初級２ａ 柴田　隆子 前)１０３０４教室
後 水２ ドイツ語初級２ｂ 柴田　隆子 後)ゼミ１０５Ｐ
前 水２ ドイツ語初級２ａ 本田　雅也 前)ゼミ９５Ｄ
後 水２ ドイツ語初級２ｂ 本田　雅也 後)ゼミ１０５Ｇ
前 水２ フランス語初級２ａ 黒木　朋興 前)ゼミ７０教室
後 水２ フランス語初級２ｂ 黒木　朋興 後)ゼミ７５教室
前 水２ フランス語初級２ａ 岡村　正太郎 前)１０２１３教室
後 水２ フランス語初級２ｂ 岡村　正太郎 後)１０２０４教室
前 水２ 中国語初級２ａ 和田　聖一 前)１０３０３教室
後 水２ 中国語初級２ｂ 和田　聖一 後)１０３０８教室
前 水２ 中国語初級２ａ 大立　智砂子 前)９７７教室
後 水２ 中国語初級２ｂ 大立　智砂子 後)７２１教室
前 水２ 中国語初級２ａ 鈴木　健郎 前)ゼミ１０５Ｓ
後 水２ 中国語初級２ｂ 鈴木　健郎 後)ゼミ１０５Ｅ
前 水２ 中国語初級２ａ 張　淑倩 前)ゼミ１０５Ｇ
後 水２ 中国語初級２ｂ 張　淑倩 後)ゼミ９５Ｆ
前 水２ 中国語初級２ａ 永井　匠 前)１０３０８教室
後 水２ 中国語初級２ｂ 永井　匠 後)ゼミ９５Ｅ
前 水２ スペイン語初級１ａ 井上　幸孝 前)７２３教室
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後 水２ スペイン語初級１ｂ 井上　幸孝 後)７１１教室
前 水２ スペイン語初級１ａ 愛場　百合子 前)１０２１２教室
後 水２ スペイン語初級１ｂ 愛場　百合子 後)１０３１０教室
前 水２ スペイン語初級２ａ 早川　育 前)７１１教室
後 水２ スペイン語初級２ｂ 早川　育 後)１０２１３教室
前 水２ スペイン語初級２ａ アロンソ，シルビア 前)１２２教室
後 水２ スペイン語初級２ｂ アロンソ，シルビア 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 水２ コリア語初級１ａ 魏　聖銓 前)１０２０８教室
後 水２ コリア語初級１ｂ 魏　聖銓 後)９７９教室
前 水２ コリア語初級１ａ チョウ　ウンミ 前)１２１教室
後 水２ コリア語初級１ｂ チョウ　ウンミ 後)ゼミ７０教室
前 水２ コリア語初級２ａ 佐藤　厚 前)９７９教室
後 水２ コリア語初級２ｂ 佐藤　厚 後)４２７教室
前 水２ スペイン語初級２ａ（再） カルデロ，ホセ 前)ゼミ１０１Ｅ
前 水２ スペイン語初級１０２ａ（再） カルデロ，ホセ 前)ゼミ１０１Ｅ
後 水２ スペイン語初級２ｂ（再） カルデロ，ホセ 後)ゼミ１０５Ｏ
後 水２ スペイン語初級１０２ｂ（再） カルデロ，ホセ 後)ゼミ１０５Ｏ
前 水２ フランス語中級１ａ 浦山　健太郎 前)１２４教室
前 水２ フランス語中級２０１ａ 浦山　健太郎 前)１２４教室
後 水２ フランス語中級１ｂ 浦山　健太郎 後)２２６教室
後 水２ フランス語中級２０１ｂ 浦山　健太郎 後)２２６教室
前 水２ 日本語文章理解１ 坂田　睦深 前)ゼミ９５Ａ 留学生カリキュラム
後 水２ 日本語文章理解２ 坂田　睦深 後)ゼミ７４教室 留学生カリキュラム
前 水２ 中国語初級２ａ 凌　飛 前)ゼミ９５Ｅ
後 水２ 中国語初級２ｂ 凌　飛 後)ゼミ１０１Ｅ
後 水２ 世界の言語と文化（ドイツ語） 藤由　順子 後)１２５教室
前 水２ コリア語初級２ａ 中尾　道子 前)ゼミ７３教室
後 水２ コリア語初級２ｂ 中尾　道子 後)１０３０５教室
前 水２ スポーツ論（スポーツコーチング） 佐藤　満 前)１０１０２教室
前 水２ スポーツコーチング 佐藤　満 前)１０１０２教室
後 水２ スポーツ論（健康と生涯スポーツ） 相澤　勝治 後)１３３教室
後 水２ 健康と生涯スポーツ 相澤　勝治 後)１３３教室
後 水２ スポーツ論（スポーツコーチング） 佐藤　満 後)８１１教室
後 水２ スポーツコーチング 佐藤　満 後)８１１教室
後 水２ アドバンストスポーツ（アクアスポーツ） 時任　真一郎 後)プール
前 水２ 産業組織論１ 金　榮愨 前)１１７教室
後 水２ 産業組織論２ 金　榮愨 後)９７８教室
前 水２ 中級マクロ経済学１ 古賀　麻衣子 前)５２６教室 オンライン
前 水２ 応用マクロ経済学２ａ 古賀　麻衣子 前)５２６教室 オンライン
後 水２ 中級マクロ経済学２ 古賀　麻衣子 後)５２１教室 オンライン
後 水２ 応用マクロ経済学２ｂ 古賀　麻衣子 後)５２１教室 オンライン
前 水２ 労働経済学１ 櫻井　宏二郎 前)８２４教室
後 水２ 労働経済学２ 櫻井　宏二郎 後)８２４教室
前 水２ 経済へのアプローチ 恒木　健太郎 前)１１４教室 ２３組～２６組
前 水２ 社会経済基礎 恒木　健太郎 前)１１４教室
前 水２ ミクロ経済学基礎 石原　秀彦 前)スタジオ２０２
前 水２ 都市経済論１ 長尾　謙吉 前)５２１教室 オンライン
後 水２ 都市経済論２ 長尾　謙吉 後)５２６教室 オンライン
後 水２ 経済史の見方 恒木　健太郎 後)シアター２０１
前 水２ 日本経済史１ 永江　雅和 前)１０１０１教室
後 水２ 日本経済史２ 永江　雅和 後)１１４教室
前 水２ 現代社会と統計１ 杉橋　やよい 前)９７６教室
前 水２ 経済統計学１ 杉橋　やよい 前)９７６教室
後 水２ 現代社会と統計２ 杉橋　やよい 後)８１２教室
後 水２ 経済統計学２ 杉橋　やよい 後)８１２教室
前 水２ 矢野　貴之 前)１０３０９教室
後 水２ 矢野　貴之 後)ゼミ９５Ｄ
前 水２ 開発経済論 大橋　英夫 前)４１０教室
後 水２ アジアの経済１ 大橋　英夫 後)５２８教室
前 水２ ラテンアメリカの経済 狐崎　知己 前)１０２０１教室
前 水２ 比較研究特殊講義 岩佐　卓也 前)１０２０４教室
後 水２ 問題群研究特殊講義 岩佐　卓也 後)１０３１５教室
後 水２ 問題群研究特殊講義 小川　健 後)９６５教室
前 水２ 国際事情１（英語） 傅　凱儀 前)１０２１４教室
前 水２ 国際事情１（英語） 傅　凱儀 前)１０２１４教室
後 水２ 国際事情２（英語） 傅　凱儀 後)１０２０４教室
後 水２ 国際事情２（英語） 傅　凱儀 後)１０２０４教室
前 水２ 自然地理学概論１ 苅谷　愛彦 前)１０２０２教室
後 水２ 自然地理学概論２ 赤坂　郁美 後)１３２教室
前 水２ 特殊講義（Ｃａｕｓａｌ　Ｉｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｕｓｉｎｇ　Ｐｙｔｈｏｎ　ａｎｄ　ＭＬ１） 陳　ショウジ 前)９６８教室
後 水２ 特殊講義（Ｃａｕｓａｌ　Ｉｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｕｓｉｎｇ　Ｐｙｔｈｏｎ　ａｎｄ　ＭＬ２） 陳　ショウジ 後)５２２教室
後 水２ 寄付講座（川崎市特別講座） 奴田原　健悟 後)１０２０３教室
後 水２ 公教育制度論 山口　晶子 後)８１４教室
前 水２ 自然地理学概論ａ 苅谷　愛彦 前)１０２０２教室
後 水２ 自然地理学概論ｂ 赤坂　郁美 後)１３２教室
後 水２ 教育実習１（社会・地歴・公民） 角田　真紀子 後)７１４教室
前 水２ 教育実習２（社会・地歴・公民） 角田　真紀子 前)７１４教室
前 水２ 教育実習３（社会・地歴・公民） 角田　真紀子 前)７１４教室
後 水２ 教育実習３（社会） 角田　真紀子 後)７１４教室
後 水２ 教職実践入門 齋藤　博志 後)４２９教室
後 水２ 生涯学習概論 御園生　純 後)５２５教室
後 水２ 図書館サービス特論 野口　武悟 後)７２２教室
前 水２ 考古学ａ 小林　孝秀 前)シアター２０１
後 水２ 考古学ｂ 小林　孝秀 後)スタジオ２０２
前 水３ 情報入門１ 御園生　純 前)９６７教室
前 水３ 情報入門Ⅰ 御園生　純 前)９６７教室
後 水３ 情報入門２ 御園生　純 後)９６７教室
後 水３ 情報入門Ⅱ 御園生　純 後)９６７教室
後 水３ 生物科学１ｂ 前川　修吾 後)１０３０１教室
後 水３ 生物科学１０２ 前川　修吾 後)１０３０１教室
後 水３ 生物科学２ｂ 立花　愛子 後)１３２教室
後 水３ 生物科学２０２ 立花　愛子 後)１３２教室
後 水３ 科学論１ｂ 仲澤　伸子 後)８１３教室
後 水３ 科学論・科学史１０２ 仲澤　伸子 後)８１３教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

前 水３ 科学論１ａ 仲澤　伸子 前)５１１教室
前 水３ 科学論・科学史１０１ 仲澤　伸子 前)５１１教室
前 水３ 川野　真樹子 前)１０２０７教室
後 水３ 川野　真樹子 後)１０３１０教室
前 水３ 太田　由紀子 前)１０３０５教室
後 水３ 太田　由紀子 後)１０２１０教室
前 水３ 待田　明 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 水３ 待田　明 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 水３ 北村　昌彦 前)８２２教室
後 水３ 北村　昌彦 後)１０２１５教室
前 水３ 小島　喜男 前)８１３教室
後 水３ 小島　喜男 後)７１４教室
前 水３ 溝部　敦子 前)９７３教室
後 水３ 溝部　敦子 後)９７６教室
前 水３ 真砂　久晃 前)９７６教室
後 水３ 真砂　久晃 後)１２１教室
前 水３ 石塚　久郎 前)１０３０４教室
後 水３ 石塚　久郎 後)１０２１１教室
前 水３ 石川　志野 前)７２１教室
後 水３ 石川　志野 後)ゼミ７５教室
前 水３ ライアン，ケビン 前)１０３０８教室
後 水３ ライアン，ケビン 後)１０３０４教室
前 水３ ウ，ニコラス　Ｓ． 前)９７９教室
後 水３ ウ，ニコラス　Ｓ． 後)９７９教室
前 水３ ハートリ，ライアン 前)８１１教室
後 水３ ハートリ，ライアン 後)１０３０２教室
前 水３ ハドランド，エリック 前)１０３１５教室
後 水３ ハドランド，エリック 後)１０３１５教室
前 水３ 選択スペイン語１ａ カルデロ，ホセ 前)ゼミ１０５Ｊ
前 水３ 選択スペイン語１０１ａ カルデロ，ホセ 前)ゼミ１０５Ｊ
前 水３ スペイン語初級１ａ（再） カルデロ，ホセ 前)ゼミ１０５Ｊ
前 水３ スペイン語初級１０１ａ（再） カルデロ，ホセ 前)ゼミ１０５Ｊ
後 水３ 選択スペイン語１ｂ カルデロ，ホセ 後)ゼミ７０教室
後 水３ 選択スペイン語１０１ｂ カルデロ，ホセ 後)ゼミ７０教室
後 水３ スペイン語初級１ｂ（再） カルデロ，ホセ 後)ゼミ７０教室
後 水３ スペイン語初級１０１ｂ（再） カルデロ，ホセ 後)ゼミ７０教室
前 水３ 選択コリア語１ａ 中尾　道子 前)７２４教室
前 水３ 選択コリア語１０１ａ 中尾　道子 前)７２４教室
前 水３ コリア語初級１ａ（再） 中尾　道子 前)７２４教室
前 水３ コリア語初級１０１ａ（再） 中尾　道子 前)７２４教室
後 水３ 選択コリア語１ｂ 中尾　道子 後)ゼミ９５Ｂ
後 水３ 選択コリア語１０１ｂ 中尾　道子 後)ゼミ９５Ｂ
後 水３ コリア語初級１ｂ（再） 中尾　道子 後)ゼミ９５Ｂ
後 水３ コリア語初級１０１ｂ（再） 中尾　道子 後)ゼミ９５Ｂ
前 水３ ドイツ語中級１ａ 柴田　隆子 前)ゼミ１０１Ａ
前 水３ ドイツ語中級２０１ａ 柴田　隆子 前)ゼミ１０１Ａ
後 水３ ドイツ語中級１ｂ 柴田　隆子 後)ゼミ９５Ｈ
後 水３ ドイツ語中級２０１ｂ 柴田　隆子 後)ゼミ９５Ｈ
前 水３ 中国語中級１ａ 凌　飛 前)９７４教室
前 水３ 中国語中級２０１ａ 凌　飛 前)９７４教室
後 水３ 中国語中級１ｂ 凌　飛 後)ゼミ９５Ｆ
後 水３ 中国語中級２０１ｂ 凌　飛 後)ゼミ９５Ｆ
前 水３ スペイン語中級１ａ 愛場　百合子 前)ゼミ１０５Ｅ
前 水３ スペイン語中級２０１ａ 愛場　百合子 前)ゼミ１０５Ｅ
後 水３ スペイン語中級１ｂ 愛場　百合子 後)ゼミ１０５Ｊ
後 水３ スペイン語中級２０１ｂ 愛場　百合子 後)ゼミ１０５Ｊ
前 水３ 世界の言語と文化（フランス語） 浦山　健太郎 前)１０２１４教室
後 水３ 世界の言語と文化（インドネシア語） 蓮池　隆広 後)８１２教室
後 水３ 言語文化研究（ヨーロッパ）２ 藤由　順子 後)１３１教室
前 水３ 言語文化研究（アメリカ） 井上　幸孝 前)７０２教室
前 水３ 応用日本語表現１ 坂田　睦深 前)ゼミ９５Ｇ 留学生カリキュラム
後 水３ 応用日本語表現２ 坂田　睦深 後)ゼミ１０５Ｇ 留学生カリキュラム
後 水３ 世界の言語と文化（フランス語） 浦山　健太郎 後)５２８教室
後 水３ 言語文化研究（アメリカ） 井上　幸孝 後)７１２教室
前 水３ スポーツ論（健康と生涯スポーツ） 相澤　勝治 前)１３２教室
前 水３ 健康と生涯スポーツ 相澤　勝治 前)１３２教室
後 水３ （再）スポーツウェルネス（バドミントン） 望月　康司 後)第一体育館
前 水３ アドバンストスポーツ（バレーボール） 後藤　肇 前)第一体育館
前 水３ アドバンストスポーツ（バスケットボール） 望月　康司 前)アリーナ
後 水３ アドバンストスポーツ（バスケットボール） 後藤　肇 後)アリーナ
前 水３ アドバンストスポーツ（ＰＦＣ） 佐藤　満 前)トレーニング室
前 水３ 現代経済基礎 中村　吉明 前)１０１０１教室 １１組～１６組
前 水３ 経済学入門 森　啓明 前)１０１０２教室 １７組～２２組
前 水３ 現代経済学入門 森　啓明 前)１０１０２教室
後 水３ ミクロ経済学入門 石原　秀彦 後)１０２０３教室 １１組～１６組
後 水３ マクロ経済学入門 古賀　麻衣子 後)シアター２０１ １７組～２２組
前 水３ マクロ経済学１ 奴田原　健悟 前)５２２教室 オンライン
後 水３ マクロ経済学２ 奴田原　健悟 後)５２２教室 オンライン
前 水３ 統計学１ 陳　ショウジ 前)８１４教室
前 水３ 経済統計学１ 陳　ショウジ 前)８１４教室
後 水３ 統計学２ 陳　ショウジ 後)１０１０３教室
後 水３ 経済統計学２ 陳　ショウジ 後)１０１０３教室
前 水３ 日本経済論１ 田中　隆之 前)１０２０１教室
後 水３ 日本経済論２ 田中　隆之 後)１０２０２教室
前 水３ 経済統計論１ 稲葉　大 前)１０３０３教室
後 水３ 経済統計論２ 稲葉　大 後)４２０教室
前 水３ 社会保障論１ 小池　隆生 前)１０３０１教室 オンライン
前 水３ 経済とジェンダー１ 杉橋　やよい 前)５２５教室
後 水３ 経済とジェンダー２ 杉橋　やよい 後)１１４教室
前 水３ 現代資本主義論１ 新田　滋 前)１１４教室
後 水３ 現代資本主義論２ 新田　滋 後)７０２教室
前 水３ 社会思想１ 中村　雪子 前)１３１教室
後 水３ 社会思想２ 中村　雪子 後)スタジオ２０２
前 水３ アメリカの経済 塙　武郎 前)４１０教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

後 水３ 日米の経済関係 塙　武郎 後)１１８教室
後 水３ 経済社会と女性 飯沼　健子 後)８２４教室
前 水３ 国際事情１（フランス語） 黒木　朋興 前)ゼミ１０５Ｄ
前 水３ 国際事情１（フランス語） 黒木　朋興 前)ゼミ１０５Ｄ
後 水３ 国際事情２（フランス語） 黒木　朋興 後)ゼミ１０５Ｅ
後 水３ 国際事情２（フランス語） 黒木　朋興 後)ゼミ１０５Ｅ
前 水３ 外国経済事情（ドイツ語） 岩佐　卓也 前)ゼミ１０１Ｃ
後 水３ 外国経済事情（ドイツ語） 岩佐　卓也 後)ゼミ９５Ｃ
前 水３ 国際事情３（ドイツ語） 岩佐　卓也 前)ゼミ１０１Ｃ
後 水３ 国際事情３（ドイツ語） 岩佐　卓也 後)ゼミ９５Ｃ
前 水３ 国際事情３（中国語） 大橋　英夫 前)ゼミ９５Ｉ
後 水３ 国際事情３（中国語） 大橋　英夫 後)ゼミ９５Ｉ
前 水３ 国際事情３（コリア語） 佐藤　厚 前)１２１教室
後 水３ 国際事情３（コリア語） 佐藤　厚 後)ゼミ９５Ａ
前 水３ 簿記原理１ 張　夏玉 前)１０３１３教室
後 水３ 簿記原理２ 張　夏玉 後)９７２教室
後 水３ 寄付講座（ＮＣネットワーク・川崎市・川崎信金） 遠山　浩 後)１３３教室
前 水３ ゼミナール３ 津布久　将史 前)ゼミ７３教室
後 水３ ゼミナール４ 津布久　将史 後)ゼミ７２教室
前 水３ ゼミナール５ 津布久　将史 前)ゼミ７３教室
後 水３ ゼミナール６ 津布久　将史 後)ゼミ７２教室
前 水３ ゼミナール５ 長尾　謙吉 前)ゼミ７４教室
後 水３ ゼミナール６ 長尾　謙吉 後)ゼミ７４教室
前 水３ ゼミナール１ 西部　忠 前)ゼミ１０５Ｆ
後 水３ ゼミナール２ 西部　忠 後)ゼミ１０５Ｔ
前 水３ ゼミナール３ 西部　忠 前)ゼミ１０５Ｆ
後 水３ ゼミナール４ 西部　忠 後)ゼミ１０５Ｔ
前 水３ ゼミナール５ 西部　忠 前)ゼミ１０５Ｆ
後 水３ ゼミナール６ 西部　忠 後)ゼミ１０５Ｔ
前 水３ ゼミナール１ 森原　康仁 前)ゼミ１０１Ｆ
後 水３ ゼミナール２ 森原　康仁 後)ゼミ１０１Ｆ
前 水３ 教育原論 黄　順姫 前)８１２教室
前 水３ 心身の発達と学習の過程 角田　真紀子 前)１０２０３教室
後 水３ 教育相談の理論と方法 角田　真紀子 後)４１０教室
後 水３ 教職実践入門 黄　順姫 後)１２２教室
前 水３ 図書館情報資源概論 野口　武悟 前)１２４教室
後 水３ 読書と豊かな人間性 畔田　暁子 後)８２３教室
後 水４ 経済データ入門演習 新田　滋 後)９６６教室 いずれかの曜日時限に自動登録

後 水４ 経済データ入門演習 杉橋　やよい 後)９６７教室 いずれかの曜日時限に自動登録

前 水４ 世界の文学 黒木　朋興 前)１１４教室
前 水４ 世界の文学を読む 黒木　朋興 前)１１４教室
後 水４ 文学と現代世界 黒木　朋興 後)１０１０３教室
後 水４ 越境する文学 黒木　朋興 後)１０１０３教室
前 水４ 歴史と社会・文化 廣川　和花 前)８１３教室
前 水４ 異文化理解の人類学 洪　賢秀 前)１０３０１教室
後 水４ 異文化理解の人類学 洪　賢秀 後)１０１０１教室
後 水４ 日本国憲法 松本　奈津希 後)１３３教室 オンライン
前 水４ 社会学入門 勝俣　達也 前)５２５教室
後 水４ 自然科学実験演習１ 西　孝子 後)自然科学実験室１
前 水４ 自然科学実験演習２ 時田　賢一 前)自然科学実験室１
前 水４ 数理科学２ａ 濱田　英隆 前)５２１教室 オンライン
前 水４ 数理科学２０１ 濱田　英隆 前)５２１教室 オンライン
後 水４ 数理科学２ｂ 濱田　英隆 後)８２２教室 オンライン
後 水４ 数理科学２０２ 濱田　英隆 後)８２２教室 オンライン
通 水４ 教養テーマゼミナール１ 阿藤　正道 前)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナール１ 阿藤　正道 後)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナール２ 阿藤　正道 前)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナール２ 阿藤　正道 後)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナール３ 阿藤　正道 前)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナール３ 阿藤　正道 後)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナールⅠ 阿藤　正道 前)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナールⅠ 阿藤　正道 後)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナールⅡ 阿藤　正道 前)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナールⅡ 阿藤　正道 後)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナールⅢ 阿藤　正道 前)ゼミ１０５Ｂ
通 水４ 教養テーマゼミナールⅢ 阿藤　正道 後)ゼミ１０５Ｂ
前 水４ 太田　由紀子 前)９７２教室
後 水４ 太田　由紀子 後)９７２教室
前 水４ 北村　昌彦 前)９７８教室
後 水４ 北村　昌彦 後)１０３０９教室
前 水４ 中尾　真子 前)８２３教室
後 水４ 中尾　真子 後)８１１教室
前 水４ 滝沢　玄 前)８２２教室
後 水４ 滝沢　玄 後)９７３教室
前 水４ 岩政　裕美子 前)１０２１４教室
後 水４ 岩政　裕美子 後)１０３１５教室
前 水４ 冨塚　博之 前)９７１教室
後 水４ 冨塚　博之 後)１２２教室
前 水４ 藤田　眞理子 前)７１１教室
後 水４ 藤田　眞理子 後)７２２教室
前 水４ 山形　亜子 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
後 水４ 山形　亜子 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 水４ 大須賀　寿子 前)７１２教室
後 水４ 大須賀　寿子 後)７２４教室
前 水４ 廣瀬　秀人 前)７２５教室
後 水４ 廣瀬　秀人 後)７２５教室
前 水４ 真砂　久晃 前)９７６教室
後 水４ 真砂　久晃 後)１２１教室
前 水４ ヒース，ダグラス　Ｒ． 前)７２２教室
後 水４ ヒース，ダグラス　Ｒ． 後)７１２教室
前 水４ ライアン，ケビン 前)１０２０９教室
後 水４ ライアン，ケビン 後)１０３０３教室
前 水４ 藤牧　新 前)９７７教室
後 水４ 藤牧　新 後)９７７教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

前 水４ 澤口　右樹 前)１２２教室
後 水４ 澤口　右樹 後)１１７教室
前 水４ 中国語中級１ａ 凌　飛 前)１０３１１教室
前 水４ 中国語中級２０１ａ 凌　飛 前)１０３１１教室
後 水４ 中国語中級１ｂ 凌　飛 後)ゼミ１０５Ｆ
後 水４ 中国語中級２０１ｂ 凌　飛 後)ゼミ１０５Ｆ
前 水４ スペイン語中級２ａ 愛場　百合子 前)ゼミ１０５Ｅ
前 水４ スペイン語中級２０２ａ 愛場　百合子 前)ゼミ１０５Ｅ
後 水４ スペイン語中級２ｂ 愛場　百合子 後)ゼミ１０５Ｊ
後 水４ スペイン語中級２０２ｂ 愛場　百合子 後)ゼミ１０５Ｊ
前 水４ コリア語中級２ａ 北村　唯司 前)１０２１５教室
前 水４ コリア語中級２０２ａ 北村　唯司 前)１０２１５教室
後 水４ コリア語中級２ｂ 北村　唯司 後)８２４教室
後 水４ コリア語中級２０２ｂ 北村　唯司 後)８２４教室
後 水４ 世界の言語と文化（コリア語） 佐藤　厚 後)７０１教室
前 水４ （再）スポーツリテラシー（卓球） 相澤　勝治 前)卓球場Ｂ
後 水４ （再）スポーツウェルネス（バドミントン） 相澤　勝治 後)第一体育館
前 水４ アドバンストスポーツ（サッカー） 李　宇ヨン 前)北グラウンド
前 水４ マクロ経済学１ 奴田原　健悟 前)１３３教室 オンライン
後 水４ マクロ経済学２ 奴田原　健悟 後)１０２０３教室 オンライン
前 水４ 現代市民社会論 中村　雪子 前)シアター２０１
前 水４ 比較研究特殊講義 スカボン，ブントン 前)ゼミ９５Ｇ
後 水４ 比較研究特殊講義 リム，スティーブン 後)９７４教室
前 水４ 商法１ 澤山　裕文 前)１２４教室 オンライン
後 水４ 商法２ 澤山　裕文 後)４１０教室 オンライン
前 水４ 会計学１ 張　夏玉 前)１０３１５教室
後 水４ 会計学２ 張　夏玉 後)９７１教室
後 水４ 地誌学２ 新井　智一 後)スタジオ２１１
前 水４ 宗教学１ 寺戸　淳子 前)１０２０２教室
後 水４ 宗教学２ 寺戸　淳子 後)１３２教室
前 水４ 特殊講義（海外客員教授の授業） スカボン，ブントン 前)ゼミ９５Ｇ
後 水４ 特殊講義（海外客員教授の授業） リム，スティーブン 後)９７４教室
前 水４ 特殊講義（コンピュータと経済学） 真殿　誠志 前)９６８教室
前 水４ 特殊講義（経済学方法論） 新田　滋 前)９６６教室
前 水４ ゼミナール３ 大橋　英夫 前)ゼミ９５Ｉ
後 水４ ゼミナール４ 大橋　英夫 後)ゼミ９５Ｉ
前 水４ ゼミナール５ 大橋　英夫 前)ゼミ９５Ｉ
後 水４ ゼミナール６ 大橋　英夫 後)ゼミ９５Ｉ
前 水４ ゼミナール１ 小川　健 前)ゼミ１０１Ｇ
後 水４ ゼミナール２ 小川　健 後)ゼミ１０１Ｇ
前 水４ ゼミナール３ 小川　健 前)ゼミ１０１Ｇ
後 水４ ゼミナール４ 小川　健 後)ゼミ１０１Ｇ
前 水４ ゼミナール５ 小川　健 前)ゼミ１０１Ｇ
後 水４ ゼミナール６ 小川　健 後)ゼミ１０１Ｇ
前 水４ ゼミナール１ 金　榮愨 前)１０３１３教室
後 水４ ゼミナール２ 金　榮愨 後)７１３教室
前 水４ ゼミナール３ 金　榮愨 前)１０３１３教室
後 水４ ゼミナール４ 金　榮愨 後)７１３教室
前 水４ ゼミナール１ 徐　一睿 前)１０２１３教室
後 水４ ゼミナール２ 徐　一睿 後)ゼミ７７教室
前 水４ ゼミナール１ 津布久　将史 前)ゼミ７３教室
後 水４ ゼミナール２ 津布久　将史 後)ゼミ７２教室
前 水４ ゼミナール１ 恒木　健太郎 前)１０２１０教室
後 水４ ゼミナール２ 恒木　健太郎 後)ゼミ７０教室
前 水４ ゼミナール３ 恒木　健太郎 前)１０２１０教室
後 水４ ゼミナール４ 恒木　健太郎 後)ゼミ７０教室
前 水４ ゼミナール１ 中村　吉明 前)１０２０６教室
後 水４ ゼミナール２ 中村　吉明 後)１０２１３教室
前 水４ ゼミナール３ 中村　吉明 前)１０２０６教室
後 水４ ゼミナール４ 中村　吉明 後)１０２１３教室
前 水４ ゼミナール１ 長尾　謙吉 前)ゼミ７４教室
後 水４ ゼミナール２ 長尾　謙吉 後)ゼミ７４教室
前 水４ ゼミナール３ 長尾　謙吉 前)ゼミ７４教室
後 水４ ゼミナール４ 長尾　謙吉 後)ゼミ７４教室
前 水４ ゼミナール１ 永江　雅和 前)１０３０９教室
後 水４ ゼミナール２ 永江　雅和 後)１０３１４教室
前 水４ ゼミナール１ 傅　凱儀 前)１０３１４教室
後 水４ ゼミナール２ 傅　凱儀 後)１０２０８教室
前 水４ ゼミナール３ 傅　凱儀 前)１０３１４教室
後 水４ ゼミナール４ 傅　凱儀 後)１０２０８教室
前 水４ ゼミナール１ 森　啓明 前)１０３０５教室
前 水４ ゼミナール３ 森原　康仁 前)ゼミ１０１Ｆ
後 水４ ゼミナール４ 森原　康仁 後)ゼミ１０１Ｆ
前 水４ ゼミナール５ 森原　康仁 前)ゼミ１０１Ｆ
後 水４ ゼミナール６ 森原　康仁 後)ゼミ１０１Ｆ
前 水４ ゼミナール１ 矢野　貴之 前)ゼミ９５Ｄ
後 水４ ゼミナール２ 矢野　貴之 後)７１１教室
前 水４ ゼミナール３ 矢野　貴之 前)ゼミ９５Ｄ
後 水４ ゼミナール４ 矢野　貴之 後)７１１教室
前 水４ ゼミナール５ 矢野　貴之 前)ゼミ９５Ｄ
後 水４ ゼミナール６ 矢野　貴之 後)７１１教室
前 水４ 教育原論 黄　順姫 前)１０１０１教室
後 水４ 教育原論 黄　順姫 後)１１８教室
前 水４ 心身の発達と学習の過程 角田　真紀子 前)１０１０３教室
後 水４ 教育相談の理論と方法 角田　真紀子 後)１０２０２教室
後 水４ 地誌学ｂ 新井　智一 後)スタジオ２１１
前 水４ 宗教学ａ 寺戸　淳子 前)１０２０２教室
後 水４ 宗教学ｂ 寺戸　淳子 後)１３２教室
前 水４ 児童サービス論 萬谷　ひとみ 前)７１３教室
前 水４ 学習指導と学校図書館 青山　比呂乃 前)端末室Ｃ
前 水５ 英語圏文学への招待 大須賀　寿子 前)９７４教室
後 水５ 歴史と社会・文化 鬼嶋　淳 後)１０１０３教室
前 水５ 歴史と社会・文化 日暮　美奈子 前)７０１教室
後 水５ 応用心理学入門 下村　寛治 後)１０２０２教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

前 水５ 基礎心理学入門 下村　寛治 前)１０１０２教室
前 水５ 基礎心理学入門 小林　晃洋 前)１０２０２教室
後 水５ 応用心理学入門 小林　晃洋 後)５２８教室
前 水５ 異文化理解の人類学 洪　賢秀 前)８１２教室
後 水５ ジャーナリズムと現代 宇賀神　貴宏 後)１０１０２教室
後 水５ 日本国憲法 松本　奈津希 後)１３３教室 オンライン
前 水５ 自然科学実験演習２ 時田　賢一 前)自然科学実験室１
前 水５ 生物科学２ａ 高部　由季 前)９７９教室
前 水５ 生物科学２０１ 高部　由季 前)９７９教室
後 水５ 生物科学２ａ 高部　由季 後)９７９教室
後 水５ 生物科学２０１ 高部　由季 後)９７９教室
前 水５ 宇宙地球科学１ａ 大月　祥子 前)１０３０１教室 オンライン
前 水５ 宇宙地球科学１０１ 大月　祥子 前)１０３０１教室 オンライン
後 水５ 宇宙地球科学１ｂ 大月　祥子 後)１０２０３教室 オンライン
後 水５ 宇宙地球科学１０２ 大月　祥子 後)１０２０３教室 オンライン
前 水５ 学際科目１０（テレビ研究） 杉田　このみ 前)１０１０３教室
前 水５ 学際科目１１０（テレビ研究） 杉田　このみ 前)１０１０３教室
通 水５ 教養テーマゼミナール１ 角田　真紀子 前)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナール１ 角田　真紀子 後)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナール２ 角田　真紀子 前)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナール２ 角田　真紀子 後)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナール３ 角田　真紀子 前)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナール３ 角田　真紀子 後)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅠ 角田　真紀子 前)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅠ 角田　真紀子 後)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅡ 角田　真紀子 前)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅡ 角田　真紀子 後)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅢ 角田　真紀子 前)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅢ 角田　真紀子 後)ゼミ１０５Ｅ
通 水５ 教養テーマゼミナール１ 佐藤　満 前)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナール１ 佐藤　満 後)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナール２ 佐藤　満 前)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナール２ 佐藤　満 後)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナール３ 佐藤　満 前)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナール３ 佐藤　満 後)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナールⅠ 佐藤　満 前)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナールⅠ 佐藤　満 後)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナールⅡ 佐藤　満 前)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナールⅡ 佐藤　満 後)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナールⅢ 佐藤　満 前)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナールⅢ 佐藤　満 後)第二体育館
通 水５ 教養テーマゼミナール１ 時任　真一郎 前)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナール１ 時任　真一郎 後)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナール２ 時任　真一郎 前)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナール２ 時任　真一郎 後)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナール３ 時任　真一郎 前)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナール３ 時任　真一郎 後)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅠ 時任　真一郎 前)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅠ 時任　真一郎 後)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅡ 時任　真一郎 前)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅡ 時任　真一郎 後)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅢ 時任　真一郎 前)ゼミ１０１Ｈ
通 水５ 教養テーマゼミナールⅢ 時任　真一郎 後)ゼミ１０１Ｈ
前 水５ コリア語中級２ａ 北村　唯司 前)１０２０８教室
前 水５ コリア語中級２０２ａ 北村　唯司 前)１０２０８教室
後 水５ コリア語中級２ｂ 北村　唯司 後)９７３教室
後 水５ コリア語中級２０２ｂ 北村　唯司 後)９７３教室
後 水５ 現代経済基礎 河藤　佳彦 後)１０１０１教室 再履修者用
前 水５ 社会教養特別講座 森原　康仁 前)１０３１５教室
前 水５ ＮＧＯ論１ 狐崎　知己 前)１０２０４教室
後 水５ ＮＧＯ論３ 狐崎　知己 後)スタジオ２０２
通 水５ 卒業研究 大橋　英夫 前)ゼミ１０５Ｓ
通 水５ 卒業研究 大橋　英夫 後)ゼミ１０５Ｓ
前 水５ ゼミナール１ 中村　雪子 前)ゼミ１０１Ｆ
後 水５ ゼミナール２ 中村　雪子 後)ゼミ１０５Ｈ
前 水５ ゼミナール３ 中村　雪子 前)ゼミ１０１Ｆ
後 水５ ゼミナール４ 中村　雪子 後)ゼミ１０５Ｈ
前 水５ ゼミナール５ 中村　雪子 前)ゼミ１０１Ｆ
後 水５ ゼミナール６ 中村　雪子 後)ゼミ１０５Ｈ
前 水５ ゼミナール５ 金　榮愨 前)１０３１３教室
後 水５ ゼミナール６ 金　榮愨 後)７１３教室
前 水５ ゼミナール３ 徐　一睿 前)１０２１３教室
後 水５ ゼミナール４ 徐　一睿 後)ゼミ７７教室
前 水５ ゼミナール５ 徐　一睿 前)１０２１３教室
後 水５ ゼミナール６ 徐　一睿 後)ゼミ７７教室
前 水５ ゼミナール１ 杉橋　やよい 前)ゼミ９５Ｄ
後 水５ ゼミナール２ 杉橋　やよい 後)ゼミ９５Ｄ
前 水５ ゼミナール３ 杉橋　やよい 前)ゼミ９５Ｄ
後 水５ ゼミナール４ 杉橋　やよい 後)ゼミ９５Ｄ
前 水５ ゼミナール５ 杉橋　やよい 前)ゼミ９５Ｄ
後 水５ ゼミナール６ 杉橋　やよい 後)ゼミ９５Ｄ
前 水５ ゼミナール５ 恒木　健太郎 前)１０２１０教室
後 水５ ゼミナール６ 恒木　健太郎 後)ゼミ７０教室
前 水５ ゼミナール５ 中村　吉明 前)１０２０６教室
後 水５ ゼミナール６ 中村　吉明 後)１０２１３教室
前 水５ ゼミナール３ 永江　雅和 前)１０３０９教室
後 水５ ゼミナール４ 永江　雅和 後)１０３１４教室
前 水５ ゼミナール５ 永江　雅和 前)１０３０９教室
後 水５ ゼミナール６ 永江　雅和 後)１０３１４教室
前 水５ ゼミナール５ 傅　凱儀 前)１０３１４教室
後 水５ ゼミナール６ 傅　凱儀 後)１０２０８教室
前 水５ 社会科・公民科教育法１ 宮崎　三喜男 前)１０２１４教室
後 水５ 社会科・公民科教育法２ 宮崎　三喜男 後)１０２１４教室
後 水５ 教職実践入門 福山　文子 後)７１１教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

前 木１ 情報入門１ 下田　俊樹 前)９６７教室
後 木１ 情報入門２ 下田　俊樹 後)９６７教室
後 木１ 応用心理学入門 齋藤　優実 後)５２８教室
前 木１ 基礎心理学入門 齋藤　優実 前)５２８教室
後 木１ 法と社会 桶田　和子 後)７０２教室
後 木１ 子どもと社会の教育学 広瀬　裕子 後)スタジオ２０２
後 木１ 教育と社会のダイナミズム 広瀬　裕子 後)スタジオ２０２
前 木１ 化学２ａ 松本　幸三 前)７２４教室
前 木１ 化学２０１ 松本　幸三 前)７２４教室
後 木１ 化学２ｂ 松本　幸三 後)９７６教室
後 木１ 化学２０２ 松本　幸三 後)９７６教室
通 木１ 教養テーマゼミナール１ 高島　裕之 前)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナール１ 高島　裕之 後)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナール２ 高島　裕之 前)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナール２ 高島　裕之 後)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナール３ 高島　裕之 前)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナール３ 高島　裕之 後)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナールⅠ 高島　裕之 前)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナールⅠ 高島　裕之 後)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナールⅡ 高島　裕之 前)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナールⅡ 高島　裕之 後)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナールⅢ 高島　裕之 前)ゼミ９５Ａ
通 木１ 教養テーマゼミナールⅢ 高島　裕之 後)ゼミ９５Ａ
前 木１ スロボッドニウク，アダム　Ｊ． 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 木１ スロボッドニウク，アダム　Ｊ． 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 木１ 宮田　宗彦 前)１０３１２教室
後 木１ 宮田　宗彦 後)１０３１２教室
前 木１ 長谷川　宏 前)ゼミ７０教室
後 木１ 長谷川　宏 後)ゼミ７０教室
前 木１ スペイン語初級２ａ（再） バリエントス，ジョン・ダビッ 前)１０２０６教室
前 木１ スペイン語初級１０２ａ（再） バリエントス，ジョン・ダビッ 前)１０２０６教室
後 木１ スペイン語初級２ｂ（再） バリエントス，ジョン・ダビッ 後)１０２１２教室
後 木１ スペイン語初級１０２ｂ（再） バリエントス，ジョン・ダビッ 後)１０２１２教室
前 木１ 経済学入門 森　啓明 前)１０２０２教室 １１組～１６組
前 木１ 現代経済学入門 森　啓明 前)１０２０２教室
後 木１ マクロ経済学入門 古賀　麻衣子 後)５２５教室 １１組～１６組
前 木１ 財政学１ 中野　英夫 前)１０１０２教室
後 木１ 財政学２ 中野　英夫 後)スタジオ２１１
前 木１ 地域経済論１ 河藤　佳彦 前)１３１教室
後 木１ 地域経済論２ 河藤　佳彦 後)１１４教室
前 木１ 経済へのアプローチ 森原　康仁 前)１０１０１教室 ３１組～３４組
前 木１ 社会経済基礎 森原　康仁 前)１０１０１教室
前 木１ 国際マクロ経済学１ 大倉　正典 前)５２５教室
後 木１ 国際マクロ経済学２ 大倉　正典 後)１０１０２教室
前 木１ 欧米文化史ａ 松本　礼子 前)１０２０１教室
後 木１ 欧米文化史ｂ 松本　礼子 後)１０２０３教室
前 木２ 情報入門１ 下田　俊樹 前)９６７教室
後 木２ 情報入門２ 下田　俊樹 後)９６７教室
後 木２ 日本の文化 日向　雅之 後)８１２教室
後 木２ 作品を創る１ 日向　雅之 後)８１２教室
前 木２ 日本の文化 日向　雅之 前)１０３０３教室
前 木２ 作品を創る１ 日向　雅之 前)１０３０３教室
後 木２ 日本の文学 丸井　貴史 後)５２５教室
前 木２ 基礎心理学入門 齋藤　優実 前)５２５教室
後 木２ 応用心理学入門 齋藤　優実 後)５２８教室
前 木２ 基礎心理学入門 市村　彰英 前)１３１教室
後 木２ 異文化理解の人類学 洪　賢秀 後)８２１教室
前 木２ ジャーナリズムと現代 白石　草 前)１１４教室
後 木２ 現代の社会学 徐　玄九 後)１０３０３教室
前 木２ 生物科学１ａ 前川　修吾 前)８１４教室
前 木２ 生物科学１０１ 前川　修吾 前)８１４教室
後 木２ 生物科学１ｂ 前川　修吾 後)１０１０２教室
後 木２ 生物科学１０２ 前川　修吾 後)１０１０２教室
前 木２ 物理学１ａ 小田切　健太 前)１０３０１教室 オンライン
前 木２ 物理学１０１ 小田切　健太 前)１０３０１教室 オンライン
後 木２ 物理学１ｂ 小田切　健太 後)１３２教室 オンライン
後 木２ 物理学１０２ 小田切　健太 後)１３２教室 オンライン
前 木２ 物理学２ａ 水崎　高浩 前)１０２０９教室 オンライン
前 木２ 物理学２０１ 水崎　高浩 前)１０２０９教室 オンライン
後 木２ 物理学２ｂ 水崎　高浩 後)１０３０１教室 オンライン
後 木２ 物理学２０２ 水崎　高浩 後)１０３０１教室 オンライン
後 木２ テーマ科目（比較の方法） 恒木　健太郎 後)スタジオ２１１
後 木２ テーマ科目２０８（比較の方法） 恒木　健太郎 後)スタジオ２１１
前 木２ 石黒　恭代 前)８２１教室
前 木２ 石黒　恭代 前)８２１教室
後 木２ 石黒　恭代 後)４２７教室
後 木２ 石黒　恭代 後)４２７教室
前 木２ スロボッドニウク，アダム　Ｊ． 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 木２ スロボッドニウク，アダム　Ｊ． 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 木２ ロッケルマン，ジョン　Ｌ． 前)７１２教室
後 木２ ロッケルマン，ジョン　Ｌ． 後)８１１教室
前 木２ ライアン，ケビン 前)１０３１２教室
後 木２ ライアン，ケビン 後)１０３１２教室
前 木２ 金森　成美 前)ＣＡＬＬ教室Ａ
後 木２ 金森　成美 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 木２ 長谷川　宏 前)ゼミ７０教室
後 木２ 長谷川　宏 後)ゼミ７０教室
前 木２ フランス語初級１ｂ（再） 尾崎　文太 前)９７７教室
前 木２ フランス語初級１０１ｂ（再） 尾崎　文太 前)９７７教室
前 木２ スペイン語中級２ａ バリエントス，ジョン・ダビッ 前)１０２０６教室
前 木２ スペイン語中級２０２ａ バリエントス，ジョン・ダビッ 前)１０２０６教室
後 木２ スペイン語中級２ｂ バリエントス，ジョン・ダビッ 後)１０２１２教室
後 木２ スペイン語中級２０２ｂ バリエントス，ジョン・ダビッ 後)１０２１２教室
前 木２ 選択アラビア語１ａ 狩野　希望 前)７１１教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

前 木２ 選択アラビア語１０１ａ 狩野　希望 前)７１１教室
後 木２ 選択アラビア語１ｂ 狩野　希望 後)ゼミ１０１Ａ
後 木２ 選択アラビア語１０１ｂ 狩野　希望 後)ゼミ１０１Ａ
前 木２ 日本語音声理解１ 藤本　かおる 前)ゼミ９５Ｉ 留学生カリキュラム
後 木２ 日本語音声理解２ 藤本　かおる 後)７１２教室 留学生カリキュラム
前 木２ スポーツ論（オリンピックとスポーツ） 吉田　毅 前)７０１教室
前 木２ オリンピックとスポーツ 吉田　毅 前)７０１教室
後 木２ スポーツ論（オリンピックとスポーツ） 吉田　毅 後)１０２０２教室
後 木２ オリンピックとスポーツ 吉田　毅 後)１０２０２教室
前 木２ 現代経済基礎 遠山　浩 前)１０２０２教室 １７組～２２組
前 木２ 応用ミクロ経済学Ａ 森　啓明 前)１０１０３教室
後 木２ 日本経済の論点 宮嵜　晃臣 後)１１４教室
後 木２ 日本経済論１ 宮嵜　晃臣 後)１１４教室
前 木２ 世界経済の論点 宮嵜　晃臣 前)１３２教室
前 木２ 日本経済論２ 宮嵜　晃臣 前)１３２教室
前 木２ 農業経済論１ 野部　公一 前)１０２０１教室
後 木２ 農業経済論２ 野部　公一 後)７０１教室
前 木２ 社会運動論１ 大島　岳 前)１０１０１教室
前 木２ 進化経済学１ 西部　忠 前)１０２１５教室
前 木２ 経済変動論１ 西部　忠 前)１０２１５教室
後 木２ 進化経済学２ 西部　忠 後)８１３教室
後 木２ 経済変動論２ 西部　忠 後)８１３教室
後 木２ ヨーロッパの経済２ 永島　剛 後)１０２０３教室
前 木２ 日本とアジアの経済関係 矢野　貴之 前)９７３教室
前 木２ 資源・エネルギー論 小川　健 前)９７１教室
前 木２ 国際事情２（英語） 小西　恵美 前)１０３０６教室
後 木２ 寄付講座（実践知としてのワークルール入門） 兵頭　淳史 後)４１０教室
前 木２ ゼミナール５ 中野　英夫 前)２２４教室
後 木２ ゼミナール６ 中野　英夫 後)２２４教室
前 木２ 公教育制度論 福山　文子 前)４２０教室
前 木２ 生徒・進路指導論 小峰　直史 前)８２２教室
後 木２ 生徒・進路指導論 小峰　直史 後)８２３教室
前 木２ 図書館概論 荻原　幸子 前)１０１０２教室
前 木３ 情報入門１ 黒崎　茂樹 前)９６７教室
後 木３ 情報入門２ 黒崎　茂樹 後)９６７教室
後 木３ 日本の文学 宇野　瑞木 後)１１４教室
前 木３ 日本の文学 宇野　瑞木 前)１０１０１教室
前 木３ 基礎心理学入門 齋藤　優実 前)１０１０２教室
後 木３ 応用心理学入門 齋藤　優実 後)１０３０１教室
前 木３ 哲学 佐藤　雅男 前)５２５教室
前 木３ 哲学入門 佐藤　雅男 前)５２５教室
前 木３ 生物科学１ａ 前川　修吾 前)１０２０１教室
前 木３ 生物科学１０１ 前川　修吾 前)１０２０１教室
前 木３ 物理学１ａ 水崎　高浩 前)９７９教室 オンライン
前 木３ 物理学１０１ 水崎　高浩 前)９７９教室 オンライン
後 木３ 物理学１ｂ 水崎　高浩 後)１３２教室 オンライン
後 木３ 物理学１０２ 水崎　高浩 後)１３２教室 オンライン
前 木３ 宮崎　順子 前)１２１教室
後 木３ 宮崎　順子 後)１２１教室
前 木３ 小西　恵美 前)１０２０８教室
後 木３ 小西　恵美 後)１０２０８教室
前 木３ 近藤　章子 前)７２３教室
後 木３ 近藤　章子 後)７２３教室
前 木３ 宝喜　みどり 前)７１３教室
後 木３ 宝喜　みどり 後)７１４教室
前 木３ 照屋　由佳 前)１０２０４教室
後 木３ 照屋　由佳 後)９７６教室
前 木３ 愛甲　雄一 前)８２４教室
後 木３ 愛甲　雄一 後)１０２０９教室
前 木３ 江澤　美月 前)９７３教室
後 木３ 江澤　美月 後)９７９教室
前 木３ 冨塚　博之 前)９７６教室
後 木３ 冨塚　博之 後)１０３１４教室
前 木３ 大須賀　寿子 前)１０３１２教室
後 木３ 大須賀　寿子 後)９７５教室
前 木３ 植村　恵子 前)９７８教室
後 木３ 植村　恵子 後)９７８教室
前 木３ 中尾　真子 前)７２５教室
後 木３ 中尾　真子 後)７２５教室
前 木３ 待田　明 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 木３ 待田　明 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 木３ スロボッドニウク，アダム　Ｊ． 前)９７７教室
後 木３ スロボッドニウク，アダム　Ｊ． 後)７１３教室
前 木３ ロッケルマン，ジョン　Ｌ． 前)７１４教室
後 木３ ロッケルマン，ジョン　Ｌ． 後)７１２教室
前 木３ 宮田　宗彦 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
後 木３ 宮田　宗彦 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 木３ ハートリ，ライアン 前)１０２１３教室
後 木３ ハートリ，ライアン 後)１０２１３教室
前 木３ ウ，ニコラス　Ｓ． 前)７２１教室
後 木３ ウ，ニコラス　Ｓ． 後)７２１教室
前 木３ ライアン，ケビン 前)１０３０６教室
後 木３ ライアン，ケビン 後)ゼミ７７教室
前 木３ フランス語中級１ａ 山口　俊洋 前)ゼミ７６教室
前 木３ フランス語中級２０１ａ 山口　俊洋 前)ゼミ７６教室
後 木３ フランス語中級１ｂ 山口　俊洋 後)ゼミ９５Ｅ
後 木３ フランス語中級２０１ｂ 山口　俊洋 後)ゼミ９５Ｅ
前 木３ コリア語上級１ａ 金　娜玄 前)ゼミ９５Ｆ
後 木３ コリア語上級１ｂ 金　娜玄 後)ゼミ９５Ｊ
後 木３ 言語文化研究（アジア）１ 狩野　希望 後)８１１教室
前 木３ 日本語文章理解１ 坂田　篤義 前)ゼミ１０１Ｃ 留学生カリキュラム
後 木３ 日本語文章理解２ 坂田　篤義 後)ゼミ９５Ｂ 留学生カリキュラム
前 木３ 日本語口頭表現１ 藤本　かおる 前)ゼミ９５Ｉ 留学生カリキュラム
後 木３ 日本語口頭表現２ 藤本　かおる 後)ゼミ７６教室 留学生カリキュラム



81

現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

前 木３ （再）スポーツリテラシー（卓球） 相澤　勝治 前)卓球場Ｂ
後 木３ （再）スポーツウェルネス（卓球） 佐藤　雅幸 後)卓球場Ｂ
後 木３ （再）スポーツウェルネス（ＰＦＣ） 相澤　勝治 後)トレーニング室
前 木３ アドバンストスポーツ（テニス） 佐藤　雅幸 前)テニスコート
前 木３ アドバンストスポーツ（バドミントン） 渡辺　英次 前)第一体育館
後 木３ アドバンストスポーツ（サッカー） 檜山　康 後)北グラウンド
後 木３ アドバンストスポーツ（バドミントン） 渡辺　英次 後)第一体育館
前 木３ 企業金融論 山中　尚 前)７０２教室
前 木３ 企業金融論１ 山中　尚 前)７０２教室
後 木３ 証券投資論 山中　尚 後)７０１教室
後 木３ 企業金融論２ 山中　尚 後)７０１教室
前 木３ 情報経済論１ 高原　豪 前)１０２０２教室
後 木３ 情報経済論２ 高原　豪 後)スタジオ２０２
後 木３ 世界経済のあゆみ 齊藤　佳史 後)１０２０１教室
前 木３ マクロ経済学基礎 坂口　明義 前)１２４教室
前 木３ 生活経済論１ 鈴木　奈穂美 前)１０３０１教室
後 木３ 生活経済論２ 鈴木　奈穂美 後)１０２０２教室
前 木３ 福祉と経済史 齊藤　佳史 前)１１４教室
前 木３ 現代西洋経済史１ 齊藤　佳史 前)１１４教室
前 木３ 世界経済論１ 森原　康仁 前)８１３教室
前 木３ 日米経済論１ 森原　康仁 前)８１３教室
後 木３ 世界経済論２ 森原　康仁 後)５２５教室
後 木３ 日米経済論２ 森原　康仁 後)５２５教室
後 木３ マネー論 坂口　明義 後)１０３０３教室
後 木３ 貨幣・信用制度論 坂口　明義 後)１０３０３教室
前 木３ 社会科学論１ 西部　忠 前)スタジオ２１１
後 木３ 社会科学論２ 西部　忠 後)８１３教室
前 木３ 健康社会論 飯田　義明 前)７１１教室
前 木３ 地域研究特殊講義 小川　健 前)ゼミ９５Ｈ
前 木３ 海外特別研修１ 飯沼　健子 前)ゼミ９５Ｂ
後 木３ 海外特別研修３ 飯沼　健子 後)ゼミ１０５Ｔ
前 木３ 海外特別研修１ 永島　剛 前)ゼミ１０５Ｓ
後 木３ 海外特別研修３ 永島　剛 後)ゼミ１０５Ｓ
前 木３ 国際コミュニケーション２ 未　定 前)１０２０５教室
前 木３ 国際コミュニケーション２ 未　定 前)１０２０５教室
後 木３ 国際コミュニケーション３ 未　定 後)１０２０５教室
後 木３ 国際コミュニケーション３ 未　定 後)１０２０５教室
前 木３ 国際事情１（英語） 小西　杏奈 前)１０２０７教室
前 木３ 国際事情１（英語） 小西　杏奈 前)１０２０７教室
後 木３ 国際事情２（英語） 小西　杏奈 後)１０３０２教室
後 木３ 国際事情２（英語） 小西　杏奈 後)１０３０２教室
前 木３ 国際事情３（ロシア語） 野部　公一 前)２２４教室
後 木３ 国際事情３（ロシア語） 野部　公一 後)２２５教室
前 木３ 民法１ 桶田　和子 前)７０１教室
後 木３ 民法２ 桶田　和子 後)１２４教室
後 木３ 特殊講義（環境政策論２） 森　啓輔 後)８２２教室
後 木３ 特殊講義（英語で学ぶ経済学基礎と日本経済） 櫻井　宏二郎 後)８２１教室
前 木３ ゼミナール５ 大倉　正典 前)１０２１５教室
後 木３ ゼミナール６ 大倉　正典 後)ゼミ９５Ｈ
前 木３ ゼミナール１ 中野　英夫 前)２２１教室
後 木３ ゼミナール２ 中野　英夫 後)２２４教室
前 木３ ゼミナール３ 中野　英夫 前)２２１教室
後 木３ ゼミナール４ 中野　英夫 後)２２４教室
前 木３ ゼミナール３ 森　啓明 前)１０３０５教室
前 木３ ゼミナール５ 森　啓明 前)１０３０５教室
前 木３ ゼミナール５ 山縣　宏寿 前)ゼミ７０教室
後 木３ ゼミナール６ 山縣　宏寿 後)１０２１５教室
前 木３ 特別活動・総合的な学習の時間の指導法 福山　文子 前)８１２教室
後 木３ 教職実践演習（中・高） 角田　真紀子 後)１０３０６教室
後 木３ 図書館基礎特論 荻原　幸子 後)１０３０８教室
前 木３ 図書館制度・経営論 荻原　幸子 前)８２１教室
前 木３ 情報メディアの活用 中島　玲子 前)９６６教室
前 木４ 情報入門１ 黒崎　茂樹 前)９６７教室
後 木４ 情報入門２ 黒崎　茂樹 後)９６７教室
前 木４ 倫理学 上村　佳史 前)１０１０２教室
前 木４ 倫理とは何か 上村　佳史 前)１０１０２教室
後 木４ マーケティングベーシックス 八島　明朗 後)１１７教室
前 木４ 物理学２ａ 水崎　高浩 前)１１４教室 オンライン
前 木４ 物理学２０１ 水崎　高浩 前)１１４教室 オンライン
後 木４ 物理学２ｂ 水崎　高浩 後)１０３０１教室 オンライン
後 木４ 物理学２０２ 水崎　高浩 後)１０３０１教室 オンライン
通 木４ 教養テーマゼミナール１ 富川　理充 前)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール１ 富川　理充 後)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール２ 富川　理充 前)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール２ 富川　理充 後)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール３ 富川　理充 前)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール３ 富川　理充 後)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅠ 富川　理充 前)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅠ 富川　理充 後)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅡ 富川　理充 前)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅡ 富川　理充 後)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅢ 富川　理充 前)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅢ 富川　理充 後)ゼミ１０５Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール１ 飯田　義明 前)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナール１ 飯田　義明 後)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナール２ 飯田　義明 前)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナール２ 飯田　義明 後)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナール３ 飯田　義明 前)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナール３ 飯田　義明 後)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅠ 飯田　義明 前)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅠ 飯田　義明 後)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅡ 飯田　義明 前)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅡ 飯田　義明 後)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅢ 飯田　義明 前)ゼミ９５Ｊ
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通 木４ 教養テーマゼミナールⅢ 飯田　義明 後)ゼミ９５Ｊ
通 木４ 教養テーマゼミナール１ 相澤　勝治 前)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナール１ 相澤　勝治 後)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナール２ 相澤　勝治 前)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナール２ 相澤　勝治 後)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナール３ 相澤　勝治 前)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナール３ 相澤　勝治 後)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅠ 相澤　勝治 前)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅠ 相澤　勝治 後)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅡ 相澤　勝治 前)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅡ 相澤　勝治 後)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅢ 相澤　勝治 前)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅢ 相澤　勝治 後)ゼミ９５Ｉ
通 木４ 教養テーマゼミナール１ 柏木　悠 前)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール１ 柏木　悠 後)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール２ 柏木　悠 前)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール２ 柏木　悠 後)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール３ 柏木　悠 前)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナール３ 柏木　悠 後)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅠ 柏木　悠 前)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅠ 柏木　悠 後)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅡ 柏木　悠 前)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅡ 柏木　悠 後)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅢ 柏木　悠 前)ゼミ１０１Ｄ
通 木４ 教養テーマゼミナールⅢ 柏木　悠 後)ゼミ１０１Ｄ
前 木４ 照屋　由佳 前)１０２１０教室
後 木４ 照屋　由佳 後)９７６教室
前 木４ 待田　明 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 木４ 待田　明 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 木４ 小西　恵美 前)８１３教室
後 木４ 小西　恵美 後)１０２０８教室
前 木４ 宝喜　みどり 前)７１３教室
後 木４ 宝喜　みどり 後)７１４教室
前 木４ 江澤　美月 前)９７３教室
後 木４ 江澤　美月 後)９７４教室
前 木４ 奥山　裕介 前)１２５教室
後 木４ 奥山　裕介 後)１２５教室
前 木４ 大須賀　寿子 前)１０３１２教室
後 木４ 大須賀　寿子 後)９７５教室
前 木４ 宮崎　順子 前)１２１教室
後 木４ 宮崎　順子 後)１２１教室
前 木４ 中村　太一 前)７１１教室
後 木４ 中村　太一 後)７１３教室
前 木４ 冨塚　博之 前)８２３教室
後 木４ 冨塚　博之 後)８２３教室
前 木４ ハートリ，ライアン 前)１０２１３教室
後 木４ ハートリ，ライアン 後)１０２１３教室
前 木４ ロッケルマン，ジョン　Ｌ． 前)７１４教室
後 木４ ロッケルマン，ジョン　Ｌ． 後)７１２教室
前 木４ 石黒　恭代 前)４２８教室
前 木４ 石黒　恭代 前)４２８教室
後 木４ 石黒　恭代 後)４２７教室
後 木４ 石黒　恭代 後)４２７教室
前 木４ スロボッドニウク，アダム　Ｊ． 前)９７７教室
後 木４ スロボッドニウク，アダム　Ｊ． 後)９７３教室
前 木４ 山本　満登香 前)９７６教室
後 木４ 山本　満登香 後)１０２０４教室
前 木４ ライアン，ケビン 前)１０３０５教室
後 木４ ライアン，ケビン 後)１０３０７教室
前 木４ 選択フランス語１ａ 山口　俊洋 前)ゼミ１０５Ｔ
前 木４ 選択フランス語１０１ａ 山口　俊洋 前)ゼミ１０５Ｔ
前 木４ フランス語初級１ａ（再） 山口　俊洋 前)ゼミ１０５Ｔ
前 木４ フランス語初級１０１ａ（再） 山口　俊洋 前)ゼミ１０５Ｔ
後 木４ 選択フランス語１ｂ 山口　俊洋 後)ゼミ９５Ｄ
後 木４ 選択フランス語１０１ｂ 山口　俊洋 後)ゼミ９５Ｄ
後 木４ フランス語初級１ｂ（再） 山口　俊洋 後)ゼミ９５Ｄ
後 木４ フランス語初級１０１ｂ（再） 山口　俊洋 後)ゼミ９５Ｄ
前 木４ 中国語中級１ａ 周　偉嘉 前)１０３０６教室
前 木４ 中国語中級２０１ａ 周　偉嘉 前)１０３０６教室
後 木４ 中国語中級１ｂ 周　偉嘉 後)１０３１１教室
後 木４ 中国語中級２０１ｂ 周　偉嘉 後)１０３１１教室
前 木４ ロシア語中級２ａ 石川　達夫 前)ゼミ１０５Ｒ
前 木４ ロシア語中級２０２ａ 石川　達夫 前)ゼミ１０５Ｒ
後 木４ ロシア語中級２ｂ 桜井　厚二 後)ＣＡＬＬ教室Ｄ
後 木４ ロシア語中級２０２ｂ 桜井　厚二 後)ＣＡＬＬ教室Ｄ
前 木４ コリア語中級１ａ 金　娜玄 前)１０３０７教室
前 木４ コリア語中級２０１ａ 金　娜玄 前)１０３０７教室
後 木４ コリア語中級１ｂ 金　娜玄 後)９７９教室
後 木４ コリア語中級２０１ｂ 金　娜玄 後)９７９教室
前 木４ インドネシア語上級１ａ フェロニカ・Ｒ・Ｋ 前)ゼミ９５Ｇ オンライン
後 木４ インドネシア語上級１ｂ フェロニカ・Ｒ・Ｋ 後)ゼミ１０５Ｃ オンライン
前 木４ 言語文化研究（アジア）１ 鈴木　健郎 前)９７２教室
前 木４ 日本語文章理解１ 坂田　篤義 前)ゼミ７２教室 留学生カリキュラム
後 木４ 日本語文章理解２ 坂田　篤義 後)ゼミ９５Ａ 留学生カリキュラム
後 木４ スポーツ論（トレーニング科学） 佐藤　雅幸 後)７０２教室
後 木４ トレーニング科学 佐藤　雅幸 後)７０２教室
前 木４ （再）スポーツリテラシー（テニス） 佐藤　雅幸 前)テニスコート
後 木４ 貿易論 小川　健 後)１０３０５教室
後 木４ 経営の国際比較 西村　剛 後)１０１０３教室
後 木４ 国際労働力移動 下斗米　秀之 後)８１１教室
前 木４ 国際コミュニケーション２ 未　定 前)１０２０５教室
前 木４ 国際コミュニケーション２ 未　定 前)１０２０５教室
後 木４ 国際コミュニケーション３ 未　定 後)１０２０５教室
後 木４ 国際コミュニケーション３ 未　定 後)１０２０５教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

前 木４ 地誌学１ 新井　智一 前)１０３０３教室
前 木４ 寄付講座（小田急） 中村　吉明 前)１０３０１教室
前 木４ ゼミナール１ 飯沼　健子 前)１０２１４教室
後 木４ ゼミナール２ 飯沼　健子 後)１０２０９教室
前 木４ ゼミナール３ 飯沼　健子 前)１０２１４教室
後 木４ ゼミナール４ 飯沼　健子 後)１０２０９教室
前 木４ ゼミナール１ 大倉　正典 前)１０２１５教室
後 木４ ゼミナール２ 大倉　正典 後)ゼミ９５Ｈ
前 木４ ゼミナール３ 大倉　正典 前)１０２１５教室
後 木４ ゼミナール４ 大倉　正典 後)ゼミ９５Ｈ
前 木４ ゼミナール１ 河藤　佳彦 前)１０３１３教室
後 木４ ゼミナール２ 河藤　佳彦 後)１０３０４教室
前 木４ ゼミナール１ 小西　杏奈 前)１０２０６教室
後 木４ ゼミナール２ 小西　杏奈 後)１０３０８教室
前 木４ ゼミナール３ 小西　杏奈 前)１０２０６教室
後 木４ ゼミナール４ 小西　杏奈 後)１０３０８教室
前 木４ ゼミナール５ 小西　杏奈 前)１０２０６教室
後 木４ ゼミナール６ 小西　杏奈 後)１０３０８教室
前 木４ ゼミナール１ 坂口　明義 前)ゼミ１０１Ｈ
後 木４ ゼミナール２ 坂口　明義 後)ゼミ１０１Ｈ
前 木４ ゼミナール３ 坂口　明義 前)ゼミ１０１Ｈ
後 木４ ゼミナール４ 坂口　明義 後)ゼミ１０１Ｈ
前 木４ ゼミナール５ 坂口　明義 前)ゼミ１０１Ｈ
後 木４ ゼミナール６ 坂口　明義 後)ゼミ１０１Ｈ
前 木４ ゼミナール１ 清水　真志 前)１２２教室
後 木４ ゼミナール２ 清水　真志 後)１０２１０教室
前 木４ ゼミナール１ 鈴木　奈穂美 前)７２１教室
後 木４ ゼミナール２ 鈴木　奈穂美 後)１０３１５教室
前 木４ ゼミナール１ 高原　豪 前)ゼミ７６教室
後 木４ ゼミナール２ 高原　豪 後)ゼミ７７教室
前 木４ ゼミナール１ 田中　章喜 前)ゼミ９５Ｅ
後 木４ ゼミナール２ 田中　章喜 後)ゼミ９５Ｅ
前 木４ ゼミナール３ 田中　章喜 前)ゼミ９５Ｅ
後 木４ ゼミナール４ 田中　章喜 後)ゼミ９５Ｅ
前 木４ ゼミナール５ 田中　章喜 前)ゼミ９５Ｅ
後 木４ ゼミナール６ 田中　章喜 後)ゼミ９５Ｅ
前 木４ ゼミナール１ 永島　剛 前)１０３１１教室
後 木４ ゼミナール２ 永島　剛 後)１０２１４教室
前 木４ ゼミナール３ 永島　剛 前)１０３１１教室
後 木４ ゼミナール４ 永島　剛 後)１０２１４教室
前 木４ ゼミナール５ 永島　剛 前)１０３１１教室
後 木４ ゼミナール６ 永島　剛 後)１０２１４教室
前 木４ ゼミナール１ 新田　滋 前)ゼミ７３教室
後 木４ ゼミナール２ 新田　滋 後)ゼミ７２教室
前 木４ ゼミナール３ 新田　滋 前)ゼミ７３教室
後 木４ ゼミナール４ 新田　滋 後)ゼミ７２教室
前 木４ ゼミナール５ 宮嵜　晃臣 前)１０３０２教室
後 木４ ゼミナール６ 宮嵜　晃臣 後)１０３０９教室
前 木４ ゼミナール１ 兵頭　淳史 前)９７１教室
後 木４ ゼミナール２ 森　啓輔 後)ゼミ７９教室
前 木４ ゼミナール３ 兵頭　淳史 前)９７１教室
後 木４ ゼミナール４ 森　啓輔 後)ゼミ７９教室
前 木４ ゼミナール５ 兵頭　淳史 前)９７１教室
後 木４ ゼミナール６ 森　啓輔 後)ゼミ７９教室
前 木４ ゼミナール１ 山縣　宏寿 前)ゼミ７０教室
後 木４ ゼミナール２ 山縣　宏寿 後)１０２１５教室
前 木４ ゼミナール３ 山縣　宏寿 前)ゼミ７０教室
後 木４ ゼミナール４ 山縣　宏寿 後)１０２１５教室
前 木４ ゼミナール１ 山中　尚 前)ゼミ７９教室
後 木４ ゼミナール２ 山中　尚 後)ゼミ７０教室
前 木４ ゼミナール３ 山中　尚 前)ゼミ７９教室
後 木４ ゼミナール４ 山中　尚 後)ゼミ７０教室
前 木４ ゼミナール５ 山中　尚 前)ゼミ７９教室
後 木４ ゼミナール６ 山中　尚 後)ゼミ７０教室
前 木４ 教職入門 山口　晶子 前)１０２０２教室
前 木４ 地誌学ａ 新井　智一 前)１０３０３教室
後 木４ 特別支援教育論 角田　真紀子 後)１０２０３教室
後 木４ 教育実習１（社会・地歴・公民） 砂原　由和 後)７１１教室
前 木４ 教育実習２（社会・地歴・公民） 砂原　由和 前)７２２教室
前 木４ 教育実習３（社会・地歴・公民） 砂原　由和 前)７２２教室
後 木４ 教育実習３（社会） 砂原　由和 後)７１１教室
前 木４ 情報サービス論 中島　玲子 前)８１４教室
前 木５ 歴史と地域・民衆 中林　隆之 前)７０１教室
前 木５ 歴史の視点 高橋　和雅 前)９７８教室
後 木５ 歴史と地域・民衆 高橋　和雅 後)１１４教室
前 木５ 歴史と社会・文化 多田　麻希子 前)４１０教室
後 木５ 歴史と社会・文化 多田　麻希子 後)４１０教室
前 木５ テーマ科目（お金の教育） 小川　健 前)８１１教室 オンライン
前 木５ テーマ科目２０４（お金の教育） 小川　健 前)８１１教室 オンライン
後 木５ 学際科目６（音と音楽） 金子　洋之 後)スタジオ２０２
後 木５ 学際科目１０６（音と音楽） 金子　洋之 後)スタジオ２０２
前 木５ 小西　恵美 前)８１３教室
前 木５ 小西　恵美 前)８１３教室
後 木５ 小西　恵美 後)８１３教室
後 木５ 小西　恵美 後)８１３教室
前 木５ ロシア語初級２ａ 石川　達夫 前)１１７教室
前 木５ ロシア語初級２ａ（再） 石川　達夫 前)１１７教室
前 木５ ロシア語初級１０２ａ（再） 石川　達夫 前)１１７教室
後 木５ ロシア語初級２ｂ 桜井　厚二 後)４２７教室
後 木５ ロシア語初級２ｂ（再） 桜井　厚二 後)４２７教室
後 木５ ロシア語初級１０２ｂ（再） 桜井　厚二 後)４２７教室
前 木５ 中国語初級１ｂ（再） 鈴木　健郎 前)９７１教室
前 木５ 中国語初級１０１ｂ（再） 鈴木　健郎 前)９７１教室
前 木５ 中国語中級１ａ 周　偉嘉 前)１０３１５教室
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

前 木５ 中国語中級２０１ａ 周　偉嘉 前)１０３１５教室
後 木５ 中国語中級１ｂ 周　偉嘉 後)１０３１１教室
後 木５ 中国語中級２０１ｂ 周　偉嘉 後)１０３１１教室
前 木５ コリア語中級１ａ 金　娜玄 前)ゼミ７９教室
前 木５ コリア語中級２０１ａ 金　娜玄 前)ゼミ７９教室
後 木５ コリア語中級１ｂ 金　娜玄 後)９７９教室
後 木５ コリア語中級２０１ｂ 金　娜玄 後)９７９教室
前 木５ 労使関係論１ 栗原　耕平 前)１０１０１教室
前 木５ 労働経済論１ 栗原　耕平 前)１０１０１教室
後 木５ 労使関係論２ 栗原　耕平 後)１０１０２教室
後 木５ 労働経済論２ 栗原　耕平 後)１０１０２教室
前 木５ 特殊講義（時事経済１） 宮嵜　晃臣 前)１０３０２教室
後 木５ 特殊講義（時事経済２） 宮嵜　晃臣 後)１０３０９教室
前 木５ ゼミナール５ 飯沼　健子 前)１０２１４教室
後 木５ ゼミナール６ 飯沼　健子 後)１０２０９教室
前 木５ ゼミナール３ 河藤　佳彦 前)１０３１３教室
後 木５ ゼミナール４ 河藤　佳彦 後)１０３０４教室
前 木５ ゼミナール５ 河藤　佳彦 前)１０３１３教室
後 木５ ゼミナール６ 河藤　佳彦 後)１０３０４教室
前 木５ ゼミナール３ 清水　真志 前)１２２教室
後 木５ ゼミナール４ 清水　真志 後)１０２１０教室
前 木５ ゼミナール５ 清水　真志 前)１２２教室
後 木５ ゼミナール６ 清水　真志 後)１０２１０教室
前 木５ ゼミナール３ 鈴木　奈穂美 前)７２１教室
後 木５ ゼミナール４ 鈴木　奈穂美 後)１０３１５教室
前 木５ ゼミナール５ 鈴木　奈穂美 前)７２１教室
後 木５ ゼミナール６ 鈴木　奈穂美 後)１０３１５教室
前 木５ ゼミナール３ 高原　豪 前)ゼミ７６教室
後 木５ ゼミナール４ 高原　豪 後)ゼミ７７教室
前 木５ ゼミナール５ 高原　豪 前)ゼミ７６教室
後 木５ ゼミナール６ 高原　豪 後)ゼミ７７教室
前 木５ ゼミナール５ 新田　滋 前)ゼミ７３教室
後 木５ ゼミナール６ 新田　滋 後)ゼミ７２教室
後 木５ 特別支援教育論 角田　真紀子 後)１０２０２教室
後 木５ 情報サービス演習１ 日向　良和 後)８２４教室
前 木５ 日本文化史ａ 西坂　靖 前)１０１０２教室
後 木５ 日本文化史ｂ 西坂　靖 後)１０２０３教室
前 木６ 中国語初級２ｂ（再） 鈴木　健郎 前)９７５教室
前 木６ 中国語初級１０２ｂ（再） 鈴木　健郎 前)９７５教室
前 金１ 情報入門１ 御園生　純 前)９６７教室
後 金１ 情報入門２ 御園生　純 後)９６７教室
後 金１ 応用心理学入門 市村　彰英 後)５２５教室
前 金１ 柴田　奈津美 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 金１ 柴田　奈津美 前)ＣＡＬＬ教室Ｂ
後 金１ 柴田　奈津美 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
後 金１ 柴田　奈津美 後)ＣＡＬＬ教室Ｂ
前 金１ 三田　良平 前)７１１教室
後 金１ 三田　良平 後)７１１教室
前 金１ 太田　由紀子 前)１０２１０教室
後 金１ 太田　由紀子 後)１０３０８教室
前 金１ ロシア語初級２ａ（再） 石川　達夫 前)７１４教室
前 金１ ロシア語初級１０２ａ（再） 石川　達夫 前)７１４教室
後 金１ ロシア語初級２ｂ（再） 桜井　厚二 後)９７５教室
後 金１ ロシア語初級１０２ｂ（再） 桜井　厚二 後)９７５教室
前 金１ フランス語中級２ａ ブロシェヌ，フィリップ 前)４２２教室
前 金１ フランス語中級２０２ａ ブロシェヌ，フィリップ 前)４２２教室
後 金１ フランス語中級２ｂ ブロシェヌ，フィリップ 後)７１３教室
後 金１ フランス語中級２０２ｂ ブロシェヌ，フィリップ 後)７１３教室
前 金１ スポーツリテラシー（サッカー） 飯田　義明 前)北グラウンド
前 金１ スポーツリテラシー（テニス） 鈴木　淳平 前)テニスコート
前 金１ スポーツリテラシー（ダンス） 川上　美里 前)フェンシング場
前 金１ スポーツリテラシー（ＰＦＣ） 樋口　和洋 前)トレーニング室
前 金１ スポーツリテラシー（卓球） 中原　貴典 前)卓球場Ｂ
前 金１ スポーツリテラシー（バレーボール） 根本　研 前)西グラウンド
前 金１ スポーツリテラシー（ゴルフ） 松林　幸一郎 前)ゴルフ練習場
前 金１ スポーツリテラシー（バドミントン） 若井　江利 前)第一体育館
前 金１ スポーツリテラシー（アクアスポーツ） 青葉　貴明 前)プール
後 金１ スポーツウェルネス（サッカー） 飯田　義明 後)北グラウンド
後 金１ スポーツウェルネス（テニス） 鈴木　淳平 後)テニスコート
後 金１ スポーツウェルネス（ダンス） 川上　美里 後)フェンシング場
後 金１ スポーツウェルネス（バドミントン） 若井　江利 後)第一体育館
後 金１ スポーツウェルネス（ＯＦＣ） 中原　貴典 後)北グラウンド
後 金１ スポーツウェルネス（バレーボール） 根本　研 後)西グラウンド
後 金１ スポーツウェルネス（ゴルフ） 松林　幸一郎 後)ゴルフ練習場
後 金１ スポーツウェルネス（バスケットボール） 樋口　和洋 後)アリーナ
後 金１ スポーツウェルネス（卓球） 青葉　貴明 後)卓球場Ｂ
前 金１ 経済政策１ 山田　節夫 前)１０２０１教室
後 金１ 経済政策２ 山田　節夫 後)１０２０１教室
前 金１ 日本経済のあゆみ 谷ヶ城　秀吉 前)１３２教室
前 金１ 歴史と経済 谷ヶ城　秀吉 前)１３２教室
後 金１ 世界経済のあゆみ 谷ヶ城　秀吉 後)１３２教室
前 金１ 福祉国家と福祉社会 兵頭　淳史 前)シアター２０１
前 金１ 社会政策１ 兵頭　淳史 前)シアター２０１
後 金１ 現代の労働問題 兵頭　淳史 後)シアター２０１
後 金１ 社会政策２ 兵頭　淳史 後)シアター２０１
前 金１ 国際関係論１ 狐崎　知己 前)７０２教室
後 金１ 国際関係論２ 狐崎　知己 後)１０２０２教室
前 金１ 国際金融論 大倉　正典 前)７０１教室
後 金１ 教育実習１（社会・地歴・公民） 肝付　俊朗 後)１０３０５教室
前 金１ 教育実習２（社会・地歴・公民） 肝付　俊朗 前)１０３０５教室
前 金１ 教育実習３（社会・地歴・公民） 肝付　俊朗 前)１０３０５教室
後 金１ 教育実習３（社会） 肝付　俊朗 後)１０３０５教室
後 金１ 教育実習１（商業） 池田　宏史 後)１０２１０教室 ２０１８年度以前入学者のみ

前 金１ 教育実習２（商業） 池田　宏史 前)１０３１２教室 ２０１８年度以前入学者のみ
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室

※4月1日時点
期
間

曜
時

科目
配当年次

担当教員

後 金１ 教職実践入門 宮崎　三喜男 後)８２１教室
前 金１ 民俗学ａ 中里　亮平 前)１０２０２教室
後 金１ 民俗学ｂ 中里　亮平 後)１０２０３教室
通 金１ 博物館実習　（前期）高島裕之・（後期）内田欽三 内田　欽三 前)考古学教室
通 金１ 博物館実習　（前期）高島裕之・（後期）内田欽三 内田　欽三 後)ゼミ９５Ｊ
通 金１ 博物館実習　（前期）内田欽三・（後期）高島裕之 高島　裕之 前)ゼミ９５Ｊ
通 金１ 博物館実習　（前期）内田欽三・（後期）高島裕之 高島　裕之 後)考古学教室
前 金２ 情報入門１ 御園生　純 前)９６７教室
後 金２ 情報入門２ 御園生　純 後)９６７教室
前 金２ 歴史の視点 青木　深 前)１０３０１教室
後 金２ 歴史と地域・民衆 青木　深 後)１０１０３教室
前 金２ 生物科学１ａ 前川　修吾 前)１３２教室
前 金２ 生物科学１０１ 前川　修吾 前)１３２教室
前 金２ 生物科学２ｂ 立花　愛子 前)１０３０９教室
前 金２ 生物科学２０２ 立花　愛子 前)１０３０９教室
前 金２ 科学論２ａ 小林　昭裕 前)８１３教室
前 金２ 科学論・科学史２０１ 小林　昭裕 前)８１３教室
後 金２ 科学論２ｂ 小林　昭裕 後)１０２０５教室
後 金２ 科学論・科学史２０２ 小林　昭裕 後)１０２０５教室
後 金２ 自然科学実験演習１ 前川　修吾 後)自然科学実験室１
前 金２ 澤口　右樹 前)８２２教室
前 金２ 澤口　右樹 前)８２２教室
後 金２ 澤口　右樹 後)８１３教室
後 金２ 澤口　右樹 後)８１３教室
前 金２ ダフ，ブライアン 前)１０３１５教室
後 金２ ダフ，ブライアン 後)１０２１１教室
前 金２ 上原　岳 前)９７６教室
後 金２ 上原　岳 後)１０３１０教室
前 金２ ドイツ語初級２ａ（再） 杉田　芳樹 前)ゼミ７８教室
前 金２ ドイツ語初級１０２ａ（再） 杉田　芳樹 前)ゼミ７８教室
後 金２ ドイツ語初級２ｂ（再） 杉田　芳樹 後)１０３０４教室
後 金２ ドイツ語初級１０２ｂ（再） 杉田　芳樹 後)１０３０４教室
前 金２ 選択中国語１ａ 陳　怡安 前)１２１教室
前 金２ 選択中国語１０１ａ 陳　怡安 前)１２１教室
前 金２ 中国語初級１ａ（再） 陳　怡安 前)１２１教室
前 金２ 中国語初級１０１ａ（再） 陳　怡安 前)１２１教室
後 金２ 選択中国語１ｂ 陳　怡安 後)ゼミ９５Ｅ
後 金２ 選択中国語１０１ｂ 陳　怡安 後)ゼミ９５Ｅ
後 金２ 中国語初級１ｂ（再） 陳　怡安 後)ゼミ９５Ｅ
後 金２ 中国語初級１０１ｂ（再） 陳　怡安 後)ゼミ９５Ｅ
前 金２ 中国語初級２ａ（再） 孔　詩 前)７２３教室
前 金２ 中国語初級１０２ａ（再） 孔　詩 前)７２３教室
後 金２ 中国語初級２ｂ（再） 孔　詩 後)１０２１５教室
後 金２ 中国語初級１０２ｂ（再） 孔　詩 後)１０２１５教室
前 金２ 選択スペイン語１ａ ラバスコ，ルイス 前)４２４教室
前 金２ 選択スペイン語１０１ａ ラバスコ，ルイス 前)４２４教室
前 金２ スペイン語初級１ａ（再） ラバスコ，ルイス 前)４２４教室
前 金２ スペイン語初級１０１ａ（再） ラバスコ，ルイス 前)４２４教室
後 金２ 選択スペイン語１ｂ ラバスコ，ルイス 後)８１４教室
後 金２ 選択スペイン語１０１ｂ ラバスコ，ルイス 後)８１４教室
後 金２ スペイン語初級１ｂ（再） ラバスコ，ルイス 後)８１４教室
後 金２ スペイン語初級１０１ｂ（再） ラバスコ，ルイス 後)８１４教室
前 金２ ドイツ語中級２ａ 田中　李奈 前)ゼミ９５Ｅ
前 金２ ドイツ語中級２０２ａ 田中　李奈 前)ゼミ９５Ｅ
後 金２ ドイツ語中級２ｂ 田中　李奈 後)ゼミ７５教室
後 金２ ドイツ語中級２０２ｂ 田中　李奈 後)ゼミ７５教室
前 金２ フランス語中級２ａ 倉舘　健一 前)４２３教室
前 金２ フランス語中級２０２ａ 倉舘　健一 前)４２３教室
後 金２ フランス語中級２ｂ 倉舘　健一 後)ゼミ９５Ｃ
後 金２ フランス語中級２０２ｂ 倉舘　健一 後)ゼミ９５Ｃ
前 金２ 中国語中級１ａ 張　淑倩 前)１２２教室
前 金２ 中国語中級２０１ａ 張　淑倩 前)１２２教室
後 金２ 中国語中級１ｂ 張　淑倩 後)１２１教室
後 金２ 中国語中級２０１ｂ 張　淑倩 後)１２１教室
前 金２ 中国語中級２ａ 三澤　三知夫 前)１０３１４教室
前 金２ 中国語中級２０２ａ 三澤　三知夫 前)１０３１４教室
後 金２ 中国語中級２ｂ 三澤　三知夫 後)ゼミ１０５Ｅ
後 金２ 中国語中級２０２ｂ 三澤　三知夫 後)ゼミ１０５Ｅ
前 金２ スペイン語中級２ａ 仲道　慎治 前)１０３０８教室
前 金２ スペイン語中級２０２ａ 仲道　慎治 前)１０３０８教室
後 金２ スペイン語中級２ｂ 仲道　慎治 後)４２３教室
後 金２ スペイン語中級２０２ｂ 仲道　慎治 後)４２３教室
前 金２ ロシア語中級１ａ 石川　達夫 前)ゼミ９５Ｇ
前 金２ ロシア語中級２０１ａ 石川　達夫 前)ゼミ９５Ｇ
後 金２ ロシア語中級１ｂ 桜井　厚二 後)ＣＡＬＬ教室Ｄ
後 金２ ロシア語中級２０１ｂ 桜井　厚二 後)ＣＡＬＬ教室Ｄ
前 金２ インドネシア語中級１ａ クットリル，イメルダ 前)９７９教室
前 金２ インドネシア語中級２０１ａ クットリル，イメルダ 前)９７９教室
後 金２ インドネシア語中級１ｂ クットリル，イメルダ 後)１０２０７教室
後 金２ インドネシア語中級２０１ｂ クットリル，イメルダ 後)１０２０７教室
前 金２ コリア語中級２ａ 吉川　友丈 前)８２３教室
前 金２ コリア語中級２０２ａ 吉川　友丈 前)８２３教室
後 金２ コリア語中級２ｂ 吉川　友丈 後)１０３０５教室
後 金２ コリア語中級２０２ｂ 吉川　友丈 後)１０３０５教室
前 金２ コリア語上級１ａ 李　在鎬 前)ゼミ９５Ｃ
後 金２ コリア語上級１ｂ 李　在鎬 後)ゼミ１０５Ｇ
前 金２ 世界の言語と文化（中国語） 愛　みち子 前)４２９教室
後 金２ 世界の言語と文化（中国語） 愛　みち子 後)７０１教室
前 金２ スポーツリテラシー（サッカー） 飯田　義明 前)北グラウンド
前 金２ スポーツリテラシー（テニス） 佐藤　雅幸 前)テニスコート
前 金２ スポーツリテラシー（ダンス） 川上　美里 前)フェンシング場
前 金２ スポーツリテラシー（アクアスポーツ） 青葉　貴明 前)プール
前 金２ スポーツリテラシー（卓球） 中原　貴典 前)卓球場Ｂ
前 金２ スポーツリテラシー（バレーボール） 根本　研 前)西グラウンド
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現経学科 生経学科 国経学科 経済学科 国経学科
備考2０2０年度以降入学者 2０1９年度以前入学者 教室
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期
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曜
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担当教員

前 金２ スポーツリテラシー（ゴルフ） 松林　幸一郎 前)ゴルフ練習場
前 金２ スポーツリテラシー（バドミントン） 若井　江利 前)第一体育館
前 金２ スポーツリテラシー（ＰＦＣ） 鈴木　淳平 前)トレーニング室
後 金２ スポーツウェルネス（サッカー） 飯田　義明 後)北グラウンド
後 金２ スポーツウェルネス（テニス） 佐藤　雅幸 後)テニスコート
後 金２ スポーツウェルネス（ダンス） 川上　美里 後)フェンシング場
後 金２ スポーツウェルネス（ＰＦＣ） 鈴木　淳平 後)トレーニング室
後 金２ スポーツウェルネス（ＯＦＣ） 中原　貴典 後)北グラウンド
後 金２ スポーツウェルネス（バレーボール） 根本　研 後)西グラウンド
後 金２ スポーツウェルネス（ゴルフ） 松林　幸一郎 後)ゴルフ練習場
後 金２ スポーツウェルネス（バスケットボール） 樋口　和洋 後)アリーナ
後 金２ スポーツウェルネス（卓球） 青葉　貴明 後)卓球場Ｂ
後 金２ （再）スポーツウェルネス（バドミントン） 若井　江利 後)第一体育館
前 金２ アドバンストスポーツ（バスケットボール） 樋口　和洋 前)アリーナ
前 金２ 統計学１ 陳　ショウジ 前)１２４教室
前 金２ 経済統計学１ 陳　ショウジ 前)１２４教室
後 金２ 統計学２ 陳　ショウジ 後)５２５教室
後 金２ 経済統計学２ 陳　ショウジ 後)５２５教室
前 金２ 計量経済学１ 真殿　誠志 前)９６１教室
後 金２ 計量経済学２ 真殿　誠志 後)９６１教室
前 金２ 経済成長論１ 中西　泰夫 前)１０２０９教室
後 金２ 経済成長論２ 中西　泰夫 後)９７５教室
前 金２ 環境経済論１ 泉　留維 前)７０１教室
後 金２ 環境経済論２ 泉　留維 後)１３３教室
前 金２ 西洋経済史１ 齊藤　佳史 前)５２８教室
後 金２ 西洋経済史２ 齊藤　佳史 後)１０３０１教室
前 金２ 国際経済入門１ 内川　秀二 前)１０１０２教室 ６組～１０組
後 金２ 国際経済入門２ 塙　武郎 後)１０１０１教室 ６組～１０組
後 金２ 地域研究特殊講義 小西　恵美 後)８１２教室
前 金２ 中東の経済 細井　長 前)８１２教室
前 金２ 国際事情１（コリア語） 仲川　裕里 前)１０３０３教室
前 金２ 国際事情１（コリア語） 仲川　裕里 前)１０３０３教室
後 金２ 国際事情２（コリア語） 仲川　裕里 後)１０２１２教室
後 金２ 国際事情２（コリア語） 仲川　裕里 後)１０２１２教室
前 金２ 外国経済事情（英語） 大倉　正典 前)ゼミ７６教室
前 金２ 国際事情３（英語） 大倉　正典 前)ゼミ７６教室
前 金２ 特殊講義（日本経済とマクロ経済学１） 稲葉　大 前)１２３教室
後 金２ 特殊講義（日本経済とマクロ経済学２） 稲葉　大 後)９７７教室
前 金２ 特殊講義（社会保障政策） 鈴木　将覚 前)９７４教室
後 金２ 特殊講義（租税政策） 鈴木　将覚 後)１０３０９教室
前 金２ ゼミナール１ 古賀　麻衣子 前)１０２１２教室
後 金２ ゼミナール２ 古賀　麻衣子 後)１０３１３教室
後 金２ 教職実践演習（中・高） 宮崎　三喜男 後)１０２１０教室
前 金２ 情報資源組織論 荻原　幸子 前)９７５教室
通 金２ 博物館実習　（前期）高島裕之・（後期）内田欽三 内田　欽三 前)考古学教室
通 金２ 博物館実習　（前期）高島裕之・（後期）内田欽三 内田　欽三 後)ゼミ９５Ｊ
通 金２ 博物館実習　（前期）内田欽三・（後期）高島裕之 高島　裕之 前)ゼミ９５Ｊ
通 金２ 博物館実習　（前期）内田欽三・（後期）高島裕之 高島　裕之 後)考古学教室
前 金３ 専修大学入門ゼミナール 小池　隆生 前)１０２１１教室 ３１組
前 金３ 専修大学入門ゼミナール 坂口　明義 前)１０３０７教室 ３２組
前 金３ 専修大学入門ゼミナール 栗原　耕平 前)４２３教室 ３３組
前 金３ 専修大学入門ゼミナール 恒木　健太郎 前)１０３０５教室 ３４組
前 金３ 日本の文化 幸森　軍也 前)４１０教室
前 金３ 作品を創る１ 幸森　軍也 前)４１０教室
後 金３ 日本の文化 幸森　軍也 後)１０１０１教室
後 金３ 作品を創る１ 幸森　軍也 後)１０１０１教室
後 金３ ことばと論理 木原　弘行 後)１０３１５教室
前 金３ ことばと論理 木原　弘行 前)１０２０１教室
前 金３ 生物科学２ａ 高部　由季 前)７２１教室
前 金３ 生物科学２０１ 高部　由季 前)７２１教室
後 金３ 生物科学２ｂ 高部　由季 後)７２１教室
後 金３ 生物科学２０２ 高部　由季 後)７２１教室
前 金３ 宇宙地球科学２ａ 佐藤　暢 前)１０１０２教室
前 金３ 宇宙地球科学２０１ 佐藤　暢 前)１０１０２教室
後 金３ 宇宙地球科学２ｂ 佐藤　暢 後)１０１０３教室
後 金３ 宇宙地球科学２０２ 佐藤　暢 後)１０１０３教室
前 金３ 新領域科目２（働き方の選択） 青木　章通 前)スタジオ２０２
前 金３ 新領域科目３０２（働き方の選択） 青木　章通 前)スタジオ２０２
前 金３ 学際科目１１（つながる消費） 鈴木　奈穂美 前)９７２教室
前 金３ 学際科目１１４（つながる消費） 鈴木　奈穂美 前)９７２教室
前 金３ 太田　由紀子 前)９７５教室
後 金３ 太田　由紀子 後)１０２０７教室
前 金３ 近藤　章子 前)１０２０７教室
後 金３ 近藤　章子 後)１０２０５教室
前 金３ 小林　正弘 前)７２２教室
後 金３ 小林　正弘 後)７２２教室
前 金３ 甲斐　絵理 前)９７４教室
後 金３ 甲斐　絵理 後)９７４教室
前 金３ 澤口　右樹 前)４２７教室
後 金３ 澤口　右樹 後)４２７教室
前 金３ 仲川　裕里 前)７２３教室
後 金３ 仲川　裕里 後)７１３教室
前 金３ ダフ，ブライアン 前)１０３１５教室
後 金３ ダフ，ブライアン 後)１０２１１教室
前 金３ カレン，ブライアン　Ｓ． 前)ゼミ７０教室
後 金３ カレン，ブライアン　Ｓ． 後)ゼミ７０教室
前 金３ 待田　明 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 金３ 待田　明 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 金３ インドネシア語初級２ａ（再） クットリル，イメルダ 前)ゼミ７９教室
前 金３ インドネシア語初級１０２ａ（再） クットリル，イメルダ 前)ゼミ７９教室
後 金３ インドネシア語初級２ｂ（再） クットリル，イメルダ 後)１０２０６教室
後 金３ インドネシア語初級１０２ｂ（再） クットリル，イメルダ 後)１０２０６教室
前 金３ ドイツ語中級２ａ 杉田　芳樹 前)ゼミ７７教室
前 金３ ドイツ語中級２０２ａ 杉田　芳樹 前)ゼミ７７教室
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後 金３ ドイツ語中級２ｂ 杉田　芳樹 後)ゼミ９５Ｂ
後 金３ ドイツ語中級２０２ｂ 杉田　芳樹 後)ゼミ９５Ｂ
前 金３ 世界の言語と文化（コリア語） 伊藤　英人 前)１０２０３教室
後 金３ 言語文化研究（アジア）２ 伊藤　英人 後)８１１教室
前 金３ 日本語文章理解１ 大塚　明子 前)ゼミ７６教室 留学生カリキュラム
後 金３ 日本語文章理解２ 大塚　明子 後)ゼミ７６教室 留学生カリキュラム
前 金３ スポーツリテラシー（サッカー） 飯田　義明 前)北グラウンド
前 金３ スポーツリテラシー（アクアスポーツ） 青葉　貴明 前)プール
前 金３ スポーツリテラシー（ＰＦＣ） 鈴木　淳平 前)トレーニング室
前 金３ スポーツリテラシー（バレーボール） 根本　研 前)第一体育館
前 金３ スポーツリテラシー（ゴルフ） 松林　幸一郎 前)ゴルフ練習場
前 金３ スポーツリテラシー（テニス） 佐藤　雅幸 前)テニスコート
前 金３ スポーツリテラシー（ダンス） 川上　美里 前)フェンシング場
前 金３ スポーツリテラシー（バスケットボール） 樋口　和洋 前)アリーナ
前 金３ スポーツリテラシー（卓球） 吉田　真由美 前)卓球場Ｂ
後 金３ スポーツウェルネス（サッカー） 飯田　義明 後)北グラウンド
後 金３ スポーツウェルネス（ＯＦＣ） 吉田　真由美 後)北グラウンド
後 金３ スポーツウェルネス（バドミントン） 川上　美里 後)第一体育館
後 金３ スポーツウェルネス（テニス） 佐藤　雅幸 後)テニスコート
後 金３ スポーツウェルネス（ＰＦＣ） 鈴木　淳平 後)トレーニング室
後 金３ スポーツウェルネス（ゴルフ） 松林　幸一郎 後)ゴルフ練習場
後 金３ スポーツウェルネス（バスケットボール） 樋口　和洋 後)アリーナ
後 金３ スポーツウェルネス（バレーボール） 根本　研 後)西グラウンド
後 金３ スポーツウェルネス（卓球） 青葉　貴明 後)卓球場Ｂ
前 金３ ミクロ経済学１ 鈴木　将覚 前)４２０教室
後 金３ ミクロ経済学２ 鈴木　将覚 後)４２０教室
前 金３ 西洋経済史１ 齊藤　佳史 前)シアター２０１
後 金３ 西洋経済史２ 齊藤　佳史 後)１０２１４教室
後 金３ 都市と経済史 小西　恵美 後)５２８教室
後 金３ 比較都市論 小西　恵美 後)５２８教室
後 金３ マクロ経済学 山田　節夫 後)８１２教室
前 金３ 国際経済入門１ 内川　秀二 前)１０１０３教室 １組～５組
後 金３ 国際経済入門２ 塙　武郎 後)１１４教室 １組～５組
前 金３ 現代経済入門１ 津布久　将史 前)５２８教室 ６組～１０組
後 金３ 現代経済入門２ 大倉　正典 後)５２５教室 ６組～１０組
前 金３ ロシアの経済 野部　公一 前)８１１教室
後 金３ スラブ・ユーラシアの経済 野部　公一 後)８２３教室
後 金３ 東欧の経済 野部　公一 後)８２３教室
前 金３ 問題群研究特殊講義 矢野　貴之 前)ゼミ７３教室
後 金３ 問題群研究特殊講義 矢野　貴之 後)ゼミ７３教室
前 金３ 外国経済事情（英語） 塙　武郎 前)９７８教室
前 金３ 国際事情３（英語） 塙　武郎 前)９７８教室
前 金３ 憲法１ 松村　芳明 前)１３１教室
後 金３ 憲法２ 松村　芳明 後)１３１教室
前 金３ ゼミナール３ 稲葉　大 前)ゼミ７２教室
後 金３ ゼミナール４ 稲葉　大 後)ゼミ７２教室
前 金３ ゼミナール５ 稲葉　大 前)ゼミ７２教室
後 金３ ゼミナール６ 稲葉　大 後)ゼミ７２教室
前 金３ ゼミナール３ 古賀　麻衣子 前)１０２１２教室
後 金３ ゼミナール４ 古賀　麻衣子 後)１０３１３教室
前 金３ ゼミナール５ 古賀　麻衣子 前)１０２１２教室
後 金３ ゼミナール６ 古賀　麻衣子 後)１０３１３教室
前 金３ ゼミナール３ 奴田原　健悟 前)１０３１１教室
後 金３ ゼミナール４ 奴田原　健悟 後)１０２１２教室
前 金３ ゼミナール５ 奴田原　健悟 前)１０３１１教室
後 金３ ゼミナール６ 奴田原　健悟 後)１０２１２教室
前 金３ ゼミナール１ 真殿　誠志 前)ゼミ１０５Ｊ
後 金３ ゼミナール２ 真殿　誠志 後)ゼミ９５Ｉ
前 金３ ゼミナール３ 真殿　誠志 前)ゼミ１０５Ｊ
後 金３ ゼミナール４ 真殿　誠志 後)ゼミ９５Ｉ
前 金３ ゼミナール５ 真殿　誠志 前)ゼミ１０５Ｊ
後 金３ ゼミナール６ 真殿　誠志 後)ゼミ９５Ｉ
後 金３ 特別活動・総合的な学習の時間の指導法 森田　司郎 後)スタジオ２０２
前 金３ 教育課程論 森田　司郎 前)１０１０１教室
前 金３ 教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 砂原　由和 前)８２２教室
前 金３ 教育方法論 砂原　由和 前)８２２教室
後 金３ 教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 砂原　由和 後)８２４教室
後 金３ 教育方法論 砂原　由和 後)８２４教室
前 金３ 職業指導ａ 池田　宏史 前)ゼミ１０５Ｓ ２０１８年度以前入学者のみ

後 金３ 職業指導ｂ 池田　宏史 後)ゼミ１０５Ｓ ２０１８年度以前入学者のみ

前 金３ 社会科・地歴科教育法１ 佐藤　由美 前)１０３１４教室
後 金３ 社会科・地歴科教育法２ 佐藤　由美 後)１０２１３教室
前 金３ 図書館サービス概論 荻原　幸子 前)７０２教室
前 金４ 世界の文学 江島　宏隆 前)８１１教室
前 金４ 世界の文学を読む 江島　宏隆 前)８１１教室
後 金４ 文学と現代世界 江島　宏隆 後)７０２教室
後 金４ 越境する文学 江島　宏隆 後)７０２教室
前 金４ 世界の文学 丸井　憲 前)１０３０１教室
前 金４ 世界の文学を読む 丸井　憲 前)１０３０１教室
後 金４ 文学と現代世界 丸井　憲 後)１３１教室
後 金４ 越境する文学 丸井　憲 後)１３１教室
前 金４ 世界の文学 梶　重樹 前)８１２教室
前 金４ 世界の文学を読む 梶　重樹 前)８１２教室
後 金４ 文学と現代世界 梶　重樹 後)５１１教室
後 金４ 越境する文学 梶　重樹 後)５１１教室
前 金４ ことばと論理 木原　弘行 前)８２１教室
後 金４ 論理学入門 木原　弘行 後)４１０教室
後 金４ 教育学入門 小入羽　秀敬 後)１０２０２教室
前 金４ 宇宙地球科学１ａ 大月　祥子 前)１３２教室 オンライン
前 金４ 宇宙地球科学１０１ 大月　祥子 前)１３２教室 オンライン
後 金４ 宇宙地球科学１ｂ 大月　祥子 後)１３３教室 オンライン
後 金４ 宇宙地球科学１０２ 大月　祥子 後)１３３教室 オンライン
前 金４ 化学１ａ 蒼見　桂子 前)７２４教室
前 金４ 化学１０１ 蒼見　桂子 前)７２４教室
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後 金４ 化学１ｂ 蒼見　桂子 後)１０２１４教室
後 金４ 化学１０２ 蒼見　桂子 後)１０２１４教室
前 金４ 新領域科目５（ＣＮ・ＳＤＧ） 遠山　浩 前)７２１教室
前 金４ 新領域科目３０５（ＣＮ・ＳＤＧ） 遠山　浩 前)７２１教室
前 金４ 学際科目１１（つながる消費） 鈴木　奈穂美 前)９７２教室
前 金４ 学際科目１１４（つながる消費） 鈴木　奈穂美 前)９７２教室
前 金４ テーマ科目（イギリス） 小西　恵美 前)１３１教室 オンライン
前 金４ テーマ科目２０３（イギリス） 小西　恵美 前)１３１教室 オンライン
通 金４ 教養テーマゼミナール１ 小林　昭裕 前)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナール１ 小林　昭裕 後)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナール２ 小林　昭裕 前)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナール２ 小林　昭裕 後)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナール３ 小林　昭裕 前)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナール３ 小林　昭裕 後)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナールⅠ 小林　昭裕 前)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナールⅠ 小林　昭裕 後)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナールⅡ 小林　昭裕 前)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナールⅡ 小林　昭裕 後)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナールⅢ 小林　昭裕 前)ゼミ９５Ｂ
通 金４ 教養テーマゼミナールⅢ 小林　昭裕 後)ゼミ９５Ｂ
前 金４ 小林　正弘 前)７２２教室
後 金４ 小林　正弘 後)７２２教室
前 金４ ダフ，ブライアン 前)１０３１５教室
後 金４ ダフ，ブライアン 後)１０２１１教室
前 金４ 甲斐　絵理 前)９７４教室
後 金４ 甲斐　絵理 後)９７４教室
前 金４ 仲川　裕里 前)ゼミ７４教室
後 金４ 仲川　裕里 後)７２４教室
前 金４ 待田　明 前)ＣＡＬＬ教室Ｃ
後 金４ 待田　明 後)ＣＡＬＬ教室Ｃ
前 金４ 小林　正弘 前)７２２教室
後 金４ 小林　正弘 後)７２２教室
前 金４ インドネシア語初級２ａ（再） クットリル，イメルダ 前)ゼミ９５Ｇ
前 金４ インドネシア語初級１０２ａ（再） クットリル，イメルダ 前)ゼミ９５Ｇ
後 金４ インドネシア語初級２ｂ（再） クットリル，イメルダ 後)１０３１５教室
後 金４ インドネシア語初級１０２ｂ（再） クットリル，イメルダ 後)１０３１５教室
前 金４ 選択ドイツ語１ａ 糸瀬　龍 前)７１３教室
前 金４ 選択ドイツ語１０１ａ 糸瀬　龍 前)７１３教室
前 金４ ドイツ語初級１ａ（再） 糸瀬　龍 前)７１３教室
前 金４ ドイツ語初級１０１ａ（再） 糸瀬　龍 前)７１３教室
後 金４ 選択ドイツ語１ｂ 糸瀬　龍 後)９７３教室
後 金４ 選択ドイツ語１０１ｂ 糸瀬　龍 後)９７３教室
後 金４ ドイツ語初級１ｂ（再） 糸瀬　龍 後)９７３教室
後 金４ ドイツ語初級１０１ｂ（再） 糸瀬　龍 後)９７３教室
前 金４ 中国語初級２ａ（再） 愛　みち子 前)９７６教室
前 金４ 中国語初級１０２ａ（再） 愛　みち子 前)９７６教室
後 金４ 中国語初級２ｂ（再） 愛　みち子 後)ゼミ９５Ｊ
後 金４ 中国語初級１０２ｂ（再） 愛　みち子 後)ゼミ９５Ｊ
前 金４ 選択コリア語１ａ 奈良林　愛 前)１０３０９教室
前 金４ 選択コリア語１０１ａ 奈良林　愛 前)１０３０９教室
前 金４ コリア語初級１ａ 奈良林　愛 前)１０３０９教室
前 金４ コリア語初級１０１ａ 奈良林　愛 前)１０３０９教室
後 金４ 選択コリア語１ｂ 奈良林　愛 後)９７７教室
後 金４ 選択コリア語１０１ｂ 奈良林　愛 後)９７７教室
後 金４ コリア語初級１ｂ 奈良林　愛 後)９７７教室
後 金４ コリア語初級１０１ｂ 奈良林　愛 後)９７７教室
前 金４ 中国語中級１ａ 綾部　武彦 前)１０２１３教室
前 金４ 中国語中級２０１ａ 綾部　武彦 前)１０２１３教室
後 金４ 中国語中級１ｂ 綾部　武彦 後)８２２教室
後 金４ 中国語中級２０１ｂ 綾部　武彦 後)８２２教室
前 金４ 中国語中級２ａ 鄒　笛 前)ゼミ９５Ａ
前 金４ 中国語中級２０２ａ 鄒　笛 前)ゼミ９５Ａ
後 金４ 中国語中級２ｂ 鄒　笛 後)４２３教室
後 金４ 中国語中級２０２ｂ 鄒　笛 後)４２３教室
前 金４ スペイン語中級１ａ 仲道　慎治 前)１０３０７教室
前 金４ スペイン語中級２０１ａ 仲道　慎治 前)１０３０７教室
後 金４ スペイン語中級１ｂ 仲道　慎治 後)９７１教室
後 金４ スペイン語中級２０１ｂ 仲道　慎治 後)９７１教室
前 金４ 世界の言語と文化（コリア語） 伊藤　英人 前)１０３０３教室
後 金４ 言語文化研究（アジア）２ 伊藤　英人 後)１０３０９教室
後 金４ （再）スポーツリテラシー（ＰＦＣ） 吉田　真由美 後)トレーニング室
前 金４ （再）スポーツウェルネス（ＰＦＣ） 吉田　真由美 前)トレーニング室
前 金４ アドバンストスポーツ（バレーボール） 中原　貴典 前)アリーナ
後 金４ アドバンストスポーツ（バレーボール） 中原　貴典 後)アリーナ
後 金４ 経済学入門 真殿　誠志 後)８１１教室 再履修者用
後 金４ 現代経済学入門 真殿　誠志 後)８１１教室
前 金４ 経済へのアプローチ 清水　真志 前)スタジオ２１１ ２７組～３０組
前 金４ 社会経済基礎 清水　真志 前)スタジオ２１１
前 金４ 経済学のあゆみ 恒木　健太郎 前)１０１０１教室
前 金４ 経済思想 恒木　健太郎 前)１０１０１教室
前 金４ 現代経済入門１ 津布久　将史 前)５２８教室 １組～５組
後 金４ 現代経済入門２ 大倉　正典 後)１０１０１教室 １組～５組
前 金４ 問題群研究特殊講義 スカボン，ブントン 前)９７７教室
後 金４ 問題群研究特殊講義 リム，スティーブン 後)９７９教室
前 金４ 特殊講義（海外客員教授の授業） スカボン，ブントン 前)９７７教室
後 金４ 特殊講義（海外客員教授の授業） リム，スティーブン 後)９７９教室
前 金４ ゼミナール１ 泉　留維 前)１０３１４教室
後 金４ ゼミナール２ 泉　留維 後)１０２０８教室
前 金４ ゼミナール１ 稲葉　大 前)ゼミ７２教室
後 金４ ゼミナール２ 稲葉　大 後)ゼミ７２教室
前 金４ ゼミナール１ 内川　秀二 前)１０３１３教室
後 金４ ゼミナール２ 内川　秀二 後)１０２１３教室
前 金４ ゼミナール３ 内川　秀二 前)１０３１３教室
後 金４ ゼミナール４ 内川　秀二 後)１０２１３教室
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前 金４ ゼミナール５ 内川　秀二 前)１０３１３教室
後 金４ ゼミナール６ 内川　秀二 後)１０２１３教室
前 金４ ゼミナール１ 狐崎　知己 前)１０２０９教室
後 金４ ゼミナール２ 狐崎　知己 後)１０３０８教室
前 金４ ゼミナール３ 狐崎　知己 前)１０２０９教室
後 金４ ゼミナール４ 狐崎　知己 後)１０３０８教室
前 金４ ゼミナール１ 齊藤　佳史 前)１０３０２教室
後 金４ ゼミナール２ 齊藤　佳史 後)１０３１１教室
前 金４ ゼミナール３ 齊藤　佳史 前)１０３０２教室
後 金４ ゼミナール４ 齊藤　佳史 後)１０３１１教室
前 金４ ゼミナール５ 齊藤　佳史 前)１０３０２教室
後 金４ ゼミナール６ 齊藤　佳史 後)１０３１１教室
前 金４ ゼミナール１ 陳　ショウジ 前)１０３０６教室
後 金４ ゼミナール２ 陳　ショウジ 後)ゼミ７９教室
前 金４ ゼミナール３ 陳　ショウジ 前)１０３０６教室
後 金４ ゼミナール４ 陳　ショウジ 後)ゼミ７９教室
前 金４ ゼミナール５ 陳　ショウジ 前)１０３０６教室
後 金４ ゼミナール６ 陳　ショウジ 後)ゼミ７９教室
前 金４ ゼミナール１ 奴田原　健悟 前)１０３１１教室
後 金４ ゼミナール２ 奴田原　健悟 後)１０２１２教室
前 金４ ゼミナール１ 野部　公一 前)７１１教室
後 金４ ゼミナール２ 野部　公一 後)２２１教室
前 金４ ゼミナール３ 野部　公一 前)７１１教室
後 金４ ゼミナール４ 野部　公一 後)２２１教室
前 金４ ゼミナール５ 野部　公一 前)７１１教室
後 金４ ゼミナール６ 野部　公一 後)２２１教室
前 金４ ゼミナール１ 塙　武郎 前)１０３０５教室
後 金４ ゼミナール２ 塙　武郎 後)１０３１３教室
前 金４ ゼミナール３ 塙　武郎 前)１０３０５教室
後 金４ ゼミナール４ 塙　武郎 後)１０３１３教室
前 金４ ゼミナール５ 塙　武郎 前)１０３０５教室
後 金４ ゼミナール６ 塙　武郎 後)１０３１３教室
前 金４ ゼミナール１ 兵頭　淳史 前)１０２１１教室
後 金４ ゼミナール２ 兵頭　淳史 後)１０３１４教室
前 金４ ゼミナール３ 兵頭　淳史 前)１０２１１教室
後 金４ ゼミナール４ 兵頭　淳史 後)１０３１４教室
前 金４ ゼミナール３ 山田　節夫 前)ゼミ９５Ｈ
後 金４ ゼミナール４ 山田　節夫 後)ゼミ９５Ｈ
前 金４ ゼミナール５ 山田　節夫 前)ゼミ９５Ｈ
後 金４ ゼミナール６ 山田　節夫 後)ゼミ９５Ｈ
前 金４ 教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 砂原　由和 前)８２２教室
前 金４ 教育方法論 砂原　由和 前)８２２教室
後 金４ 教職実践演習（中・高） 砂原　由和 後)７２３教室
前 金５ あなたと自然科学 高部　由季 前)５２８教室 １組～５組
後 金５ あなたと自然科学 小林　昭裕 後)５２５教室 ６組～１０組
前 金５ 基礎心理学入門 綾瀬　泉 前)５２５教室
後 金５ 応用心理学入門 綾瀬　泉 後)１０１０２教室
後 金５ 法と社会 田邊　宏康 後)９７２教室
後 金５ 社会学入門 竹村　英樹 後)８１４教室
前 金５ 現代の社会学 竹村　英樹 前)８１４教室
前 金５ 宇宙地球科学１ａ 大月　祥子 前)１３２教室 オンライン
前 金５ 宇宙地球科学１０１ 大月　祥子 前)１３２教室 オンライン
後 金５ 宇宙地球科学１ｂ 大月　祥子 後)１３２教室 オンライン
後 金５ 宇宙地球科学１０２ 大月　祥子 後)１３２教室 オンライン
前 金５ 学際科目７（電力システム） 河野　敏鑑 前)９７９教室
前 金５ 学際科目１０７（電力システム） 河野　敏鑑 前)９７９教室
後 金５ 新領域科目３（極域海洋科学） 高部　由季 後)８２１教室
後 金５ 新領域科目３０３（極域海洋科学） 高部　由季 後)８２１教室
前 金５ 中国語初級２ａ（再） 綾部　武彦 前)９７６教室
前 金５ 中国語初級１０２ａ（再） 綾部　武彦 前)９７６教室
後 金５ 中国語初級２ｂ（再） 綾部　武彦 後)１０３１５教室
後 金５ 中国語初級１０２ｂ（再） 綾部　武彦 後)１０３１５教室
前 金５ 中国語中級２ａ 丸井　憲 前)ゼミ９５Ｅ
前 金５ 中国語中級２０２ａ 丸井　憲 前)ゼミ９５Ｅ
後 金５ 中国語中級２ｂ 丸井　憲 後)ゼミ９５Ｊ
後 金５ 中国語中級２０２ｂ 丸井　憲 後)ゼミ９５Ｊ
前 金５ ロシア語上級１ａ 石川　達夫 前)ゼミ１０５Ｆ オンライン
後 金５ ロシア語上級１ｂ 桜井　厚二 後)ゼミ９５Ｉ オンライン
前 金５ 社会と経済の理論１ 清水　真志 前)スタジオ２１１
前 金５ 資本主義の原理１ 清水　真志 前)スタジオ２１１
後 金５ 社会と経済の理論２ 清水　真志 後)９７６教室
後 金５ 資本主義の原理２ 清水　真志 後)９７６教室
前 金５ 日本経済史１ 谷ヶ城　秀吉 前)スタジオ２０２
後 金５ 日本経済史２ 谷ヶ城　秀吉 後)１０２０１教室
前 金５ 外国史１ 福島　大我 前)９７７教室
後 金５ 外国史１ 福島　大我 後)９７７教室
前 金５ 法律学１ 松村　芳明 前)４２０教室
後 金５ 法律学２ 松村　芳明 後)１０２０２教室
前 金５ ゼミナール３ 泉　留維 前)１０３１４教室
後 金５ ゼミナール４ 泉　留維 後)１０２０８教室
前 金５ ゼミナール５ 泉　留維 前)１０３１４教室
後 金５ ゼミナール６ 泉　留維 後)１０２０８教室
前 金５ ゼミナール５ 狐崎　知己 前)１０２０９教室
後 金５ ゼミナール６ 狐崎　知己 後)１０３０８教室
前 金５ ゼミナール５ 兵頭　淳史 前)１０２１１教室
後 金５ ゼミナール６ 兵頭　淳史 後)１０３１４教室
前 金５ 外国史ａ 福島　大我 前)９７７教室
後 金５ 外国史ａ 福島　大我 後)９７７教室
前 金５ 法律学ａ 松村　芳明 前)４２０教室
後 金５ 法律学ｂ 松村　芳明 後)１０２０２教室
前 金５ 社会科・地歴科教育法１ 佐藤　由美 前)１０３０６教室
後 金５ 社会科・地歴科教育法２ 佐藤　由美 後)１０３０４教室
後 金５ 図書館情報技術論 大曽根　匡 後)９７３教室
前 金５ 美術史ａ 内田　欽三 前)１０２０３教室
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後 金５ 美術史ｂ 内田　欽三 後)１０２０３教室
前 土１ 地理学１ 湯田　ミノリ 前)４２８教室
後 土１ 地理学２ 湯田　ミノリ 後)４２８教室
前 土１ 地理学ａ 湯田　ミノリ 前)４２８教室
後 土１ 地理学ｂ 湯田　ミノリ 後)４２８教室
前 土１ 学校図書館メディアの構成 斎藤　純 前)９７７教室
前 土１ 博物館経営論 水本　和美 前)８１１教室
後 土１ 博物館情報・メディア論 水本　和美 後)８１１教室
通 土１ 博物館実習　（前期）高島裕之・（後期）内田欽三 内田　欽三 前)考古学教室
通 土１ 博物館実習　（前期）高島裕之・（後期）内田欽三 内田　欽三 後)８２２教室
通 土１ 博物館実習　（前期）内田欽三・（後期）高島裕之 高島　裕之 前)８２２教室
通 土１ 博物館実習　（前期）内田欽三・（後期）高島裕之 高島　裕之 後)考古学教室
後 土２ 学際科目１０（岡本太郎） 伊藤　博明 後)８２１教室
後 土２ 学際科目１１０（岡本太郎） 伊藤　博明 後)８２１教室
後 土２ 博物館教育論 水本　和美 後)８１１教室
前 土２ 博物館資料保存論 水本　和美 前)８１１教室
通 土２ 博物館実習　（前期）高島裕之・（後期）内田欽三 内田　欽三 前)考古学教室
通 土２ 博物館実習　（前期）高島裕之・（後期）内田欽三 内田　欽三 後)８２２教室
通 土２ 博物館実習　（前期）内田欽三・（後期）高島裕之 高島　裕之 前)８２２教室
通 土２ 博物館実習　（前期）内田欽三・（後期）高島裕之 高島　裕之 後)考古学教室
前 土３ 博物館概論 内田　欽三 前)シアター２０１
後 土３ 博物館資料論 内田　欽三 後)８１３教室
後 土３ 博物館展示論 高島　裕之 後)シアター２０１
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